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取扱 説明 書 


SHIAI マ ピ 


は じ め に 


この た び は 、 シ ャ ー フ パー ソナ ル ワ ー ク ステ ーション 「X68000PRO」、「X68000PRO 
買い 上 げ い だ た だ だき 、 ま こと 上 に あり が よう S ぎ ざい まし た 。 


HD 


」 を お 


本 書 は 、 本 機 を 十分 に 活用 し て いた だ く 《 た め の ガ イド ブッ ク で す 。 各 機器 の 接続 の 仕方 か ら 、 実 際 


の 作業 の 仕方 まで わか りや すく 解説 し て あり ます 。 


本 機 を 正しく ご 使用 いた だ く た め に 、 本 書 を 大 切 に 保管 し 、 末 永く ご 愛用 いた だ きま す よ うお 願い 


申し 上 げ ま す 。 


ト 層 は 、 本 機 に 同 梱 の 4 冊 の マニ ュ ア ル の 三 い の 関係 を が し て いま す 。 本 機 に 初め て 触れ る 方 は 、 
本 書 「 取 扱 説明 書 」 を 最初 に お 読み くだ さい 。 その 後 、 他 の マニ ュ ア ル へ と 進む の が 標準 的 な 読み 方 


て す 。 


X-BASIC ユ ー ザ ー ズ リフ ァ レ ンス 


・X-BASIC で プロ グラ ム を 作る 
・X-BASIC で 作っ た プロ グラ ム を 使う 


日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ ・ 辞 書 ユ ー テ イリ ティ ユー ザー ズ マ ニュ アル 


・ 原 稿 や 書類 な ど と いっ た 文書 を 作成 する 
・ 各 文書 を 編集 する 
・ 辞 書 デ ィ ス ク の メン テ ナ ン ス を 行う 


Human 68 k ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 


・ フ ァイル 操作 や デイ スク 操作 を 行う 
・ 様 々 な 環境 設定 を 行う 


・ 付 属 の スク リー ン エ ディ タ で テキ スト ファ イル を 作る 


mm 


マニ ュ ア ル の 使い 方 


この マニ ュ ア ル は 、 本 機 を 正しく 使用 し て いた だ くだ ため の 操作 が ガイ ド で す 。 本 書 は 、 大 きく わけ て 
「 取 扱 説明 編 」( 第 1 部 ) と 「 使 い 方 編 」( 第 2 部 、 第 3 部) か ら な り ま す 。 前 半 の 取扱 説明 編 び は 、 パ ッ 
ケー ジ 内 容 や 機器 の 接続 の 仕方 、 本 機 の 基本 的 な 取り 扱い 方 法 と 注意 事項 な ど に つい て 説明 し て いま 
す 。 ご 使用 前 に 必ず お 読み くだ さい 。 

使い 方 編 は 、 る さらに 2 つの 部 分 に 分 か れ て いま す 。「 基 本 的 な 使い 方 」( 第 2 部 ) で は 、 起 動詞 まや 作 
業 の 手順 な ど と いっ た 基本 操作 を 「 ビ ジュ アル シェ ル 」 を 中 心 に 説明 し 、「 よ 0 り 高 度 な 使い 方 」( 第 3 
部 ) で 、 日 本 語 処理 な ど そ れ 以 外 の 操作 に つい て 解説 し て いま す 。 ま ず 、「 基 本 的 な 使い 方 」 に 書か れ 
て いる 手順 に 従っ て 、 実 際 に 本 機 を 使っ て みて くだ きい 。 ビ ジュ アル シェ ル の 基本 操作 が 習得 で きた 
ら 、 一 通り の 作業 は 行 を ます 。「 よ 05 高 度 な 使い 方 」 に つい て は 、 順 番 に 読ま な く て も 結構 で す 。 必 要 
な と き に 、 必 要 な と ころ だ け お 読み くだ さい 。 

また 、 付 録 に は 資料 し し て 、 シ ステ ム の 拡張 の 仕方 、 本 機 の スペ ッ ク や 各種 文字 の コー ド 表 が ま と 
め て あり ます の で 、 適 宜 ご 利用 くだ さい 。 


・ 本 機 の 特長 
第 1 部 取扱 説明 編 ・ 設 置 ・ 接 続 の 仕方 
・ 取 扱 上 の 注意 


・ 起 動か ら 終了 まで 
・ デ スク トッ プ 上 で の 
作業 の 進め 方 


・ ア イコ ン 領 域 の アイ コン の 種類 ・ 日 本 語 を 入力 する 
と 機能 ・ か な 漢字 変換 の 方 法 
・ キ ー 操 作 一 覧 


な お 、 本 機 に は 本 書 の 他 に 、 以 下 の マ ニュ アル が 用 意 き れ て いま す 。 


信 X-BASIC ユ ー ザ ー ズ リフ ァ レ ンス 
「X-BASIC」 言語 の 文法 を 、 詳 し く 解 説 し て いま す 。 プ ログ ラミ ング の 際 に 参照 し て くだ さい 。 


@ 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ ・ 辞 書 ユ ー テ ィ リ ティ ユー ザー ズ マ ニュ アル 
使い や すく 機能 の 豊富 な 「 日 本 語 ワ ー ド プロ モッ サ 」 の 使い 方 お よび 辞書 デ ィ ス タク 保守 ユー ティ 


リティ 」 の 使い 方 を 解説 し て いま す 。 


信 Human68k ユー ザー ズ マ ニュ アル 
本 機 の た め に オリ ジ ナ ル 開 発 さ れ た オペ レー ティ ング シス テム 「Human68k」 の 機能 と を の 使い 方 


に つい て 解説 し て いま す 。 


※ フ ロッ ピー ディ スク の バッ クア ッ プ コピ ー の 作成 に つい て 
本 機 に は 、 シ ステ ム デ ィ イス ク を は じ め 、 種 々 の プロ グラ ム や デー タ が 含ま れ た だ 大 切な が フロ ッ ピ ー デ 
ィ ス ク が 添付 さき され て いま す 。 こ れ ら の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 不慮 の 事故 か ら 守 る た め に 、 ご 使用 に な 
る 前 に は 必ず バッ クア ッ プ コピ ー を 作成 し 、 バ ッ ク ア ッ プ コピ ー の 方 を お 使い くだ さい 。 バ ッ ク ア ッ 
プ ュ ピー の 作成 方 まま に つい て は 、 第 2 部 の 、「1.3 マウ ス を 使用 し て の バッ クア ッ プ コピ ー の 作成 」 


で 詳し 《 説 明 し て いま す の で 、 を そちら を 参照 し て くだ さい 。 


付 録 


・ 周辺 機器 一 覧 
・ コ ネ ク タ の 入出 力 信号 
・ 漢 字 コ ー ド 表 

な ど 


・ 画 面 を その まま フリ ント 
する 


・ キ ー 操 作 で 専用 カラ ー デ ィ ス フ > デスク トド トップ モ 一 ド と 
レイ テレ ビ を コン トロ ー ル する コマ ンド モー ド の 違い 
・ ス ー ハ ー イ ン ホ ボー ズ の 使い 方 ・ コ マン ドモ ー ド に 入る 
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1 . 本 機 の 特長 と 全体 の 様子 


1.1 概 要 


本 機 は 、 新 し い 設計 思想 に 基づい て 開発 され た 「 ッ パーソナル ワ ー ク ステ ーション 」 で す 。 

ワー クス テー ショ ン と は 、 あ な た だ が 自由 に 目的 を 決め 、 自 由 に 使う こと が で きる シス テム で す 。 本 
機 で は 、 日 本 語 の 文書 を 処理 する こと は も ちろ ん 、 プ ログ ラム の 開発 も ゲー ム プ レイ も 、 高 速 で 親 し 
みや すい す で れ た 環境 の 中 で 行う こと が で きま す 。 

本 機 は 、CPU に 高速 処理 と 広い アド レス 空間 を 誇 ろ 216 ビ ッ ト マ イク ロ プ ロ セ ッ サ 68000 を 搭載 し 、 
メイ ン メ モリ に は 1M バイ ト を 標準 装備 し て お り 、 ス ケー ル の 大 き な パ ー ソ ツナ ルコ ンピュータ と な っ て 
が まお 。 

豊富 な 色 数 ・ 細 密 な ドッ ト 数 な どの すぐ で ぐれ た グラ フィ ッ ク 機 能 を 始め 、 リ アル な 音 作り を 楽し め る 
サウ ンド 機能 、 豊 富 に を ろ え た イン ター フェ イス に よる 幅広 い 拡張 任 な ど 、 ど の 部 分 を と っ て みて も 
充 央 し た 機能 を 満載 し て いま す 。 

本 機 で は 、「 ビ ッ ト マ ッ プ 」 と 呼ば れる 方 式 で 画面 に 表示 し た 「 デ スク トッ プ 」 を 作業 机 と 見 な し 、 
これ まで は キー ボー ド を 使っ て 行っ て いた 操作 の ほとん ど を 、 デ スク トッ プ 中 の 「 ア イコ ン 」 と 呼ば 
れる シン ボル マー ク と 、 マ ウス で 行い ます 。 ほ ん の 少し の 基本 操作 を 覚え て いた だ くだ け で 、 画 面 が 
まる で 机 の 上 で ある か の ょ よ うに 作業 で きま す 。 

親しみ や すい 高 性 能 マ シン 一 一 これ が X68000PRO、X68000PROIHDI で す 。 


1.2 特 長 


人 @ CPU に 680OO を 搭載 
メモ リア ドレ ッ シ ン グ 16M バイ ト 、 内 部 演算 アー キテ クチ ャ ー32 ビ ッ ト を 誇る 68000CPU を 採用 。 
し か も クロ ッ ク 10MHz で 高速 駆動 し て いま す 。 


@2M バイ ト の 大 容量 メモ リ 

68000 の 広大 な アド レス 空間 を 生か し て 、 テ キス ト 、 グ ラフ ィ ッ ク 、 ス プラ イト の 3 画面 を 独立 構造 
で 装備 し まし た 。 標 準 で メイ ン メ モリ 1M バイ ト 、 テ キス ト VRAM512K バイ ト 、 グ ラフ ィ ッ ク VRAM512 
K バイ ト 、 ス プラ イト VRAM32K バイ ト 、 ス タテ ィ ッ ク RAMI16K バ イト と 、 全 2M バイ ト の 大 容 
廿 RAM を 標準 搭載 し て いま す 。 


久 独 自 の ユー ザー フレ ンド リー OS「Human68k」 

シス テム の 起動 か ら ア プリ ケー ショ ン の 選択 ・ 操 作 ま で 、 ビ ジュ アル シェ ル で 行う 独自 の ユー ザー 
フレ ンド リーOS「Human68k」 を 採用 し まし た 。 ま た だ 、 あ る 処理 を 行い な が ら 指 定時 刻 に ADPCM 
ファ イル を 再生 きせ る な どの バッ ク グ ラウ ンド 処理 (TIMER コマ ンド ) や 、 キー 入力 操作 を 能率 的 
に 行 を る 、 ヒ スト リ デ バ イス ドラ イ バ な ど 豊 富 な 機能 を 搭載 し て いま す 。 


人 @ 拡 張 |/O スロ ッ ト 4 スロ ッ ト 内 蔵 
別売 の 拡張 ボー ド (MIDI ボー ド 、 増 設 RAM ボー ド な ど ) を 4 枚 ま で 挿入 で きま す の で 、 シ ステ 
ム 抜 張 に 適し て いま す 。 


・1.2 特長 


念 強 力 な 日 本 語 処 理 機能 

JIS 第 1 / 第 2 水準 漢字 ROM の 搭載 は も ちろ ん の こ と 、 か な 漢字 変換 用 の ソフ トウ ェ ア と し て 、 日 

語 入 力 フ ロン ト プ ロ セッ サ を サポ ボー ト 。 2 文節 最長 一 致 款 と いう 高度 な 文法 処理 に も ちと づい た 、 効 
03 また 、 変 換 位置 の 切り 替え た (エコ ー モ ー ド プシ ステ ム 

ー ド ) や キー 割り 付け の 変更 も で きま す 。 

変換 スピ ー ド で は 、ASK68K ver.1.0 に 比べ 約 2 倍 に スピ ー ド アッ プ ' さ れ て いま す 。 

文字 フォ ント も 、 全 角 文 字 (24X24/16X16 ド ッ ト )、 半 角 文 字 (12X24/8X16 ド ッ ト )、1/4 角 文字 
(12X12/8X8 ド ッ ト ) の マル チ フ ォ ン ト を 装備 。 数式 や 化学 式 に も 対応 し 、 多 彩 な 文字 表現 が 可能 で 
EE 


介 高 精細 度 自 然 色 グ ラフ ィ ッ ク 機 能 

・ グ ラフ ィ ッ ク 画 面 だ け で な く 、 テ キス ト 画 面 に も ビッ トマ ッ プ 方 式 を 採用 。 

・ テ キス ト 、 グ ラフ ィ ッ ク 表 示 と も 、1024X1024 ド ッ ト の 実 画面 を も ち 、 最大 768X512 ド ッ ト を 表 
が で きる 高 解像度 表示 能力 を 持っ て いま す 。 

・512X512 ド ッ ト モ ー ド の グラ フィ ッ ク 表 示 で は 、 ド ッ ト 単 位 に 65536 色 中 任意 の 色 指 定 が で きま す 。 

・ 新 開発 スプ ライ ト IC に より 、 級 密 な キャ ラク タ を スム ー ズ に 動か すこ と が で きま す 。 

・ 専 用 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ と 接続 する と 、512xX512 ド ッ BN イン ボー 
ズ (イン ター レー ス 方 式 ) で 、 テ レビ 画面 や ビデ オォ 画面 と 高 精 細 度 な コン ピュ ー タ 画面 を 重ね 合 
わせ て 表示 する こと が 可能 で す 。 また 専用 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ は 、 本 機 と 接続 し た まま で 、、 
テレ ビ 番 組 の 選 局 や 音量 の 調節 な ど と いっ た 主 な 操作 を キー ボー ド か ら コ ント ロー ル で きま す 。 


代 ス テレ オ 対 応 FM 音源 と ADPCM 機能 

リア ル な サウ ンド 作り を 楽し め る ステ レオ タイ プ '8 オクターブ 8 重 和 音 FM 音 涼 を 採用 。 ダ イナ ミ 
ッ ク な ステ レオ シン セ サ イ ザー サウ ンド の 世界 が 広がり ます 。 また 、ADPCM 方 式 の 音声 デジ タイ ズ 
機能 を 装備 し まし た の で 、 声 や 音楽 を 原音 に 近い 音声 ファ イル と し て 取り 込み 、 い つ で 5 再生 する こ 
と の でき ます 。 


⑯40 M バ イト 3.5 イ ンチ ハー ド デ ィ スク 1 基 内 蔵 (XGBOOOPRO| HD | ) 
で 40M バ イト 3.5 イ ンチ ハー ド デ ィ スク 1 基 内 蔵 可能 (XG8000PRO) 

記憶 容量 40M バイ ト の 3.5 イ ンチ ハー ド デ ィ スク ドラ イブ を 1 基 標 準 装備 (X68000PROIHD| の み )。 
大 容量 の デー タ を 高速 に アク モス で きま す 。 ま た 、X68000PRO で は 、 40M バイ ト 3.5 イ ンチ ハー ド 
ディ スク ドラ イブ を 1 基 内 蔵 で きま す 。 


介 1M バ イト 5 イン チ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 2 基 内 蔵 

記憶 容量 IM バイ ト の 5 イン チ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 2 基 標 準 装備 . ま た オー トロ ー ド 、 
ー ト イジ ェクト 機構 を 採用 し て いま す の で 、 誤 操作 な ど に よる 危険 か の ら フ ロッ ピー ディ スク を 守り 、 
ドラ イダ まわ り も すっ きり よし て いま ず 。 


| . 本 機 の 特長 と 全体 の 様子 


1.3 本 機構 成 


く CPU 部 > 

@ メ イン CPU は 、 内 部 32 ビ ッ ト 、 外 部 16 ビ ッ ト の 68000 (クロ ッ ク 10MHZ) 

人 @ 洒 閉 発 の スプ ライ ト IC、CRTC、 ビ デオ コン トロ ー ラ 、 キ ー ボ ー ド に は サブ CPU を 使用 

@⑯40M バ イト 3.5 イ ンチ ハー ド デ ィ スク ドラ イブ 1 基 内 蔵 (X68000PROIHD| (CZ-662C) の み 標 準 
装備 ) 

価 1M バイ ト 5 イ ンチ フロ ッッ ピー ディス ク ド ラ イブ 2 基 内 蔵 

令 先 進 の ビッ トマ ッ プ 表示 


く <ROM> 
@ IPLROM 128K バイ ト 
@ CGROM (JIS 第 1・ 第 2 水浴 英字 、 全 角 、 半 角 、1/4 角 文字 含む も) 768K バイ ト 


く RAM> 
@ メ イン メモ リ 1M バイ ト (2M バ イト ま て 披 張 串 
‥ VRAM 
・ テ キス ト 用 (ビッ トマ ッ プ 表示 ) 512K バイ ト 
・ グ ラフ ィ ッ ク 用 (ビッ トマ ッ プ 表示 ) 512K バイ ト 
・ ス プラ イト 用 32K バイ ト 
W ス タテ ィ ッ ク RAM 16K バイ ト 
< キー ボー ド 部 > 


依 シ リン ドリ カル スカ ルプ チャ ー タ イプ の フル キー ボー ド 
但 モ エバ パレート タ イプ ASCII 準拠 カナ 付 
他 テ ン キ ー、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー (10 個 ) 装備 


< マウ ス 部 > 
人 @ 2 ボタ ン 式 の 使い や すい ポイ ン テ ィ ン グ デ バイ ス 


く < シス テム 拡張 > 
信 豊 高 な 内 蔵 イ ンタ ー フ ェ イ ス 
・ プ リン タイ ンタ ー フ ェ イ ス (モン トロ ニク ス 社 仕様 に 準拠 
・ ジ ョ イス ティ ッ ク イ ンタ ー フ ェ イ ス (アタ リ 杜 仕様 に 準拠 ) X 2 個 
・ ア ナ ョ ログ RGB 信号 出力 イン ター フェ イス 
・ オ ー デ ィ オ 入出 力 
・RS-232C イン ター フェ イス 
・ 外 部 フロ ッ ピ ー デ ィ ス クイ ンタ ー フ ェ イ ス 


1.3 本 機構 成 


・ ハ ー ド ディ スク イン ター フェ イス (SCSI (Small Computer System Interface) 規格 準拠 ) 
・ マ ツ ス イシ ター フェ イヌ 
・ イ メー ジ 入 力 イ ンタ ー フ ェ イ ス (別売 の カラ ー イ メー ジ ユ ニ ッ ト (CZ-6VT1) 用 ) 
念 拡 天 1/O スロ ッ ト (本 体 に 4 スロ ッ ト 内 蔵 ) 
・ 種 々 の 抜 張 ボー ド が 接続 可能 


2 . 箱 の 中 に 入っ て いる も の の 確認 


2. 箱 の 中 に 入っ て いる も の の 確認 


パッ ケー ジ の 中 に は 、 次 の も の が 入っ て いま す 。 中 身 を 取り 出し て 確認 し て て だき さい 。 万 一 な いも 


の が あり まし た ら 、 お 買い 求め の 販売 店 まで ご 連絡 願い ます 。 


(① コ ンピュータ 本 体 


の キー ボー ド 


・ 取 扱 説明 書 (本 書 ) 
・ 欠 -BASIC ユー ザー ズリ ファ レン ス 
・ 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ ・ 辞 書 ユ ー テ ィ リ ティ ユー ザー ズ マ ニュ アル 


・Human68k ユー ザー ズ マ ニュ アル 


⑥⑤⑥ ケ ー ブ ル 


・ ア ナ ロ グ RGB 信号 ケー ブル 


・ テ レビ コン トロ ー ル ケー プ ブル 


⑥' フ ロッ ピー ディ スク 


・Human68k ver.2.0 シス テム ディ スク ( 含 X-BASIC) 〔 以 下 、 シ ステ ム デ ィ ス ク と 呼び ます 〕 
・ 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サディ スク 
・ 辞 書 デ ィ ス ク 


・ 保 証書 

・ ぢ お客 様 ご 相談 窓口 一 覧 表 

・ フ ァ ン クシ ョ ン ラ ベル …… Human68k の コマ ンド モー ド 用 、X-BASIC 用 、 他 1 

・ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ ナン バー 表示 ラベ ル 

・ キ ー ト ッ プ ラベ ル ……:50 音 順 か な 配列 キー 用 

・ 日 本 語 処理 用 ラベ ルー……・ 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ 選 日 本 語 ワ ー ド プロ モッ サ 用 、 他 1 
・ カ ー ド プラ (2 個 ) 


3 . 各部 の 名 称 と 機能 


ここ で は 、 本 機 の 各部 の 名 称 と 機能 に つい て 、X68000PRO (CZ-652C) の コン ピュ ー タ 本 体 を も 
に 説明 し ます 。 な お 、 名 称 と 機能 が 、X68000PRO (CZ-652C) と X68000PRO[HD] (CZ-662C) 
ほ で 異な る 箇所 の み 明 示し て あり ます 。 各 コ ネ ク タ な どの 接続 方 法 に つい て は 、「5. コ ー ド 、 ケー ブル 


を つ な で 」 を も を ご覧 くだ きい 。 


3.1 コン ピュ ー タ 本 体 の 前 面 


X68000PRO | HD | (CZ-662C) 
本 体 前 面 の 表示 


oO HD BUSY 


o「TIMER 


(@⑳ 
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① フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ アク セス 表示 用 
ラシン ジグ 
5 イジ チチ ジ ロッ ピー デオ スク を ンジ ロッ ピー 
ィ ス ク ド ラ イブ に 挿入 する と 、 緑 色 の ラン プ 
が 点灯 し ます 。 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 
の 動作 中 は 赤色 の ラン プ が 点灯 し ます 。 フロ 
ッ ピ ー デ ィ ス ク の 挿入 を 促す と き は 、 緑 色 の 
ラン プ が 点 減 し ます 。 


②⑦②5 イン チ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 
ご ご に 5 イン シンチ フ ロッ ピー ディ イス ググ を 入れ ま 
す 。 フ ロッ ピー ディ スク の 入れ 方 に 関し て は 、 
本 6。 キ m ボ ー ド 、 マ ウス 、 ア ロッ ゼー デ 
ィ ス ク 、 ハ ー ド ディ スク に つい て 」 を 参照 し 
で くだ さゆ 。 


X68000PRO | HD | (CZ-662C) 
本 体 前 面 の 表示 


3.| コン ピュ ー タ 本 体 の 前 面 


③ イ ジェ クト ボタ ン (EJECT) 

ボタ ン の ラン プ が 点灯 し て いる と き 、 こ の ボ 
如 押す と 、 ジ ロッ ピー ディ スク を ロッ 
ピー ディ スク ドラ イブ か ら 取 り 出 すこ と が で 
きま す 。 フ ロッ ピー ディ スク の 取 ひ 出し 方 に 
関し て は 、 本 章 「6. キ ー ボ ー ド 、 マ ウス 、 フ ロ 
ッ ピ ー デ オイ スネ スク 、 ハ ー ド ディ イス ク に つい て ]」 
を 参照 し て くだ さい 。 


《④ キ ー ボ ー ド コネ クタ (KEYBOARD) 
ここ に キー ボー ド を 接続 し ます 。 キ ー ボ ー ド 
に つい て は 、 本 章 「6. キ ー ボ ー ド 、 マ ウス 、 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 、 ハ ー ド ディ スク に つい 
て 」 を 参照 し て くだ さい 。 


oO HD BUSY 


_o TIMER 


Oo POWER 


〇 〇 


RESET INTERRUPT 


KEYBOARD 


①Deegew@ 則 


VOLUME PHONES 1 JOY STICK 2 MOUSE 


3. 各部 の 名 称 と 機能 


⑤ リ セッ トス イッ チ (RESET) ⑧ ヘ ッ ド ホン 端子 (PHONES) 
プロ グラ ム が 止ま ら りら なくなっ だ た とき な ど 、 こ ここ に お 手持 ちの ヘッ ド ホ ン の プラ グ を 差し 
の リセ ッ ト ス イッ チ を 押し ます 。 こ れ を 押す 込め ば 、 コ ンピュータ ミュ ー ジ ッ ク を ステ レ 
と 、 コ ンピュータ は 電源 スイ ッ チ を 入れ だ と オォ で 楽し か こと が で きま す 。 


き と 同 じ 状 態 て 起動 し ます 。 
⑨ ジ ョ イス ティ ッ ク 用 コネ クタ (JOY STICK 1 /JOY STICK 2 ) 


⑥ イ ンタ ラプ トス イッ チ (INTERRUPT ) ゲー ム な ど で ジ ョ イス ティ ッ ク を 使い た いと 
プロ グラ ム な どの 実行 を 一 旦 停 止 す る と き な き は 、 こ こ に 市 販 の ジョイスティック (アタ 
ど に 使い は す 。 リ セッ トス イッ チ と イン タラ リ 社 仕様 準拠 品 ) を 接続 し ます 。 一 人 で ゲー 
プ ト ス イッ チ と の 培い の 詳細 に つい て は 、 第 ム を する 場合 は JOY STICK 1 に ジョ イス テ 
2 部 「1.2 (2) リ セッ ト (2 回 目 以降 の 起動 ) ィ ッ ク を 接続 し て くだ さい 。 


を ざ ご 覧 くだ きい 。 
⑩ マ ウス 用 コネ クタ (MOUSE) 


⑦ 音 量 調整 ボリ ュー ム (VOLUME) ここ に マウ ス を 接続 し ます 。 マ ウス に つい て 
内 蔵 ス ピー カ と ヘッ ド ホ ン の 音量 を 調整 する は 、 本 章 「6. キ ー ボ ー ド 、 マ ウス 、 フ ロッ ピ 
つま み で す 。 左 に 回 す と 音 が 小さ きく な り 、 右 ーー ディスク 、 ハ ー ド デイ スク だ つい で 」 ぞ 参 
に 回 す と 音 が 大 きく な り ま す 。 叶 し て くだ さい 。 


X68000PRO | HD | (CZ-662C) 
本 体 前 面 の 表示 


っ ) 


oO HD BUSY 


o_TIMER 


O POWER 


ミロ へ に ビビ 


OO ①e 大 WW@ 中 l 
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⑪ 電 源 ス イッ チ (POWER) 

コン ピュ ー タ を 動か す と き は 、 ユ ンピュータ 

本 体 の 電源 プラ グ を コン モント に 差し 込ん で 
か ら ( こ れ を メイ ン 電 源 ^ 入 "(ON) の 状態 と 呼 
び ま す )、 こ の スイ ッ チ を 「 入 "(ON) に し ま 

す 。 な お 、 デ ィ ス ク ド ラ イブ な どの 動作 中 に 

この スイ ッ チ を 誤っ て “ 切 ” (OFF) に し て も 、 
すぐ に は 電源 が 切れ な いよ うな か 機能 が 付加 る 

れ て いま す 。 電源 スイ ッ チ に つい て 詳し く は 、 
第 2 部 「1.1 電源 の ON、OFF」 を 参照 し て 

くだ さい 。 


⑫ イ ンジ ケー タ 部 
電源 (POWER) ラン プ は メイ ン 電 源 ヾ 入 ? 
状態 の と き 赤 色 に 、 さ ら に 前 面 の 電源 スイ ッ 
チ が 入る と 緑色 に 点灯 し ます 。 ま だ た 、 タ イマ 
ー や 後部 の リモ ー ト コネ クタ の 信号 に よっ て 
電源 が ^ 入 ” (ON) 状態 に な っ て いる と き 、 


X68000PRO | HD | (CZ-662C) 
本 体 前 面 の 表示 


3.| コン ピュ ー タ 本 体 の 前 面 


お よび 前 面 の 電源 スイ ッ チ が ^ 入 ” (ON) か 
ら 切 ” (OFF) 状態 に きれ て か ら 実 際 に 電 
源 が 切ら れる まで の 間 は 、 緑 色 に 点 減 し ます 。 
だ だ し 、 タ イマ ー に より 電源 が * 入 ? (ON) し 
て か ら 1 分 間 は 緑色 に 点灯 し 、 そ の 後 は 緑色 
の 点 減 に 変わ り ま す 。 

タイ マー(TIMER) ラン プ グ は 内 蔵 の 電子 タイ 
マー が セッ ト き され て いる と き 、 赤 色 に 点灯 し 
ます 。 ま た 、 タ イマ ー に よっ て 電源 が ヾ 入 ? 
(ON) に な る と 、 タ イマ ー ラ ンプ は 点 減 し ま 
ず 。 婦 イマ ー に つい で は 、 第 2 部 「2.6 デス 
ク デ クセ サリ アイ コン 」 を ご 覧 くだ さい 。 
ハー ド デ ィ スク ドラ イブ アク セス 表示 用 (HD 
BUSY) ラ ンプ は 、 内 蔵 ハ ー ド ディ スク ドラ イ 
ブ の 動作 中 に 赤色 に 点灯 し ます 。 な お 、 こ の 
ラン プ は X68000PRO(CZ-652C) で は 増設 
用 ハー ド デ ィ スク ドラ イプ (CZ.-64H) を 内 蔵 
し た 場合 に の み 有 効 で す 。 


G HD BUSY 


O TIMER 


き ロ へ 


〇 〇 


KEYBOARD RESET INTERRUPT 


3. 各部 の 名 称 と 機能 


3.2 コン ピュ ー タ 本 体 の 後面 


[ 司 員 川 NM 

oy 0999 串 員 川 
川 川 朋 川 

PP NB MM 人 吊 


IN OUT 
IO SLOT 1 
⑳ @ 


eo の EGss99 s ⑯) ⑲ .⑨ me [sm 


ID 
自 HARD DISK ANALOG RGB OUT TVCONTROL IMAGE IN REMOTE PRINTER 


① RS-232C コネ クタ (RS-232C) 
RS-232C (通信 に 使わ れる 規格 ) 用 の ユネ ク 
タ で て す 。 モ デム や 音響 カプ ラ 、 そ の は ほか RS-232C 
規格 の イン ター フェ イス を 持っ た 周辺 機器 と 
接続 で きま す 。 


② オ ー デ ィ オ 入力 端子 (AUDIO IN) 
人 の 声 や 音楽 な ど や 、 オ ー デ ィ オ アン プ を 通 
ビ て 入力 する 端子 で す 。 入力 し た 音声 な どの 
アナ ログ デー タ は 、 本 機 の ADPCM 機能 に よ 
っ て デジ タル 化 き れ 、 音 声 デ ゲー タ と し て メモ 
リ や ファ イル に 取り 込む こと が で きま す 。 


則 用 川 IN 


AC100V OUT 
(MAX 300W) 


山川 吊 | 


川 串 前川 


TAUpIO] 
EXPANSION FDD 


MM 


IO SLOT 


3.2 コン ピュ ー タ 本 体 の 後面 


③④ オー ディ オ 出 力 端子 (AUDIO OUT) 
本 機 で 作っ た シン セ サ イ ザー 音 を 、 オ ー デ ィ 
オア ンプ に 出力 する 端子 で す 。 音 量 の 調節 は 、 
オー ディ オア ンプ で 行っ て くだ きい 。 


④ 外 部 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 用 コネ クタ 
(EXPANSION FDD) 
拡張 用 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ を 接続 す 
る コネ クタ で す 。 外 部 に 、 最 大 2 吾 まで 接続 
で 表 き すら 


⑩ re 
6esoDEAG 放 OO …、DWoWetihm 


ANALOG RGB OUT 
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TVCONTROL COLOR IMAGE IN REMOTE PRINTER 


3. 各部 の 名 称 と 機能 

ハー ド デ ィ スク ドラ イブ 用 コネ クタ (HARD 
DISK) 
別売 の ハー ド デ ィ スク ドラ イブ (CZ-620H な 
ど ) を 接続 する コネ クタ で す 。 SCSI 規格 準拠 
で す 。X68000PRO で は 、 外部 に 最大 16 右 ま 
で の ハー ド デ ィ スク ドラ イブ を 接続 で きま す 。 
X68000PRO[HDIC は 、40M バイ ト 3.5 イ ン 
チ ハ ー ド ディ スク ドラ イブ を 本 体内 に 1 基 内 
蔵 し て いま す の で 、 外 部 に は 最大 14 友 まで の 
ハー ド デ ィ スク ドラ イブ を 接続 で きま す 。 


⑥ ア ナ ロ グ RGB 信 号 出力 用 コネ クタ (ANA- 
LOG RGB OUT) 
専用 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ ン レビ (CZ-601D、 
CZ-611D) や アナ ログ RGB 入力 対応 の CRT 
ディ スプ レイ ィ (CZ-603D な ど ) と 接続 する コ 
ネ ク タ で す 。 


⑦ 専 用 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ コン トロ ー ル 
用 コネ クタ (TV CONTROL) 
同 梱 の テレ ビ コ ン トロ ー ル ケー ブル で 、 専 用 
カラ ー ディ スプ レイ テン レビ (CZ-602D、CZ- 
612D) と 接続 する コネ クタ で す 。 こ れ を 接続 
する こ と に よっ て 、 専 用 カラ ニー ディスプレイ 
テレ ビ を 本 機 の キー ボー ド で コン トロ ー ル す 
る こも か 3C き ます 。 


シー スル ー カ ラー 端子 (SEE THROUGH 
COLOR) 
別売 の カラ ー イ メー ジ ユ ニ ッ ト (CZ-6VT1) 
と 接続 する 端子 で す 。 こ れ を 接続 する こと に 
より 、 こ の シス テッ メ 機 器 で は ビデ オ 画 面 と コ 
ンピュータ 画面 と の 半 透 明 合成 スー パー イン 
ポー ス が 設定 びき ます 。 


oy ACIOOVOUT 
(MAX 300W) 


「 AUDIO ] 
IN OUT Esc FDD 


.? e 9 cs 


HARD DISK 


間 川 川 天 
山 串 吊 山 | 
川 川 上 衣川 
MI 山 串 


MO SLOT 


2 EGsgd s ⑯ ③) ⑨ Fm) o Limem コ 


ANALOG RGB OUT 
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イメ ー ジ 入力 用 コネ クタ (IMAGE IN) 

別売 の カラ テー イ メー ジュ ユニ ッ ト (CZ-6VT1) 
と 接続 する コネ クタ で す 。 こ れ を 接続 する こ 
と に より 、 こ の シス テム 機器 で は テレ ば また 
は ビデ オ の 画像 デー タ (アナ ログ デー タ ) を 
取り 込み 、 デ ジタル 信号 に 変換 し て 、 
ン 用 の 画面 データ (デジ タル デー タ ) と し て 
グラ フィ ッ ク VRAM に 書き 込む こと が で き 
65 


みか 


間 川 川 国 


AC100V OUT 
POV (MAx 3o0W) 


山 吊 川 


川中 串 朋 


[AUpIO ] 


IN OUT EXPANSION FDD 


夫役 Nas 


HARD DISK 


MM 


MO SLOT 
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3.2 コン ピュ ー タ 本 体 の 後面 


⑩ リ モー トコ ネ ク タ (REMOTE) 


メイ ン 電 源 が “ 入 ” (ON) の 状態 で あれ ば 、 
前 面 の 電源 スイ ッ チ が “ 切 ′ (OFF) に な っ て 
いて も 、 こ の 端子 か ら の 信号 に よっ て 電源 ス 
イタ を 人 に する こも が で きま す 。 


⑪ フレーム ア ー ス (FG) 
シス テム を 拡張 する 場合 、 こ こと 外部 機器 と 
の 間 を アー スケ ー ブ ル で 結び 、 各 機器 が 安定 
し た 動作 を する よう に 配慮 し た 端子 で 、 2 筒 
所 あり ます 。 


IMAGE IN REMOTE PRINTER 


3. 各部 の 名 称 と 機能 


⑫ プ リン タ 用 コネ クタ (PRINTER) ⑭ サ ービス コン セン ト (AC10OOV OUT) 
別売 の 24 ピ ン 漢 字 プ リン タ (CZ-8PC2、CZ- ディ スプ レイ 、 プ リン タ な どの 電源 (AC100V) 
8PK7、CZ-8PK8 な ど ) を 接続 する た め の コ を 、300W まで この コン セン ト か ら 取 る こと 
ネ ク タ で す 。 セ モン トロ ニク ス 社 仕様 準拠 で す 。 が で きま す 。 サ ービス コン セン ト は 、 前 面 の 
電源 スイ ッ チ の 状態 て 入 " か 切 ” か ) に か 
⑬ ス ロッ トカ バー (|!/O SLOT) か わら ず 、 本 機 の 電源 プラ グ が コン セン ト に 
拡張 ボー ド を 挿入 する と き は 、 こ れ を 取り 外 差し 込ま れ て いる 限り 通電 され て いま す 。 


し ます 。 4 つの カバ ー が あり ます 。 拡張 ボー 

ド の 取り 付け 方 に つい て は 、 付 録 「A. シ ステ ⑲ 電 源 コ ー ド 

^ 抜 張 」 を 参照 し て くだ さい 。 AC100V の 電源 を 供給 する た め の 電 源 コ ー ド 
で す 。 電 源 デ ラグ を コン セン ト に 差し 込む と 、 
メイ ン 電 源 が “ 入 ” (ON) の 状態 に な り ま す 。 


吊 川 NN 


| 

Ml 
っ 。。。 UMNMMM 
So@cm 昌 mg = “\s 


2 EE o (⑬) ⑨ 時 】G① iiEHET」 
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4 . 取り 扱い で 注意 


する こと 


4.1 こん な と ころ に 置い て くだ さい 


人 @ 風 通し の 良い 場所 に 
コン ピュ ー タ を 風通し の 悪い 、 狭 い 場 所 に 押 
し 込ま な いよ うに し て 《 だ きい 。 
と 〈 に 、 本 機 は 空 傘 ファ ン を 使っ て おり ま す 
の で コン ピュ ー タ 本 体 の 後面 は 10cm 以上 スペ 
ー ス を と っ て 《 く だ きい 。 


人 @ 直 射 日 光 を さけ て 


直射 日 光 の 当たる 場所 や 、 暖 房 器具 の 近く に 
置か な いで くだ さい 。 本 体 お よび フロ ッ ピ ー 
ディ スク を いた だめ る 原因 と な り ま す 。 ま た 、 
極端 な 低温 ・ 高 温 の 場所 に も 置か な いで くだ 
きい 。 


念 気 や ほこ り に 要 注 意 
混 気 の 多い 場所 や 、 ほ こり の 多い 場所 に は 置 
か な いで だ さい 。 故障 の 原因 に な り ま す 。 


@ 雑 音 対策 を 
雑音 の 多い 環境 で は 、 電 源 に 混入 する 雑音 を 
ライ ン フ ィ ル ター な ど で 取 り 除 いて くだ さい 。 
また 、 ア ナリ ログ RGB 信号 ケー ブル や テレ ビュ コ 
ント ロー ルケ ー プ ブル と 他 の 電源 コー ド と は 、 
で きる だ け 離 し て ぢ いて くだ さい 。 


4. 取り 扱い で 注意 する こと 


4.2 ふだん 使う と き に は 


信 横 置き に し て ご 使用 くだ さい 。 


人 @ 衝 琶 を 与え な いで 
コン ピュ ー タ は 精密 な 電子 部 品 で で き て いま 
す 。 落と し た り 、 物 を ぶつ け だ たり し て 、 本 体 
に 衝撃 を 与 を な いで くだ さい 。 故 障 の 原因 に 
な り ま す 。 


に @ む や み に 動 か さ な いで 
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コン ピュ ー タ が 動作 中 (ディ スク ドラ イブ の 
アク セス 中 な ど ) の 場合 は 、 本 体 を 動か る な 
いよ うに し て 〈 く だ さい 。 本 体 を 移動 する 場合 
は 、 コ ユン ピュ ー タ が 動作 し て いな い の を 確認 
し て 本 体 前 面 の 電源 スイ ッ チ を 確実 に 切っ た 
後 、 電 源 プ ラグ も コン セン ト か ら 抜 いて か ら 
移動 し て くだ さい 。 


信 水 や 異物 に 注意 
コン ピュ ー タ の 内 部 に 、 液 状 の も の 、 針 や ピ 
ン な ど 金 属 物 が 入る と 故障 の 原因 に な り ま す 。 
異物 が 入ら な いよ うに ご 注意 くだ さい 。 
と 〈 く に 、 液 状 の 異物 が 入っ た 場合 に は 、 す ぐ 
に 本 体 前 面 の 電源 スイ ッ チ を 確実 に 切り 、 電 
源 プ ラグ を 抜き 、 お 買い 上 げ の 販売 店 、 ま た 
は も より の お 客 様 ご 相談 窓口 に ご 連絡 くだ さき 
い 。 


人 @ 画 面 の ヤケ に 注意 
コン ピュ ー タ に 接続 きれ て いる ディ スプ レイ 
の コン ピュ ー タ 画面 は 、 長 時 間 連 続 し て 同じ 
点 を 表示 し 続け る と 、 そ の 箇所 に ヤケ ( 点 の 
輝度 が 落ち た り 、 に じん だ りす る こと ) が 生 
じ る こと が あり ます 。 長 時 間 の 連続 表示 を 行 
う 際 に は 、 デ ィ ス プレ イ の 輝度 を 下げ て ご 使 
用 くだ きい 。 
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4.2 ふだん 使う と き に は 


@ コ ンピュータ に 機器 を つなぐ に は 
シャ ー プ 指定 の 機器 を ご 使用 くだ きい 。 指定 
機器 以外 の 使用 な ら び に 改造 は 、 夏 障 の 原因 
に な る こと が あり ます 。 


久 汚 れ を 取る に は 
汚れ は 、 和 柔らか い 布 に 水 ま た は 水 で うす め た 


中 性 洗剤 を 含ま せ て 軽く ふい て くだ さい 。 で 


ンジ ン 、 シ ン ナ ー な ど 揮 発 性 の も の を 用 いる 
と 、 外 装 の 塗料 が 落ち た り 変 色 し た り し ます 
の で 、 絶 対 に 使用 し な いで くだ さい 。 


旬 つ ゆ つ き に つい て 
つゆ つき (結露 ) と は 、 空 気 中 の 水 恭 気 が 准 
却 さ れ て 水滴 と た な る こと で す 。 だ た と えば 、 曖 
か い 部 屋 に 浴 た い 水 の 入っ だ コッ プ を 置く と 、 
表面 に 水滴 が つき ます が 、 こ の 現象 と 同じ よ 
うに コン ピュ ー タ 内 部 の 精密 部 品 に も 水滴 が 
つ 《 こ E と が あり ます 。 つ ゆ つ き が 生じ る と 、 
コン ピュ ー タ が 誤動作 する こと が あり ます 。 
つゆ つき は 、 次 の よう な と き に お きやすい の 
て ご 注意 《 だ さい 。 

・ 混 気 の 多 いと ころ や 湯気 の た ちこ め て いる と 
この 

・ 夫 い と ころ か ら 急 に 暖か いと ころ に 持ち 込ん 
だ だ さき 。 

・ 暖 房 し た 直後 の 部 屋内 。 

・ エ アコ ン 、 扇 風 機 な どの 冷風 が 直接 当たる と 
に っ 


4. 取り 扱い で 注意 する こと 


4.3 電源 に つい て 


人 @ 電 源 コ ー ド の 取り 扱い は 
電源 コー ド に 傷 を つけ た まま 使用 す る と 危険 
で す 。 電 源 コ ー ド を 机 や イス の 下 に 敷い た り 、 
物 に は る ん で 傷 を つけ な いよ うに ご 注意 《 だ 


さ い 。 
・ Kr また 、 電 源 コ ー ド を 抜く て とき は 、 必 ず 差 し 込 
ンク k 世 み プ ラグ を 持っ て 抜い て くだ さい 。 


b 


ん 信 AC10OV で ご 使用 を 
電源 ・ 電 圧 は AC100V で ご 使用 くだ きい 。 電 
源 ・ 電 圧 が 極端 に 高かっ た り 、 低 か っ た だ りす 
る と 故障 の 原因 と な り 、 十 分 性 能 が 発揮 で き 
な い 場 合 だ が あり ます 。 こ の よう な と き は 、 お 
買い 上 げ の 販売 店 、 ま た は も より の お 客 様 ご 
相談 窓口 に ご 相談 《 だ きい 。 
@ 電 源 ス イッ チ の ~ 入 - 切 "(ON/OFF ) に つい て 
コン ピュ ー タ の 動作 を 確実 に する だ め 、 電 源 
スイ ッ チ の ~^ 入 - 切 "は 、10 秒 以上 の 間隔 やあ 
け て 操作 し て くだ さい 。 ま だ た 、 ス イッ チ の 入 
っ た 状態 で 電源 デラ グ を 抜き 差し し な いで 〈 
7 だ SUa。 
電源 スイ ッ チ の ~ 入 - 切 ” 操作 は 必ず 次 の 手順 
て 仙 つ て で だ さい 5。 

一 電源 “ 入 ′ の 場合 

① 電 源 ア ラグ を ユン セン ト に 差し 込み 、 

② 本 体 前 面 の 電源 スイ ッ チ を ~ 入 "(ON) に 
し て くだ き Moa 


IT 


一 電源 切 ′ の 場合 

① 本 体 前 面 の 電源 スイ ッ チ を “ 切 ” (OFF) 
に し 、 コ ンピュータ の 電源 が 完全 に 切れ 
た (電源 ラン プ が 赤く 点灯 し て いる ) の 
を 確認 し て か ら 、 

② 電 源 プ ラグ を コン セン ト か ら 抜 いて くだ 
さい 。 


※ 万 一 故障 し た と きゃ や 異常 を 感じ た 場合 は 使用 を 中 止 し 、 お 買い 上 げ の 販売 店 、 ま だ は も より の 
お 客 様 ご 相談 窓口 に ご 相談 くだ さい 。 
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4.3 電源 に つい て 


信 メ イン 電源 と キー ボー ド に つい て @ 長 い 間 使 用 し な い 場 合 は 
キー ボー ド を 接続 す る 場合 は 、 電 源 プ ラグ を 長い 間 お 使い に な ら な い 場 合 は 、 必 ず 本 体 前 
コン モン ト に 差し 込む 前 に 行なっ て くだ さい 。 面 の 電源 スイ ッ チ が 完全 に 切れ て いる (電源 
電源 スイ ッ チ が “ 入 ” の 場合 は 、 本 体 前 面 の ラン プ が 赤く 点灯 し て いる ) の を 確認 し て か 
電源 スイ ッ チ を “ 切 ” (OFF) に し て か ら ( 電 ら 、 電 源 プ ラグ を コン セン ト か ら 抜 いて お い 
源 ラ ンプ が 赤く 点灯 し て いる )、 電 源 プ ラグ を で くだ きい 。 
抜い て 接続 し て くだ きい 。 

信 電 波 障 害 の 場合 は 

人 完全 に 電源 を 切る に は 専用 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ に 接続 し て 使 
コン ピュ ー タ 本 体 の 前 面 に ある 電源 スイ ッ チ 用 きれ て いる 場合 テレ ビ 電 波 の 強弱 に より 画 
を 切っ た だ け で は 、 完 全 に 電源 が 切れ て いる 面 に 縮 模 様 が 出る こと が あり ます の で 、 ア ン 
わけ で は あり ませ ん 。 タイ マー 機能 や 、 テ レ テ ナ 線 に は 必ず 、 同 軸 ケ ー ブ ル (5C-2V) を 
ビ コ ユン トロ ー ル 機能 が 働く 状態 で す 。 完 全 に ご 使用 くだ きい 。 


電 涼 を 切る に は 、 本 体 前 面 の 電源 スイ ッ チ が 
移 全 に 切れ て いる (電源 ラン プ が 赤く 点 灯 し 
て いる ) の を 確認 し て か ら 、 電 源 プ ラグ を コ 
ン セ ント か ら 抜 いて くだ きい 。 

な お 、 別 冊 の 各 マ ニュ アル な ど で 「 メ イン 電 
源 わ や ON (また は OFF) に する 」 と 記述 し て 
ある 場合 、 本 機 で は 電源 プラ グ の 抜き 差し に 
よっ て ON まだ は OFF を 行い ます 。 


本 機 は 、 系 - 種 情報 装置 (住宅 地域 また は その 隣接 し た 地域 に お いて 使用 きれ る べき 情報 装置 ) 
て 、 人 住地 域 で の 電 濾 障害 防止 を 日 的 と し た 情報 処理 装置 等 、 電 波 障害 自主 規制 協議 会 (VCCI) 
基準 に 適合 し て いま す 。 
し か し 、 本 機 や ラジ オ 、 テ レビ ジョ ン 受 信 機 に 近接 し て ご 使用 に な る と 受信 障害 の 原因 と な る こ 
た 3 りす 。 
この 取扱 説明 午 に 従っ て 上 正しく 取り 扱っ て くだ さい 。 
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5 コード 、 ケ デン フル を つづ つ を てく 


5.1 接続 する 前 の 注意 点 


① コ ンピュータ 本 体 や つなご うと する 各 機 器 の 電源 は 必ず 切り 、 電 源 プ ラグ を コン セン ト か ら 抜い て 
お いて くだ きい 。 


② プ ラグ や コネ クタ の ピン (金属 部 分 ) に は 直接 手 を 触れ な が いで くだ きい 。 サ ビ が 発生 し 、 接 触 不 良 
に な る こと が あり ます 。 


⑨ つ な ご うと する プラ グ の ピン と 、 ユ コネクタ の ピン 容 を よく 見 《 く ら で 、 ぴ っ た だ た り と 合う よう に し て つ 
況 MG くだ きい 。 


④ プ ラグ は ピン 容 に 合わ せ 、 ま っ す で 挿 入 し 完全 に 差し 込ん で 《 だ きい 。 


コネ クタ に 近い と ころ で ケー ブル を 極端 に 曲げ な いで 《 だ きい 。 有 断線 の 原因 と な り ま す 。 
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5.2 キー ボー ド 、 マ ウス を つなぐ 


5: を 生 一 ポー ド 。 マ ウス を つが で ぐ 


コン ピュ ー タ 本 体 に キー ボー ド や マウ ス を つ な で 際 に は 、 プ ラグ に ある 矢印 を 上 に し て 、 奥 まで し 
っ が 0 と 差し 込ん で て だ さい ゆい 。 


O HD BUSY 


Oo _TIMER 


き ロ AP 


KEYBOARD RESET INTERRUPT VOLUME PHONES 1 JOY STICK 2 


3YB8000 P 且 り 


Oo HD BUSY 


o_TIMER 


KEYBOARD RESET INTERRUPT VOLUME PHONES 1 JOY STICK 2 


5. コー ド 、 ケ ー ブ ル を つなぐ 


5.3 ディ スプ レイ 装置 を つなぐ 


信 専 用 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ (CZ-602D、CZ-@6 1 2D) を つなぐ で 

本 体 後面 の アナ ログ RGB 信号 出力 用 コネ クタ (ANALOG RGB OUT) と 、 専 用 カラ ー デ ィ ス 
プ ァ レイ テン レビ 後面 の アナ ログ RGB ユネ クタ (アナ ログ 15 ピ ンコ ネ ク タ ) と を 、 本 機 に 同 梱 の アナ ロ 
グ RGB 信号 ケー ブル で 接続 し て くだ さい 。 ま た 、 本 体 後面 の 専用 カラ テー ディス プレ イ テ レ ビ コン トロ 
ー ル 用 コネ クタ (TV CONTROL) と 、 専 用 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ 後面 の テレ ビ コ ユン トロ ー ル 
コネ クタ と を 、 本 機 に 同 梱 の テレ ビ コ ユ コントロー ルケ ー ブ ル で 接続 し て くだ きい 。 


< 専用 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ 後面 > 


川 川 IN 
| 岬 川 吊 吊 川 


山川 串間 中 
(Von 川間 


@⑨ @⑨ [seossss FDD 
MO SLOT 


1 


LESS o (《) ⑲ Fe issrs 


TVCONTI nou TO IMAGE IN REMOTE PRINTER 


RS-232C 


< 本 体 後面 > 


HARD DISK ANALOG RGB OUT 


フィ ルター が つい て いる 側 の ケー ブル 
を 接続 し て くだ さい 。 
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5.3 ディ スプ レイ 装置 を つなぐ 


人 @ ア ナ ロ グ RGB 方 式 デ ィ ス プレ イ (CZ-6O3D な ど ) を つ な で 
本 体 後面 の アナ ログ RGB 信号 出力 用 コネ クタ (ANALOG RGB OUT) に 、 デ ィ ス プレ イ 後 面 
か ら で て いる 信号 入力 コネ クタ を 差し 込み 、 両 端 の ネジ ども を ドライバ ー で し っ か り と し め て 〈 く だ きい 。 


注意 : この 他 の カラ ー デ ィ ス プレ イ 装 置 を ご 使用 に な る と き は 、 本 機 に 同 柚 の アナ ログ RGB 信号 用 ケ 
ー プ ブル が 使用 で きる か どう か 、 ま た ディ スプ レイ の 仕様 が 本 機 と 組合 せ 可能 か どう か を よく お 
確か めく 《 く だ さい 


< アナ ログ RG 量 方 式 デ ィ ス プレ イ 後 面 > 


串 川 川 NN 
。 L リ 川 吊 吊 | 


山 
s cx ss。 UM 
9 9 css " ざ ゃ 


HARD DISK ANALOG RGB OUT mcowrnoL 0 IMAGE IN REMOTE PRINTER 


< 本 体 後面 > 
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5. コー ド 、 ケ ー ブ ル を つなぐ 


5.4 その 他 の 周辺 機器 を つなぐ 


本 機 に は その 他 に も 様々 な 拡張 イン ター フェ イス が 用 意 る され て いま す 。 本 機 に 接続 する こと の で き 
る 周辺 機器 の 一 覧 に つい て は 、 本 書 巻 末 の 付録 「A. シス テム 拡張 」 を ご 覧 くだ さい 。 


6. キー ボー ド 、 マ ウス 、 フ ロッ ピー 
デイ スク 、 ハ ー ト ディ スク に つん いて 


情報 を 入力 する た め 、 そ し て る その 情報 を どの よう に 処理 する の か コン ピュ ー タ に 命令 する た め に は 、 
キー ボー ド や マウ ス な ど が 必要 で す 。 ま た 、 プ ログ ラム や デー タ と いっ た だ た 、 い わ ゆ る ソフ トウ ェ ア の 
入れ 物 た し て 、 フ ロッ ピー ディ スク は な く て は な ら な い 記 憶 媒体 で す 。 

ここ で は 、 コ ンピュータ の 重要 な 周辺 機器 で ある キー ボー ド や マウ ス 、 お よび フロ ッ ピ ー デ イス ク 、 
ハー ド デ ィ スク の 扱い 方 に つい て 解説 し ます 。 


kt キー ボード 


本 機 の キー ボー ド は 、 キ ャ ラク タキ ー、 特 殊 キ ー、 テ ン キ ー (数 値 入力 キー)、 カ ー ソ ルコ ント ロー 
ルキ ー、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 5 つの ブロ ッ ク で 、 使 いや すい 構成 に な っ て いま す 。 

キー ボー ド の 大 部 分 を 占め る キャ ラク タキ ー は 、 |SHIFT | キー や 、 | ひらがな キー、 | 全角 一 、 
[CAPS キー、| 記 号 入力 ほ 一 な ど と の 組合 せ で 、 文字 や 数 字 、 記号 や グラ フィ ッ ク シ ン ボ ル な ど を 表現. 
で きる マル チキ ー で す 。 ま た 、 同 じ キ ー を 押し 続け る と 、 その 文字 を 連続 し て 入力 で きる リピ ビート 機 
能 を 持っ て いま す 。 

コン ピュ ー タ に 文字 を 入力 する と き に は 、 キ ー ボ ー ド 上 の キャ ラク タキ ー を 押し ます 。 こ れ を い キ 
ーー 入力” と いい ます 。 特殊 キー と 組み 合わ せ て キー 入力 を 行う こと に よっ て 、 様 々 な 文字 や 符号 を 入 
才 ボ る こと が で きま す 。 


思 加 1 国 同国 | 周回 居 
ロ + 和 | P 
5 人 人 | | I = | | け | 関 | | 
回 回 LDP mlImImILmIPImlmeIrelMeVeway ugveM に VAT 
癌 | 間 賠 較 || 癌 | 賠 | 図 | 閲 | 図 | 同 | 同 回 加川: 
め ぁ 」|| うえ ぇ | ち | ゃ よ | も へ 回 
ーーー ソー リー ゲー と ーー ワ ロ ー レ ー つ ーー バレ ーー コバ レー つ フ ー つ 
R 1 に 
Q W E ulIIR T Y U (】 P っ 
IiI 問 回 別 | 回 | 還 | 同 | 図 | 還 | 還 | 同 | 図 図 上 
0 と ai mm 
十 キキ H 
CTRL A D G H J し 日 日 3 』 
固有 還 | 較 | 周 | 還 | 図 | 還 | 賠 | 開 | 図 | 図 隊 用 
en ーー ニッ ア ーー = 


( 》 2 ー 
g 引 還 還 | 還 | 還 | 国 | 開 | 較 | 図 | 病 剛 | 車庫 
中国 還 還 | ひ | み ね る め ろ | | 
ーーー ニー ジジ ーー ドーーー3 
上 k に 川 計 ML__ [| 5 川 較 | | 
HH ni Ei oe と こら 


6. キー ボー ド 、 マ ウス 、 フ ロッ ピー ディ スク 、 ハー ド デ ィ スク に つい て 


の 〇 特殊 キー 

特殊 キー は 、 キ ャ ラク タキ ー と 違い 、 そ れ ぞ れ 特 殊 な 働き を し ます 。 こ れ ら の キー は 、 使 用 する ソ 
フト ウェ ア に よっ て 機能 や 意味 が 異な る こと が あり ます の で 、 詳 し く は 、 そ れ ぞ れ の ソフ トウ ェ ア の 
解説 を 参照 し て くだ さい 。 

ここ で は 特殊 キー の 代表 的 な 機能 を 紹介 し ます 。 


念 主 に 文字 入力 に 関係 する キー 


し Eggd Est 
FT TTPT TTF TL 回 回 回 回 回 回 
い か を ら 
テト ーー ーー 
癌 | k > 


[ SHIFT | (シフ トキ ー) 
この キー を 押し な が ら キ ャ ラク タキ ー を 押す と 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の 大 文字 、 ま た は 各 キ ー 
の 上 段 に ある 文字 を 入力 で きま す 。 左右 に 1 個 ず つ あ り ま す が 、 ど ちら を 使っ て も か まい 
ませ ん 。 また 、 次 の [CAPS | キー が ロッ ク さ れ て いる と き に [SHIFT| キ ー を 使う と 、 アル 
ファ ベッ ト の 小文字 が 入力 され ます 。 


| CAPS | (キャ ピタ ル ロ ッ クキ ー) 
アル ファ ベッ ト の 大 文字 を 入力 する の に 使い ます 。 一 度 押 す と ロッ ク さ れ た 状態 と な り 、 
キー に ある 赤い ランプ が 点灯 し ます 。 こ の ラシン プ が 点灯 し て いる と き に キャ ラク タキ ー を 
押す と 、 コ ンピュータ に 大 文字 が 入力 され ます 。 も う 一 度 押 す と ロッ ク は 解除 る れ ま す 。 
この キー は アル ファ ベッ ト の み に 作 用 し 、 他 の キー に は 影響 を 与え を ませ ん 。 

[| 「 |1( メ ペー ネス キー) 
文字 列 の 区 切り な ど に スペ ー ス ( 空 碧 ) を 入れ る と き に 使い ます 。 ス ペー スキ ー を 1 回 押 
すし と 1 文字 分 の スペ ー ス が あき 、 押 し 続け る と リピ ビート 機能 が 働き スペ ー ス を 続け て 入力 
で きき まう も 

| TAB | (タブ キー) 
タブ 文字 を 入力 する の に 使い ます 。 エ ディ タ な ど で タ ブ 文 字 を 入力 する と 、 画 面 上 で 8 桁 
ご と に 行 の 頭 を 揃え を る こと が で き て 便利 で す 。 

| J | (リタ ー ン キー) 
いろ いろ な か 意味 が あり ます が 、 入 力 し た 文字 を コン ピュ ー タ に 知ら せ だ り 、 改 行 し た り し 
ます 。 テ ン キ ー の IENTER | キー も リタ ー ン キー と 同じ 働き を し ます 。 

[CTRL ] (コン トロ ー ル キー) 
他 の キー と 組み 合わ せ て 、 特 殊 な 機能 を 実行 し ます 。 [CTRL | キー と 組み 合わ せ て 使用 で 
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56.| 呈 ー ボ ー ド 


きる キー と る その 内 容 は 、 動 作 中 の ソフ トウ ェ ア に よっ て 異な り ま す 。Human68k、X-BASIC、 
日 本 語 ワ ー プ ロ な ど 、 そ の と き に 動作 し て いる ソフ トウ ェ ア の マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ "。 
さい 。 

か な | (が な キー) 
キー ボー ド か ら か な を 入力 し ます 。 一度 押 す と ロッ ク さ れ た 状態 し な り 、 キ ー に ある 赤い 
ラン プ が 点灯 し ます 。 もう一度 押 す と ロッ ク は 解除 きれ ます 。 


人 @ 主 に 文字 編集 に 関係 する キー 


PETFTPTTFTETPTLT ]| 
3 
有 思 旧 還 | 同国 | 同 還 | 関 | 同 | 還 | 較 | 還 | 図 | 首 ーー 
1 連装 EE 
lk 是 M 症 … コ 剛 陵 開 昨 
と し しい 


| BS | (バッ クス ペー スキ ー) 
カー ソル の 直前 の 文字 を 1 文字 削除 し ます 。 こ の と き 、 カー ソル の 位置 か ら 右側 の 文字 列 
は すべ て 左 に 1 桁 移動 し ます 。 

DEL | (デリ ー ト キー) 
カー ソル 上 の 文字 を 1 文字 削除 し ます 。 こ の と き 、 カ ー ソ ル の 位置 か ら 右 側 の 文字 列 は す 
べ で て 左 に 1 桁 移動 し ます 。 

| INS | (イン サー トキ ー) 
キー ボー ド か ら 文字 を 入力 する と き の モ ー ド を 、 イ ン サ ー ト (挿入 ) モー ド に し ます 。 一 
度 押す と ロッ ク さ きれ た 状態 し な り 、 キ ー に ある 赤い ラン プ が 点灯 し ます 。 も ぅ ぅ 一 度 押す と 
ロッ ク が 解除 きれ 、 通 常 の 入力 モー ド (オー バー ライ トモ ー ド ) に 戻り ます 。 イ ン サ ー ト 
モー ド で は 、 入 力 し た 文字 列 は カー ソル 上 に あっ た 文字 の 直前 に 入力 され 、 その 後ろ に あ 
YY 

書き 替え ます 。 

| HOME | (ホー ムキ ー) 
カー ソル を 画面 の ホー ム 位 置 に 戻し ます 。 

| BREAK | (プレ ー ク キー) 
コマ ンド や プロ グラ ム の 実行 を 強制 的 に 中 断 し ます 。 

| COPY | (コピ ー キ ー) 
を その と き の デ スク トッ プ 画 面 の ハー ドコ ピー を プリ ンタ に 印字 し ます 。 ハ ー ド ユ ュ ピ ー に ヒ 関 
する 詳細 は 、 本 書 第 3 部 「4. 画面 の ハー ドコ ピー を と る 方 法 」 を 参照 し て くだ さい 。 

OPT.2 | (オプ ショ ン 2 キー) 
前 後面 の 電源 スイ ッ チ が どちら も バ 入 ” (ON) 状態 で あれ ば 、ISHIFT| キ ー の 代わ り に こ 
の キー を 使っ て 、 後 述 (第 3 部 「2. テレ ビ コ ン トロ ー ル 、 ス ー パ ー イ ン ポ ー ズ 」) の テレ 


31 


6i。 


キー ボー ド 、 マ ウス 、 フ ロッ ピー ディ スク 、 ハ ー ド ディ スク に つい て 


ビラ ント ロー ル を 行う こと が て "きま す 。 

な お 、 以下 の キー は 、 そ の と き は に 動作 し て いる アプ リケーション ソフ ト に よっ て 働き が 異な り ま す 。 
詳し て は それ ぞ れ の アプ リケーション ソフ ト の マニ ュ ア ル を ご 覧 くどき さい 。 ビ ジュ アル シェ ル 上 で は 、 
と (くに 動 作 し ませ ん 。 


UNDO | (アン ドゥ キー) 
OPT.|1 | (オプ ショ ン 1 キー) 


ESC 


(エス ケー プ キ ー) 


HELP | (ヘル プ キ ー) 


1 


! 


一 | に | (カー ソル 移動 キー) 


CT 間 k ニ ト ー 
UP 了 2 22 セー、 ロール ダウ ン ギ キー) 


信 主 に 日 本 語 入力 の 際 に 使う キー (詳細 は 、 本 書 第 3 部 「1. 日 本 語 を 入力 する 」 を 参照 ) 


名 


回 | 
EE 
IE 昨 恒 園 還 | 同国 | 還 病 上 


遇 | に 四 


XFI 


ー| XF5 | (変換 キー1 一 5) 


か な 漢字 変換 を 行う の に 使い ます 。 


ひら が な | (ひら が な キー) 


全角 の ひら が な を 入力 する の に 使い ます 。 一 度 押す と ロッ ク さ れ た 状態 と なり 、 キ ー に あ 
る 緑色 の ラン プ が 点灯 し ます 。 も うぅ う 一度 押す と ロッ ク は 解除 きれ ます 。 こ の キー は | か な | キ 
上 ロー マダ | キー と | 全角 | キー の ラン プ が ロッ ク さ れ て いる と きのみ 有効 で す 。 


全角 | (全角 キー 


文字 を 全角 と し て 入力 する か 半角 と し て 入力 する か を 決め ます 。 一度 押 す と ロッ ク さ れ だ た 
状態 し な り 、 キ ー に ある 緑色 の ラン プ が 点灯 し ます 。 こ の と き 全 角 文 字 と (なり ます 。 も う 
一 度 押す と ロッ ク は 解除 きれ ます 。 この と き 半 角 文 字 と な り ま す 。 


か な | ( カ か ' な キー) 


日 本 語 入力 の 際 に 、 か な で 入力 する か どう か を 決め ます 。 一度 押 す と ロッ ク さ れ た 状態 と 
な り キ ー に ある 寺 色 の ラン プ が 点灯 し ます 。 も うぅ 一度 押す と ロッ ク は 解除 きれ ます 。 な お 、 
次 の [ロー マ 字 | キー と 同時 に ロッ ク す る こと は で きま せん 。 


32 


6 只 二 ボ 購 


ロー マ 字 | (ロー マ 字 キー) 
日 本 語 入力 の 際 に 、 ロ ー マ 字 で 入力 する か どう か を 決め ます 。 一度 押 す と ロッ ク さ きれ た 状 
態 と な り 、 キ ー に ある 赤色 の ラン プ が 点灯 し ます 。 もう 一 度 押す と ロッ ク は 解除 きれ ます 。 


コー ド 入 力 | (コー ド 入 力 キ ー) 


日 本 語 入力 の 際 に 、 コ ユー ド で 入力 する キー で す 。 一 度 押 す と ロッ ク さ れ た 状態 と な り 、 キ 
ー に ある 赤色 の ラン プ が 点灯 し ます 。 もう一度 押す と ロッ ク は 解除 きれ ます 。 

記号 入力 | (記号 入力 キー) 
日 本 語 入 力 の 際 に 、 記 号 を 入力 する キー で す 。 一度 押 す と ロッ ク さ れ た 状態 し な り ま す 。 
も う 一 度 押す と ロッ ク は 解除 きれ ます 。 

登録 | (登録 キー) 
日 本 語 入 力 の 際 に 、 辞 書 に 単語 を 
部 「1. 日 本 語 を 入力 する 」) を ご 覧 


登録 し ます 。 詳しく は 日 本 語 処理 に つい て の 説明 (第 3 
Sa 


な お 、 日 本 語 入 力 の 際 に 、| 全角 | キー と | ひら が な | キー と 、[ ロ ー マ ' 人 | キー また は | か な | キー が ロッ 
ク さ れ て いな いと 、 か な 漢字 変換 や ひら が な は 使用 で きま せん 。 


〈 〇 キャ ラク タキ ー 
1 つの キャ ラク タキ ー (文字 キー) で 、 数 種類 の 文字 を 入力 する こと が で きま す 。 ど の 文字 を 入力 
する か は 、 特 殊 キ ー と の 組合 せ で 選択 する こと が で きま す 。 


四 回 団 賠 剛 回 回 
EE El 呈 旧 用 回 回 回 | 還 | 罰 | 回 国 
RI 呈 旧 回 | 回避 川 回 | 回 | 回 由 

] EE 


隊商 
mm 
国 回 賠 図 同時 中 
放 MEMUL__ 回 回 姜 
ロ 
ェ ーー ei = こう 


ここ で は 2 つの キー を 例 に 、 文 字 入 力 の 方 法 を 説明 し ます 。 表 中 の “ 十 ” と “*,? は 以下 の こと を 意 
忠 し て Me ます 。 


[Al+[B] |「A] キー を 押し な が ら 「B] キ ー を 押す 
( 例 :|SHIFT |+E | ……|SHIFT| キ ー を 押し な が ら [E | キー を 押す ) 
[Al. [Al キー ロック し て お く 
( 例 :[CAPS | [E|……[CAPS] キー を ロッ ク し た 状態 で [E | キー を 押す ) 


※ 本 機 に 同 柚 の キー トッ プラ ベル は 、 キ ー ボ ー ド の か な 配列 を 50 音 順 配 別に し て 使用 する と き に 、 キ 
ー ボ ー ド の キャ ラク タキ ー に は りつ け て 使用 し て くだ さい 。50 音 順 配列 の 設定 の し か た は 、 別 冊 の 
「Human68k ユー ザー ズ マ ニュ アル 」 の “SWITCH コマ ンド を ご 覧 くだ さい 。 
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6 、 


| コード 。 マ ウス 。 プッ ピー デザ スタ み 、 ハー ド 完 イィ スク に つい て 


押す キー 


還 
[smr +」 

か な | | 

か な |, | ひら が な | [ 
か な |, | sHiFT |+| ] 


※ 入 力 さ れる 文字 は 半角 文 テ で す 


押す キー 


か な |, [ひら が な [snrT |+[ ] 


入力 され る 文字 


ロ 


SHIFT |+ 
か な | [| | 


か な |, | ひら が な |, 


か な |,| sHiFT |+ 


| か な |, | ひら が な 


※ 入 力 き れる 文字 は 全角 文字 で す 


押す キー 


[LsHFT |+| ] 
L 


SHIFT |+| | 


ロ 


* | ひら が な y 
,| SHiFT |+ 


, | ひら が な | 


へ へ へ へ の 中 @ 


※ 入 力 さ れる 文字 は 半角 文字 で す 


[| cAps | | sHiFT |+[ ] 


[ひな | ] 


SsHIFT |+| | 


ひら が な |, | sHiFT |+ 


※ 入 力 さ れる 文字 は 全角 文字 で す 
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6.1| キー ボー ド 


その他 の キー 


ケー E RS ーー トーー 1 /EHVSY UE デバ 
ee ーー 
EEELkHkEMLLLL | 
El ーー | ルズ 
千 相 


⑯ テ ン キ ー (数 値 入力 キ ー) 
テン キー は 、 だ た くさ ん の 数 値 デ ゲー タ を 入力 する と き に 便利 な よう に 、 独 立 し て キー ボー ド の 右側 に 
配置 され て いま す 。 その まま 押す と 、 対 応 す る 数 値 や 内 容 が 入力 で きま す 。 
| CLR | (クリ アキ ー) 
この キー を 押す と 、 カ ー ソ ル が 画面 左上 端 に 移動 する と 共に 、 い まま で 表示 され て いた 画 
面 が 消さ きれ ます 。 
| ENTER | (エン ター キー) 
特殊 キー の リタ ー ン キー と 同じ で す 。 
| | (スラ ッ シ ョ ) 
除算 の 記号 の 意味 や 表し ます 。 
(アス タリ スク ) 
乗算 の X 記 号 の 意 球 や 表し ます 。 


|* 


@ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 
キー ボー ド の 一 番 上 の | FI | 一 | FI0 | と 書か れ た キー は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー と 呼ば れ ま す 。 こ の 
キー を 押す と 、 あ ら か じ め 設 定 さ れ て いる 文字 列 が 入力 され ます 。 キ ー の 内 容 は 、 各 ソフ トウ ェ ア で 
異な り ま す 。 ま だ 、 自 分 で 適当 な 文字 列 を 定義 する こと も で きま す 。 
※ 本 機 に 同 柚 の ファ ンク ショ ン ラ ベル は 、 各 ソフ トウ ェ ア に あわ せ て 、 キ ー ボ ー ド の ファ ンク ショ ン 
キー の 上 の 溝 に 入れ て 使用 し て くだ きい 。 


信 専 用 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ コン トロ ー ル 

テン キー お よび カー ソル 移動 キー も それ ぞ れ |SHIFT | キー また は 「OPT.2 | キー と 組み 合わ せる こと 
に よっ て 、 専 用 カラ ー デ ィ ス デレ イ テ レ ビ を も キ ー ボ ー ド 上 で コン トロ ー ル する こと が で きま す 。 話し 
く は 、 第 3 部 「2. テレ ビ コ ン トロ ー ル 、 ス ー パ ペー インポ ボ ポーズ 」 を 参照 し て くだ きい 。 
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6. キー ボー ド 。 マ ウス 、 フ ロッ ピー ディ スク 、 ハ バー ド デ ィ スク に つい て 


キー ボー ドコ ー ド に つい て 


キー ボー ド の 裏面 に は は 、 コ ユー ド を 固定 する 溝 が 3 か 所 つい て いま す 。 


本 体 と キー ボー ド の 配置 に よっ て 固定 する 位置 を 自由 に 選択 で きま す 。 (3 方 向 ) 
港 に ユー ド を 固定 する と き に は 、 特 に ツメ の 位置 の ユー ド を し っ か り と 押し 込ん で くだ きい 。 
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6 が TS 


6 2 マウ ス 


マウ ス は 、 キ ー ボ ー ド と 並ぶ 重要 な 入力 装置 で す 。 マ ウス は 、 ポ イン ティ ング デバ イス (座標 入力 
装置 ) と も 呼ば れる も の で 、 画 面 上 の ポイ ンタ を 自由 に 移動 し て 命令 え の 他 を 選択 し ます 。 

マウ ス に は 左 ボ タン ” と ^ 右 ボタ ン ” の 2 種類 の ボタ ン が あり 、 こ れ ら を 使い 分 ける こと に よっ 
て 、 い ろ い ろ な 機能 を 実行 する よう コン ピュ ー タ に 指示 で きる よう に な っ て いま す 。 


の 構 


大 


左 ボ タン 右 ボ タン 


ボー ル 8 
ボー ル 脱 着 ぶ た 


<〈 正 面 > < 裏面 > 
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キー ボー ド 、 マ ウス 、 フ ロッ ピー ディ スク 、 ハ ー ド ディ スク に つい て 
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の 使い 方 


机 の 上 な ど 平 ら な 面 の 上 に マウ ス を 置き 、 こ 
れ を 滑ら せ て 使い ます 。 移 動 に よっ て 接地 面 
の ボー ル が 回 転 し 、 そ の 動き に 応じ て 画面 上 
の ポイ ンタ が 移動 し ます 。 マ ウス 全体 を 動か 
し て 使う の で 、 操 作 す る 面 に は ある 程度 の 広 
き (30 モ ンチ 四方 程度 ) が 必要 で す 。 操 作 面 
を 確 休 し て くだ さい 。 

命令 や 指示 も 与 を る を ときには 、 ポ イン タ を 適 
当 な 位置 に 移動 きせ て マウ ス ボ タ ン を 押す ( ク 
リッ ク す る ) こと に よっ て 実行 し ます 。 詳し 
い 使い 方 に つい て は 、 第 2 部 「1.3(1) マウ ス 
の 使い 方 」 で 解説 し て いま す の で 、 そ ちら を 
ご 覧 くだ さい 。 


6.2 マウ ス 


取扱 上 の ご 注意 


信 マ ウス は 、 極 端 な 凹凸 の な い 水 平 な 面 で ご 使 
用 くだ さい 。 


< ボー ル の 取り 出し 方 > 全 す べ す べし た 面 ( 由 、 ワ ックス 、 パ パウダー を 
塗っ た 面 、 テ フロ ン な ど 潤 滑 性 の ある 面 ) で 
マウ ス を 操作 する と 、 ボ ー ル が スリ ッ プ し 、 
ポイ ンタ が 動か な く な る と き が あり ます 。 


① 


@ ホ コリ の 多い 場所 で の ご 使用 は 避け て くだ さ 
い 。 と くに 、 ボ ー ル の 清 走 面 に ホコ ユリ 、 水 、 
油 な ど が あり 、 ボ ー ル 面 に を それ ら が 付着 する 
と 、 正 常 な 機能 を 果 た き る な いこ と が ある の で 、 
きれ いな 面 で 滑走 させ て くだ さい 。 

信 沙 と し だ たり 、 ぶ つけ だ た り 、 強 い シ ョ ッ ク を 与 
えがい で くだ きい 。 


マウ ス を 裏返し に し て 、 ボ ー ル 脱着 ぶ 
た を "OPEN" の 方 向 へ 回 し ます 。 @ 持 ち 運 び の 際 に は 、 コ ー ド を 持っ て ぶら 下げ 
な いで くだ さい 。 


@ ボ ポール が 汚れ た 場合 は 、 マ ウス の 脱着 ぶた を 
は ず し 、 ボ ー ル を 洗い 、 乾 いた 布 で 水分 を 拭 
き と り 、 十 分 に 乾燥 きせ た うえ ぇ で 元 に 戻し て 
くだ きい 。 
ボー ル を 洗 光 す る と き は 、 水 で うす め た 中 性 
洗剤 を ご 使用 くだ さい 。 漂 白 剤 、 シ ン ナ ー、 
アセトン な どの 有機 溶剤 、 ワ ックス 、 ク リー 
ム 、 オ イル な ど は 使用 し な いで くだ さい 。 ま 
だ た 、 化 学 雑 巾 や 、 ワ ックス ・ オ イル の 付い た 
布 で ボー ル を 拭 か な いで くだ さい 。 ボ ー ル 表 

する と 、 マ ウス 本 体 か ら ボ ー ル 脱着 ぶ 面 に オイ ル な どの 皮膜 が で きる と 、 ス リッ プ 


た が は ずれ ます の で 、 中 か ら ボ ー ル を の 原因 と な り ま す 。 
取り 出し て くだ さい 。 


@ マ ウス の 内 部 (ボー ル 以 外 の 部 分 ) に 付着 し 
た 異物 は 、 乾 いた 布 で 取り 除い て くだ さい 。 
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放 。 ギ キーボード 。 マ ウス フツ 加 一 ザ ディ スク 、 バ パー ド デ ィ ベク に つい る 


6.3 フロ ッ ピ ピー ディスク 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 、 情 報 を 収納 する た め の も の で す 。 フ ロッ ピー ディ スク は 、 磁 性 体 を 塗布 し 

た 薄い ポリ エス テル 円 板 を ビニ ー ル 製 の ジャ ケッ ト で 包ん だ も の で 、 磁 気 に よ っ て 情報 を 記録 し ます 。 
フロ ッ ピ ビー ディ スク は 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ に セッ ト す る こと に よっ て 、 コ ンピュータ の 外 
部 記憶 装置 と し て 使用 で きま す 。 


〇 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 構造 


ライ ト プ ロ テク トノ ッ チ 


到 兆 必 王 二 形 
イジ シ デ の あれ 


ヘッ ドウ ィ ン ド ウ 


⑱ ラ イト プロ テク トノ ッ チ は 記録 を 保護 する た め の 切 り 込み で 、 こ こ に 専用 の シー ル を 貼っ て お く 〈 と 、 
その フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に は 新た な 情報 の 書き 込み や 消去 が びき な く な り 、 す で に 記録 きれ て いる 
デー タ や プロ グラ ム が 保護 され ます 。 

@ イ ン デ ックス ホー ル は 、 フ ロッ ピー ディ スク に 記録 きれ て いる デー タ や プロ グラ ム を 読み 出す と き 

の 基準 点 と な る と ころ で す 。 誤 っ て ふる が な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 

本 機 で 使用 する フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 、 両 面 高密 度 (2HD) と 呼ば れる 、 表 裏 を 使用 し た 記録 密 度 
の 高い ちの で す 。 記 憶 容 量 (記録 する こと が で きる 情報 量 ) は 、1 枚 当 た り 約 1Mbyte (メガ バイ ト ) 
あり ます 。 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク へ の 書き 込み や 読み 出し は 、 フ ロッ ピー ディ スク を も フロッピ ー デ イィ イス ク ド ラ イ 
ブ の 中 で 回 転 き せ 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 内 の 磁気 ヘッ ド を 接触 きせ る こと に よっ て 行い ます 。 
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6.3 ラロ 性 ー デ スク 


ぐつ 取扱 上 の ご 注意 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 、 大 切な デー タ や プロ 
グラ ム を 納め る 収納 庫 で す 。 フ ロッ ピー ディ ス 
ク の 取り 扱い を 誤る と 、 フ ロッ ピー ディ スク ば 
か りか 、 そ の 中 の デー タ や プロ グラ ム を 失っ て 
し まう こと に な り ま す 。 一度 使え を なく な っ た だ た フ 
ロッ ピー ディ スク は 、 中 に 入っ て いた だ データ と 
共に 、 二 度 と 使用 で きる 状態 に は な り ま せん 。 
大 切な デー タ を 守る た め に 、 以 下 の 注意 は 必ず 
守っ て (くだ きい 。 


(① フ ロッ ピー ディ スク は エン ベロ ー プ に 入れ て 

保管 する 

長 時 間 使 用 し な いと き に は 、 フ ロッ ピー ディ 
スク は 必ず フロ ッッ ピー ディスク ドラ イブ か ら 取 
り 出 し て 、 エ ン ベ ロ ー プ (保護 封筒 ) に 入れ て 
保管 し て て だ さい 。 放置 し て な おく と 、 ゴ ミ な ど 
が 入り 、 動 作 の 際 に エラ ー を 生じ る 原因 と な り 
まお 。 


2 記録 面 に さわ ら な い 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 記録 面 を 汚し た り 傷 つ 
け だ た りす る と 、 誤 動作 の 原因 ほな っ たり 、 使 用 
不能 に な っ た り し ます 。 


3 磁気 を 近づけ な い 

磁気 を 帯び た も の や 磁気 を 発する も の に 近 づ 
ける と 、 フ ロッ ピー ディ スク の 内 容 を 壊し て し 
まい ます 。 


(④ 曲 げた り 折 っ た り し な い 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 有 曲げ た り 折 っ だ り し な 
いで だるい 。 使用 不能 に な り ま す 。 


3 壮 射 日 光 や 高温 (50C 以 上 ) は 避け る 

直射 日 光 の 当たる 場所 や 、50C 以 上 の 高温 に 
な る 場所 に は 置か な いよ うに し て くだ きい 。 使 
用 不能 に な り ま す 。 


6. キー ボー ド 、 マ ウス 、 フ ロッ ピー ディ スク 、 ハ ー ド ディ スク に つい て 


② つ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の セッ ト 
@ フ ロッ ピー ディ スク の 入れ 方 


・ 本 体 に 電源 が 入っ て いる 状態 (電源 ラン プ が 
緑色 に 点灯 し て いる 状態 ) で 、 フ ロッ ピー デ 
ィ ス ク ド ラ イブ に に フロッピー ディス ク を 挿入 
じ ま 計 ie 


・ フ ロッ ピー ディ スク が 正しく 挿入 る れる と 、 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 左上 の フロ ッ ピ 
ー デ ィ ス ク ド ラ イブ アク セス 表示 用 ラン プ が 
緑色 に 点灯 し ます 。 フ ロッ ピー ディ スク ドラ 
イブ の アク セス (フロ ッ ピ ー デ ィ イス ク の 読み 
書き ) の 最 中 は 、 こ の ラン プ が 赤色 に 点灯 し 
ます 。 緑色 の ラン プ の 点 減 は 、 フ ロッ ピー デ 
ィ ス ク の 挿入 を 促し て いる こと を 表し ます 。 


・ フ ロッ ピー ディ スク が 正しい 向き で 挿入 され 
な いと 、 本 機 は これ を 検出 し 、 自 動 的 に フロ 
ッ ピ ー デ イィ スク を イジ ェクト し ます 。 こ の 場 
合 は 、 正 し い 向 き で も う 一 度 フ ロッ ピー ディ 
スク を 挿入 し て くだ きい 。 


@ フ ロッ ピー ディ スク の 取り 出し 方 


・ 本 機 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ は 、 フ ロ 
ッ ピ ー デ ィ ス ク の オー トイ ジェ クト 機能 を 備 
えて いま す 。 す な わ ち 、 必 要 な と き に は 自動 
的 に フロ ッ ピ ー デ イィ スク ドラ イブ か ら フ ロッ 
ピー ディ スク が 出さ れ ま す 。 


イジ クト ボタ シ 


・ オ ー ト イジ ェクト さる れる と き 以 外 に 、 フ ロッ 
ピー ディ スク を 取り 出し た い 場 合 に は 、 フ ロ 
ッ ピ ー デ ィ ス ク 挿 入口 の 右上 に ある イジ ェ ク 


OO (① @ 5 g ピ 
RESET INTERRUPT VOLUME PHONES 。 ! JOYSTICK2 MOUSE ト ボ タ ツジ を 押 欄 ま SH 


・ イ ジェ クト ボタ ン は 、 ボ タン 内 の 緑色 の ラン 
プ が 点灯 し て いる と きのみ 使う こと が で きま 
す 。 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ の アク セス 
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6.4 ハー ド デ ィ スク 


の 最 中 な ど は 、 こ の ラン プ ' が 消 を え 、 イ ジェ クト ボタ ン を 押し て も フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 取り 出す こ 
と は で きま せん 。 た だ だ し 、 約 3 秒 以 上 この イジ ェクト ボタ ン を 押す と 取り 出せ ます 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 取扱 上 の ご 注意 
⑯ イ ジェ クト 時 に 、 フ ロッ ピー ディ スク が 出る の を 妨げ る よう な こと (フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 取 り 出 し 


日 の 前 に も の を 置い た り 、 指 で 押 き を た りな ど ) を し な いで くだ さい 。 


旬 フ コッ ピー ディ スク ドラ イブ 内 に は 、 保 護 シ ー ト や フロ ッ ピ ー デ ィ ス タク 以外 の も の は 入れ な いで 
AGMYe 


@ フ ロッ ピー ディ スク に ラベ ル を 貼る と き の 注意 


ラベ ル が 厚 いも の 、 ラ ベル の 隅 が 浮い た も の な ど を 貼っ た 場合 、 フ ロッ ピー ディ スク が フロ ッ ピ ー 
ディ スク ドラ イブ か ら 正 常に イジ ェクト され な い 場 合 が あり ます 。 


6.4 ハー ド デ ィ スク 
ハー ド デ ィ スク は 外部 記憶 装置 の 一 種 で す 。 ハ ー ド ディ スク の 基本 的 な 使い 方 は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
ほほ と ん ど 同 じ で す が 、 フ ロッ ピー ディ スク に 比べ て 、 収 納 (記録 ) で きる 情報 量 が は る か に 多い こ 


と 、 お よび 情報 の 読み 書き が 高速 で ある と いう 点 で 優れ て いま す 。 


〇 ハードディスク の 特長 お よび 仕様 


X68000PROIHD| は 、 本 体内 部 に ハー ド デ ィ スク を 内 蔵 し て な お り 、 大 容量 の 外部 記憶 装置 と し て 使 
用 する こと が で きま す 。 記憶 容量 は 40M バ イト で 、 フ ロッ ピー ディ スク 約 40 枚 分 に 相当 し ます 。 
ハー ド デ ィ スク へ の 書き 込み や 読み 出し は 、 高 速 で 回 転 する 硬い (ハー ド ) 磁性 円 板 に 磁気 ヘッ ド 
で プ グ セス し で 行い ます 。 

ハー ド デ ィ スク の 磁性 円 板 は 密閉 され た ケー ス に 納め られ て いて 、 フ ロッ ピー ディ スク の よう に C 出 
し 入れ する こと は で きま せん 。 密閉 され た ケー ス の 中 で 、 磁 気 ヘ ッ ド は 、 磁 性 円 板 か ら ほ ん の わずか 
な すき 間 を 保持 し た まま アク セス を 行い ます 。 ハ ー ド ディ スク ドラ イブ が 高速 で 回 転 し て も 磁性 体 を 
劣化 きせ ず に 正確 に 情報 の や り 取 り が で きる の は 、 磁 性 円 板 と 磁気 ヘッ ド の 間 に わ ず か な すき 間 が あ 
る だ めで 赤 。 

ハー ド デ ィ スク は 、 記 境 容量 が 大 きい た め に 、 い くつ も の プロ グラ ム を 内 部 に 記録 し て お き 、 い つ 
で も 好き な と き に 取り 出し て 使用 する こと が で きま す 。 フ ロッ ピー ディ スク で 行う よう な プロ グラ ム 
ディ スク の 交換 の 手間 が な く な る の で 、 多 数 の ソフ トウ ェ ア を 用 途 に 応じ て 活用 し た い 場 合 に は 、 た 
い へ ん 便利 で す 。 ま た 、 か な り 大 量 の デー タ 処 理 や 保存 な ども 可能 に な り 、 デ ー タ を 複数 の フロ ッ ピ 
ー デ ィ ス ク に 分 割 し て 保存 し な けれ ば な ら な いと いっ だ た わずらわし さき さ が ほ と ん ど な く な り ま す 。 

な お 、X68000PRO て 内 蔵 用 ハー ド デ ィ スク を 利用 する 場合 は 、 別 売 の 増設 用 ハー ド デ ィ スク ドラ 
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6. キー ボー ド 、 マ ウス 、 フ ロッ ピー ディ スク 、 ハ ー ド ディ スク に つい て 


イブ (40MB) 「CZ-64H」 を お 求め くだ さい 。(1 基 内 蔵 可能 
X68000PRO に CZ-64H を 内 蔵 し た 場合 、 外部 ハー ド デ ィ スク ユニ ッ ト の 接続 は 最大 14 友 まで と な 
り ま す 。 


〇 ハー ド デ ィ スク の 使い 方 


お 買上 げに な られ だ とき の 状態 で は 、 ハ ー ド ディ スク は その まま 使用 する こと は で きま せん A。 使 
用 する 前 に いく つか の 作業 を 行う 必要 が ありま す 。 こ の 作業 手順 は 、「 第 2 部 1.5 シ ステ ム 、 辞 書 デ ィ 


いい 。 
この 記述 に し た が っ て シス テム な どの 書き 込み が 終了 する と 、 ハ ー ド ディ スク を 使用 する こと が で 
きま す 。 
ユン ピュ ー タ 本 体 前 面 の 電源 スイ ッ チ を 投入 する と 、 ハ ー ド ディ スク か ら シ ステ ム を 読み 込ん で 本 
体 が 起動 し ます 。 内 蔵 の ハー ド デ ィ スク か ら 起 動 し た と き は 、 
ハー ド デ ィ スク つっ [ドラ イブ A] 
ジロ ッ ピ ピー ディス グ ド ラ イグ 0 ー [IP ライ BI 
ロッ セー デス ネス ネ グ ド ラジ 1 ニー> | ドラ ィ イジ jl 
に それ ぞ れ 割り 当て られ ます 。 
上 記 の よう に 40M バ イト の ハー ド デ ィ スク を 一 つの ドラ イブ と し て 使う こと も で きま す が 、 ハ ー ド デ 
ィ ス ク を いく つか に 分 割 し て 、 た と ぇ ば 一 つの 領域 に は シス テム ディ スク お よび 辞書 ず イ スク を イン 
スト ー ル 、 も うぅ 一 つの 領域 に は ワー プロ 用 に 環境 設定 し 、 ワ ー プ ロ の シス テム と 辞書 あれ イン スト ー ル 
し て 使う こと が で きま す 。 ま た 、A さ ん の 領域 と 、B さ ん の 領域 に 分 割 し 、 複 数 の 人 で 使用 し た り 、 
Human68k と 別売 の OS-9/X68000 で 分 割 し て 使用 する こと も で きま す 。 
この よう に 1 台 の ハー ド デ ィ スク を 領域 分 割 し て 使う に は 、FORMAT ュ マ ンド の 「 領 域 確保 」 
で 、 た と えば 20M バ イト ずつ と いう よう に 複数 の 領域 を 確保 し ます 。 こ の よう に 2 つ に 分 割 し 、 ハ ー 
F ド ディ スク か ら 起 動 す る と 、 ド ライ ブ の 割り 当て は 次 の よう に な り ま す 。 


ハー ド デ ィ スク (領域 1 ) つ [ドラ イブ A] 
ハー ド デ ィ スク (領域 2 ) ー つ [ドラ ィ イブ B] 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 0. 一 [ドラ イブ C] 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 1 一 [ドラ イブ D] 
ハー ド デ ィ スク を 領域 分 割 す る と 、 ハ ー ド ディ スク か ら 起 動 す る と き 、 分 割 し て で きた どの ドラ イ 
ブ か ら 起 動き れる の か が 問題 に な り ま す が 、 あ ら か じ め FORMAT コマ ンド て 設定 され て いる 、 
自動 起動 領域 か ら 起動 きれ る よう に な っ て いま す 。 上 の 例 で いう と 、 領 域 2 が 「 自 動 起 動 」 に な っ て 
いた 場合 ドラ イブ B か ら シ ステ ム を 読み 込ん で 起動 きれ ます 。 
また だ 、 起 動 叶 (ハー ド デ ィ スク か ら の 起動 の 場合 の み ) に 、 ど の 領域 か ら 起動 する か を 選択 し た い 
と き に は 、| HELP ほ 一 を 押し な が ら リ モッ トス イッ チ を 押し て くだ きい 。 次 の よ うな メッ セー ジ が 表 
示さ れ ま す 。 


P! 


6.4 ハー ド デ ィ ジグ 


X68999 HRRD DISK IPL MENJ 


カー ソル キー で 章 択 し て リタ て 仙 じ ま 


選択 し た も の を 上記 動 し 


ここ で 、 起 動 し た い 領域 (番号 で 判断 し て くだ きい ) に カー ソル を 合わ せ 、 [| を 押す と 、 選 ん だ 
領域 か ら 起 動き れ ま す 。 ま た 、 次 に 起動 する と き は 、 今 回 選択 し た 領域 か ら 自動 起動 きれ ます 。 
な お 、 ド ライ ブ の 割り 当て は 、DRIVE コ マン ド を 使っ て 確認 びき ます 。 
ハー ド デ ィ スク の ファ イル の 操作 の し か だ は 、 フ ロッ ピー ディ スク を 使用 する 場合 と 本 質 的 に 違い 
は あり ませ ん 。 プ ログ ラム の 実行 や ダー タフ ァイル の 処理 な ど 、 割 り 当 て られ た ドラ イブ 名 (A、B、 
C な ど ) を 指定 する だ け で す 。 ハ ー ド ディ スク か フロ ッ ピ ー デ イス ク か と いう メデ イア の 違い を 意識 
する 必要 は まっ た 《 あ り ま せん 。 
量 の デー タ を 処理 する 場合 に は 、 ハ ー ド ディ スク を 使う と 大 幅 に 時 間 を 短縮 で きる の で 、 デ ー タ 
ファ イル な ど は ハー ド デ ィ AN だ NG 2 
な お 、FORMAT コ マン ド に つい て は 『Human68k ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 』 を ご 覧 くだ きい 。 
@ ハ ー ド ディ スク へ の 書き 込み や 読み 出し が 行わ れ て いる と き は 、 本 体 前 面 の ハー ド デ ィ スク ドラ イ 
プア クセ ス 表 示 用 (HD BUSY) ラン プ が 赤色 に 点灯 し ます 。 
⑱ コ ンピュータ 本 体 前 面 の 電源 スイ ッ チ を 切る と 、 ハ ー ド ディ スク の 磁気 ヘッ ド は 、 シ ッ ピ ング ゾー 
ン と 呼ば れる 磁気 ヘッ ド の 退避 領域 へ 自動 的 に 移動 し ます 。 コ ンピュータ 本 体 の 動作 中 に [BREAK | 
キー を 押し た と き に も 、 磁 気 ヘ ッ ド の 退避 作業 を 行う こと が で きま す 。 
@SWITCH コ マン ド の BOOT で ハー ド デ ィ スク か ら の 起動 に 設定 し て いる 場合 に 、 フ ロッ ピー ディ 
スク か ら 超 動 し た いと き は 、|OPT.1 攻 一 を 押し た まま リセ モッ トス イッ チ を 押し 、|OPT.1 一 を 
し ば らく 押し 続け て くだ さい 。 
まだ た 、 ハ ー ド ディ スク に 何ら か の 異常 が 発生 し て 、 ハ ー ド ディ スク か ら 起 動 で き な く な っ た と き に 
も | OPT.1 キー を 使っ て フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら 起 動 し て くだ きい 。 
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6 . キー ボー ド 、 マ ウス 、 フ ロッ ピー ディ スク 、 ハ ー ド ディ スク に つい て 


〇 ハー ド デ ィ スク 取扱 上 の ご 注意 


@ ハ ー ド ディ スク の 動作 中 (HD BUSY が 赤色 に 点灯 し て いる とき)、 コ ンピュータ 本 体 に 強い 衝撃 
や 振動 を 与 を た り 、 電 源 を 切っ た り し な いで 〈 だ きい 。 磁気 ヘッ ド が 磁性 円 板 に 触れ て 、 ハ ー ド デ 
ィ ス ク に 保存 し た デー タ を 壊す 恐れ が あり ます 。 

人 @ ハ ー ド ディ イス ク ド ラ イブ の 回 転 は 非常 に 高速 な た め 、 何 ら か の 原因 で ハー ド デ ィ スク に 保存 し た デ 
ー タ が 壊れ た と き 、 そ の 被害 は 致命 的 な も の と な る 恐れ が あり ます 。 ハ ー ド ディ スク の デー タ を 失 
う 危 険 を 防止 する を ため に 、 フ ロッ ピー ディ スク へ の 保存 (バッ クア ッ プ ) は こま め に 行っ て くだ き 
い 。 ハ ー ド ディ スク か ら フ ロッ ピー ディ スク ヘ バ パック アッ プ す る に は 、“BACKUP′ コマ ンド を 、 
BACKUP コ マン ド で バッ クア ッ プ し た ファ イル の 復元 は “RESTORE” コマ ンド を 使用 し て くだ 
きい (「Human68k ユー ザー ズ マ ニュ アル 」 を 参照 し て くだ さい )。 
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第 2 部 
基本 的 な 使い 方 
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1. 使用 開始 か ら 終了 まで 


1.1 電源 の ON、OFF 


(1) 電源 を 入れ る 前 に 


コン ピュ ー タ を パッ ケー ジ か ら 出 し た ら 、 電 源 を 入れ る 前 に し て お か な けれ ば な ら な いこ と が あり 
ます 。 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ の 中 に 保護 シー ト が 入っ て いま す の で 、 ま ず こ れ を 取り 除い て く 
だ さい 。 保護 シー ト は 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ の 磁気 ヘッ ド を 輸送 時 の 損傷 な どか ら 防 ぐ た め 
に 挿入 きれ て いま す 。 実際 に コン ピュ ー タ を 使う と き に は 必要 の な いも の で すか ら 、 電 源 を 入れ る 前 
に 必ず 保護 シー ト を 取り 出し て お いて くだ さい 。 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 挿 入口 は 、 中 央 が へ こん で いま す 。 を そこ か ら 保 
護 シ ー ト を つま ん で 、 手 前 に 引い て 取り 出し て くだ さい 。 傑 護 シ ー ト は 、 両 方 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
ドラ イブ に 入っ て いま す の で 、 両 方 と も 忘れ ず に 取り 出し て くだ さい 。 

取り 出し た シー ト は 保存 し て お いて くだ さい 。 今後 あら な め て コン ピュ ー タ を 輸送 し な けれ ば な ら 
な く 《 な っ だ と き 、 こ の シー ト を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 内 に 入れ て お け ば フロッピー ディ スク ド 
ライ ブ を 傷め る こと な く 安 全 に 運ぶ こと が で きま す 。 


(2) 電源 を 入れ る (ON) 


を それ で は 、 コ ンピュータ 本 体 と 各 周 辺 機器 と の 接続 を 確認 し た 後 、 電 源 を 入れ て くだ さい 。 

も ちろ ん 実際 に 本 機 を 使う に は 、 コ ンピュータ 本 体 の 電源 だ け で な く 、 専 用 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ 
レビ や プリ ンタ な ど 、 コ ンピュータ に つなが っ て いる も の の 電源 も 入れ る 必要 が あり ます 。 

そこ で 、 電 源 の 入れ 方 を 順序 び て て まとめ て み ま し ょ う 。 


① コ ンピュータ 本 体 の 電源 プラ グ を コン セン ト に 差し 込ん で くだ きい 。 こ れ で 、 メ イン 電源 が 入 
(ON) の 状態 に な り 、 ユ ンピュータ 本 体 前 面 の 電源 (POWER) ラン プ が 赤く 点灯 し ます 。 
② 専 用 カラ テー ディス プレ イ テ レ ビ や 周辺 機器 な どの 電源 を 入れ て くだ さい (電源 スイ ッ チ の 位置 は 、 そ 
れ ぞ れ の 取扱 説明 書 で 確認 し て くだ きい )。 この と き 、 専 用 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ は テレ ビ モ ー 
ド に な り ま すま 。 
最後 に 、 コ ンピュータ 本 体 前 面 に ある 電源 スイ ッ チ を 押し て ヾ 入 ” (ON) の 状態 に し て くだ さい 。 
電源 ラン プ は 、 赤 色 か ら 緑色 に 変わ り ま す 。 こ れ が 、 ユ ンピュータ 本 体 の 電源 が 入っ て いる 状態 で 
す 。 同 時 に 、 専 用 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ は コン ピュ ー タ モー ド に 変わ り ま す 。 


電源 を “ 入 ” (ON) に する と し ば ら て (し て 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 きれ ます 。 


<X68000PRO の 場合 > 


ディ スク か ら 起 動 で きま せん 。 


EL イス 多 を 到 み 下 で.《 だ さい 。 


49 


| . 使用 開始 か ら 終 了 ま で 


<X68000PROIHD| の 場合 > 


領域 確保 され て いま せん 


コン ピュ ー タ は 電源 を 入れ る と 、 ま ず 、 コ ンピュータ 本 体 に ディ スク ドラ イブ が 何 公 つ な が っ て い 
る か 、 そ れ ぞ れ の フロ ッ ピ ー デ ィ イス ク ド ラ イブ に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が 入っ て いる か な ど を 調べ ます 。 

この 場合 は 、、 ま だ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 0 、 1 の どちら に も フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 入れ て い 
な い の で 、 上 の よう な メッ セー ジ が 表示 され だ わけ で す 。 こ の 後 の 作業 は 、 本 章 「1.2 起動 一 デス ク 
トッ プ 画 面 」 を ご 覧 くだ きい 。 


(3) 電源 を 切る (OFF) 


コン ピュ ー タ 本 体 の 電源 は 基本 的 に 、 前 面 の 電源 スイ ッ チ を 切 ” (OFF) に すれ ば 切れ ます 。 た だ 
し 、 電 源 ス イッ チ は 、 コ ンピュータ の 作業 が 終了 し て か ら 切 る よう に し て くだ さい 。 本 機 は 、 コ ン ピ 
ュー タ の 作業 中 (た と を ば ディ スク の 読み 書き の 途中 ) に コン ピュ ー タ 本 体 前 面 の 電源 スイ ッ チ を " 切 " 
(OFF) に し て も 、 す べ て の 処理 を 終 を る まで は 電源 が 切れ な いよ うな 特殊 な 機能 を 内 蔵 し て いま す が 、 
これ は あく まで も 誤操作 か ら デ ー タ を 守る た め の 防 御 機能 で す 。 い つも 正しい 操作 を 心がけ て くだ さす 


い 。 


① ま ず 、 ユ ンピュータ が 何 か の 作業 を し て いる 最 中 で な いか どう か を 確認 し て くだ さい 。 ア プリ ケー 
ショ ン ソ フト や を その 他 の プロ グラ ム を 実行 中 な ら 、 作 業 を 終 を て プロ グラ ム を 終了 し て くだ さい 。 

② フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ や ハー ド デ ィ スク ドラ イブ が 動作 中 で な い (ドラ イブ アク セス 表示 用 
ラン プ が 赤く 点灯 し て いな い ) こと を 確認 し て くだ さい 。 その後 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は イジ ェクト 
し て くだ きい 。 フ ロッ ピー ディ スク の 取り 出し 方 に つい て は 、 第 1 部 「6.3 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 」 
を 参照 し て くだ きい 。 

③ コ ンピュータ 本 体 前 面 の 電源 スイ ッ チ を 押し て " 切 ′ (OFF) に し て 〈《 だ さい 。 
続い て 、 専 用 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ や プリ ンタ な どの 周辺 機器 の 電源 や“ 切 ” (OFF) に し て く 
だ さい 。 

⑤( 完 全 に 電源 を 切る 場合 に は ) コン ピュ ー タ 本 体 前 面 の 電源 スイ ッ チ が 完全 に 切れ て いる (電源 ラン プ 
が 赤く 点灯 し て いる ) の を 確認 し て か ら 、 電 源 デ ラグ を コン セン ト か ら 抜 いて くだ さい 。 


※ コ ンピュータ 本 体 前 面 の 電源 を 切っ た 後 も タイ マー や テレ ビ コ ン トロ ー ル 機能 を お 使い に な る 場合 
は 、 電 源 プ ラグ を コン セン ト か ら 抜 か が な いで 〈《 だ さい 。 


1.2 起動 一 デス クト ッ プ 画面 


(1) シス テム ディ スク を 入れ る 


シス テム ディ スク を も フロッピー ディ スク ドラ イブ (0 に 挿入 し て くだ きい 。 ラ ベル 側が 上 に な る よう 
に し 、 興 まで し っ か り 差 し 込み ます (フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 入れ 方 に つい て は 、 第 1 部 「6.3 フロ ッ 
ピー ディ スク 」 を 参照 )。 シ ステ ム デ ィ ス ク を 挿入 し た ら 、 コ ンピュータ 本 体 の 電源 も 入れ て くだ さい 。 
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1.2 起動 -- デ スク トッ プ 画 面 


する と 、 フ ロッ ピー ディ イス ク ド ラ イブ 0 の フロ ッ ピ ー デ イィ スク ド ライ ブ ア ク セス 表示 用 ラン プ ' が 赤く 
点灯 し 、 コ ンピュータ が フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら プ ログ ラム を 読み 込ん で いる こと が わか り ます 。 ブ プ " 
ログ ラム を 読み 込ん で いる 間 、 専 用 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ に は X68000 の タイ トル 画面 が 表示 き 
まず すず 。 

本 機 び で は 、 シ ステ ム デ ィ ス ク を 起動 する と 自動 的 に 「 ビ ジュ アル シェ ル 」 と 呼ば れる ブログ ラム が 
容 行 きれ 、 次 の よう な デス クト ッ プ 画面 が 表示 され ます 。 以降 の 操作 説明 は 、 こ の ビジ ュ ア テル シェ ル 
を 中 心 に 行い ます 。 


アイ コン 領域 
ーー 


回 
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HUMGN.SYS CONFIG.SYS KEY.SYS 


密 品 円 固 較 回 同 


US.X ICONDRTR.US CLIP.UOS SHELL HIS 


⑳⑩ 較 還 


BIN | BRSIC2 


これ が 、 ビ ジュ アル シェ ル に よる 「 デ スク トッ プ 画 面 」 で す 。「 デ スク トッ プ 」 は 、 文字通り あな た 
の 机 の 上 で す 。 ディス ク 内 の ファ イル や 、 実 行 で きる 命令 な ど 、 あ な た が 処理 し た い 作業 に 必要 な お 
よそ すべ て の も の が 、 日 に 見 える 形 で 画面 に 表示 きれ て いま す 。 あ な た が 、 自 分 の 机 の 上 で 、 ペ ン と 
紙 な どの 道具 を 使っ て 仕事 を 進め て ゆく よう に 、 こ れ ら の ビジ ュ ア ル (視覚 的 ) な シン ボル マー ク を 使 

て 、 目 的 の プロ グラ ム を 実行 きせ た り 、 フ ァイル を 操作 し た りす る の で す 。 

これ か ら 、 リト ウフ で 08 め あお 且 に て 0 た お IT すす 仙 も で 
いる も の を 簡単 に 紹介 し ます 。 


旬 ウ ィ ン ド ウ 

表示 る きれ だ ば か り の デス クト ッ プ 画面 に は 、A : ? と いう タイ トル の ウィ ンド ウ が 開い て いま す 。 
ウィ ンド ツウ は 、 情 報 を 表示 する た め の 「 窓 」 の よう な も の で 、 必 要 に 応じ て 開い た り 閉 じ た り する こ 
と が で きま す 。 ウィンド ウ の 扱い 方 に つい て は 、 本 章 「1.7 ウィ ンド ウ の 使い 方 」 で 説明 し ます 。 


@ ポ イン タ 


画面 に 表示 され た 指示 記号 で す 。 マ ウス で 自由 に 動か すこ と が で きま す 。 通 常 、 ポ イン タ は 矢印 の 
形 を し て いま す が 、 作 業 の 内 容 に よっ て 形 が 変わ る こと が あり ます 。 
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|. 使用 開始 か ら 終 了 ま で 


氏 ア イコ ン 

アイ コン は 、 様 々 な コマ ンド ゃ 機能 を シン ボル 化し て 画面 に 表示 し た 、 一 種 の メッ モー ジ で す 。 ポ 
イン タ を アイ コン に 合わ せ て マウ ス の ボタ ン を 押せ ば 、 行 いた い 作業 を 選択 び で きま す 。 ア イコ ユン に つ 
いて は 、 本 章 「1.6 アイ コン と は 」 お よび 「2. アイ コン 領域 の アイ ュ ン の 使い 方 」 で 説明 し て いま す 。 


@ ア イコ ン 領 域 
画面 右側 の 、 ア イコ ユン が 収め られ て いる 場所 を 指し ます 。 


X68000PRO| HD | を ご 使用 の 方 は 必ず 「1.5 シス テム 、 辞書 ず ィ スク の 内 容 を 内 蔵 ハ ー ド ディ ス 
ク に 転送 する 」 を お 読み くだ さい 。 

な お 、 起動 時 に 、 自動 的 に ビジ ュ ア ル シ ェ ル を 実行 せ すず に 、 シ ステ ム (Human68k) を 立ち 上 げ る 方 
法 は 、 第 3 部 「3.。 デス クト ッ プ を 使わ な い 操 作 」 で 、 Human68k に つい て は 別 肛 の 「Human68k 
ユー ザー ズ マ ニュ アル 」 て 説明 し て いま す 。 詳しく は 、 そ れ ら を 参照 し て くだ さい 。 


※ こ こ で は 、 コ ンピュータ 本 体 の 電源 を ヾ 入 ′” (ON) に し て か ら シ ステ ム デ イィ スク を 起動 し まし た が 、 
ディ スク の 挿入 を うな が す メ ッ セ ー ジ が 表示 され る 前 に シス テム ディ スク フロッピー ディ スク ド 
ライ ブ 0 に 挿入 し て も か まい ませ ん 。 こ の 時 は 、 デ ィ ス ク の 挿入 を うな が す メ ッ セ ー ジ を 表示 せ ず 
に コンピ ュー タ は 、 シ ステ ム デ ィ ス ク を 読み 込み 始め ます 。 


(2) リセ ッ ト ( 2 回 目 以降 の 起動 ) 


デス クト ッ プ 画面 が 表示 され た ら 、 次 に リモ ッ ト と いう 操作 を 行い ます 。 操 作 的 に は 、 本 機 の 上 部 
に つい て いる リセ モッ トス イッ チ (RESET) を 一 回 押す だ け で す 。 す る と 、 シ ステ ム デ ィ ス ク を 入れ て 起 
動 し た の と 同じ 過程 を 経て 、 ビ ジュ アル シェ ル が 起動 きれ 、 同 じ デ スク トッ プ 画 面 が 表示 さる れ ま す 。 

つま り 、 リ セッ ト ( リ モッ トス イッ チ を 押す ) と は 、 ユ ンピュータ 内 部 に ハー ドウ ェ ア ・ リ セッ ト を 
か け て 、 電 源 ス イッ チ を いび 入 ′ (ON) に し な お し た と き と 同 じ 状 態 か ら 起動 し な お す 作 業 の こ と で す 。 
特に 、 プ ログ ラム や コン ピュ ー タ の ハー ドウ ェ ア が 予想 外 の 動作 を し て し まっ て 、 正 規 の 終了 操作 が 
で き な い 状態 (「 暴 走 」 な ど と 呼ば れる もの) に な っ た と き な ど に 使用 きれ ます が 、 通 常 の 再起 動 に も 使 
用 する こと が で きま す 。 

な お 、 | CTRL | キー と | OPT.1 | キー と | DEL | キー を 同時 に 押し て も 同じ リモ セッ ト が か けら れ ま 
す 。 
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1.3 マウ ス を 使用 し て の バッ クア ッ プ コピ ー の 作成 


※ イ ンタ ラプ トス イッ チ (INTERRUPT) 


本 機 の 前 面 に は 、 リ セッ トス イッ チ の 他 に 、 イ ンタ ラプ トス イッ チ (INTERRUPT) も つい て いま 
す 。 こ れ は 、 コ ユン ピュ ー タ 内 部 に 最上 位 の 割り 込み を か ける と き に 使用 きれ る も の で 、 特 に プロ グ 
ラム の デバ ッ ク グ 人 作業 の と き な ど に 使用 する も の で す 。 通常 は 、 ほ と ん ど 使 用 する 必要 は あり ませ ん 
が 、 使 用 し た 場合 は 、 現 在 の 作業 を 中 断 し て メッ モー ジ が 表示 され ます 。 こ こ で 、 バ 中止” を 選択 し 
だ 時 は 、 使用 きれ て いた モー ド に 応じ て 、 例え ば 、 Human68k の コマ ンド モー ド な ら ば プロ ンプ ト 
状態 に 戻り 、X-BASIC の ゲロ グラ ム モ ー ド な ら ば “Ok 表示 の 状態 な ど に 戻り ます 。 


oO HD BUSY 


o_TIMER 


ニ H ロ AP 


OO] ⑪De 下 eg@ 昌 H 


KEYBOARD RESET INTERRUPT VOLUME PHONES 1 JOY STICK 2 MOUSE 


1.3 マウ ス を 使用 し て の バッ クア ッ プ コピ ー の 作成 


(1) マウ ス の 使い 方 
デス クト ッ プ 上 で の 操作 は 、 すべ て マウ ス を 用 いて 行い ます 。 


①「 ポ イン ト 」( マ ウス で ポイ ンタ の 位置 を 指示 する ) 

(⑧「 ク リッ ク 」( マ ウス の ボタ ン を 押す / ノ 離す ) 

⑧③「 ド ラッ グ 」( マ ウス の ボタ ン を 押し た まま 、 ポ イン タ の 位置 を 移動 する ) 

《④「 ダ プル クリ ッ ク 」( マ ウス の ボタ ン を 、 続 け て 2 回 クリ ッ ク す る (押す 離す )) 


と いう 4 つの 基本 動作 を マス ター する だ け で 、 自 由 に 使う こと が で きま す 。 
以下 の 手順 に 従っ て 、 実 際 に マウ ス を 操作 し て みて くだ さい 。 


@ マ ウス を 動か す 


まず 、 机 の 上 な ど に 30cm 中 方 程度 の 平ら な 場所 を 用 意 し て くだ きい 。 を そこ に マウ ス を 置い て 適当 に 
動か す と 、 画 面 上 の ポイ ンタ (指示 マー ク ) が 、 マ ウス の 動く 通り に 動き ます 。 た だ し 、 ど ん な に 遠 
くま で マウ ス を 動か し て も 、 ポ イン タ が 画面 の 外 に 出る こと は あり ませ ん 。 

ポイ ンタ は 矢印 の 形 を し て いま す が 、 仕 事 の 内 容 に よっ て は 他 の 形 に な る こと も あり ます 。 た と を 
ば 、 少 し 時 間 の か か ' る 作業 を し て いる と き に は 、 人 砂時計 の 形 に 変わ り ま す 。 
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| . 使用 開始 か ら 終了 まで 


@ ボ ポイ ント する 


6 印 呈 補 
1010101 1010101 1010101 


HUMRN.SYS CnNFIG6.SYS KEY.SYS USKCG.SYS STRRTUP.ENN HUTOEXEC.BRT COMMRND.X 


牧 呈 円 周 


US.X IcQNORTR、US CLIP.US CONFIG 


。/ 
ーー = ーー 2 
選 に ー 選 了 | 
BIN BSIC2 
5 っ 


RSK-- ETC 


ポイ ンタ を 目的 の 位置 に 動か し 、 を そこ に 重ね る こと を 「 ポ イン ト す る 」 と いい ます 。 マ ウス を 動か し 
て 、 画 面 右側 の アイ コン 領域 に - あ る アイ コン (シン ボル マー ク の こと ) を 1 つ 1 つ ポイ ント し て (だ きる 
い 。 ウォ ンド ウ の 中 に ある アイ ユン も ポイ ント し て み ま し ょ う 。 


@ ク リッ ク す る 


9 生計 衣 陸 了 電 


HUMRN、SYS CONFIG.SYS KEY.SYS USKCG.SYS STRRTUP.EN RUTOEXEC.BRT COMMRND.X 


品 由 固 較 同島 


U5.X ICONOaTR.US CLIP.OS CONFIG SHELL HIS 


記 


BIN BRSIC2 RSK ETc 


選択 され た アイ コン 


アイ ュ コン を 正確 に ポイ ント で きる よう に な っ た ら 、 今 度 は その 位置 で マウ ス の 左 ボ タン を 押し て み 
まし ょ う 。 ウィン ドウ の 中 に 収め られ て いる アイ コン に ポイ ンタ を 重ね 、 そ の まま の 位置 で マウ ス の 
左 ボ タン を 軽く 一 度 押 し て 離し て みて くだ きい 。 こ の 操作 を 「 ク リッ ク す る 」 と いい ます 。 ク リック 
され た アイ ユン は 反転 し て 黒く なり ま す 。 こ れ は 、 そ の アイ ュ コン が 選択 され た ” こと を 意味 し て い 
ます 

左 ボ タン を 押し て 離す た とき に 、 マ ウス を 動か る な いよ うに 注意 し て 、 続 け て いろ いろ な アイ コン を 
クリ ッ ク し て みて くだ きい (た だ し 、 左 ボタ ン で クリ ッ ク し て も いい の は 、 い ま は ウィ ンド ツウ 内 の アイ 
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1.3 マウ ス を 使用 し て の バッ クア ッ プ コピ ー の 作成 


コン だ け で す 。 ア イコ ン 領 域 の アイ コン を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て も その アイ コン を 選択 する ” こ 
と は で きま せん )。 前 に 選択 きれ て いた アイ ユン は 円 色 に 戻り 、 新 た に 選択 きれ た アイ コン が 黒く 反転 
表示 きれ ます 。 

選択 を 取り 消す 場合 に は 、 ウ ィ ン ド ウ 内 の アイ コン 以外 の 場所 (ウィ ンド ウ の 地 ” の 部 分 ) で 、 マ 
ウス の 左 ボ タン を クリ ッ ク し て て だ きい 。 


人 @ ド ラッ グ す る 

何 が か を ポイ ント し 、 そ こ で 左 ボタ ン を 押し た まま マウ ス を 動か すこ と を 「 ド ラッ グ す る 」 とい いま 
す 。 ウィンド ツウ 内 の アイ コン の うち 、 ど れ か 1 つ を ポイ ント し 、 そ こ で 左 ボ タン を 押し た まま 、 マ ウ 
ス を 動か し て みて くだ さい 。 選択 され た アイ ユン は 、 マ ウス の 動き と 共に ウィ ンド ウ 内 で ひき ずら れ 
る よう に し て 移動 し て ゆき ます 。 適 当 な 位置 で マウ ス の 左 ボ タン を 離せ ば 、 ア イコ ン は を る その 位置 で 固 
定 さ れ ま す 。 


すなわち 、 こ の 操作 で アイ コン を ウィ ンド ウ 内 の あちこち へ 自由 に 移動 する こと が で きる わけ で す 。 


四 合 萬 党 及 通 骨 


HUMRN.SYS CONFIG.SYS KEY.SYS USKCG.SYS STRRTUP.ENM RUTOEXEC.BRT COMMND.X 


む 品 思 較 品 見 


US.X ICONORTR、US CLIP.US 


賠 同 恩 人 


BIN BRSIC2 


HIS 


@⑯ ダ プル クリ ッ ク す る 

クリ ッ ク を 、 素 早く 2 回 続け て 行う 動作 を 、「 ダ プル クリ ッ ク 」 と いい ます 。「 ダ ブル クリ ッ ク 」 は 、 
に ファ イル を 実行 し た り 、 フ ォ ル ダー や アイ コン 領域 の アイ コン の ウィ ンド ウ を 開く と き に 使い ま 
す 。 こ こ で は 、“BASIC 2 ” と いう 名 前 の フォ ル ダ ー の ウィ ンド ツウ を 開い て み ま し ょ う 。 そ の フォ ル 
ダー に ポイ ンタ を 重ね 、 そ の 位置 で マウ ス の 左 ボ タン を 続け て 2 回 クリ ッ ク し て くだ きい 。 画面 に ウ 
ィ ン ド ウ が 開き ます (ダダ ブル クリック し て も ウィ ンド ウ が 現れ な い 場 合 は 、 ク リッ ク の 間隔 を も っ と 
速く し て みて くだ きい )。 


ae 
邊 の 略図 陶 賜 了 固 


BSIC.X BRSIC.CNF RUDIO.FNC GRRPH.FNC IMQGE.FNC MOUSE.FNC MUSIC.FNC 


SPRITE.FNC STICK.FNC 
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| . 使用 開始 か ら 終了 まで 


ウィ ンド ウ を 閉 ド る に は 、 ウ ィ ン ド ウ の 左上 に ある ルイ の マー ク ( ク ロー ズボッ クス ) を 左 ボ タン 
で クリ ッ ク し ます 。 ツイ に ポイ ンタ を 重ね 、 そ の 位置 で マウ ス の 左 ボ タン を 押し て くだ さい 。 ウ ィ ン 
ドウ が 、 吸 い 込 まれ る よう に 閉じ て ゆき ます 。 


マウ ス は いろ いろ な 仕事 に 頻繁 に 使用 し ます の で 、 使 い 方 に は 早く 慣れ る よう に し まし ょ う 。 マ ツウ 
ス の 使い 方 に つい て 簡単 に まとめ る と 、 以 下 の よ うに な り ま す 。 


・ ウ ィ ン ド ウ 内 の アイ コン を 選択”" する に は ・・・ 

目的 の アイ コン を ポイ ント し 、 を そこで 左 ボ タン を クリ ッ ク す る 。 左 ボタ ン の クリ ッ ク は 、 こ の 他 、 
状況 に 応じ て 表示 され た メッ セー ジウ ィ ン ド ウ の OK” また は CANCEL” な ど を 選択 する 場合 に 
も 使用 し ます 。 


・ ウ ィ ン ド ウ 内 の アイ コン を “移動 ′ する に は ・・・ 
目的 の アイ コン を ポイ ント し 、 を そこで 左 ボ タン を 押し だ た まま ドラ ッ グ する 。 


・ フ ァイル を 実行 し た り 、 ウ ィ ン ド ウ を 開く に は ・・・ 
目的 の アイ コン を ポイ ント し 、 そ こ で 、 左 タ ン を も ダブル クリック する 。 


マウ ス の 操作 に は 、 こ の 他 に も 右 ボ タン を 用 いた 「 ク リッ ク 」 や 「 ド ラッ グ 」 が あり ます 。 右 ボ タ 
ン の 使い 方 に つい て は 、 も う 少 し 先 に 進ん で か ら 実 習 し ます 。 操 作 自 体 は な ボタ ン を 使う 場合 と 変わ 
りあ り ま せん の で 、 こ こ で は 左 ボ タン で の 「 ク リッ ク 」 や 「 ド ラッ グ 」 の 方 法 を し っ か り マ スタ ー し 
て い て 《 く だ さい 。 


(2) フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の バッ クア ッ プ コピ ー の 作成 


ここ で は 、 マ ウス を 使用 し て 、 本 機 に 付属 し て いる シス テム ディ スク や 辞書 ず ィ スク 、 日 本 語 ワ ー 
ド プ ロ セ ッ サ の 3 枚 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の バッ クア ッ プ コピー を 作成 し て み ま し ょ う 。 な お 、 通 党 
は この バッ クア ッ プ され だ フロッピ ー デ ィ ス ク を 使用 し 、 マ スタ ー デ ィ ス ク ( 原 本 ) は 必ず 保存 し て お 
いて くだ さい 。 を それで は 、 次 の 手順 に し た が っ て シス テム ディ スク の バッ クア ッ プ コピー を 作成 し ま 
す 。 


① ま ず 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 0 に 付属 の シス テム ディ スク を 入れ て 、 コ ユン ピュ ー タ 本 体 を 超 
動 し ます 。 本 節 で は 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 0 か ら シ ステ ム 起 動 し て いる 場合 を 前 提 に 説明 
し て いま す の で 、 デ スク トッ プ 画 面 上 で は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 0 が ドラ イブ A( デ ィ イス クア 
イ ュ ユン A) に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 1 が ドラ イブ B( デ ィ ス クア イコ ン B) に 対応 し て いま す 。 
な お 、 こ こ で いう ディ スク アイ コン と は 、 デ スク トッ プ 画 面 の 右上 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 形 を し 
た アイ コン を 指し ます 。 デ ィ ス クア イコ ユン に つい て の 詳細 は 、「2.1 ディ スク アイ コン 」 を 参照 し 
CS だ さや 5。 

⑳ 炊 に 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 1 に お 買い に 上 げに な られ だ ばかり の 新品 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
(フォ ー マ ッ ト さ れ て いな いも の ) を 挿入 する と 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 る れ ま す 。 
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1.3 マウ ス を 使用 し て の バッ クア ッ プ コピ ー の 作成 


新品 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 、 そ の まま で は 使用 で きま せん 。 こ の だ た め 、 中 に デー タ を 書き 込め る 

よう な 準備 を 整え る (データ を 書き 込め る よう に 区 分 け も する) 作業 が 、 フ ォ ー マ ッ ト (初期 化 ) で す 。 

(⑬ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 1 に 挿入 きれ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を フォーマット する た め に 、 
マウ ス の ポイ ンタ を “OK” まで 移動 し て 、 左 ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 な お 、 こ こ で フォ ー マ ッ 
ト を 中 止 し た い 場合 は 、^CANCEL” を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て くだ きい 。 す る と 、 フ ォ ー マ ッ ト 


が 始ま り 、 し ば らく し て フォ ー マ ッ ト が 終了 する と 、 新 し く デ ィ ス クア イコ ン B と を その ウィ ンド ウ 
が 表示 され ます 。 


LM 


ゅ 人 
1010101 1010101 


i6imn 
HUMAN.SYS CONFIG.SYS 、KEY.SYS 


| 品 円 


U5.% 1CONDRT8.US CLIP.US 


(ii 
| 
BIN BRSIC2 RSK 


[) 


USKCG.SYS STRRTUP.ENM RUTOEXEC.BRT COMMGND.X 


国 國 剛 人 同 


CONFIG SHELL SYS HIS 


(《④⑥ マ ウス の ポイ ンタ を ディ スク アイ コン A( 原 本 の シス テム ディ スク ) の モン ター ホー ル の ほぼ 中央 に 
持っ て いっ て ポイ ント し 、 左 ボタ ン を 押し ます 。 次 に 、 左 ボタ ン を 押し た まま 、 四 角 い 点線 が ディ 


スク アイ コン B( コ ピー 先 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ) に ほぼ ぽ 重 な る まま で ドラ ッ グ し ます 。 ほ ば 重なっ 
だ ら 、 左 ボタ ン を 離し ます 。 す る と 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


⑤ マ ウス の ポイ ンタ を “OK” まで 移動 し て 、 左 ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 
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使用 開始 か ら 終 了 ま で 


ドラ イブ B の すべ 人 


思い 直す つ も り は あり ) ま せ 
(_ 哨 )(CcaNcEL ) 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 1 に 挿入 きろ れ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の デー タ が 全て 削除 る れ て 

も よい か を 確認 し て きま す の で 、 よ けれ ば 、 マ ウス の ポイ ンタ を OK” まで 移動 し て 、 左 ボタ ン 
を クリ ッ ク し ます 。 な お ち お 、 こ こ で 中 止 し た い 場 合 は CANCEL” を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て (だ 
さい 。 

⑥ す る と 、 フ ロッ ピー ディ スク の オー ルコ ピー が 始ま り 、 正 常に 終了 し た ら 、 シ ステ ム デ ィ ス ク の バ 
ッ ク ア ッ プ コピ ー を 作成 し た こと に な り ま す 。 他 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に つい て も 同様 の 方 法 で バ 
ッ ク ア ッ プ コピ ー を 作成 し て くだ きい 。 以 降 の 説明 で は この バッ クア ッ プ され た シス テム 、 辞 書 、 
日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サディ スク の 使用 を 前 提 に 進め て いき ます の で ご 注意 くだ さい 。 


1.4 メモ リサ イズ の 確認 


本 機 は メイ ン メ モリ 1 M バ イト を 標準 実装 し て いま す が 、 メ モリ スイ ッ チ (スタ ティ ッ ク RAM) の 
中 の メモ リサ イズ の 設定 が 、 1 M バ イト すなわち 1024K バイ ト に な っ て いる か 確認 し て み ま し ょ う 。 
な お 、 他 の キー ワー ド の 値 は 、 こ こ で は 変更 し な いで くだ きい 。 
① デ スク トッ プ 画 面 で 、`BIN'" と いう 名 前 の フォ ル ダ ー を ダブ ルク リッ ク し 、 開 きま す 。 
② マ ウス の ポイ ンタ を 、 ス クロ ー ル ボッ クス 内 の DU の ほぼ 中 央 に 持っ て いっ て ポイ ント し 、 左 ボタ 

ン を 押し 続け る と 、 フ ォ ル ダー 内 の アイ コン が 上 に スク ロー ル し ます 。^SWITCH.X” と いう アイ 

ュ ン が 出 て 《 る まで 続け て て だ さい 。 

スク ロー ル ボ ックス に つい て は 、「1.7(1) ウ ィ ン ド ツウ 内 の 様子 」 を ご 覧 くだ さい 。 
続い て “SWITCH.X” と いう 名 前 の ファ イル を ダブ ルク リッ ク す る と 、SWITCH コマ ンド の メ 

ニュ ー が 表示 され ます 。 

《④ こ の メニ ュー の 中 の MEMORY′ と いう キー ワー ド の 現在 値 が 、`1024KB” に な っ て いる か 確認 

し ます 。 も し 、 異 な っ た 値 に な っ て い だ ら 、^1024KB? に 変更 し て くだ きい (詳し く は 『Human68 

k ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 』「SWITCH コ マン ド 」 を 参照 し て くだ さい )。 
⑥ 確 認 また は 変更 し た ら 、 カ ー ソ ルキ ー[| 1 | 」 | で 「 終 了 」 を 選び [| を 押し ます 。 メ ッ セ モー ジ が 表示 

され ます の で 、[ Y | を 押し た の ち 、 マ ウス の ボタ ン を 押す と 、 デ スク トッ プ 画 面 に 戻り ます 。 内 

容 を 変更 し た 場合 は 、 リ セッ トス イ at 起動 し な お し て 〈 だ さい 。 

な お 、 別 売 の 増設 RAM ボー ド を 増設 し た 場合 に も ち 、 こ の よう な 操作 が 必要 と な り ま す 。 
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1.5 シス テム 、 辞 書 デ ィ ス ク の 内 容 を 内 蔵 ハ ー ド ディ スク に 因 する 


1.5 シス テム 、 辞 書 デ ィ ス ク の 内 容 を 内 蔵 ハ ー ド ディ スク に 
転送 する (内 蔵 ハ ー ド ディ スク か ら の 起動 ) 
X68000PRO|HD| を ご 使用 の 方 へ 
X68000PRO に CZ-64H を 内 蔵 さ れ た 方 ヘーーーー 


X68000PRO| HD | に は 、40M バ イト 3.5 イ ンチ ハー ド デ ィ スク ドラ イブ が 1 基 内 蔵 さ れ て いま す 
が 、 お 買い 上 げに な られ た だ た ばかり の 状態 (式場 出荷 時 の 状態 ) で は 、 こ の ハー ド デ ィ スク は その まま 使 
用 する こと が で きま せん 。 また 本 機 の スタ ティ ッ ク RAM に は 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ か ら 優 
先 的 に シス テム 起動 する よう に 設定 され て いま す 。 し た が っ て 、X68000PRO| HD | を ご 使用 に な る 
場合 、、 ま ず 始 め に 次 の よう な 手順 に し た が っ て 、 内 蔵 ハ ー ド ディ スク を 領域 確保 し 、 シ ステ ム 、 辞 
書 デ ィ ス ク の 内 容 を 内 蔵 ハ ー ド ディ スク に 転送 し て 、 内 蔵 ハ バード ディ スク か ら シ ステ ム 起 動 す る よう 
に 設定 し な な し て くだ きい 。 そ うす る こと で 、 フ ロッ ピー ディ スク に 比べ て より 大 量 の デー タ を 高速 
に 転送 で きる と いう ハー ド デ ィ スク の 特長 を ご 利用 で きま す 。 以降 は 、 本 体外 部 に フロ ッ ピ ー デ ィ ス 
ク ド ラ イブ を 接続 し て いな いも の と し て 説明 を 進め ます 。 

また 、X68000PRO に 増設 用 ハー ド デ ィ スク ドラ イブ (CZ-64H) を 内 蔵 き され た 方 は 、X68000 PRO 

| HD | と 同様 の 機能 、 操 作 方 法 し な り ます の で 、 本 書 の X68000PRO| HD | に つい て の 説明 も ぉ 読み く 

だ きい 


① 内 蔵 ハ ー ド ディ スク の 領 域 確保 
まず 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 0 に 付属 の シス テム ディ スク を 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 
1 に 付属 の 辞書 ず ィ スク を 入れ て 、 コ ンピュータ 本 体 を システム 起 動 し ます 。 
次 の よう な デス クト ッ プ 画面 が 表示 きれ ます 。 


し 本 Hie4 ) 
[ = 日 ーー 画 4 


の 
人 t) き 。 5 
1010101 1010101 


| 

HUMRN.SYS CONFIG.SYS KEY.SYS C6.SYS STHRTUP.ENA HUTOEXEC.BRT OMMGND. 
[ 

| 


Human58k_Uer2 

人 B 

X58K 評 書 .Uer2 
9 

| [ Ler rl 

| 特記 叶 ロ 


US.X ICONDRTa.US CLIP.US 


8D 
| 


ー ネ 上 人 E 
m 融 司 回 | umrs 
BIN 5HSIC2 C | 


RSK 
男 回 
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| . 使用 開始 か ら 終 了 ま で 


次 に 、 マ ウス の ポイ ンタ (左上 向き の 矢印 ) を BIN” と いう フォ ル ダ ー ア イコ ン (ビン の 絵 が 描 
か れ た 紙 が 綴じ られ て いる フォ ル ダ ー の 形 を し た シン ボル ) に あわ せ 、 左 ボタ ン を も ダ ブル クリック ( 素 
早く 2 回 続け て 左 ボ タン を 押す 離す ) し ます 。 な お 、 具 体 約 な マウ ス の 使い 方 に つい て は 、「1.31) 
マウ ス の 使い 方 」 を 参照 し て くだ さい 。 

次 の ょ うに 、“BIN” フォ ル ダ ー の ウィ ンド ツウ が 表示 る れ ま す 。 


RTTRIB.X 


ほっ 


DICM.X DISKCOPY.X DRIUE 


こん ど は 、 ポ イン タ を FORMAT.X′” と いう アイ コン に あわ せ 、 左 ボタ ン を ダブ ルク リッ ク し ま 


す 。 
次 の よう な メニ ュー 画面 が 表示 さる れ ます 。 


FORMAT for X680 ロ 0 Version *.** Copuright 1989 SHRRP/Hudson 
1 と 2 
終了 


Si ( 索 や ) 計 青 (終了 ) 
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1.5 シス テム 、 辞 書 デ ィ ス ク の 内 容 を 内 蔵 ハ ー ド ディ スク に 転送 する 


ここ で まず 、 カ ー ソ ルキ ー の | 1 | | ! | で" ハードディスク” を 選択 し 、|J| を 押し ます と 、 次 の よさ 
うな メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 


FORMAT for X68000U Uersion *.** Lopuright 1989 SHRRP/Hudson 


) :: 静 (前 に 戻る ) 


ここ で 、 領域 の 確保 を 行い ます 。 カ ー ソ ルキ ー の | 1 | | ! | で "領域 確保 ? を 選択 し 、|J| を 押し ま 


す 。 次 の よう な メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 


FORMAT for X6800 有 Version *.** Copuright 1989 SHRRP/Hudson 


装置 名 パード ディ スグ 


全体 の 容 4M バ イ 
^ 旧 am 49M パ イト 
48M バ イト 


人 前 (人 39 (部 に 選 る ) 


ここ で 、 “容量 * に カー ソル を 合わ せ [| を 押し 、40 同 | と 入 力 し て くだ さい 。 こ こ で 入力 する 40 と 
いう 数 値 は 、Human68k で 40 メ ガバ イト 使用 する と いう 意味 で す 。 し た が っ て 、 必要 に 応じ て 1 一 40 
まで の 数 値 を 入力 し て くだ きい 。 
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| . 使用 開始 か ら 終 了 ま で 


次 に “ボリ ュー ムラ ベル ” に カー ソル を 合わ せ [M を 押し 、 こ こ で は Human68k_Ver2ME 入力 
し で て だ Ss 

また 、 パ シス テム * の 項目 が “転送 する ? に な っ て いま す が 、 こ れ は カレ ント ドラ イブ (フロ ッ 
ピー ディ スク ドラ イブ 0 ) の ルー トディ レク トリ 上 に ある HUMANSYS ファ イル と COMMAND. 
X ファ イル を 、 内蔵 ハ ー ド ディ スク に 転送 する と いう 意味 で す 。 

最後 に "実行 * に カー ソル を 合わ せ [| を 押す と 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 


領域 の 確保 を 行い ます よろ し いで すか ? 
| Y [実行 ) | N 前 に 戻る ) |ESCI 前 に 戻る ) 


| Y | を 押し て くだ さい 。「 領 域 確保 中 で す …」 と メッ セー ジ が 表示 され 、 領 域 確 保 が 開始 され ます 。 領 
域 確 保 が 終了 し た ら 、“ 終 了 / に カー ソル を 合わ せ | を 押し ます 。 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され 
ます の で 、 | Y 押し て くだ きい 。 


ハー ド デ ィ スク の 使用 に は 再起 動 が 必要 で す リセ ッ ト し ます か ? 
Y |( 実 行 ) | N (終了) ESCI( 前 に 戻る ) 


これ で リセ ッ ト さ れ 、 シ ステ ム デ ィ ス ク か ら の 再起 動 が 行わ れ ま す 。 な お 、 Human68k の コマ ンド モ 
ー ド や FORMAT コ マン ド の 詳細 に つい て は 、 別 冊 の 「Human68k ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 」 を 参照 
| 浴 〈 7 だ M いい 


(② シス テム 、 辞 書 デ ィ ス ク の 全 フ ァイル を 内 蔵 ハ ー ド ディ スク へ 転送 
印 ) を 「ETC」 と いう フォ ル ダ ー ア イコ ン に あわ せ 、 左 ボタ ン を ダブ ルク リッ ク (素早 〈 2 回 続け 
て 左 ボ タン を 押す 離す ) し ます 。 

その ウィ ンド ウ が 開き ます の で 、 マ ウス の ポイ ンタ (左上 向き の 矢印 ) を 「INSTALL. BAT」 と 
いう アイ コン に あわ せ 、 左 ボタ ン を ダブ ルク リッ ク (素早 く 2 回 続け て 左 ボ タン を 押す ン 離 す ) し 
ます 

する と 、Human68k の コマ ンド モー ド の 画面 に 変わ り 、 画 面 に 到 次 確認 の メッ セー ジ や 作業 状 
問 が 表示 きれ な が ら 実行 きれ て いき ます の で その つど 適切 な 処理 を し な が ら 進め て いっ て 〈 く だ き 
い 。 ここ で は 、 と りあ え ず スペ ー ス キー を 押し て くだ さい 。 な お 、 具体 的 な マウ ス の 使い 方 に つ 
いて は 、「1.3 (1) マ ウス の 使い 方 」 を 参照 し て くだ さい 。 

これ で 、 まず シス テム ディ スク に 収め られ て いる 全 フ ァイル が 内 蔵 ハ ー ド ディ スク に 転送 きれ 
ます 。 続い て 、 辞 書 デ ィ ス ク に 収め られ て いる 全 フ ァイル が 内 蔵 ハ ー ド ディ スク に 転送 され ます 。 
最後 に 内 蔵 ハ ー ド ディ スク か ら シ ステ ム 起 動 で きる よう に スタ ティ ッ ク RAM の 情報 が 設定 し 直 
き 和 まし と た 。 

続い て 、 メッ モー ジ が 表示 され ます の で それ に し た が っ て 適切 な 処理 を する と 、 も と の デス ク 
トッ プ 画 面 に 戻り ます 。 X68000PRO| HD | を ご 使用 の は 以後 内 蔵 ハ ー ド ディ スク か ら シ ステ 
ム 起 動 で きま す 。 
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1.5 シス テム 、 辞 書 デ ィ ス ク の 内 容 を 内 蔵 ハ ー ド ディ スク に 転送 する 


特に 、X68000PRO| HD | の 内 蔵 ハ ー ド ディ スク か ら シ ステ ム 起 動 し て いる 方 で 、 フ ロッ ピー 
ディ スク ドラ イブ か ら リ セッ ト に より 再起 動 し た い 場 合 は 、| OPT.1 区 一 を 押し な が ら 、 リ セッ 
トス イッ チ を 押し て くだ きい 。 す る と 、 フ ロッ ピー ディ スク か ら 再 起動 し ます 。 


近 ジ \ー ド ディ スグ み 

ハー ド デ ィ スク ドラ イブ は 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ の よう な 外部 磁気 記憶 装置 の 一 種 で 
す が 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ より も 大 量 の デー タ を 高速 に 転送 する こと が で きる と いう 長 
所 を 持っ て いる 上 、 フ ロッ ピー ディ スク より 大 容量 の デー タ を 記憶 きせ る こと も で きる と い 3 う 2 特 
長 も 持ち 合わ せ て いま す 。 ハ ー ド ディ スク で は 、 完 全 に 密閉 され た ケー ス の 中 で 高速 に 回 転 し て 
いる 2 枚 の 磁 件 円 板 (これ を プラ ッ タ ー と いう ) を 4 つの 磁気 ヘッ ド で アク セス する こと に より 5 
高速 な デー タ の リー ド ・ ラ イト (デー タ の 読み だ し ・ 書 き 込 み ) を 可能 に し て いま す 。 

な お 、① で 確保 し た 領域 を 変更 す る 場合 、、 ハ ー ド ディ スク の 内 容 を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 保 
存 (バッ クア ッ プ ) し て か ら 、 ま ず 領 域 開放 し 、 再 び 領 域 確保 し て くだ る い 。 ハ ー ド ディ スク か 
ら フ ロッ ピー ディ スク ヘ バ パック アッ プ す る に は 、BIACKUP コ ユマ ンド を 、 パ バッ クア ッ プ し だ ファ テイ 
ル の 復元 は RESTORE コ マン ド で 行い ます 。 これ ら の コマ ンド に つい て は 、「Human68k ユ ー ザ 
ー ズ マニ ュ ア ル 』 を 参照 し て くだ きい 。 

特に 、X68000PRO| HD | を ご 使用 の 方 で 、 電 源 プ ラグ を コン セン ト か ら 抜 く 場合 に は 必ず 前 
面 の 電源 スイ ッ チ を 切 ” (OFEF) に し て 完全 に 前 面 の 電源 スイ ッ チ が 切れ た (電源 ラン プ が 赤く 
点灯 し て いる ) の を 確認 し て か ら 、 電 源 プ ラグ を 抜い て くだ きい 。 ハー ド デ ィ スク に つい て の 詳 
細 は 、 第 1 部 「6.4 ハー ド デ ィ スク 」 を 参照 し て くだ さい 。 
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| . 使用 開始 か ら 終 了 ま で 


1.6 デオ イコ ン 6 往 


アイ コン 領域 
li と 


に ーー = 
2 介 品 3 


HUMRN.SYS CONFIG.SYS KEY.SYS USKCG.SYS 


昌 品 円 国 


US.X ICONDRTR.US CLIP.UOS CONFIG 


RSK 


BSIC2 


画面 に いく つか 表示 きれ て いる シン ボル マー ク が 「 ア イコ ン 」 で す 。 ア イコ ユン に は 、 画 面 右側 の ア 
イコ ン 領 域 に 表示 され て いる も の と 、 ウ ィ ン ド ツウ 内 に 表示 され て いる も の と の 2 種類 が あり 、 各 々 を 
の 意味 が 異な り ま す 。 

アイ コン 領域 の アイ コン は 、 こ れ を 選択 する こと に より 実行 で きる 様々 な 機能 を 絵文字 で イメ ー ジ 
化し た も の で す 。 使い方 は を れ ぞ れ の アイ コン に よっ て 様々 で す が 、 い ずれ も 何ら か の 作業 を 行う こ 
と に は 変わ りあ り ま せん 。 

これ に 対し て 、 ウ ィ ン ド ウ 内 の アイ コン は 、 そ の ウィ ンド ツウ の 持っ て いる 情報 を シン ボル 化し た も 
の で す 。 で すか ら 、 こ れ ら を 選択 し て も る 、 そ れ だ け で は 「 作 業 」 を 行う こと は で きま せん 。 すなわち 、 
アイ コン 領域 の アイ ュ ン が 「 作 業 内 容 」 を 表し て いる の に 対し 、 ウ ィ ン ド ウ 内 の アイ コン は 「 作 業 の 
対象 し な る も の 」 を 表し て いる わけ で す 。 

以下 に 、 こ れ ら 2 種類 の アイ ユン に つい て 簡単 に 説明 し ます 。 


(1) アイ コン 領域 の アイ コン 
アイ コン 領域 の アイ コン は 、 こ れ を 選択 する こと に より 、 そ れ ぞ れ 固 有 の 働き を 行い ます 。 こ こ で 
は 、 画 面 右側 に まとめ られ て いる アイ コン の 種類 と その 機能 に つい て 説明 し ます 。 


人 @ 時 計 ア イコ ン 


デス クア クセ サリ の 1 つ で 、 デ スク トッ プ 上 の デジ タル 時 計 で す 。 
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人 @ デ ィ ス クア イコ ン A 
この 場合 は シス テム 起動 し た ディ スク ドラ イブ を 表し ます 。 デ スク トッ 


プ 上 で は 、 ド ライ ブ A か ら 6 ドラ イブ Z (標準 状態 ) まで 対応 し て いま す が 、 


アイ コン 領域 に は 5 つ だ け 表 示さ れ ま す 。 デ ィ ス クア イコ ユン の 横 の 「A」 
が ドラ イブ 名 で す 。 デ ィ ス クア イコ ン の 下 に は 、 そ の ディ スク に 付け られ 
て いる ボリ ュー ム 名 が 表示 され て いま す 。 

ディ スク アイ コン の 形 は 、 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 、 ハー ド デ ィ スク 、 RAM 
ディ スク や を その アイ コン の ウィ ンド ウツ が 開い て いる か どう か な ど で 異 な り 
ます 。 こ こ で は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で ウィ ンド ツウ の 開い て いな い デ ィ ス ク 
アイ コン の 形 を 示し ます 。 ディス クア イコ ン の 形 に つい て は 、「2.1 ディ 
スグ デイ パイ コン) を ざき 主 くだ さい 

ドラ イブ F 以 降 の ドラ イブ を 扱う と き に は 、 右 の 矢印 を だ ボタ ン で クリ 
ッ ク し て 表示 し ます 。 標 準 び は 、 ド ライ ブ Z ま で 対応 し て いま す 。 こ の ド 
ライ ブ 数 は 、 環境 設定 ファ イル CONFIG. SYS の LASTDRIVE で 指定 し 
ます 。 

標準 で は 、 ド ライ ブ Z ま で 対応 し て いま す が 、 実 際 に ドラ イブ と し て 人 存 
在 し な いも の は 右 の よう な アイ コン 表示 と な り ま す 。 な お 、 仮 想 ド ライ ブ 
と し て 存在 し て いて も この アイ ュ ン で 表示 る きれ 、 デ スク トッ プ 画 面 上 で は 
扱え ませ ん A。 仮想 ドラ イブ に つい て は 、『Human68k ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア 
ル 』「SUBST ュ マン ド 」 を 参照 し て くだ さい 。 


@ デ スク アク セ サ リ アイ コン 
カレ ンダ ー や メモ 帳 、 ソ フト キー ボー ド 、 電 話 帳 な どの 機能 を 使う こと 
が て きま お 2 


信 ニ ュー フォ ル ダ ー ア イコ ン 

新しい フォ ル ダ ー を 作り ます (フォ ル ダ ー に つい て は 、「1.7 ウィ ンド ツウ 
の 使い 方 」 未 尾 の コラ ム お よび 「2.3 ニュ ー フ ォ ル ダー アイ コン 」 を 参照 
し て で 《 だ さい )。 


氏 ク リッ プ ボ ー ド アイ コン 

文書 な ど を ここ に 保管 し て なく と 、 い つ で も を その 内 容 を 呼び 出し て 使用 
ずる こよ が で きま す 。 グ リッ プ ボ ー ド デイ コン は 、 デ スグ み ア クセ ザ がり の 1 
つ で ある 「 メ モ 帳 」 や 、「 電 話 帳 」 な ど て 使用 し ます 。 


@ コ ピー アイ コン 
ファ イル や フォ ル ダ ー、 フ ロッ ピー ディ スク の 内 容 を 、 丸 ご と 別 の ファ 
イッ ン 、 ジ ォ ルズ タ ' 王 、 ジ ロジ タロ ビー ディ スク に コビー し ます 。 


1 が チイ ヨシ ジン ら の は 


下 


Human58Bk_Uer2 


| . 使用 開始 か ら 終 了 ま で 


人 @ ご み 箱 アイ コン ーー っ 
不用 に な っ だ ファ イル や フォ ル ダ ー な ど を 捨て る ご み 箱 で す 。 捨 て た フ 川 
ァイル を 、 ご み 箱 か ら 再 び 拾 っ て く る こと も で きま す 。 捨て た フォ ル ダ ー 
は 拾え ませ ん 。 
人 @ プ リン タ ア イコ ン 
アス キー 形式 の ファ イル の 内 容 を プリ PR し ます 。 ま た 、 画 面 の 半 。。 <: 中 1 
様子 その まま プリ ンタ に 出力 する こと も で きま す 。 ーー 


各 ア イコ ン の 詳し い 機 能 と を の 使い 方 に つい て は 、「2. アイ コン 領域 の アイ コン の 使い 方 」 を 参照 
RE KEIUDA 


(2) ウィ ンド ウ 内 の アイ コン 


コン ピュ ー タ で は 、 す べ て の 情報 が 「 フ ァイル 」 と いう 上 単位 で 扱わ れ ま す 。「 フ ァイル 」 は 情報 の 枠 
に 過ぎ ませ ん の で 、 を の 内 容 は 様々 で す 。 た と えば 、 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ の プロ グラ ム も 「 フ ァ 
イル 」 で すし 、 を その プロ グラ ム を 使っ て 作成 し た 文 曹 も 「 フ ァイル 」 で す 。 フ ァイル に は 、 それぞれ 
固有 の 名 前 が つい て お り 、 コ ンピュータ は を その 名 前 で それ ぞ れ の ファ イル を 区 別して いま す ( フ ァイル 
名 に つい て は 、 本 項 来 尾 の コラ ム を 参照 し て くだ きい)。 

ウィ ンド ウ で は 、 こ うい っ た 様々 な ファ イル を 「 ア イコ ン 」 と いう 形 で 表し て いま す 。 フ ァイル の 
種類 や 役割 を 、 目 で 見 て わか りや すく し た も の が 「 ア イコ ン 」 で 、 ア イコ ン の 形 は その ファ イル ご と 
に 異な り ま す 。 各 アイ コン の 下 に は 、 それぞれ の ファ イル の 名 前 が 表示 され て いま す の で 、 こ の 名 前 
と アイ ュ コン の 形 と で ファ イル を 見 分 ける こと が で きま す 。 

ここ で は 、 ウ ィ ン ド ツウ 内 の アイ コン の 種類 と 意味 に つい て 説明 し ます 。 


9 、 に 
“ 

品 。 2 (計り 
1010101 1010101 1010101 


HUMRN.SYS CUNFIG.SYS KEY.SYS HUSKCG.SYS STRRTUP.ENL RUTOEXEC.BRHT CUMMRND.X 


SHRRP 『 1 
gn 10161n1 


US.X ICHNDRTR.U5 


ト 


BR5IC2 
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人 @ HUMAN. SYS 
Human68k の シス テム プロ グラ ム 。 本 機 を 動か す だ め の オペ レー ティ ン 
グ シ ステ ム (OS) で す 。 


@ CONFIG. SYS 
シス テム メ 構 築 用 ファ イル 。 “CONFIG” フ ォ ル ダー や SYS" フ ォ ル ダー 
ー の 中 に ある 各種 デバ イス ドラ イ バ の 登録 な ど を 指示 する ファ イル 。 


但 KEY. SYS 
ファ ンク ショ ン キ ー や コン トロ ー ル キー な どの 設定 用 デー タフ ァイル 。 


倫 USKCG. SYS 
外字 登録 用 デー タフ ァイル 。 


人 @STARTUP.ENV 

CONFIG.SYS の ENVSET "で 指定 され て いる 環境 ファ イル 。 詳 し く 
は 『Human68k ユー ザー ズ マ ニュ アル 』「 第 7 章 シス テム の 構築 」 を 参照 
し で ぐだ SGY8 


信 AUTOEXEC. BAT 
Human68k の コマ ンド モー ド て 起動 し た と き に 、 自 動 的 に 実行 る され る バ 
4 ポジ の 人 イ ノレ 。 


信 COMMAND. X 
コマ ンド プロ セッ サ 。Human68k の コマ ンド モー ド を 使用 する と き に 必 


要 な プロ グラ ム 。 


倫 VS.X 


ビジ ュ ア ル シ ェ ル 。 デ スク トッ プ 画 面 上 で いろ いろ な 作業 を 行う の に 必 


静か プロ グラ ム 。 


信 ICONDATA. VS 
デス クト ッ プ 画面 上 に 表示 され る アイ コン の デー タ が 収め られ て いる フ 


ァイル 。 
久 CLIP. VS 


デス クト ッ プ 画面 の アイ コン 領域 中 の クリ ッ プ ボー ド の デー タ が 格納 さ 
れる ファ イル 。 
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1.@6 アイ コシ と は 


@ ゅ 


HUMRN.SYS 


田 
1010101 
CONFIG.SYS 


4 
1010101 
IISKCG.SYS 


STRRTUP .ENU 


RHTOEXEC.BRT 


COMMRND.X 


US.X 


CLIP.US 


| . 使用 開始 か ら 終 了 ま で 


人 @CONFIG 
タイ トル 画面 表示 用 デー タフ ァイル や キー 設定 用 ガー タフ ァイル な ど が 希 ) 
お さめ られ て いる フォ ル ダ ー。 ビ 
CONFIG 
@SHELL on 
ビジ ュ ア ル シ ェ ル や アイ ユン デー タ 用 ファ イル な ど ビ ジュ アル シェ ル 用 | 
示 5 電 久 
の デー タフ ァイル が お きる め られ て いる フォ ル ダ ー。 
SHELL 
@ SYS La 
各種 デバ イス ドラ イ バ ( プ リン タ 、ADPCM 日 本 語 フロ ント プロ セッ サ 、 eg 絢 
FM 音源 、 ヒ ストリ 、RAM ディ スク な ど ) が お さめ られ て いる フォ ル ダ ー。 ー 
@HIS ee 
ヒス トリ デバ イス ドラ イ バ 用 設定 ファ イル な ど が お さめ られ て いる フォ 則 抽 
5 
bg ーー 
co の HIS 
@ BIN 


各種 コマ マンド (で FORMATY、 パ SWITCH な ど ) と 、 ス クリ ー ン エディ イ 
タ “ED 及び 、 辞 書 デ ィ ス ク 保 守 ユ メー ティ リティ “DICM′ な どの 各種 ユ 
ー テ ィ イリ ティ イ が お きる さめ られ て いる フォ ル ダ ー。 


@ BASIC2 人 
X-BASICver. 2.0 ちよ びそ の ユン フィ ギュ レー ショ ン フ ァイル と 、 各 NR 馴 

種 関 数 (グラ フィ ッ ク 、 ス プラ イト 、 FM 音源 、ADPCM、 マ ウス 、 ジ ョ イ 

ステ ィ ッ ク な ど ) が お る め ら れ て いる フォ ル ダ ー。 


@W ASK 
日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ の 環境 設定 用 ファ イル (標準 お よび サン プル ) 
が お る め ら れ て いる フォ ル ダ ー。 


@ETC 

X68000PRO| HD | の 内 成 ハ バー ド デ ィ スク に シス テム 、 辞 書 デ ィ ス ク の 内 
容 を 転送 し た り 、 内 蔵 ハ ー ド ディ スク か ら シ ステ ム 起 動き せる よう に する cn 
だ め の バ ッ チ ファ イル 、 ス プラ イト の パタ ー ン デー タ を 作成 する た め の ユ eg 
ー テ ィ リ ティ な ど が お さめ られ て いる フォ ル ダ ー。 ETC 


その 他 に 、X68000PRO| HD | で シス テム 、 辞書 ディ スク の 内 容 が 転送 され た 内 蔵 ハ ー ド ディ スク 
か ら シ ステ ム 起 動 し た 場合 は 、 辞 書 フ ァイル が お さめ られ て いる フォ ル ダ ー な ども 5 あり ます 。 
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6 デイ ヨシ ジ ど は 


信 フ ォ ル ダー と は 
由 に いく つか の ファ イル を 収め た 、 パ ファ イル の 入れ 物 ? の よう な も 5 の で ーー ゴ 


す ( フ ァイル で は あり ませ ん )。 こ の アイ コン を マウ ス の 圧 ボ タン で ダブ ル eg 
クリ ッ ク す る と 、 フ ォ ル ダー の ウィ ンド ウ が 開き 、 中 の ファ イル を 見 る こ SYS 


と が て きま す ( ラ ォ ル ダー に つい て 、 洋 し て は 「1.7 ウォ ンド 必 の 側 い 方 」 
杯 必 の コラ ム お よび 「2.3 ニュ ー フ ォ ル ダー アイ コン 」 を 参照 し て くだ き 
3)。 


※ QUICKSTART* と いう 名 前 の フォ ル ダ ー を つく っ て お く と 、 ビ ジュ 
アル シェ ル 起 動 呼 に 自動 的 に "QUICKSTART ツ ウィ ンド ウ ツ 開き ます 。 
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使用 開始 か ら 終 了 ま で 


ファ イル 名 の 付け 方 に つい て 


ディ スク 上 に 置か れる デー タ は 、 す べ て 「 フ ァイル 名 」 に よっ て 管理 され て いま す 。 ユ ー ザ ー 
は 、 こ の 「 フ ァイル 名 」 に よっ て 目的 の ファ イル を 指定 する だ け で 、 デ ィ ス ク の 内 容 に つい て の 
詳細 を 知ら な てく て も 、 フ ァイル を 自在 に 扱う こと が で きま す 。 細 か な 約束 ご と は すべ て 、Human68k 
が 処理 し て くれ る か ら で す 。 

ユー ザー 側 の 唯一 の 約束 ご と は 、「 フ ァイル 名 」 の 付け 方 および 指定 方 款 で す 。 こ こ で は 、 フ ァ 
イル 名 の 付け 方 に 関す る 規則 を 挙げ て み ま す 。 


@ 拡張 子 を 付け な い 場 合 @ 拡 張子 を 付け る 場合 
ファ イル 名 (18 文 字 以 内 ) ファ イル 名 (18 文 字 以 内 ) 


| | | | | | | | | 画 副 男 回 | 回 | 回 | 回 | 画 | 加 | 下関 詳 間 | | | | | | | | 一 副 古 回 画 | 回 | 四 | | | 
に ニー ニー 


に ーー ニー ニュ ー ニ ーーー - ! 1 
区 別 さ れる 区 別 さ れ な い 区 別 さ れる 区 別 さ れ な い 区 別 さ れる 
( 8 文字 以内 ) (8 文字 以内 ) 


主 ファ イル 名 (18 文 字 以 内 ) 拡張 子 (3 文字 以内 ) 


① フ ァイル 名 は 、 主 ファ イル 名 と 拡張 子 で 構成 され る 。 一 般 的 に ファ イル 名 と 言え ば 主 フ ァイル 
名 と 拡張 子 を 合わ せ た も の の こと を いう が 、 拡張 子 を 省略 し て 主 フ ァイル 名 の 部 分 だ け を ファ 
イル 名 と 呼ぶ こと も ある 。 
(《 フ ァイル 名 の 主 フ ァイル 名 と 拡張 子 は 、^.” (ピリ オド ) で 区 切ら れる 。 
③ 主 ファ イル 名 に は 半角 文字 で 1 一 18 文 字 (全角 文字 び は 1 一 9 文字 )、 拡 張子 に は 0 一 3 文字 ( 同 
0 一 1 文字 ) が 使用 で きる 。 た だ し 、 主 ファ イル 名 は 初め の 8 文字 ( 同 4 文字 ) ま で し か 区 別 さ きれ 
な い 。 た と えば 、 び ABCDEFGHIY と ABCDEFGHX” は 同じ 主 フ ァイル 名 と 見 な され る 。 
④ 主 ファ イル 名 と 拡張 子 に は 、 英 数 字 、 カナ 、 漢 字 お よび 各種 記号 が 使用 で きる 。 ア ルフ ァ ベ ッ 
ト は 、 小 文字 で も 大 文字 で も 使 を る が 、 区 別 は されない (な る べく 大 文字 を 使用 し た 方 が よい )。 
使用 で きる 文字 は 次 の 通り : A-Z、0 一 9、&、 (、)、@、 、 、 人 (、)、! 、 カ ナ 文 字 、 
全角 文字 (カタ カナ 、 ひ ら が な 、 漢 字 な ど )。 
⑤ 琉 張子 に は 、 通 常 そ の ファ イル の 性 質 や 種類 を 表す 名 前 を 付け る 。 
例 1 穫 …o ソフ トリ ロケ ー タ ブル 実行 ファ イル 
… リ ロケ ー タ プル 実行 ファ イル BAT………… バ ッ チ 処理 ファ イル 
… ア ドレ ス 固 定 実行 ファ イル BAS………:BASIC ソー ス フ ァ イル 
… ラ イブ ラリ ファ イル C………………C 言 語 ツ メー ス ファ イル 
S YS… ル ステ ム フ ァ イル S……… ツ ドー アセ モン ブリ 言語 ソー ス フ ァ イル 
0……… オ プ ジ ェ クト ファ イル な ど 
⑥ PRN、CON、NUL、AUX、PCM、LPT、CLOCK、OPM と いっ た 文字 列 は 、 フ ァイル 
名 に 使用 で き な い (予約 ファ イル 名 )。 
な お 、 フ ォ ル ダー 名 (ディ レク トリ 名) も 同じ よう に つけ る こと が で きま す 。 
ファ イル 名 、 デ ィ レ クト リ 名 に つい て 詳し く は 、 別 冊 の 「Human68k ユー ザー ズ マ ニュ アル 」 
の 第 3 章 を 参照 し て くだ さい 。 


70 


| ep 


グスト 用 
を 指 志 する こ 
ンド ウ は 、 様 
説明 し ます 。 


1.7 ウィ ンド ウ の 使い 方 


ィ ン ド ウ の 使い 方 


デ ト 上 で の 作業 は 、 そ れ ぞ れ の 作業 に 必要 な “対象” を 選び 、 そ の 対象 に 対す る 処理 命令 
と に よっ て 行 に ます 。 こ うし だ 作業 の 計 な 9 電 / と な る の が 、「 ウ ィ ン ド ツウ 」 で す 。 ウィ 
々 な 情報 を 表示 する 「 窓 」 の よう な も の で す 。 それ で は 、 ウ ィ ン ド ウ の 使い 方 に つい て 


ここ で は 、 ド ライ ブ B(X68000PRO を ご 使用 の 方 は 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 1 、X68000PRO 
HD | を ご 使用 の 方 で 内 蔵 ハ バー ド デ ィ スク か ら シ ステ ム 起 動 し て いる 場合 は 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ 


イブ 0 も る き し 


ます 。) に フォ ー マ ッ ト し たばかり の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 入れ て シス テム 起動 し て くだ 


さい 。 以降 で は X68000PRO で シス テム 起動 し た デス クト ッ プ 画面 を も と に 説明 し て いき ます 。 


X68000PRO 


HD | の 内 蔵 ハ バード ディ スク か ら シ ステ ム 起 動 し た デス クト ッ プ 画面 は X68000PRO の 


デス クト ッ プ | 


画面 の ウィ ンド ウツ に 辞書 フォ ル ダ ー な ど が 追加 表示 され た も の で す 。 シ ステ ム デ ィ ス ク 


は バッ クア ッ プ され だ も の (ライ ト プ ロ テク ト さ れ て いな いも の ) を 使用 し て くだ さい 。 


お 、 マウ 
た 操作 に つい 
で 説明 し て い 


ス の ボタ ン は 、 左 ボタ ン も 右 ボ タン も 使用 し ます が 、 こ の 項 で は 、 主 に 左 ボ タン を 使っ 
て 説明 し ます 。 右 ボタ ン を 使っ て 行え る 動作 は 次 項 「1.8 コマ ンド メニ ュー の 使い 方 」 
光ら 


(1) ウィ ンド ウ 内 の 様子 


2 は 5 


- 信 に の ウィ ンド ツウ を 例 に 、 ウ ィ ン ド ツウ 各部 の 名 称 と 機能 を 簡単 に 説明 し ます 。 


サイ ズボッ クス ウィ ンド ウチ ェ ン ジ ボ ッ クス 


クロ ー ズ ボッ クス 


⑳ 谷 品 


HUMIN.SYS CUNFIG.SYS KEY.SYS USKC6.SYS 5 


タイ トル バー 


ト 2 馬 
1010101 1010101 1010101 


中 モ ミー ロ N 


スク ロー ル バ ー 
スク ロー ル ボ ックス サイ ズボッ クス 


| . 使用 開始 か ら 終了 まで 


・ タ イト ル バ ー 

ウィ ンド ツウ の 名 前 (ウィ ンド ウタ イト ル ) が 表示 され ます 。 

・ サ イズ ボッ クス 

ウィ ンド ウ の 左上 隅 と 右 下 隅 に 1 つ ず つ あ り ま す 。 ウィンドウ の 大 き さ を 変更 する ボッ クス で す 。 
・ ズ ー ム ボッ クス 

ウィ ンド ツウ の サイ ズ を 最大 に し ます 。 最 大 サイ ズ の ウィ ンド ウ を 元 の 大 きる に 戻す こと も で きま す 。 
・ ス クロ ー ル バー 

縦 方 向 と 横 方 向 の 2 つの バー が あり ます 。 バ ー の 中 に は 、「 ス クロ ー ル ボッ クス 」 が あり ます 。 ウィ 
ンド ウ の 大 きる より ウィ ンド ツウ 内 の 情報 が 多い と き は 、 こ の バー を 使っ て ウィ ンド ウ の 内 容 を 上 トト 
左右 に スク ロー ル す る こと が で きま す 。 

・ ウ ィ ン ド ウチ ェ ン ジ ボ ッ クス 

複数 の ウィ ンド ウ が 開い て いる 場合 、 一 番手 前 に ある ウィ ンド ウ を 一 番 後 の に も ちっ て いき ます ( 重 な 
っ た ウィ ンド ウ を 上 か ら 順 番 に めく り ま す )。 

・ ク ロー ズボッ クス 

ウィ ンド ウツ を 閉じ ます 。 


この ウィ ンド ウ に は 、 ド ライ ブ A の ディ スク の 内 容 が アイ コン で 表示 され て いま す 。 ウィンド ウタ 
4 トル ル YA 7 た な っ で いま す (YA (7 は 、『 ド ライ 人 人 の ディ スズ み 」 や 表し て いま すず)。 

この よう に ディ スク 内 容 の 一 覧 を 表示 し た も の を 、 デ ィ レ クト リ (目録 ) と 呼び ます 。 デ ィ レ クト リ 
に つい て は 、 本 項 末 尾 の コラム で 説明 し て いま す の で 、 詳 し く は そちら を 参照 し て くだ さい 。 


(2) ウィ ンド ウ を 選択 する 


[dl H 回 


人 


HUMRN.SYS CONFIG.SYS KEY.SYS USKCG.SYS STRRTUP.ENM HUTOEXEC.BRT COMMRND.X 


時 品 円 賠 較 較 思 


US.X ICONDRTR、US CLIP.US CONFIG SHELL HIS 


*B: の ウィ ンド ウ “A:? の ウィ ンド ウ ( ア クティ プ ブウ ィ ン ド ウ ) 


デス クト ッ プ に は 、 複 数 の ウィ ンド ウ を 表示 させ る こと が で きま す ( 最 高 30 個 まで )。 た だ し 、 い 〈 

つ ウ ィ ン ド ウ が 開い て いて も 、 実 際 に 操作 で きる の は 、 一 番 上 (手前 ) に 表示 る され た ウィ ンド ウ だ け で 
すす 。 この ウィ ンド ウ の こと を 「 ア クチ ティ ォ ブ ウィ ンド ウツ 」 呼び ます 。 ア タテ チ ティ ブウ ィ ン ド で は 、 衝 
イト ル バ ー が 黒く 〈 表示 きれ る と と も に 、 ス クロ ー ル バー や 各種 の ボッ クス が 現れ る の で 、 そこ で の 作 
業 が 可能 に な っ た こと が わか り ます 。「 ア クティ イブ ウィン ドウ 」 よ り も 下 に ある ウィ ンド ツウ で 作業 を 行 
いた い 場 合 に は 、 そ の ウィ ンド ツウ を 「 ア クティ ブウ ィ ン ド ウ 」 に 選択 し な けれ ば な り ま せん 。 
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1.7 ウィ ンド ウ の 使い 方 


「 ア クティ イブ ウィン ドウ 」 を 選択 する に は 、 目 的 の ウィ ンド ウ の どこ か を 直接 左 ボ タン で クリ ッ ク 
する か 、 ま だ は ウィ ンド ウ の 右上 隅 に ある 「 ウ ィ ン ド ウチ ェ ン ジ ボ ッ クス 」 を 使い ます 。 

ここ で は 、 現 在 “人 A: 7 の 下 に な っ て いる \B:7 の ウィ ンド ウ を アク ティ ブウ ィ ン ド ウ に し て み ま 
衝 。 


@⑯(B:′ の ウィ ンド ウ が 少し で も 見 えて いれ ば ) “B : ” の ウィ ンド ウ の 中 で マウ ス の 左 ボ タン を ク 
リッ ク し て くだ さい 。 


ツィ シ ドウ み チ ェ ン シン ジホ ボウ ックス 


クリ ッ ク す る 場所 は どこ で も か まい ませ ぜん 。"B :/ の ウィ ンド 必 が YA:” の ウィ ンド ウ の 下がら 
少し で も 見 えて いれ ば 、 そ の 中 の どこ か を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て くだ さい 。 す る と 、\B:/ の ウイ 
ンド ウ が デス クト ッ プ の 一 番 上 (手前 ) に 表示 され て 、 ア クティ ブウ ィ ン ド ウ に な り ま す 。 


2 つの ウィ ンド ウ の サイ ズ や 位置 に よっ て は 、 下 に ある ウィ ンド ウ が アク ティ イブ ウィ ンド ウ に すっ 
か り 隠 れ て し まう こと も あり ます 。 この よう な 場合 に は 、 下 の ウィ ンド ウ を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て 、 
アク ティ プ ブウ ィ ン ド ツウ を 選択 する こと は で きま せん 。 

こう いっ だ た と き に 便利 な の が 、 ア クティ プ ブ ウィンドウ に ある 「 ウ ィ ン ド ウチ ェ ン ジ ボ ッ クス 」 で す 。 
「 ウ ィ ン ド ウチ ェ ン ジ ボ ッ クス 」 は 、 現 在 の アク ティ ブウ ィ ン ド ウ を 重なっ た ウィ ンド ツウ の 一 番 後 ろ に 
も っ て ゆく の で 、 下 に ある ウィ ンド ウツ が 見 えな く て も アク ティ ブウ ィ ン ド ツウ を 変え る こと が で きま す 。 


倫 プ クティ イブ ウィ ンド ウ の ウィ ンド ウチ ェ ン ジ ボ ッ クス を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て くだ さい 。 

する と 、 重 な っ だ ウィ ンド ウツ が めく 65 れ だ よう に 、 ア クティ プ ブウ ィ ン ド ツウ が 変わ り ま す 。 

ウィ ンド ウチ ェ ン ジ ボ ッ クス を 左 ボ タン で クリ ッ ク し た り 、 下 に ある ウィ ンド ウ を 直接 左 ボ タン で 
み リ ッ グ み ル だ DI て 。、 デ クティ ジウ ィ イジ シド 必 を いろいろ 変 た で み C で くだ きい 。 


(3) ウィ ンド ウ を 閉じ る 


ここ で 、2 つ 開い て いる ウィ ンド ウ ウ の うち 、*\B:? の ウィ ンド ウ ウ を 閉じ て み ま し ょ う 。 開い て いる 
ウィ ンド ツウ を 閑 じ る に は 、 ク ロー ズボッ クス を 使い ます 。 ま ず 、*B :? の ウィ ンド ウ を アク ティ ブウ 
ジジ ド 必 要 し で く だき W ゆ > 


7 が 1 


| . 使用 開始 か ら 終了 まで 


⑱@ ボ ポイ ンタ を クロ ー ズ ボッ クス の 上 に 置い て 、 マ ウス の 左 ボ タン を も を クリック し て くだ さい 。 


クロ ー ズ ボッ クス 


アク ティ ブウ ィ ン ド ツウ の 輪郭 が みる みる 小さ きく な り 、 ア イコ ン 領 域 の ディ スク アイ コン B の 中 に 吸 
い 込 まれ る よう に し て 消え て ゆき まし だ 。 こ れ で デス クト ッ プ に 開い た ウィ ンド ウ は 1 つ に な り ま し 


(4) ウィ ンド ウ の サイ ズ を 変え る 


開き た て の ウィ ンド ツ は 常に 一 定 の 大 きる で す が 、 ウ ィ ン ド ウ の サイ ズ は 、 適 宜 変 更 す る こと が で 
きま す 。 ウ ィ ン ド ウ の サイ ズ を 変え る に は 、 ウ ィ ン ド ウ の 右 下 また は 左上 に ある サイ ズボッ クス 、 お 
よび 右上 に ある ズー ム ボ ックス を 使い ます 。 


サイ ズボッ クス ズー ム ボ ックス 


1 


角 人 移 防 鞍 更 


HUMN.SYS CONFIG.SYS KEY.SYS USKC6.SYS STRRTUP.ENM AUTOEXEC.BRT COMMGND.X 


笑 g』 中 回 賠 剛 人 同 


US.X ICONDRTR.US CLIP.VS CONFI6 SYS HIS 


回 画 還 回 
ETC 


BIN BRSIC2 RSK 


サイ ズボッ クス | | 


但 ポイ ンタ を ウィ ンド ウ の 右 下 の サ イズ ボッ クス の 上 に 置き 、 マ ウス の 左 ボ タン を 押し た まま 右 斜 め 
下 に 動か し て くだ きい (ドラ ッ グ )。 


左 ボ タン を 押し た まま マウ ス を 動か し て い 〈 と 、 動 か し た 位置 を 基準 し し た 新しい ウツ ウィンドウ の 輪 
郭 が 点線 で 描か れ ま す 。 左 ボタ ン を 離す と 、 ウ ィ ン ド ツウ は を その 位置 で 新しい サイ ズ に 変わ り ま す 。 
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1.7 ウィ ンド ウ の 使い 方 


この よう に 、 右 下 の サ イズ ボッ クス は 、 ウ ィ ン ド ウ の 左上 支点 を 固定 し た まま 、 サ イズ を 変更 し ま 
す 。 こ れ に 対し て 、 左 上 の サイ ズボッ クス は 、 ウ ィ ン ド ツウ の 右 下 支 点 を 固定 し た まま 、 サ イズ を 変更 


し ます 。 試 し て みて くだ さい 。 


@⑱ ボ ポイ ンタ を ズー ム ボ ックス の 上 に 置い て 、 マ ウス の 左 ボ タン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 


陳 了 ニ ト ーー 


1010101 
HUMAN.SYS CONFIG.SYS KEY.SYS USKCG.SYS STRRTUP.EN AUTOEXEC.BRT COMWMGND.X 


庫 較 還 回 


HIS 


1010101 
US.X ICONDRTR.US 8 CONFIG SHELL 


BIN BaSIC2 


ウィ ンド ツウ は 画面 全体 に 広がり ます 。 こ の よう に 、 ズ ー ム ボッ クス は 、 ウ ィ ン ド ウ の サイ ズ を 画面 い 
っ ぱい (スク リー ン サ イズ ) に し ます 。 もう一度 ダー ム ボ ックス を 左 ボ タン で クリ ッ ク す る と 、 ウ ィ ン 


ドウ は 元 の 大 きき る に 戻り ます 。 
2 つの サイ ズボッ クス と 、 ズ ー ム ボッ クス で 、 ウ ィ ン ド ウ の サイ ズ を いろ いろ 変え て みて くだ さい 。 


縮小 や 拡大 な ど 、 自 在 に 行う こと が で きま す 。 


(5) ウィ ンド ウ を 動か す 

ウィ ンド ウツ は 、 デ スク トッ プ 上 で 自由 に 動か すこ と が で きま す 。 ウ ィ ン ド ウ を 動か す に は 、 そ の タ 
イト ル バ ー の 任意 の 場所 を ポイ ント し 、 そ を そこ で マウ ス の 左 ボ タン を 押し て その まま ドラ ッ グ し ます (た 
だ し 、 タ イト ル バ ー 中 の いろ いろ な "ボッ クス "を 左 ボ タン で クリ ッ ク し な いこ と )。 


こ ] 
〇 1 


| . 使用 開始 か ら 終了 まで 


タイ トル バー 


HUMON.SYS CONFIG.SYS KEY.SYS USKCG.SYS STRRTUP.EN RUTOEXEC.BQT COMMGND.X 


圭一 品 - ーー 個 い 賠 - 屋 - 全 


Vs.X | ICONoaTR.US CuiPUS COWFle 


信 タ イト ル バ ー を ポイ ント し 、 マ ウス の 左 ボ タン を 押し た まま ウィ ンド ウ を 目的 の 場所 まで ドラ ッ グ 
問 ド 3 


ポイ ンタ の 動き に つれ て 、 ウ ィ ン ド ウ の 輪郭 び だ けが 引き ずら れる よう に し て 移動 し ます 。 左 ボタ ン 
を 離せ ば 、 ウ ィ ン ド ウ は その 位置 に 書き 直さ れ ま す 。 デ スク トッ プ 上 の あちこち に 、 ウ ィ ン ド ウ を 移 
動き せ て みて 〈 だ さい 。 

目的 の 場所 に 動か みす 前 に 、 マ ウス の 左 ボ タン を 離し て し まっ た と き に は 、 も う 一 度 を こ か ら 同 じ 手 
順 で ウィ ンド ツウ を 移動 きせ て くだ さい 。 


(6) ウィ ンド ウ 内 の 情報 を スク ロー ル す る 


ウィ ンド ツウ 内 の 情報 量 が 多く て 、 ウ ィ ン ド ウ に 一 度 に すべ て 表示 で き な い よう な 場合 は 、 ウ ィ ン ド 
ウ の 枠 に スク ロー ル バ ー が あら われ ます 。 ウィンドウ か ら あ ふれ た 情報 は 、 こ の スク ロー ル バ ー を 使 
っ て 、 上 下 左 右 に スク ロー ル さ きせ て 表示 する こと が で きま す 。 


@⑯ サ イズ ボッ クス を 使っ て ウィ ンド ウ を 小さ くし た あと 、 中 の 情報 が いく つか 隠れ る よう に し て くだ 
さい 。 


スク ロー ル ボ ックス 


ズ メグ 昌一 ル バ パー 


ズ グ 占 王 贅 Z パ ーー 
スク ロー ル ボ ックス 
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1.7 ウィ ンド ウ の 使い 方 


ウィ ンド ツウ の 右側 お よび 下 側 に ある 棒状 の 部 分 が スク ロー ル バ ー で す 。 スク ロー ル バ ー は 、 矢 印 の 
組み 合わ きっ だ スク ロー ル ボ ックス と 、 を その 前 後に ある 灰色 の 部 分 か ら な り ま す 。 


信 ウ ィ ン ド ツウ の 下部 に ある スク ロー ル ボ ックス 内 の 、 右 向き の 矢印 を 左 ボ タン で クリ ッ ク し ます 。 


16.SYS KEY.SYS USKC6.SYS STaRTUP.EN RUTOEXEC.BT 島 請 


する と 、 矢 印 (一 ) が 黒く 変わ り 、 ウ ィ ン ド ウ の 内 容 が 左側 に 流れ て 、 隠 れ て いた アイ コン が 右側 か 
ら 見 えて きま す 。 左 ボタ ン を 押し 続け る と 、 押 し て いる 間 、 ウ ィ ン ド ツウ は 右 方 向 に 一 定 速度 で スク ロ 
ー ル し つづ け ま す (ウィ ンド ツウ の 内 容 は 左 に 流れ て ゆく よう に 見 えま す が 、 右 方 向 を あら た に 表示 し て 
ゆく 、 と いう 意味 で 、 こ れ を 「 右 スク ロー ル 」 と 呼び ます )。 ま だ た 、 ス クロ ー ル ボッ クス も 、 ス クロ ー 
ル バ ー の 中 を 右側 に 移動 し ます 。 

この 他 、 ス クロ ー ル ボッ クス の 矢印 の 方 向 に 従っ て 、 左 、 上 、 下 の 方 向 に も 同じ よう に スク ロー ル 
る せる こと が で きま す 。 


介 ウ ィ ン ド ウツ ウ の 下部 に ある スク ー ル ボッ クス (矢印 以外 の と ころ ) を ポイ ント し 、 を そこ で マウ ス の 左 ボ 
タン を 押し た まま 左 の 方 向 に ドラ ッ グ し ます 。 


品 XY 了 硬 必 
1010101 1010101 1010301 陽 ーー 


1G.SYS KEY.SYS USKC6.SYS STARTUP.EN RUTOEXEC.BRT 


ボイン タ の 動き に つれ て 、 ス クロ ー ル ボッ クス の 輪郭 が 動き ます 。 左 ボタ ン を 上 離す と 、 ス クロ ー ル 
ボッ クス は を その 位置 に 移動 し 、 そ れ に 伴い 、 ウィンドウ 内 の 表示 も 対応 する 位置 の も の に 変わ り ま す 。 

スク ロー ル ュ ミー (灰色 の 部 分 ) は フル サイ ズ の ウィ ンド ウ (ズーム ボッ クス で ズー ム し た と き の ウ ィ ン 
ドウ サイ ズ ) に 入 る 情報 の 長き を 、 ス クロ ー ル ボッ クス は 現在 表示 され て いる ウィ ンド ウ の 長き を 表し 
ます 。 で すか ら 、 だ た と えば 、 フ ル サ イ ズ の ウィ ンド ツウ 情報 の 中 間 部 分 も 見 た い 場 合 に は 、 ス クロ ー ル 
ボッ クス を スク ロー ル バ ー の 中 天 付 近 へ 動か し て くだ さい 。 


倫 ス クロ ー ル ボッ クス の 有 側 の 灰色 の 部 分 を 左 ボ タン で クリ ッ ク し ます 。 


W ゅ 
101601 ho10101 


HUMQN.SYS CONFI6.SYS KEY.SYS 
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| . 使用 開始 か ら 終 了 ま で 


左記 タン で クリ ッ ク し た 方 向 (右側 ) に 一 瞬 で スク ロー ル し 、 そ れ に 伴っ て スク ロー ル バ ー 内 の スク 
ロー ル ボ ックス の 位置 も 変わ り ま す 。 ウ ィ ン ド ツウ 内 の 表示 は その と き の ウ ィ ン ド ツウ の 大 きる 分 だ け 、 
左 ボ タン で クリ ッ ク し た 方 向 に 移動 し ます 。 

この よう に 、 ス クロ ー ル バー の 中 の 灰色 の 部 分 を 直接 左 ボ タン で クリ ッ ク し て も 、 対 応 す る 位置 の 
ウィ ンド ウ の 内 容 を 見 る こと が で きま す 。 


以上 で 、 ウ ィ ン ド ウ の 基本 的 な 扱い 方 は 習得 で きま し た 。 ウ ィ ン ド ツウ の 開閉 お よび 移動 や サイ ズ 変 
更 、 ス クロ ー ル や アク ティ ブウ ィ ン ド ツウ の 選択 …… こ れ ら の テク ニッ ク は 、 い ずれ も デス クト ッ プ 上 
で 作業 を 進め て ゆく に あたっ て 必要 不可 欠 で す 。 自 由 に ウィ ンド ウ が 扱え る よう に な る まで 、 十 分 操 
作 を 繰り 返し て みて くだ さい 。 溢 の 項 で は 、 ウ ィ ン ド ウ と コマ ンド メニ ュー を 使っ た 、 実 際 の 作業 の 
進め 方 に つい て 説明 し ます 。 
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く < コラム?》 


ディ レク トリ と は 


「 デ イレ クト リ 」 と は 、 フ ァイル や フォ ル ダ ー の 名 簿 で す 。 デ ィ イス クア イコ ン を ダブ ルク リッ 
ク す る と 、 デ スク トッ プ に 「 ウ ィ ン ド ウ 」 が 開き ます 。 ウィンドウ の 中 に 表示 きれ た 情報 が 「 デ 
ィ レ クト リ 」 と 呼ば れる も の で 、 そ の ディ スク に 入っ て いる 内 容 ( フ ァイル や フォ ル ダ ー) の 一 覧 
を あら わし て いま す 。 

し が か し 、 デ ィ ス ク に し まう ファ イル の 数 が 増え を て て る と 、1 つ の ディ レク トリ (ウィンドウ) で 
ファ イル 管理 を 行う こと が し だ い に 大 変 に な っ て きま す 。 こ の よう な と き に は 、 フ ァイル を いく 
つか に 分 類 し て 、 そ れ ぞ れ に ディ レク トリ を 持つ こと が で きる と 便利 で す 。 こ れ は 、 い っ て みれ 
ば だ た くさ ん の 書類 を 用 途 別 に 分 け て 、 フ ォ ル ダー に し まう の と 一 緒 で す 。 

すなわち 、 フ ォ ル ダー は ファ イル を 整理 する た め の 入 れ 物 で す 。 デ スク トッ プ で は 、 必 要 に 応 
じ て 自 由 に フォ ル ダ ー を 作り 、 を の 中 に ファ イル を し まう こと が で きま す (「2.3 ニュ ー フ ォ ル ダ 
ー ア イコ ン 」 参 照 )。 

も ちろ ん 、 フ ォ ル ダー の 中 の 「 デ イィ レク トリ 」 を 見 る こと も で きま す 。 フ ォ ル ダー の ディ レク 
トリ を 見 る に は 、 デ ィ ス ク 全 体 の ディ レク トリ を 見 る と き と 同 じ よ うに 、 フ ォ ル ダー の アイ コン 
を ダブ ルク リッ ク し ます 。 フォ ル ダ ー ご と の ウィ ンド ウ が 開い て 、 そ の フォ ル ダ ー に 入っ て いる 
ファ イル (や フォ ル ダ ー) が 表示 され ます 。 も ちろ ん 、 フ ォ ル ダー の 中 に ある フォ ル ダ ー も 、 を その 
中 に ファ イル (や フォ ル ダ ー) を 入れ られ る の で 、 そ の 「 デ ィ レ クト リ 」 を 見 る こと が で きま す 。 

この よう に 、 デ ィ ス ク に は 複数 の 「 デ ィ レ クト リ 」 が 存在 し ます 。 す な わ ち 、 そ れ だ け フ ァ イ 
ル を し まう 場所 が ある 、 と いう こと で す 。 複数 の ディ レク トリ は 、 箱 の 中 に 箱 が あり 、 を その 中 に 
また 箱 が ある と いう 形 (※) に な っ て お り 、 フ ァイル は どの 箱 に 入っ て いて も か まい ませ ん 。 
同じ 箱 ( デ ィ レ クト リ ) の 中 に は 、 同 じ 名 前 の ファ イル を 入れ る こと は で きま せん が 、 違 う 箱 の 中 
で あれ ば 、 同 名 の ファ イル を し まう こと も で きま す 。 


※ こ の よう な 形 の ディ レク トリ 和 群 は 、 それ ぞ れ が 何 層 に も 重なっ て 存在 する の で 、 「 階 層 デ ィ レ ク 
トリ 」 と 呼ば れ て いま す 。 フ ォ ル ダー を 作る ご と に 新しい ディ レク トリ が 新しい 「 階 層 」 と な 
り 、 その 中 の ファ イル (や フォ ル ダ ー) を 管理 する わけ で す 。「 階 層 デ ィ レ クト リ 」 に つい て の 詳 


ディ レク トリ 
デイル 


sscx ] 豆 
し esrsss ] 


月 間 予 定 . DOC 


COMMAND. X MEMO. DOC 
FORMAT. X 
に ーーー ニ ーー ニー 
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| . 使用 開始 か ら 終 了 ま で 


1.8 コマ ンド メニ ュー の 使い 方 


の 当 補 ウド メニ ュー を 

デス クト ッ プ に は ウィ ンド ウ や アイ コン の 他 に も 、 作 業 に 用 いる 道具 ” が 用 意 る きれ て いま す 。 こ 
れ が 「 コ マン ド メ ニ ュ ー」 で す 。 コ ユマ ンド メニ ュー は 、 デ スク トッ プ 上 で ウィ ンド ツウ 内 の 各 ア イコ ン 
に 対し て 、 使 える 命令 (コマ ンド ) を 、 メ ニュ ー 形 式 で ま と ゆ た も の で す 。 こ の メニ ュー は 、 常 に 画面 
に 用 意 き れ て いる も の で は あり ませ ん が 、 必 要 な と き に 画面 に 表示 る きせ る こと が で きま す 。 

六 イン タ が アイ コン 領域 以外 の どこ を 指し て も か まい ませ ん の で 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押さ えて み 
て くだ さい 。 ポ イン タ の すぐ で 下 の 位置 に メニ ュー ボッ クス が 表示 され ます 。 メ ニュ ー ボ ックス 内 の 、"mfo 
rmation Open”、Rename”、Look Name”、Look Date"、Look Size'、Sorting 、 Wild 
Card” Exit′ と いう メニ ュー が 、 を それぞれ の 作業 を 実行 する 命令 (コマ ンド ) で す 。 

以上 の 9 つの メニ ュー は 、 い つ で も 実行 びき る わけ で は あり ませ ん 。 た と えば 、 ラ イト プロ テク ト 
きれ て いる こと に よっ て を の と き 実 行 す る こと の で き な い コマ ンド は 、 メ ニュ ー の 中 で 点線 表示 され 
ます 。 各 コマ ンド を 確認 し た ら 、 マ ウス は 動か る さ ず に 、 そ の まま 右 ボ タン を 離し て くだ さい 。 


] 本 | 了 RE 


四 金堂 防 叉 


HUMAN.SYS CONFIG.SYS KEY.SYS USKC6.SYS STRRTUP.EN AUTOEXEC.BAT COMMGND.X 


札 品 円 還 國 較 因 


US.X ICONOaTRJVS CLIP.OS CONFIG 


RSK 


BIN BRSIC2 ETC 


この よう に 、 コ マン ド メ ニ ュ ー は 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押す こと に よっ て 、 デ スク トッ プ 上 に 表示 
され ます 。 右 ボタ ン を 押し た まま ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て 、 目 的 の コマ ンド が 反転 し た と ころ で 右 ボ 
タン を 離せ びに 、 そ の コマ ンド が 選択 きれ ます 。 た だ し 、 選 択 び きる コマ ンド は 、 実 線 で は っ きり と 表 
示 き れ た だ も の だ け で す 。 点 線 で 表示 きれ て いる コマ ンド は 、 選 択 す る こと が で きま せん (反転 表示 さき 
れ ま せん )。 

次 に 、 各 コマ ンド の 機能 と 使い 方 を 説明 し まし ょ う 。 
(1) Information( フ ァイル (フォ ル ダ ー) 情報 の 表示 ) 


ヾ Information*" は 、 フ ァイル や フォ ル ダ ー の サイ ズ ( 大 きる ) や 作成 ・ 更 新 日 時 な ど 、 そ の ファ イ 
ル (フォ ル ダ ー) に 関す る 様々 な 情報 を 表示 する コマ ンド で す 。 フ ァイル 情報 見 る に は 、 次 の ょ うに 


じ 花 《 ぐ 洋 き ns 
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1.8 コマ ンド メニ ュー の 使い 方 


① ま ず 目 9 の ファ イル (フォ ル ダ ー) の アイ コン を 、 マ ウス の 左 ボ タン で クリ ッ ク し て くだ きい 。 す る 
と 、 選 択 さ きれ だ ファ イル (フォ ル ダ ー) が 黒く 反転 表示 され ます 。 


選択 され た ファ イル 


4Y 


10101 imWio 


[ 詞 ) 
10 
HUMQN.SYS CONFIG.SYS KEY.SYS USKC6.SYS STaRTUP.ENM RUTOEXEC.BRT CDMMOND.X 


品 上 賠 回 屋 


US.X ICONDRTR.US CLIP.VS CONFIS SHELL 
[Q】 融 還 

| 
BIN BRSIC2 ETC 


② 適 当 な 場所 で 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押し て コマ ンド メニ ュー を 表示 きせ て くだ きい 。Information/ 
は 実線 で 表示 され て いま す 。 右 ボタ ン を 押し た まま 、 ポ イン タ を Information まで ドラ ッ グ きせ て 
きい 。 


im SS 承 及 喜 


USKC6.SYS STRRTUP.EN RUTOEXEC.BRT COMMQND.X 


③ Imformation” が 黒く 反転 きれ た ら 、 マ ウス の 右 ボ タン を 離し て くだ きい 。 す る と 、 次 の よう に 、 
目的 の ファ イル (フォ ル ダ ー) の 情報 を 表示 し た ウィ ンド ウ が 開き ます 。 


ファ イル 名 CONFIG.SYS 
サイ ズ 1 K (433 butes) 便 
更新 日 時 89/92/19 12: 李 : ena 
パス 名 時 


アイ コン の 形 


し 齋 ) 


ディ スク 内 で の ファ イル の 位置 
ファ イル が 最後 に 更新 され た 日 時 

ファ イル の 大 き さ (K バ イト =1024 バ イト ) 
ファ イル の 名 前 


※ フ パス 名 に つい て 詳し く は 、 別 冊 の 「Human68k ユー ザー ズ マ ニュ アル 」 を 参照 し て くだ きい 。 


(《④ フ ァイル 情報 を 確認 し た ら 、^OK” を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て ウィ ンド ツウ を 閉じ て く 《 だ さい 。 
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| . 使用 開始 か ら 終了 まで 


(2) Open( フ ァイル の 実行 、 フ ォ ル ダー の ウィ ンド ウ を 開く 〈) 


*Open” は 、 指 定 し た フォ ル ダ ー の ウィ ンド ウ を 開い た り 、 指 定 し た ファ イル を 実行 し た りす る コ 
マン ド で す 。 フ ォ ル ダー を 指定 し て コマ ンド メニ ュー か ら “Open' を 選択 する と 、 デ スク トッ プ 上 に 
その フォ ル ダ ー の ウィ ンド ウ が 開き ます 。 フ ァイル を 指定 し て "Open" を 選択 する と 、 そ れ が 実行 
きる ファ イル (アプ リケーション プロ グラ ム の ファ イル や Human68k の コマ ンド ファ イル な ど ) だ っ 
た ら 、 そ の ファ イル の プロ グラ ム が 実行 きれ ます 。 指定 し た ファ イル が 実行 びき な い フ ァイル (テキ ス 
ト フ ァイル な ど ) の 場合 は 、「 こ の ファ イル は 実行 で きま せん 」 と いう メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 
確認 し た ら 65、 OK を 左 ポ タン クリ ッ ク し て 《 だ きい 。 

*Open′ は 、 次 の よう な 手順 で 使用 し ます 。 


① ま ず 、 目的 の フォ ル ダ ー( ま た は ファ イル ) の アイ コン を 、 マ ウス の 左 ボ タン で クリ ッ ク し て 選択 し 
て て くださ きい 。 選択 き れ た フォ ル ダ ー( ま た は ファ イル ) が 黒く 反転 表示 され ます 。 

② 適 当 な 場所 で 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押し て コマ ンド メニ ュー を 表示 る せ て くだ さい 。“Open"” は 実線 
で 表示 され て いま す 。 右 ボタ ン を 押し た まま で 、 ポ イン タ を “Open” まで ドラ ッ グ し て くだ さい 。 


HUMAN.SYS CONFIG.SYS KEY.SYS USKCG.SYS STRTUP.EN RUTOE 光 C.BNT COMMQND.X 


品 円 較 陶 還 佑 


US.X ICONDRTR.US CLIP.WS CONFIG HIS 


選択 され た フォ ル ダ ー 


③ い Open” が 黒く 反転 表示 され た ら 、 マ ウス の 右 ボ タン を 離し て くだ きい 。 す る と 、 指 定 し た フォ ル 
ダー の ウィ ンド ウ が 開き ます (ファ イル を 指定 し た 場合 その ファ イル の プロ グラ ム が 実行 され る か 
また は 、「 こ の ファ イル は 実行 で きま せん 」 と いう メッ セー ジ が 表示 され ます の で 確認 し た ら 、^OK" 
を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て くだ さい )。 
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1.8 コマ ンド メニ ュー の 使い 方 


謙 陶 問 国 


BRSIC.X BRSIC.CNF RUDIO.FNC GRRPH.FMC IMGE.FNC MOUSE.FNC MSIC.FNC 
還 


SPRITE.FNC STICK.FNC 


フォ ル ダ ー の ウィ ンド ウ 


^Open" を 使わ ず に 、 直 接 目 的 の フォ ル ダ ー (また は ファ イル ) の アイ コン を 左 ボ タン で ダブ ルク リ 


ッ ク し て も 、 全 〈 同 じ 結 果 が 得 ら れ ま す 。 
(3 Rename( フ ァイル (フォ ル ダ ー) 名 の 変更 ) 
^Rename” は 、 指 定 し た ファ イル の 名 前 を 変更 する コマ ンド で す 。 フ ァイル 名 の 変更 は 、 次 の よ 
うに し て 行い ます 。 こ の と き 、 フ ロッ ピー ディ スク に ライ ト プ ロ テク トシ ー ル を 貼っ て いる と 、 こ の 
コマ ンド は 点線 表示 と な り 、 フ ァイル 名 の 変更 する こと は で きま せん 。 フ ォ ル ダー の 名 前 5 変更 で 


きま せん 。 

① ま ず 、 名 前 を 変更 し た い フ ァイル (フォ ル ダ ー) を 、 マ ウス の 左 ボ タン で クリ ッ ク し て くだ さい 。 
する と 、 選 択 き れ た ファ イル (フォ ル ダ ー) が 黒く 反転 表示 され ます 。 

② 適 当 な 場所 で 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押し て 、 コ ユマ ンド メニ ュー を 表示 きせ て くだ さき さい 。 “Rename* 
は 実線 で 表示 され て いま す 。 右 ボタ ン を 押し た まま で 、 ポ イン タ を "Rename′ まで ドラ ッ グ させ 


て くだ さき 
③^Rename′ が 黒く 反転 表示 され た ら 、 マ ウス の 右 ボ タン を 離し て くだ きい 。 す る と 、 次 の よう な 


ウィ ンド ウ が 開き ます 。 


現在 の ファ イル 名 
新しい ファ イル 名 財 ____ 1 


(CCW )(cem) 


NR 


④⑧ 新 し く 付 ける ファ イル (フォ ル ダ ー) 名 を キー ボー ド か ら 入力 し て くだ さい 。 フ ァイル 名 は 半角 文 
字 で 18 文 字 ( 全 角 文字 で 9 文字 ) まで の 範囲 で ご 付け る こと が で きま す 。 た だ し 半角 文字 で 初め の 8 文 
字 ( 全 角 文字 で 4 文字 ) ま で し か 区 別 き れ ま せん 。 ま た 、 半 角 文 字 で 3 文字 (全角 文字 で 1 文字 ) ま で 


の 拡張 子 も つけ る こと が で きま す 。 
⑤ 名 前 を 付け た ら 、 リ ター ン キ ー を 押す か 、`OK′ を マウ ス の 左 ボ タン で クリ ッ ク し て くだ さい 。 
~Rename" の ウィ ンド ウ が 閉じ 、 目 的 の ファ イル の 名 前 が 、 新 た に 入力 し た も の に 変わ り ま す 。 
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| . 使用 開始 か ら 終 了 ま で 


※ 名 前 の つけ 替え を を 中 止 す る 場合 は 、“CANCEL′ を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て くだ さい 。 何 も 入力 し 
な いで リタ ー ン キー を 押し て も 、 名 前 の 付け 替え を 中 止 す る こと が で きま す 。 


(4) Look Name、Look Date、Look Size( ア イコ ン 表 示 形 式 の 設定 ) 


Look Name'、^Look Date'、 バ Look Size" は 、 ウ ィ ン ド 内 の アイ コン を 、 それぞれ 名 前 ・ 
日 付 ・ 大 きる と 共に 表示 する よう に 設定 する コマ ンド で す 。 

通常 、 ウ ィ ン ド ウ 内 の アイ コン は 、 そ れ ぞ れ の ファ イル や フォ ル ダ ー の 名 前 と 共に 表示 る され て いま 
す が ( で Look Name”)、 名 前 の 代わ り に 、 各 ファ イル や フォ ル ダ ー の 作成 / 更 新 日 時 Look Date') 
や 、K=1024 ヾ イト 単位 の ファ イル サイ ズ (Look Size”) を 表示 させ る こと が で きま す 。 

いずれ の 表示 形式 も 、 コ マン ド メ ニ ュ ー か ら 該 当 す る コマ ンド を 選択 し て 用 いま す 。 ま ず 、 表 示 形 
式 を 設定 し た い ウ ィ ン ド ツウ を 開い て か ら 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押し て コマ ンド メニ ュー を 表示 し 、 そ 
の まま ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て Look Name” (名 前 )、“Look Date" (日 付 )、“Look Size' (大 き 
さ ) の 中 か ら 、 目 的 の 表示 形式 を 選択 し て くだ きい 。 

ウィ ンド ツウ 内 の アイ コン 表示 の よう す は 、 だ た と えば 次 の よう に な り ま す 。 こ れ ら は 例 で す の で 、 実 
際 の ウィ ンド ツウ の 内 容 と 異な る 場合 が あり ます 。 


@⑯ Look Name( 名 前 表示 : 通常 の 表示 形式 ) 


四 多 品 党 了 M 叉 加 


HUMRN.SYS CONFI6.SYS KEY.SYS USKCG6.SYS STRTUP.EN HUTOEXEC.BRT COMMRND.X 


人 


US.X ICONDRTH.US CLIP.WS CONFIG SHELL HIS 


BIN BRSIC2 ETC 


1010101 品 


9 688 15 


| ロ 


0 


89/92/18 0 
12:99:89 12:98 
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1.8 コマ ンド メニ ュー の 使い 方 


@ Look Size( サ イズ 表示 ) 


(5) Sorting( ア イコ ン の 普 び 替え ) 


^Sorting” は 、 ウ ィ ン ド ウ 内 の アイ コン を 、 あ る 一 定 の 順序 に 従っ て 並び 震え る コマ ンド で す 。 並 
び 替 え の 順 褒 は 、 そ の と き の ウ ィ ン ド ウ の アイ コン 表示 形式 に よっ て 異な り ま す 。 ま た 、 こ れ は あく 
まで も 現在 表示 し て いる ウィ ンド ウ 内 に の み 有 効 な ちの で す 。 


人 @ Look Name( 名 前 表示 : 通常 の 表示 形式 ) 
通常 の アイ コン 表示 形式 で Sorting′ を 実行 する と 、 各 アイ ュ ユン が その ファ イル 名 (フォ ル ダ ー 名 ) 
の アル ファ ベッ ト 順 で 表示 され ます 。 


※ ア ルフ ァ ベ ッ ト の 大 文字 は 、 小 文字 より 先 に 表示 され ます 。 


@⑯ Look Date( 日 付表 示 ) 

"Look Date”" モー ド で ^Sorting′ を 実行 する と 、 各 アイ コン が その ファ イル (フォルダー) の 作 
成 / 変 更 日 時 順 で 表示 され ます 。 最も 新しく 作成 変更 きれ た ファ イル (フォルダー) の アイ コン が 最 
初 に 表示 きれ ます 。 


人 @ Look Size( サ イズ 表示 ) 
^Look Size" モー ド で Sorting′ を 実行 する と 、 各 アイ コン が その ファ イル の サイ ズ 順 で 表示 き 
れ ま す 。 最も 大 きい サイ ズ の ファ イル が 最初 に 表示 され ます 。 フォ ル ダ ー は 一 番 最 後に 表示 され ます 。 


並び 替え を 行う に は 、 次 の 手順 に 従っ て くだ さい (画面 は 、 通常 の 表示 形式 で 並び 替え を 行っ た 場合 
の も の で す )。 


① 目 的 の ウィ ンド ツウ を 開き 、 並 び 震 え を 実行 し た い ア イコ ン 表 示 形 式 を 選択 し て くだ さき さい (前 述 の (4) 
(⑫② マ ウス の 右 ボ タン を 押し て 、 を その まま ドラ ッ グ し な が ら 、 コ ユマ ンド メニ ュー か ら “Sorting” を 選択 
0G だ SM 


| . 使用 開始 か ら 終了 まで 


見 多き ま 光 肝 叉 電 


HUMGN.SYS CONFIG.SYS KEY.SYS USKCG.SYS STRRTUP.ENM RUTOEXEC.BRT COMMND、X 


Les 


US.X ICONDaT8.US CLIP.US CONFIe HIS 


記 回 
N 避 ニア 
(】 BASIC2 RSK ETC 


lmimwtu 困 


③ 右 ボタ ン を 離す と 、 一 瞬 の うち に 並び 替え が 行わ れ 、 ウ ィ ン ド ウ 内 の アイ コン は 新しい 位置 で 表示 
きる れ ま す 。 


ここ 回 ロ 
ーー 

回 陸 隊 喜 
AUTOEXEC.BRT BRSIC2 BIN CLIP.WS CONMGND.X CONFIe 
同 父 品 き 

。 ⑮ 1010101 1010101 S 

CONFIG.SYS ETC HIS HUMRN.SYS ICONDRTH.US KEY.SYS SHELL 

陽 左 堂 imi6m 

STRRTUP.ENU SYS USKC6.SYS WS.X ト N 


アル ファ ベッ ト 順 に 並び 替え られ て いる 


(6) Wild Card( フ ァイル (フォ ル ダ ー) の 検索 ) 


Wild Card′ は 、 ウ ィ ン ド ウ 内 に 表示 され た ファ イル や フォ ル ダ ー の アイ コン の 中 か ら 、 名 前 を 
指定 し た ファ イル (フォル ダー) だ け を 選択 し て 表示 る きせ る コマ ンド で す (指定 し た 名 前 を 検索 し て 、 該 
当 す る ファ イル (フォ ル ダ ー) が 見 つか れ ば 、 そ の アイ コン を 表示 し ます )。 フ ァイル の 検索 は 、 次 の よ 
うに し て 行い ます 。 
① ま ず 、 フ ァイル の 検索 を 行い た い ウ ィ ン ド ウ を 開い て くだ さい 。 

(デスクトップ 上 の 適当 な と ころ で (アイ コン 領域 以外 )、 マ ウス の 右 ボ タン を 押し て その まま ドラ ッ 

グ し な が ら 、 コ マン ド メ ニ ュ ー か ら “Wild Card′ を 選択 し て くだ きい 。 
⑧③ す る と 、 次 の よう な ウィ ンド ツウ が 開き ます の で 、 検索 し た い フ ァイル 名 (まだ は フォ ル ダ ー 名 ) を キ 

ー ボ ー ド か ら 入 力 し て くだ さい 。 ファ イル 名 の 指定 方 法 に つい て は 、 本 章 末尾 の コラ ム を 参照 し て 

《 だ さい 。 


検索 ファ イル 是 


区 
(Ok )(CcaNcEL ) 


86 


1.8 コマ ンド メニ ュー の 使い 方 


(④ フ ァイル 名 (フォ ル ダ ー 名 ) を 入力 し た ら 、 リ ター ン キ ー を 押す か 、`OK′ を マウ ス の 左 ボ タン で 
クリ ッ ク し て 《 だ さい 。 “Wild Card'" の ウィ ンド ウツ が 閉じ 、 該 当 す る ファ イル (まだ は フォ ル ダ ー) 
の アイ ユン が 最初 の ウィ ンド ツウ 内 に 表示 され ます 。 


※ 検 索 を 中 止 す る 場合 は 、、 CANCEL′ を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て くだ さい 。 何 も 入力 し な いで リタ 
ー ン キー を 押し て も 、 フ ァイル の 検索 を 中止 す る こと が で きま す 。 


該当 する ファ イル が 見 つか ら な い 場 合 、 ウ ィ ン ド ツウ 内 は 空 に な り ま す 。 も と の ウィ ンド ウ を 表示 す 
る に は 、 一 度 ウ ィ ン ド ウ を 閉じ 、 改 め て ウィ ンド ウ を オー プン する か 、 も うぅ 一 度 “WildCard' を 実 
行 し て 、 検 索 す る ファ イル 名 に 「*.*」 を 指定 し て くだ きい (ファ イル 名 に 「*※. ※」 を 指定 する と 、 
「 す べ て の ファ イル 」 と いう 意味 に な り ま す )。 


(7) Exit( ビ ジュ アル シェ ル の 終了 ) 


Exit" は 、 ビ ジュ アル シェ ル を 終了 する コマ ンド で す 。 ビ ジュ アル シェ ル を 終了 する と 、 画 面 は 
Human68k の コマ ンド モー ド に な り ま す 。 

た だ し 、^Exit” は 、 和 常に 選択 で きる わけ で は あり ませ ん 。 Exit” を 使っ て ビジ ュ ア ル シ ェ ル を 終 
『 で きる の は 、 コ ンピュータ を 一 旦 コ マン ドモ ー ド で 起動 し た あと で 、 ビ ジュ アル シェ ル を 起動 し た 
と き で す 。 ふ つう に コン ピュ ー タ を 起動 する と 、 自 動 釣 に デス クト ッ プ 画面 が 表示 され て し まい 、 こ 
の 場合 Exit” は 点線 表示 と な り 、 コ マン ドモ ー ド に は 入れ ませ ん 。`Exit” を 使う に は 、 コ ン ピ ュ ー 
タ の 起動 時 に Human68k の コマ ンド モー ド に 入る よう に 設定 し て お く 〈 必 要 が あり ます 。 

Human68k の コマ ンド モー ド の 概要 お よび 起動 時 の モー ド 設 定 の 方 に つい て は 、 第 3 部 「3. デ 
スク トッ プ を 使わ な い 操作 」 で 説明 し て いま す の で 、 そ ちら を ご 覧 くだ きい 。 

コマ ンド メニ ュー か ら Exit′ を 選択 する と 、 開 いて いた ウィ ンド ウ が すべ て 閉じ られ て か ら デ ス 
クト ッ プ が 消え 、 画 面 は 次 の よう に な り ま す (Human68k の コマ ンド モー ド 画 面 )。 
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|. 使用 開始 か ら 終了 まで 


1.9 作業 の 終了 


デス クト ッ プ 上 で の 作業 が 終わ っ た ら 、 す べ で て の ウィ ンド ツウ を 閉じ 、 フ ロッ ピー ディ スク を フロ ッ 
ピー ディ スク ドラ イブ か ら 取 り 出し て か ら 、 コ ンピュータ 本 体 前 面 の 電源 を 切っ て くだ さい 。 正 し い 
終了 の 手順 は 、 以 下 の と お り で す 。 


① 表 示 き れ て いる すべ て の ディ スク アイ コン を 、 そ れ ぞ れ ポ イン ト し 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押し て 、 
ドラ ッ グ し な が ら 、 表 示 き れる メニ ュー か ら Close/Eject” を 選択 し て くだ きい 。 す る と 、 指 定 し 
た ディ スク の ウィ ンド ウ が 閉じ られ ます 。 続 いて フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク だ けが フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド 
ライ ブ か ら イ ジェ クト きれ 、 同 時 に 、 デ ィ ス クア イコ ン が うす い 網 か け に 変り ます 。 

② す べ て の ディ スク の ウィ ンド ウ か 閉じ られ 、 フ ロッ ピー ディ スク が イジ ェクト され て いる こと を 確 
か め て か ら 、 コ ンピュータ 本 体 前 面 の 電源 スイ ッ チ を 完全 に 切 9 (電源 ラン プ が 赤く 点灯 する )、 つ 
づい て 周辺 機器 の 電源 を 切っ て くだ さい 。 

③⑬ 完 全 に 電源 を 切 ぁ と き に は 、 こ の 後 電源 プラ グ を コン セン ト か ら 抜 いて て だ きい 。 だ だ し 、 タ イマ 
ー 機 能 や キー ボー ド か ら の テレ ビュ ント ロー メル 機能 (専用 カラ テー ディ スプ レイ テレ ビ 使 用 時 ) を 使 
うこ も が で き な 《 な り ま す 。 


電源 の 切り 方 に つい て 詳し く は 、「1.1(3) 電源 を 切る (OFF)」 を 参照 し て くだ さい 。 
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く コ ラム >》 


ファ イル の 指定 方 法 


ファ イル を 指定 する 場合 に は 、 特 定 の 1 つの ファ イル を 指定 する 場合 と 、 複 数 の ファ イル を 同 
時 に 指定 する 場合 し が あり ます 。 

1 つの ファ イル を 指定 する と き に は 、 フ ァイル 名 を よく 確か め て 、 目 的 の ファ イル を 正しく 指 
定 し て くだ きい 。 

複数 の ファ イル を 指定 する とき に は 、「 ワ イル ドカ ー ド 」 と 呼ば れる 記号 を 用 いま す 。 ワ イル ド 
カー ド と は 、 フ ァイル 名 を 構成 する 文字 の 代わ り に 用 いる 一 種 の 代用 文字 で 、*?? と ヾ \*? の 2 
種類 が あり ます 。~^?? は 任意 の 半角 文字 1 文字 を 、`*? は あら ゆる 文字 列 (文字 が な く て も よい ) 
を 表し ます の で 、 こ れ ら を 普通 の 文字 と 組み 合わ せる こと に よっ て 、 複 数 の ファ イル を 様々 に 指 
定 す る こと が で きま す 。 だ たと えば 、 


ABC?E. XX 
と いう ファ イル 名 を 用 いた 場合 、 
ABCDE. X 
ABC2E. 
ABC テ FE. XX 
な どの ファ イル が すべ て 当て は まり ます 。 ま た 、 
SAMPLE.* 
で は 、 拡 張子 は な ん で も か まわ な い ( な く て も よい ) わ け で 、 
SAMPLE. BAS 
SAMPLE. DOC 


SAMPLE 


な と が 合 ま 和 れ ます 。 ま だ 、 


C は 、 全 ファ イル が あて は まり ます 。 

この ょ うに 、 ワ イル ドカ ー ド を 使用 すれ ば 、 そ の 条件 に あっ た すべ て の ファ イル を 一 度 に 指定 
する こと が で きま す 。 コ マン ド メ ニ ュ ー で “Wild Card′ (ファ イル の 検索 ) を 実行 する と き な ど 
に 、 有 効 に 利用 し て くだ きい 。 な お 、 ワ イル ドカ ー ド に つい て の 詳細 は 、 別 冊 の 「Human68k ユ 
ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 」 の 第 3 章 を ご 覧 くだ さい 。 
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2. アイ コン 領域 の アイ コン の 使い 方 


ここ で 、 X68000PRO を ご 使用 の 方 は 、 バ ッ ク ア ッ プ され だ シス テム デイ スク (ライ ト プ ロ テク ト さ る 
れ て いな いも の ) を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 0 (ドラ イブ A) に 、 フ ォ ー マ ッ ト し た ば か り の フロ ッ 
ピー ディ スク (ライ ト プ ロ テク ト き る れ て いな いも の ) を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 1 (ドラ イブ B) に 
いれ て シス テム 起動 し て くだ さい 。 ま た 、X68000PRO| HD | を ご 使用 の 方 で 、 内 蔵 ハ バード ディ スク 
か ら シ ステ ム ゥ 起動 し て いる 場合 は 、 フ ォ ー マ ッ ト し た ば か り の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ( ラ イト プロ テク ト 
きれ て いな いも の ) を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 0 (ドラ イブ B) に いれ だ た 上 で シス テム 起動 し て くだ 
さい 。 以降 の 説明 で は 、 こ の よう に し て X68000PRO で シス テム 起動 し た デス クト ッ プ 画面 や を も と に 
進め て いき ます 。X68000PRO| HD | の 内 蔵 ハ バー ド デ ィ スク か ら シ ステ ムッ ム 起動 し た デス クト ッ プ 男 面 
は X68000PRO の デス クト ッ プ 画面 の ウィ ンド ツウ に 辞書 フォ ル ダ ー な ど が 追加 表示 る れ だ た も の で す 。 
な お 、 ド ライ ブ B に 入れ る フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を か える 場合 は 、 そ の つど 指示 し て いき ます 。 


は 1 ディ スタ アイ コン シン 


コン ピュ ー タ を 使う の に 、「 デ ィ ス ク 」 は 欠か すこ と の で き な い も の で す 。 コ ンピュータ を 動か す た 
め に 必要 な プロ グラ ム も 、 コ ンピュータ を 使っ た 結果 で ある 様々 な デー タ も 、 す べ て が この 「 デ ィ ス 
ク 」 に 収め られ て いる の で す 。 

「 デ ィ ス クア イコ ン 」 は 、 こ うい っ た ディ スク 内 の 情報 を 扱う 2 た め の ア イコ ユン で す 。 


(1) アイ コン の 形 


「 デ ィ ス クア イコ ン 」 は 、 ア イコ ン 領 域 の ダ ィ スク エリ ア の 中 に あっ て 、 各 ディ スク を も イメー ジ さ きせ 
る 形 を し て いま す 。 デ ィ ス クエ リア は 、 デ ィ ス ク ご と に 最大 5 つま で 用 意 き れ 、 そ れ ぞ れ ド ライ ブ 名 
で 区 別 さ れ ま す 。 

ディ スク エリ ア 内 の 様子 は 、 た と えば 次 の よう に な っ て いま す 。 


アン 還 A ーー 


Human5bBk_UeF2 _____ ポリ ュー ム 名 


・ ディ スク アイ コシ 
フロ ッ ピ ー デ ィ イス ク や ハー ド デ ィ スク 、RAM ディ スク を 表し 、 マ ウス で ポイ ント し た あと 左 ボ タ 
ン を ダブ ルク リッ ク す る と ウィ ンド ツウ が 開き ます 。「 デ ィ ス クア イコ ン 」 は それ ぞ れ の 状態 に よっ て 
次 の よう な 形 に な り ま す 。 
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2。| デイ スク デイ コン 
ウィ ンド が | ウィ ンド が | フロ ッ ゼ ぜ 王 | ライ トト デ ロ | 新品 の ジロ | デスク トッ 
閉じ て いる | 開い て いる | デイ スク が | テクト が か | ッ ピ ー デ ィ | プ 画 面 で は 
入っ て いな | か っ つて いる | スク 扱え な い 
い (フォ ー マ ッ | ( 注 1) 
ト を 促す ) 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 


[| 図 


ハー ド デ ィ ポン レア 1】 の w 


RAM デ ィ ス ク 


( 注 1) デ スク トッ プ 画 面 で は 使 を な い フ ロッ ピー ディ スク で す 。 た と えば 、 ゲ ー ム ソフ ト な どの よう 
に プロ テク ト が か か っ て いる ディ スク や OS- 9 /X68000 で フォ ー マ ッ ト る れ だ ディ スク な 
で 33 


・ ド ライ ブ 名 
ディ スク の 入っ て いる ドラ イブ 名 (この 場合 「A」) を 表し ます 。 表 示さ る され る ドラ イブ 名 は 、 デ スク 
トッ プ (ビジ ュ ア ル シ ェ ル の 他 、Human68k、X-BASIC な ど ) で 区 別して いる ドラ イブ 名 で す 。 
この ドラ イブ 名 は 、 デ スク トッ プ で は 、「A」-「E」 ま で の 5 つが 表示 され ます が 、 標 準 で は 「Z」 
まで 使用 で きま す 。 本 機 で は 、 ス タテ ィ ッ ク RAM に 設定 され た 情報 に し た が っ て 、 指定 の ディ スク 
か ら シ ステ ム 起 動 で きる よう に な っ て いま す 。 例 えば 、 ハ ー ド ディ スク ドラ イブ 0 か ら シ ステ ム 起 
動 し て 、 他 に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 0 、 1 を 使用 する 場合 は 、、 ハ ー ド ディ スク ドラ イブ 0 が 
ドラ イブ A に 対応 し 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 0 、 1 が ドラ イブ B、C に 対応 し ます 。 つ まり 5 
スタ ティ ッ ク RAM に 設定 され た 情報 し ディ スク ドラ イブ の 接続 、 使 用 状況 に より 、 ド ライ ブ A か ら 
ドラ イブ Z ま で 自動 的 に 割り つけ られ る の で す 。 
な お 、 ド ライ ブ F 以 降 を 指定 する と き は 、 デ イス クア イコ ン 「E」 の 横 に ある アイ コン ww を 左 ボ 
タン で クリ ッ ク し て くだ る い 。 


※「RAM( ラ ム ) デ ィ ス ク 」 は 、 コ ンピュータ 内 の メモ リ の 一 部 を ディ スク ドラ イブ と 同じ よう に 使っ 
た 仮 の ディ スク ′” で す 。 RAM ディ スク の 中 に は 、 フ ロッ ピー ディ スク と 同じ よう に 、 フ ァイル 
や フォ ル ダ ー な ど を 収め る こと が で きま す が 、 電 源 を 切る と その 内 容 は 失わ れ て し まい ます の で 注 
意 し て くだ きい 。 な お 、 同 梱 の シス テム ディ スク で は 、RAM デ ィ ス ク が 登録 きれ る よう に な っ て 
いま せん 。RAM ディ スク を 登録 する 方 法 に つい て 詳し く は 、 別冊 の 「Human68k ユー ザー ズ マ ニ 
ュ ア ル 」 を 参照 し て くだ さい 。 


・ ボ リュ ー ム 名 
ディ スク に 付け られ て いる 名 前 を 表し ます 。 
な お 、 使 用 する フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が ライ ト プ ロ テク ト (書き 込み 禁止 ) り きれ て いる と 、 デ ィ ス クア 
イコ ン は 次 の よう な 形 で 表示 きれ ます 。 
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2 . アイ コン 領域 の アイ コン の 使い 方 


切込み が ふさ が れ て いる 


ライ ト プ ロ テク ト と は 、 フ ロッ ピー ディ スク の 保護 処理 の 1 つ で 、 そ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 対す 
る デー タ の 書き 込み を 禁止 する こと を 言い ます 。 ラ イト プロ テク トト され た ラフ ロッ ピー デイ スク は 、 デ 
ー タ を 読む こと は で きま す が 、 を その 内 容 を 変更 (デー タ の 追加 、 変 更 、 消 去 ) す る こと は で きま せん 。 
5 インチ フロ ッッ ピー ディス ク を ライ ト プ ロ テク ト す る に は 、 フ ロッ ピー ディ スク の 右 横 に ある 切込み 
を シー ル ( 区 を 通さ き な い も の ) で ふる ぎ ま す 。 各種 アイ コン の メニ ュー の 中 に は 、 ラ イト プロ テク ト さ る 
れ て いる と 使用 びき な いも の も あり ます 。 も し 、 知 ら ず に ライ ト プ ロ テク ト る され だ た だ フロッピー ディ ス 
ク を 使用 し て いて 、 そ の メニ ュー を 利用 し よう と する と 、 ラ イト プロ テク ト さ れ て いる こと を メッ セ 
ー ジ で 知ら せ て きま す の で 、 適 切な 処理 を し て くだ さい 。 


(2) ディ スク 内 の 情報 を 見 る (ディ スク の ウィ ンド ウ を 開く 〈 ) 


ディ スク に と どう いう 情報 が 入っ て いる か 見 る た め に は 、 目 的 の ディ スク の ディ スク アイ コン を 左 ボ 
炎 シ イブ ルク リッ クウ み し で 、 ウ タイ ンド 騙 を 開き ます 。 だ だ し 、 す で に ウォン ドウ を 開い て いる ディス 
ク の ディ スク アイ コン は 、 左 ボタ ン で ダブ ルク リッ ク し て も ウィ ンド ウ を 開き ませ ん 。 

ここ で は 、 シ ステ ム デ ィ ス ク の 内 容 を 調べ て み ま し ょ う 。 次 の 手順 に 従っ て て だき さい 。 な お シス テ 
^ ム 起動 し た ば か り の デス クト ッ プ に は 、 す で に ウィ ンド ウ が 開か れ て いま す の で 、 一 旦 ク ロー ズボッ 
クス を 使っ て 閉じ て くだ さい 。 


① (ディ スク アイ ュ ン の A の 形 が 変化 し て な いこ と を 確か め て ) ディ スク アイ コン A を マウ ス の 左 ボ 
タン で ダブ ルク リッ ク し て くだ さい 。 
② ディ スク アイ コン A の 形 が 変わ り 、 デ スク トッ プ 上 に 、 シ ステ ム デ イス ク の ウィ ンド ウ が 開き ます 。 


防 電 


HUMRN.SYS CONFIG.SYS KEY.SYS USKCG.SYS STRRTUP.EN NUTOEXEC.BRT COMMWGND.X 


笑 g』 ロ 円 固 賠 回 合 


US.X ICONDRTR.US CLIP.VS CONFIe HIS 


| 回 画 隔 
| 


BIN BASIC2 RSK 


ディ スク アイ コジ A の ウィ ンド ウ み 


これ で 、 デ ィ ス ク 内 の 内 容 を 確か め る こと が で きま す ( な お 、 後 述 の 「 デ ィ ス ク メ ニ ュー」 を 使っ て 、 
目的 の ディ スク の ウィ ンド ウ を 開く こと も で きま す )。 
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2 ディ イス クア イコ シ 


ウィ ンド ツウ 内 に は 、 い ろ い ろ な 形 の アイ ユン が あり ます 。 こ れ ら の 1 つ 1 つが 、 デ ィ ス ク に 入っ て 
いる 情報 表し て いま す 。 ア イコ ユン の 形 と 種類 に つい て は 、「1.6 (2) ウ ィ ン ド ウ 内 の アイ コン 」 を 参照 
し で で だ さい 

アイ コン の 下 に は 、 そ れ ぞ れ の ファ イル (まだ た は フォ ル ダ ー) の 名 前 が 表示 きれ て いま す 。 こ の 名 前 
と アイ コン の 形 で 、 各 ファ イル (まだ は フォ ル ダ ー) の 区 別 を 行い ます 。 ま だ た 、 ア イコ ュ ン の 名 前 が 長い 
と 、 隣 の アイ コン の 名 前 と 重なっ て 見 を な く な っ て し まう こと が あり ます 。 


(3) ディ スク メニ ュー の 使い 方 


ディ スク アイ コン に ポイ ンタ を 重ね 、 そ こ で マウ ス の 右 ボ タン を 押す と 、 ポ イン タ の すぐ 下 に いく 
つか メニ ュー が あら われ ます 。 こ れ ら の メニ ュー は 、 デ ィ ス ク を 操作 する た め の 様 々 な 機能 (イン フ 
ォ メ ーション 、 デ ィ ス ク の オー プン と クロ ー ズ 、 フ ロッ ピー ディ スク の フォ ー マ ッ ト な ど ) を 使う た 
め の も の で 、「 デ ィ ス ク メ ニ ュー」 と いい ます 。 

ディ スク メニ ュー は 、 を その 中 か ら 必 要 な 命令 を 選択 する こと に よっ て 使用 し ます 。 た だ し 、 点 線 で 
表示 され た メニ ュー を 選択 する こと は で きま せん 。 次 の 手順 に 従っ て くだ さい 。 


(① ポ イン タ を 、 デ ィ ス クア イコ ン A の 上 に 重ね て くだ きい 。 
② を その 位置 で 、 マ ウス の 右 ボ タン を 、 し ば らく 押し た まま に し て 〈《 だ さい 。 ポ イン タ の すぐ 下 に 、 い 
くつ か の メニ ュー が あら われ ます 。 


③ 右 ボタ ン を 押し だ まま 、 マウ ス を 上 、 下 に ドラ ッ グ させ 、 メ ニュ ー を 1 つ ず つ ポ イン ト し て みて 
だ さい ( 右 ボ タン は 離さ な いこ と )。 

ポイ ント る れ だ メニ ュー の うち 、 選 択 可能 な も の だ けが 黒い 反転 表示 に 変わ り ま す 。 
(《④ こ こ で は 、“Close/Eject'′ を 選択 し て み ま し ょ う 。 右 ボタ ン を 押し た まま 、 ポ イン タ を “Close/ 
Eject′ の 上 に 運び 、 そ を こ で 右 ボ タン を 離し て て だ きい 。 

する と 、 ド ライ ブ A の ウィ ンド ツウ が 閉じ られ ます 。 ド ライ ブ A が フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ の 場 
合 は 、 続 いて 、 ド ライ ブ に 入っ て い だ フ ロッ ピー ディ スク が 自動 的 に イジ ェクト され 、 さ ら に アイ コ 
ン 領 域 か の ら デ ィ ス クア イコ ン A が 消 を えま す 。 この よう に 、 実行 し た い 命令 が 黒 〈 反転 表示 きれ た と き 
に 右 ボ タン を 離す と 、 その 命令 が 選択 され ます 。 

命令 を 選ぶ 作業 を 途中 で 中 止 し た い 場 合 は 、 ポ イン タ を メニ ュー の 枠 の 外 ( 上 方 また は 下方 ) に 動か 
し て 《 だ きい 。 ポ インタ が メニ ュー の 外側 に あっ て 、 ま だ 命令 が 反転 表示 され て いな いと き に マウ ス 
の 右 ボ タン を 離せ ば 、 何 も 選択 され ませ ん 。 
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2. アイ コン 領域 の アイ コン の 使い 方 


メニ ュー 内 の 各 命令 の 機能 は 、 以 下 の 通 り で す 。 こ こ で 、 イ ジェ クト され だ た フロッピー ディ スク は 
再度 挿入 し て くだ さい 。 


・ Information 
上 定 さ きれ た ディ スク の ドラ イブ 名 、 ボ リュ ー ム 名 (ディ スク 名 )、 デ ィ ス ク の 全容 量 お よび 使用 人 容量 、 
残り 容量 、 ラ イト プロ テク ト の 有無 な どの 情報 を 表示 し た ウィ ンド ウ を 、 デ スク トッ プ " 上 に 開き ま 
す 。 見 終っ た ら 、\OK” も マウス の 左 ボ タン で クリ ッ ク し て 、 イ ン フ ォ メ ーション の ウィ ンド ツウ を 閉 
CC き め ら 


ドラ イブ R 
ボリ ュー ム 名 Human68k_Ver2 
全容 量 1221 K 


使用 容量 1193 K 
残り 容量 28K 
書込み 許可 


・ Open 

指定 きれ だ デイ スク の ウィ ンド ウ を デス クト ッ プ 上 に 開き ます 。 ディス クア イコ ン を 直接 マウ ス の 左 
ボタ ン で ダブ ルク リッ ク し て も 、 ウ ィ ン ド ツウ を 開く こと が で きま す 。 す で に 開い て いる 場合 は 開き ま 
せん 。 


・ CloseEject 
指定 きれ た ディ スク の ウィ ンド ウツ は すべ て 閉じ られ ます 。 指定 され た ディ スク が 、 フ ロッ ピー ディ 
スク の 場合 は 、 そ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ か ら 自 動 的 に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を イジ ェクト し 
ます 。 同 時 に を その フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 表す ディ スク アイ コン が うす い 網 か け に な り ま す 。 


・ Volume Name 
指定 され た ディ スク の ボリ ュー ム 名 (ディ スク 名 ) を 付け 変え ます 。 こ の 命令 を 選択 する と 、 現 在 の 
ボリ ュー ム 名 を 表示 する と 共に 、 新 し い ボ リュ ー ム 名 を 聞い て きま す の で 、 半 角 文 字 で 21 文 字 ( 江 字 
な どの 全角 文字 で 10 文 字 ) 以 内 の 名 前 を キー ボー ド か ら 入 力 し て くだ きい 。 漢 字 な どの 入力 方 法 に つ 
いて は 、 第 3 部 「1. 日 本 語 を 入力 する 」 を 参照 し て くだ さい 。 
な お 、 ラ イト プロ テク ト さ る れ だ フロッピ ー デ ィ ス ク の ボリ ュー ム 名 を 付け 変え ん る こと は で きま せん 。 


現在 の ボリ ュー ム 名 [Human5Bk_Uerz 


新しい ボリ ュー 名 四 
(C 上 )(CcaNcEL ) 


入力 し な せわ っ た ら 、 リ ター ン キ ー を 押す か 、 い OK” を マウ ス の 左 ボ タン で クリ ッ ク し て くだ さい 。 
途中 で 中 止 し た い 場合 は 、 何 も 入力 せ すず に リタ ー ン キー を 押す ヵ かい CANCEL” を 左 ボ タン で クリ ッ 
グ し て 《 く だるい 。 
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2 コピ ー ア イコ ヨシ 


・ Format 
指定 され た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 、 フ ォ ー マ ッ ト (初期 化 ) し ます 。 な お 、 ハ ー ド ディ スク で は 使用 
で きま せん の で 、 点 線 表 示 に な り ま す 。 新品 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 、 そ の まま で は 使用 する こと 
が で きま せん 。 フ ロッ ピー ディ スク を 1 冊 の ノー ト に だ と えれ ば 、 新 し い フ ロッ ピー ディ スク は た 
だ の 紙 の 束 の よ うな も の で す 。 こ れ を ノー ト と し て 使う た め に は 、 ま ず 紙 を と じ て 冊 子 に し 、 中 に 
睦 線 や 引 《 な ど し て 、 ノ ー ト と し て の 体裁 を 整え な けれ ば な り ま せん 。 こ の よ うに 、 中 に デー タ を 
書き 込め る よう に 準備 を 整え る 作業 が 、 フ ロッ ピー ディ スク の フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) で す 。 
一 度 #8 フォ ー マ ッ ト さ て いな い プ ロッ ピー ディ ス み は 、 ブ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イデ に 折 入 し た 
時 点 で 検出 され ます 。 こ の と き 画 面 に は 、 そ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を イジ ェクト する か フォ ー マ ッ 
ト す る か を た ず ね る ウィ ンド ツウ が 表示 され ます の で 、 ウ ィ ン ド ウ 内 の メッ セー ジ に 従っ て 、“OK/ 
か “CANCEL” を マウ ス の 左 ボ タン で クリ ッ ク し て くだ さい 。 
この 「Format」 で は 、 指 定 し た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ に 入っ た だ た フロッピー ディ スク を あら た 
めで て フォーマット し ます 。 ジ フォー マッ トド ト し た い 目 的 の フロ ッ ピ ー デ イス ググ が 入っ だ ディ スク アイ ュ ョ 
ン の メニ ュー か ら 、“Eormat*” を 選択 する よう に し て くだ さい 。 だ ただ し 、 ラ イト プロ テク ト さ る れ だ た 
ブロ ッ ピ ピー デ イィ スク を フォ ー マ ッ ト ず る こと は で きま せん 。 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を を フォー マッ ト ず る に は 、 次 の 手順 に 従っ て て だ さい (ここ で は ドラ イブ B の フ 
ロッ ピー デイ スク を ジ ォ ー マ ッ ト し て いま す )。 

① Format を 選択 する と 、“^ デ ィ ス ク を フォ ー マ ッ ト し ます ? と いう メッ セー ジ が 表示 され ます 。 フ ォ 
ー マ ッ ト す る と 、 そ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 中 に 入っ て いる 情報 は すべ て 消 を えて し まい ます か ら 注 
六 し て くだ る Wh。 


(ほん と うに を の フロ ッ ピ ー デ ィ イス ク ド ラ イブ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を フォー マッ ト し て も よい か ど 
うか 確認 し て か ら 、 ヾ OK” を マウ ス の 左 ボ タン で クリ ッ ク し て (くだ きい (ここ で ヾ CANCEL*” を 左 ボ 
タン で クリ ッ ク す れ ば 、 フ ォ ー マ ッ ト を 中 止 する こと が で きま す )。 す る と 、 再 度 確認 の メッ セー ジ 
が 表示 され ます 。 


: て の デー テ か 削 陸 さ れ ま す | 
す つ も り は あり ませ ん か 


OK 3 


(⑧*OK” を マウ ス の 左 ボ タン で クリ ッ ク す れ ば 、 フ ロッ ピー ディ スク の フォ ー マ ッ ト が 開始 きれ ます 
(フォ ー マ ッ ト を 中 止 する 場合 、、 い CANCEL* を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て くだ さい)。 


2.2 コピ ー ア イコ ン 


「 コ ピー アイ ユン 」 は 、 を その 名 の 通り 、 フ ロッ ピー ディ スク や フォ ル ダ ー や ファ イル を 自由 に 複写 
する アイ コン で す 。 コ ピー する も の は 、 フ ァイル で も フォ ル ダ ー で も フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で も か まい 
ませ ん 。 
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2 . アイ コン 領域 の アイ コン の 使い 方 


(1) アイ コン の 形 


「 コ ピー アイ ジジ] 継 、 次 の よ うな 形 を し て いま す 。 


た だ し 、 ユ ピー アイ コン を 使用 する と 、 次 の よう に コピ ー ア イコ ン か ら 紙 や フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が 
出 ま す 。 この 紙 や や フロッピー ディ スク を ドラ ッ グ し て コピ ー 先 に 移す まで 、 次 の コピ ビー は で きま せん 


(2) ファ イル の コピ ー 


ファ イル の コピ ー は 、 次 の 手順 で 行い ます 。 


① コ ピー し だ たい ファ イル の アイ コン の 上 に 、 ポ イン タ を 重ね ます 。 


② を その 位置 で マウ ス の 左 ボ タン を 押し 、 左 ボ タン を 押し た まま の 状態 で 、 フ ァイル の アイ コン を コピ 
ーー アイ ュ コン の 上 まで 、 ドラッグ し て き て 《 だ さい 。 コピ ー ア テイ コジ か ら 紙 が 出 ま す 。 


Q * ミ ぶ 較 


HUMRN.SYS CONFIG.SYS KEY.SYS USKCG.SYS STRRTUP.EN RUTOEXEC.BRT COMMRND.X 


販 品 円 固 司 回 還 


ICONDRTR.US CLIP.WS CONFIG 


4 固 還 回 


BIN BaSIC2 


HIS 


ETC 


紙 が 出る 


この 「 紙 」 を コピ ー 先 に 運び ます 。 紙 の 上 で マウ ス の 左 ボ タン を 押す と 、 コ ピー し た ファ イル の 名 前 
が 表示 る され ま す 。 こ こ で 、 ア クティ プ ブウ ィ ン ド ウ を ドラ イブ A か ら ド ライ ブ B に か えて 〈《 だ きい 
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の の (ビー アイ コジ 


(し mm ergriez 


「・ 


Human58k_Uer2 


久 B 


コピ ー し た ファ イル の 名 前 


③ ユ ピー アイ コン か ら 出 て きた 紙 ( コ ピー され だ ファ イル ) の 上 に ポイ ンタ を 持っ て き て くだ さい 。 


(④ そ の 位置 で マウ ス の 左 ボ タン を 押し 、 そ の まま 「 紙 」 の アイ コン を 収め た い ウ ィ ン ド ウ の 中 まで ド 
ジッ グ し CS だ る き W。 


※ こ の と き 、 も と も と コピ ー し た い フ ァイル が 収め られ て い だ ウ ィ ン ド ウ に 、 そ の まま 「 紙 」 を 収め 
る こと は で きま せん 。 この 場合 、 画 面 に 「 コ ピー 先 の ファ イル を 削除 する 」 と 「 コ ピー 元 の ファ イ 
ル の 名 前 を 変え る 」 と いう メッ セー ジ を 表示 し て 開い て きま す の で 、 マ ウス の 左 ボ タン で 適し た 方 


の 処理 を クリ ッ ク し て 、 選択 し た 後 、 ヾ YOK” を クリ ッ ク し て を の 処理 を 行っ て くだ きい CANCEL 
を 左 ボ タン で クリ ッ ク す る と 、 何 も し ませ ん 。 


⑤ 圧 ボタ ン を 離す と 、 そ の ウィ ンド ウ に コピ ー さ れ た ファ イル が 収め られ ます 。 こ の と き 、 ド ラッ グ 
し だ 四角 い 点 線 は 「 フ ァイル 」 の アイ ユン に 変わ り ま す 。 コ ピー アイ ュ コン の 方 の 紙 は な く な り ま す 。 
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2. アイ コン 領域 の アイ コン の 使い 方 


コピ ー さ れ た ファ イル ーー 叉 


RUTOEXEC.BaT 


⑥ コ ピー され た ファ イル の ファ イル 名 は 、 コ ピー 元 フ ァイル の ファ イル 名 と 同じ で す 。 新 た に ファ イ 
ル 名 を 付け る 場合 に は 、 コ マン ド メ ニ ュ ー が から“Rename′ を 選択 し て 、 適 宜 名 前 を 付け 変え て 〈 
だ さい (コマ ンド メニ ュー は 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押す と 、 デ スク トッ プ ' 上 に 表示 きれ ます )。 


(3) フォ ル ダ ー の コピ ー 


コピ ー ア イコ ン で は 、 フ ァイル と 同じ 手順 で フォ ル ダ ー も コピ ー す る こと が で きま す 。 フォル ダー 
を コピ ー す る と 、 を の 中 に ある ファ イル は 、 そ の まま 一 緒 に コピ ー る され ま す が 、 そ の 中 に ある フォ ル 
ダー は コピ ー さ る され ませ ん 。 コ ピー する フォ ル ダ ー の 中 に フォ ル ダ ー が ある と 、 コ ピー アイ コン は 中 の 
フォ ル ダ ー を 無視 し て コピー を 実行 し ます 。 その 結果 、 コ ピー る され だ た フォ ル ダ ー の 中 に は 、 フ ァイル 
だ けし か が 入 づ て いな いこ と に な り ま す 。 中 の フォ ル ダ ー を コピ ー し だ た いと き に は 、 あ ら た だ ため て その フ 
ナオ 2 に を 中 つが つ ュ ピー し て 《 だ きい 。 

フォ ル ダ ー の コピー は 、 次 の 手順 で 行い ます 。 


① ユ ピー し た い フ ォ ル ダー の アイ コン を ポイ ント し 、 そ を そこで マウ ス の 左 ボ タン を 押し た まま 、 ド ラッ 
グ し て 、 コ ピー アイ ュ ン の 上 まで 運び ます 。 

② マ ウス の 左 ボ タン を 離す と 、 コ ピー アイ コン か ら 紙 が 出 ま す 。 こ の 場合 、「 紙 」 は コ ユ コピー され た フォ 
ル ダ ー で す 。 紙 の 上 で マウ ス の 左 ボ タン を 押す と 、 コ ピー し た フォ ル ダ ー の 名 前 が 表示 され ます 。 

コピ ー ア イコ ン か ら 出 て きた だ 「 紙 」( コ ピー きる れ だ フォルダー) を ポイ ント し 、 そ こ で マウ ス の 左 ボ 
タン を 押し た まま 、 ド ラッ グ し て 、 収め た い ウ ィ ン ド ツウ の 中 まで 移動 し て くだ さい 。 


※ コ ピー 元 の フォ ル ダ ー が 入っ て いる ウィ ンド ウ に 、 コ ピー し だ フォ ル ダ ー を その まま 収め る こと は 
で きま せん 。 こ の 場合 、「 ユ ピー 先 に 同じ 名 前 の ディ レク トリ が あり ます 。 コ ピー で きま せん 。」 と い 
う メ ッ セ ー ジ を 表示 し ます の で 、 確認 し た ら ヾ OK” を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て 最適 な 処理 あし て 〈 
だ さき めい 。 
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2.2 ヨコ 旭 一 アイ シン 


(④ 証 ボタ ン を 離す たと 、 そ の ウィ ンド ウ に コピ ー さ れ た フォ ル ダ ー が 収め られ ます 。 こ の と き 、 ド ラッ 
グ し た 四角 い 点 線 は 「 フ ォ ル ダー」 の アイ コン に 変わ り ま す 。 コ ピー アイ ユン の 紙 は な く な り ま す 。 
⑤ コ ピー され た だ た フォルダー の 名 前 は 、 コ ピー 元 フ ォ ル ダー の 名 前 と 同じ で す 。 
コピ ー が 完了 し たら 、 そ の フォ ル ダ ー を ダブ ルク リッ ク し て 、 内 容 を 確認 し て みて くだ さい 。 


(4) フロ ッッ ピー ディ スク の コピ ー 


「 コ ピー アイ コン 」 で は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を コピ ー す る こと も で きま す 。 フ ロッ ピー ディス ク の 
コピ ー は 、 と 《 に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の バッ クア ッ プ (複製) を 作る と き に 便利 で す 。 不 注意 な 操作 や 、 
停電 な どの 不慮 の 事故 に 備え て 、 大 切な が な フロッピー ディス ク に は 、 必 ず バ ッ ク ア ッ プ を 作っ て お きま 
し まう 。 


※ だ だ し 、 コ ピー で きる の は 2HD の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 間 だ け で す 。 異な る メデ ィ イア は コピ ー で きま 
せん 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の コピー に は 、 コ ピー する 元 と な る フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク と 、 コ ピー す る 先 と な 
る フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が 必要 に な り ま す 。 コピ ー 先 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 、 新 し いも の で な く て も 
か まい ませ ん が 、 一 度 フ ォ ー マ ッ ト さ れ だ も の で な いと いけ ませ ん (フォーマット に つい て は 本 章 の 「2.1 
(3 ディ スク メニ ュー の 使い 方 」 を 参照 し て くだ さい )。 

フォ ー マ ッ ト る れ て いな い フ ロッ ピー ディ スク を コピ ー 先 の フロ ッ ピ ー デ イィ スク と し て 用 いよ うと 
する と 、 を の フロ ッ ピ ー デ イィ スク が フロ ッ ピ ー デ ィ イス ク ド ラ イブ に 挿入 きれ た だ 時 点 で 、 画 面 に フロ ッ 
ピー ディ スク を も フォー マッ ト す る か どう か たずね る ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 ウ ィ ン ド ウ 内 の メッ 
セー ジ に 従っ て “OK” を も マウ ス の 左 ボ タン で クリ ッ ク し て フロ ッ ピ ー デ イス ク を フォ ー マ ッ ト し て 
9 ら 、。 ジ ロッ ピー ディ スク の ら コビー を 行う よう に し て 〈 く だ さい 。 

「 コ ピー アイ ユン 」 は 、 フ ロッ ピー ディ スク を まる ご と コピ ー し ます の で 、 コピー 先 の フロ ッ ピ ー 
ディ スク に 入っ て いた 情報 は 消 る きれ 、 す べ て コピ ー 元 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 内 容 に 変わ っ て し まい 
ます 。 コピ ー を 開始 する 前 に 、 ユ ピー 先 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 必要 な 情報 が 入っ て いな いか どう か 
側 認 する よう に し て くだ さい 。 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を ユ ピ ー す る 手順 は 、 次 の よう に な り ま す ( こ こ で は ドラ イブ A の フロ ッ ピ ー デ 
ィ ス ク を ドラ イブ B の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に コピ ー し て いま す )。 た だ し 、X68000PRO|[ HD ] を こ 使 
用 の 方 で 、 内 蔵 ハ ー ド ディ スク か ら シ ステ ムッ ム 起動 し て いる 場合 は 、 ド ライ ブ B( フ ロッ ピー ディ スク ド 
ライ ブ 0 ) の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を ドラ イブ C( フ ロッ ピー デイ スク ドラ イブ 1 ) の フロ ッ ピ ー デ イィ スク 
に コピ ー す る も の と し て 読み か えて くだ さい 。 


① コ ピー する 元 と な る フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の アイ コン (この 場合 だ デイスク アイ コン A) を ポイ ント し 、 
そこ で マウ ス の 左 ボ タン を 押し て その まま ドラ ッ グ し て 、 コ ピー アイ コン に 重ね て くだ さい 。 す る 
と 、 コ ピー アイ コン か ら フ ロッ ピー ディ スク が 出 ま す 。 こ の 「 フ ロッ ピー ディ スク 」 が コピ ー さ きれ 
だ フロ ッ ピ ー デ ィ イス ク で す 。 フ ロッ ピー ディ スク の 上 で 左 ボ タン を 押す と 、 コ ピー し た フロ ッ ピ ー 
ディ スク の ドラ イブ 名 が 表示 きれ ます 。 
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2. アイ コン 領域 の アイ コン の 使い 方 


L 抽 用 


見 多 る 党 叉 旬 吉 


CONFI6.SYS KEY.SYS USKCG.SYS STRRTUP.EN RUTOEXEC.BAT COMMRND.X 


析 品 円 思 屋 還 還 


CONFIG 


日 因 山国 回 


1010101 
HUMRN.SYS 


ICONDaTR.US CLIP.WS 


HIS 


BIN BRSIC2 RSK ETC 


コピ ー し た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の ドラ イブ 名 


② こ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を ポイ ント し 、 そ こ で マウ ス の 左 ボ タン を 押し て 、 を の まま ドラ ッ グ し て 、 
ュ コピー する 先 の フロ ッ ピ ー デ イィ スク の アイ コン (この 場合 デア ィ スク アイ コン B) まで 移動 し て くだ 
さい 。 


Bi 
間 間 IEG ニ ーー_ 


人 


1010101 im9iot 
HUMAN.SYS CONFI6.SYS KEY.SYS 


USKC6.SYS STRRTUP.EN RUTOEXEC.BRT COMWMWOND.X 


早 』 品 円 賠 届 


US.X ICONDRTR.US CLIP.OS 


( 岡 還 


BIN BaSIC2 


回 
RSK 


③ 四 角 い 点線 し デイ スク アイ コン B が ほぼ 重なっ だ たら 、 マ ウス の 左 ボ タン を 上 離し ます 。 す る と 、 次 の 
よう な メッ セー ジ が 表示 きれ ます 。 


_ ok )( cmNcEL ) 
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2.2 コピ ピー デイ コシ 


(《④ ユ ピー 元 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ と コピ ー 先 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ を 確認 し て 、 ユ 
ピー を 実行 し て も か まわ な けれ ば OK” を マウ ス の 左 ボ タン で クリ ッ ク し て くだ さい (ここ で 
*CANCEL′ を 左 ボ タン で クリ ッ ク す れ ば 、 ユ ピー は 中 止 きれ ます )。 

⑧⑤ す る と 、 再 度 確認 の メッ セージ が 表示 きれ ます 。 コ ピー を 実行 す る 場合 は OK” を 左 ボ タン で クリ 
ッ ク し て くだ さい (コピ ー を 中 止 する 場合 は CANCEL′ を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て くだ きい )。 


| ドラ イブ B の すべ て の デー が 削 際 さ れ ま す 
| 思い 直す つも り は あり ませ ん か 
[ 呆 ) (LcaNcEL ) | 


⑥⑯ こ れ で 、 フ ロッ ピー ディ スク の コピ ー が 行わ れ ま す 。 コ ピー 作業 中 は 、 画 面 に 「A つ B デ ィ ス ク 
コピ ー 中 で す 」 と いう メッ セー ジ が 表示 きれ ます 。 
コピ ー 先 の ディ スク アイ コン の ボリ ュー ム 名 (ディ スク 名 ) は 、 ユ ピー 元 の ディ スク アイ コン の ボリ 
ュー ム 名 (ディ スク 名 ) と 同じ に な り ま す 。 新た に ボリ ュー ム 名 を 付け る 場合 に は 、 デ イス ク メ ニ ュ 
ー か ら “Volume Name” を 選択 し て 、 適 宜 名 前 を 付け 変 た て くだ きい (目的 の ディ スク アイ コン を 
ポイ ント し て マウ ス の 右 ボ タン を 押す と 、 デ ィ ス ク メ ニ ュー が 表示 る れ ま す )。 


まだ 、 フ ロッ ピー ディ スク だ け は 、 コ ピー アイ コン を 使わ ず に ユ ピ ー す る こと も で きま す 。 コ ピー 
し だ た い (コピ ー 元 の ) ディ スク アイ コン を ポイ ント し 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押し て その まま 、 コ ピー 
先 の ディ スク アイコン に 直接 ドラ ッ グ し 、 重 ね れ ば よい の で す 。 こ こ で は ドラ イブ A の フロ ッ ピ ー デ 
ィ ス ク を ユ コピー 元 、 ド ライ ブ B の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を ユ コピ ー 先 と し て 、 作 業 の 手順 を 説明 し ます 。 
SU X68000PROIHD| を ご 使用 の 方 で 、 内 蔵 ハ ー ド ディ スク か ら シ ステ ム 起 動 し て いる 場 
合 は 、 ド ライ ブ B の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を コピー 元 、 ド ライ ブ C の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を コピ ー 先 と 
で 読 が が か で 26SUe。 


(① ア イコ ュ ン 領域 に ある ドラ イブ A の ディ スク アイ コン に ポイ ンタ を 重ね ます 。 


② マ ウス の 左 ボ タン を 押し て 、 を その まま ドラ イブ B の ディ スク アイ コン の と ころ まで ドラ ッ グ し て 
だ る きい 。 
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2. アイ コン 領域 の アイ コン の 使い 方 


HUMRN.SYS CONFIG.SYS KEY.SYS USKC6.SYS STRRTUP.ENM UTOEXEC.BRT CONWGND.X 


時 品 貼 較 國 較 回 


US.X ICOND8TR.US CLIP.OS CONFIG 


BIN BRSIC2 RSK 


2 つの ディ スク アイ ユン が 完全 に 重なり 合っ た と ころ で マウ ス の 左 ボ タン を 離す と 、 画 面 に コピ 
ー ア イコ ン を 使っ た 場合 と 同様 、「A つ っ B デ ィ ス クコ ピー 中 で す 」 と いう メッ セー ジ が 表示 され ま 
す 。 以 降 の 手順 は 、 コ ピー アイ コン を 使っ た 場合 と 同じ で す 。 

④ コ ピー が 終了 する と 、 ア イコ ン 領 域 に ある コピ ー 先 の ドラ イブ B の ディ スク アイ コン の ボリ ュー ム 
名 が 、 ユ ピー 元 の ドラ イブ A の ディ イス クア イコ ン の ボリ ュー ム 名 と 同じ に な っ て いま す 。 


(5) ファ イル や フォ ル ダ ー の 移動 


コピ ー ア イコ ン に よる コピ ー と は 別に 、 フ ァイル や フォ ル ダ ー を 移動 きせ る こと が で きま す 。 ウィ 
ンド ウ か ら ウ ィ ン ド ウ へ 、 目 的 の ファ イル や フォ ル ダ ー を ポイ ント し 、 を そこ で マウ ス の 左 ボ タン を 押 
し だ た まま 、 ド ラッ グ し て 運べ ば よい の て ' す 。 だ た だ し 、 こ れ は 「 コ ピー」 で は な て 「 移 動 I で すか ら 、 
ファ イル や フォ ル ダ ー は 移転 先 に 移り 、 移 動 元 の ウィ ンド ウ に は 残り ませ ん 。 ま た 、 フ ォ ル ダー を 移 
動 す る 場合 、 を の 中 に フォ ル ダ ー が ある と 、 そ の 中 の フォ ル ダ ー の 移動 は 行わ れ ま せん 。 

以下 に 、 ファ イル (フォルダー) を 移動 する 手順 を まとめ ます 。 ここ で 、 ド ライ ブ B(X68000PRO を 
ご 使用 の 場合 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 1 、X68000PRO| HD | を ご 使用 の 方 で 内 蔵 ハ ー ド デ 
ィ ス ク か ら シ ステ ム 起 動 し て いる 場合 は 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 0 を る さ し ま す 。) に フォ ー マ ッ 
ト し だ た ばかり の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 入れ て シス テム 起動 し て くだ きい 。 


① 移 動 し た い フ ァイル (フォ ル ダ ー) の 入っ て いる ウィ ンド ツウ と 、 移 動 先 し な る ウィ ンド ウ を 、 重 
な ら な いよ うに 開い て くだ さい 。 ウィン ドウ の タイ トル バー を ポイ ント し 、 マ ウス の 左 ボ タン を 
押し て 、 を その まま ドラ ッ グ し て 重 な ら な いよ うに 移動 し ます 。 

② 目 的 の ファ イル (フォ ル ダ ー) を ポイ ント し て くだ さい 。 

③⑬ そ の 位置 で マウ ス の 左 ボ タン を 押し た まま 、 目 的 の ファ イル (フォ ル ダ ー) を 移動 先 の ウィ ンド ウ の 
中 まで ドラ ッ グ し て くだ きい 。 
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3 コー ジオ ルター アイ ョ ヨシ 


1040401 1010101 
HUMRN.SYS CONFIG.SYS KEY.SYS 


回 


US.X ICONDRTR.US CLIP.OS 


④ 左 ボタ ン を 離す と 、 そ こ に ファ イル (フォ ル ダ ー) の アイ ユン が 収め られ 、 同 時 に 移動 元 の ウィ ンド 
ウ か ら 消 を えま す 。 た だ し 、 移 動 先 に 同じ 名 前 の ファ イル (フォ ル ダ ー) が ある と 、 そ の まま で は 移動 
を 行う こと が で きま せん 。 こ の 場合 、「 移 動 先 の ファ イル を 削除 する 」 と 「 移 動 元 の ファ イル の 名 前 
を 変え る 」 と いう メッ セー ジ を 表示 し て 聞い て きま す の で 、 マ ウス の 左 ボ タン で て 適し た 方 の 処理 を 
クリ ッ ク し て 選択 し た あと OK” を クリ ッ ク し て 、 以 後 の 処理 を 行っ て くだ きい 。 ヾ CANCEL/ 
を 左 ボ タン で クリ ッ ク す る と 何 $ も し ませ ん 。 


ト H 


@⑳ 筆 3 
1010101 101001 1010101 


HUMRN.SYS CONFIG.SYS KEY.SYS USKCG.SYS RUTOEX| 


昌 品 円 固 國 


US.X ICONDRTR.US CLIP.US CONFIG SHELL 


月 - 一 移動 し た ファ イル 


STRRTUP.ENV 


2.39 ニュ ー プ ォ ル ター アイ ヨン 
「 ニ ュー フォ ル ダ ー」 は 、 フ ォ ル ダー を 作る た め の ア イコ ユン で す 。 
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2. アイ コン 領域 の アイ コン の 使い 方 


フォ ル ダ ー は 、 フ ァイル を 整理 する の に 非常 に 便利 な 道具 で す 。 は じ め 、 デ ィ ス ク に 収め られ だ た フ 
ァイル が 少な に うち は 、 を その 名 前 (ファ イル 名 ) だ け で 区 別 で きま す 。 し か し ファ イル の 数 が 多く な っ 
て くる と 、 区 別 で きる ファ イル 名 を 付け る の に 苦労 し ます し 、 関 連 す る ファ イル が 画面 に まとまっ て 
表示 され な い の で 混乱 し が ち で す 。 

そん な と き 、 紙 で で きた 実際 の ファ イル は 、 フ ォ ル ダー や 紙 ば る み に 入れ て 整理 し ます 。 デ スク ト 
ッ プ で も 、 同 じ よ うに ファ イル を フォ ル ダ ー に 入れ て 整理 する こと が で きる の で す 。 も ちろ ん 、 フ ォ 
ル ダ ー の 中 に まだ た ク フォルダー を 入れ る 、 と いう こと も で きま す 。 


(1) アイ コン の 形 


アイ コン 領域 に ある 次 の よう な 形 の アイ コン が 「 ニ ュー フォ ル ダ ー ア イコ ユン 」 で す 。 


「 ニ ュー フォ ル ダ ー ア イコ ン 」 は 、 作 られ た だ た フォルダー の アイ ュ コン と 同じ 形 で 、 中 に NEW" と 書 
か れ て いま す 。「 ニ ュー フォ ル ダ ー ア イ コン 」 か ら 、 新 し く フ ォ ル ダー を 作り 出し て 名 前 を 付け 、 そ の 
中 に ファ イル (や フォ ル ダ ー) を 収め る こと に よっ て 、 ウ ィ ン ド ツウ 内 の フォ ル ダ ー が で き あ が り ま す 。 

ここ で 、 ド ライ ブ グ B(X68000PRO を ご 使用 の 方 は 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 1 、 X68000PRO 
| HD | を ご 使用 の 方 で 内 蔵 ハ バー ド デ ィ スク か ら シ ステ ム 起 動 し て いる 場合 は 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ 
イブ 0 を さき し ます 。) に フォ ー マ ッ ト し だ ば か り の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 入れ て シス テム 起動 し て くだ 
きい 。 


(2) メニ ュー の 使い 方 


ニュ ー フ ォ ル ダー アイ コン を ポイ ント し て 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押す と 、 ヾ Open” 、 ヾ Close” と い ぃ 
う メ ニュ ー が 表示 きれ ます 。2 つの メニ ュー の うち 、 現在 使う 9 こと の で き な い メニ ュー は 、 点 線 で 表 
示さ れ ま す 。 右 ボタ ン を 押し た まま 、 ポ イン タ を 目的 の メニ ュー の 上 に ドラ ッ グ し 、 メ ニュ ー が 黒く 
反転 表示 し た と ころ で 右 ボ タン を 離せ ば 、 そ の メニ ュー が 選択 きれ ます 。 た だ し 、 点線 で 表示 され た 
メニ ュー を 選択 する こと は で きま せん 。 な お 、 ラ イト プロ テク ト さ る され だ た フロッピー ディ スク で は ニュ 
ー フ ォ ル ダー アイ コン の ウィ ンド ツウ を 開く こと は で きま せん 。 

2 つの メニ ュー の 機能 は 、 以 下 の 通 り で す 。 


・ Open 
ニュ ー フ ォ ル ダー の ウィ ンド ウ を 開き ます 。 ニ ュー フォ ル ダ ー ア イコ ユン を 直接 左 ボ タン で ダブ ルク 


リッ ク し て も 、 ニ ュー フォ ル ダ ー の ウィ ンド ツウ を 開く こと が で きま す 。 
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2.3 三 ュ ー ア ネル ダー アイ ヨシ 


⑳ 印 呈 芝 
1010101 1010101 101010 


HUMAN.SYS CONFIG.SYS KEY.SYS USKCG.SYS STRTUP.ENM RUTOEXEC.BRT 


和則 呈 円 較 


US.X 1CONDRTR.US CLIP.US CONFIe 


ニュ ー フ ォ ル ダー の ウィ ンド ウ 


・ Close 
開 いて いる ニュ ー フ ォ ル ダー の ウィ ンド ウ を 閉じ ます 。 ウィンド ウ の 中 に ある クロ ー ズ ボッ クス を 
左 タ ン で クリ ッ ク し て も 、 ニ ュー フォ ル ダ ー の ウィ ンド ウ を 閉じ る こと が で きま す 。 


(3) 新しい フォ ル ダ ー の 作り 方 
新規 の フォ ル ダ ー を 作成 する 手順 は 、 次 の よう に な っ て いま す 。 

① ま ず 、 新 し 作成 する フォ ル ダ ー を 入れ る 先 と な る ウィ ンド ウ を 開い て くだ きい 。 こ こ で は 、 ア ク 
ディ イン ツイ オジ ドウ を ドラ イジ 上 A か ら ド ライ ジ 了 包 に が か えて くだ さ A5。 

(ポイ ンタ を ニュ ー フ ォ ル ダー アイ コン の 上 に 重ね て くだ さい 。 


③ そ を そこで マウ ス の 左 ボ タン を 押し 、 を その まま ニュ ー フ ォ ル ダー アイ コン を 収め る ウィ ンド ウ の 中 まで 
ドジ ッ グ し て き て で だ きい 。 
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2. アイ コン 領域 の アイ コン の 使い 方 


(《④ マ ウス の 左 ボ タン を 離す たと 、 そ の ウィ ンド ウツ に 新しい フォ ル ダ ー が 収め られ ます 。 こ こ で 、 フ ォ ル 
ダー に 付け る 名 前 を 聞い て くる の で 、 フ ォ ル ダー 名 を キー ボー ド か ら 打 ち 込 ん で くだ きい 。 フ ォ ル 
ダー 名 (ディ レク トリ 名 ) は 半角 文字 で 18 文 字 、 全 角 文 字 で 9 文字 以内 で す (フォ ル ダ ー 名 の 付け 方 
は 、 フ ァイル 名 の 付け 方 と 同じ で す 。 詳し く は 「1.6 アイ コン と は 」 末 尾 の コラ ム を 参照 し て くだ 
きい )。 


し ア ョ ア 4 3F ] mm 


⑤⑥ フ ォ ル ダー 名 を 入力 し た ら 、 リ ター ン キ ー を 押す か 、 マ ウス の 左 ボ タン で \OK” を クリ ッ ク し て 
だ きい (ここ で CANCEL” を 左 ボ タン で クリ ッ ク す れ ば 、 フ ォ ル ダー の 作成 を 中 止 す る こと が で き 
頻 宙 is 


※ フ ォ ル ダー 名 を 入力 し な いで リタ ー ン キー の み を 押す か OK" を 左 ボ タン で クリ ッ ク す る と CANCEL/ 
を 選択 し た の と 同じ こと に な り ま す 。 


以上 で 新しい フォ ル ダ ー を 作る こと が で きま し た 。 作 られ た だ た フォルダー は 空 の フォ ル ダ ー で す の で 、 
適 人 福 フ ァイル (フォ ル ダ ー) の ユ ピ ー や 移動 な ど (本 書 「2.2 コピ ー ア イコ ユン 」 参 照 ) を 行っ て 、 フ ォ ル 
ダー の 内 容 を 整理 し て くだ さい 。 


最初 か の ら フ ァイル を 中 に 収め た フォ ル ダ ー を 作る こと も で きま す 。 この 場合 まず ニュ ー フ ォ ル ダ 
ー の ウィ ンド ツウ を 開い て 、 そ の 中 に 収め あたい ファ イル を 入れ て か ら ニ ュー フォ ル ダ ー ア イコ ン を ポイ 
ント し 、 を そこ で マウ ス の 左 ボ タン を 押し た まま 目的 の ウィ ンド ウ の 中 に ドラ ッ グ し ます 。 以下 の 手順 
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2.3 ニュ ー ラ ォ ル ダー アイ コン シン 
だ 人 っ て (だ さい 。 こ こ で 、 ア クチ ティ ブウ ウィンド を ドラ イブ から 5 ドラ イブ AA に か を で くだ きい 。 


※ た だ し 、 フ ォ ル ダー を 中 に 収め た フォ ル ダ ー を 新しく 作る ゐ こ と は で きま せん の で 注意 し て くだ さい 。 
フォ ル ダ ー の 中 に フォ ル ダ ー を 入れ る 場合 は 、 ま ず 新 し く フ ォ ル ダー を 作っ て か ら 、 フ ォ ル ダー の 
コピ ー カ が 移動 を 実行 し て くだ きい 。 


① ニ ュー フォ ル ダ ー の メニ ュー か ら “Open” を 選択 する か 、 ニ ュー フォ ル ダ ー ア イコ ン を 直接 左 ボ タ 
ン で ダブ ルク リッ ク し て 、 ニ ュー フォ ル ダ ー の ウィ ンド ツウ を 開い て くだ きい 。 

(ファ イル の ユ コピー や 移動 な どの テク ニッ ク を 使っ て 、 新 し く 作 ゐる フォルダー に 収め た い フ ァイル を 、 
ニュ ー フ ォ ル ダー の ウィ ンド ウツ ウ の 中 に 入れ て くだ きい 。 


B | 


FE 


8 人 印 品 党 及 骸 細 


HUMRN.SYS CONFIG.SYS KEY.SYS USKCG.SYS STRRTUP.EN RUTOEXEC.BAT COMMGND.X 


析 品 円 固 國 回 師 


US.X ICONDRTR.US CLIP.WS CONFIe SHELL HIS 
し ロ RiNEWDIR 


幅 四 


CLIP.US NOTE.US 


(アク ティ ブウ ィ ン ド ウ を ドラ イブ A か ら ド ライ ブ B に か えて 、 新 し 〈 作 成す る フォ ル ダ ー を 収め る 
上 移し な る ウィ ンド ウ を 開い て か ら 、 ニ ュー フォ ル ダ ー ア イコ ュ コン を ポイ ント し 、 そ を そこで マウ ス の 左 ボ 
タン を 押し た まま 、 目 的 の ウィ ンド ウ の 中 に ドラ ッ グ し て くだ さい 。 
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2. アイ コン 領域 の アイ コン の 使い 方 


(ここ で 、 前 述 の よう に フォ ル ダ ー に 付け る 名 前 を 聞い て くる の で 、 同 じ よ うに し て フォ ル ダ ー 名 を 
キー ボー ド か ら 打 ち 込 ん で くだ さい 。 フ ォ ル ダー 名 (ディ レク トリ 名 ) は 半角 文字 で 18 文 字 、 全 角 文 
字 で 9 文字 以内 で す 。 

⑤ ニ ュー フォ ル ダ ー の ウィ ンド ウ に 入っ て いた ファ イル は 、 す で べ て 新しく 作ら れ た だ た フォルダー の 中 に 
移り 、 ニ ュー フォ ル ダ ー の ウィ ンド ツウ は 自動 的 に 閉じ られ ます 。 


な お 、 フ ァイル の アイ コン を 直接 ニュ ー フ ォ ル ダー アイ コン に 運ん で も 、 フ ァイル を 入れ だ た フォル 
ダー を 作る こと が で きま す 。 た だ し 、 こ の 場合 、 フ ァイル は 新しい フォ ル ダ ー の 中 に 「 移 動 」 さ れ ま 
す の で 、 元 の ウィ ンド ウ に は 残り ませ ん 。 元 の ウィ ンド ウツ に も 目的 の ファ イル を 残し た い 場合 に は 、 
コピ ー ア イ ュ ン を 使っ て 、 コ ピー る れ だ た ファ イル (コピ ー ア イコ ン か ら 出 た 「 紙 」) を ニュ ー フ ォ ル ダー 
アイ コン に 運ぶ よう に し て くだ さい 。 直 接 ニ ュー フォ ル ダ ー ア イコ ン に 運ぶ こと の で きる ファ イル は 、 
一 度 に 1 つ だ け で す が 、 何 回 か ファ イル を 運べ ば 、 複 数 の ファ イル を 入れ だ フォルダ ー を 作る こと も 
66 半 記 ボ 。 

この ょ うに 、 新 し く フ ォ ル ダー を 作る 方 法 は いろいろ あり ます 。 ど の 方 法 を 使っ て も 、 目 的 の フォ 
ル ダ ー を 作る こと が で きま す の で 、 そ の と き の 状 況 や 好み な ど に 応じ て 、 自由 に 使い わけ て くだ さい 。 


(4) フォ ル ダ ー の 内 容 を 見 る に は 


見 た い フ ォ ル ダー アイ コン を マウ ス の 左 ボ タン で ダブ ルク リッ ク し て くだ きい 。 そ の フォ ル ダ ー の 
中 に 含ま れる ファ イル や フォ ル ダ ー の ディ レク トリ が 、 新 し い ウ ツィ ンド ウ と な っ て 表示 きれ ます 。 

まだ 、 ニ ュー フォ ル ダ ー ア イコ ン を 左 ボ タン で ダブ ルク リッ ク す る と (まだ は ニュ ー フ ォ ル ダー の メ 
ニュ ー か ら “Open” を 選択 する と )、 次 に 作成 する フォ ル ダ ー の 中 身 を 見 る こと が で きま す 。 
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2.4 己 み 相 ア イ ヨ シ 


2.4 ご み 箱 アイ コン 


「 ご み 箱 アイ コン 」 は 、 い ら な く な っ だ ファ イル や フォ ル ダ ー を 処分 する を ため の アイ コン で す 。 フ 
ァイル や フォ ル ダ ー は 、 ア イコ ン と し て 表示 る れ て いる と き は 、 い つ で も 「 ご み 箱 」 に 捨て る こと が 
で きま す 。 ま た 、 ご み 箱 の メニ ュー か ら Empty” を 選ん で 実行 する まで は 、「 ご み 箱 」 に 捨て た ファ 
イル だ け は 再び 拾っ て くる こと も で きま す 。 フォ ル ダ ー は 拾え ませ ん 。 な お 、 ラ イト プロ テク ト さ れ 
だ フロッピー ディ スク で は 、 ご み 箱 アイ ュ ユン の ウィ ンド ツ を 開く こと は で きま せん 。 


(1) アイ コン の 形 


アイ コン 領域 の 、 一 番 下 に 位置 し て いる の が 「 ご み 箱 アイ コン 」 で す 。「 ご み 箱 アイ コン 」 は 、 通 常 
次 の よう な 形 を し て いま す 。 


則 


「 ご み 箱 」 の 中 に 直接 ファ イル や フォ ル ダ ー を 捨て る と き に は 、 ア イコ ン は 次 の よう に 、 ふ た を 開 
いた だ 形 に な り ま す 。 


(2) メニ ュー の 使い 方 


-」copy に 
3 Emptu 
Open 


ご み 箱 アイ コン を ポイ ント し 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押す と 、 ヾ Empty/、^Open”、 Close の 3 つの 
メニ ュー が 表示 され ます 。 こ の うち も 、 現 在 使う こと の で き な い メニ ュー は 、 点 線 で 表示 され ます 。 右 
ボタ ン を 押し た まま ポイ ンタ を 目的 の メニ ュー の 上 に ドラ ッ グ し 、 目 的 の メニ ュー が 黒く 反転 表示 し 
だ た と ころ で 右 ボ タン を 離せ が 、 そ の メニ ュー が 選択 きれ ます 。 た だ し 、 点 線 で 表示 され た メニ ュー を 
選択 する こと は で きま せん 。 

以下 に 、 各 メニ ュー の 機能 を 説明 し ます 。 


・ Empty 
ご み 箱 の 中 に 捨て られ た ファ イル を すべ て 消去 し 、 ご み 箱 を 空 に し ます 。 “Empty” を 実行 する まで 
の 間 は 、 ご み 箱 の 中 に 捨て た ファ イル は 、 ご み 箱 の 中 で 保存 きれ 続け ます 。 
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2. アイ コン 領 域 の アイ コン の 使い 方 


・ Open 
ご み 箱 の ウィ ンド ウ を 開き ます 。 ご み 箱 アイ ユン を 直接 マウ ス の 左 ボ タン で ダブ ルク リッ ク し て も 、 
ご み 箱 の ウィ ンド ウ を 開く こと が で きま す 。 


・ Close 
開い て いる ご み 箱 の ウィ ンド ウ を 閉じ ます 。 ウィンド ウ の 中 に ある クロ ー ズ ボッ クス を 左 ボ タン で 
クリ ッ ク し て も 、 ご み 箱 の ウィ ンド ウ を 閉じ る こと が で きま す 。 


(3) ファ イル を 処分 する 


不用 に な っ た ファ イル の 処分 は 、 次 の よ う な 手順 で 行い ます 。 こ こ で は 、 ド ライ ブ B の フロ ッ ピ ー 
ディ スク の 中 に 、 不 用 に な っ た ファ イル や フォ ル ダ ー が ある も の と し ます 。 ア クティ ブウ ィ ン ド ツウ を 
本 ウ 和 2 08 に (で る 天 きい 、 


① ポ イン タ を 、 処 分 し た い フ ァイル の アイ コン に 重ね て くだ さい 。 
② マ ウス の 左 ボ タン を 押し 、 を その まま の 状態 で 目的 の ファ イル を ご み 箱 アイ コン の 上 まで ドラ ッ グ し 
て 《 だ さい 。 


ド 


人 E > 


し [ 
は 


処分 する ファ イル 


③ 諾 ボタ ン を 離す し 、 そ の ファ イル の アイ コン は 、 ご み 箱 の 中 に 捨て られ ウィ ンド ウツ の 中 か ら 消 えま 
れ 。 
目的 の ファ イル を 、 ご み 箱 ウィ ンド ツウ に 移動 し て 、 処 分 する こと も で きま す 。 次 の 手順 に 従っ て 
だ きい い 。 


① 処 分 し た い フ ァイル が 入っ て いる ウィ ンド ツウ を 開き 、 そ の アイ コン を 表示 る せ て 《 く だ さい 。 
② ご み 箱 アイ ュ ン を 、 マ ウス の 左 ボ タン で ダブ ルク リッ ク し て くだ きい 。 ま た は 、 ご み 箱 アイ コン の 
メニ ュー か らい Open” を 選択 し て くだ きい 。 す る と 、 デ スク トッ プ の 下 の 方 に 細長 く 、 ご み 箱 の ウ 
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2.4 ご み 相 アイ コシ 


ィ ン ド ウツ が 開き ます 。 
③ 処 分 し た い フ ァイル を ポイ ント し 、 マ ウス の 左 ボ タン を 押し て 、 ご み 箱 ウィ ンド ウ の 中 まで ドラ ッ 
グ し て き て くだ るい 。 左 ボ タン を 離す と 、 そ の ファ イル の アイ コン は 、 ご み 箱 の ウィ ンド ツウ 内 に 移 


動 し ます 。 


ご み 箱 の ウィ ンド ウ 


《④ ご み 箱 ウィ ンド ウ の 左上 に ある クロ ー ズ ボッ クス を 左 ボ タン で クリ ッ ク す る か 、 ご み 箱 アイ コン の 
メニ ュー か ら Close′ を 選択 し て 、 ウ ィ ン ド ウツ を 閉じ て くだ さい 。 


(4) フォ ル ダ ー を 処分 する 


フォ ル ダ ー は 、 直 接 ご み 箱 ア イコ ユン に 移動 する こと に よっ て 処分 し ます 。 処 分 し た い フ ォ ル ダー の 
入っ て いる ウィ ンド ツウ を 開き 、 そ の フォ ル ダ ー を ポイ ント し 、 そ こ で マウ ス の 左 ボ タン を 押し た まま 、 
ご み 箱 アイ ユン まで ドラ ッ グ し ます 。 を その後 、 左 ボタ ン を 離し ます 。 た だ し 、 フ ォ ル ダー を 処分 する 
と 、 そ の 中 に ある ファ イル も すべ て 処分 され る だ め 、 デ スク トッ プ に 下 の よ うな 確認 の ツィ ンド ツウ が 
表示 され ます 。 一 度 捨て た フォ ル ダ ー は 、 フ ァイル と 違っ て 、 ご み 箱 の 中 で 一 旦 保 存 き れ ま せん の で 、 
あと で 拾っ て くる こと が で きま せん 。 処分 は 慎重 に 行っ て くだ さい 。 


| この ディ レク トリ の 中 の ファ イル は 


中 の ファ イル ご と フォ ル ダ ー を 処分 し て も 構わ な いと き に は ^OK” を 、 処 分 を 中 止 する と き に は \CANCEL/ 
を 、 そ れ ぞ れ 左 ボタ ン で クリ ッ ク し て 〈 だ きい 。 

また 、 処 分 し よう と し た だ フォルダー の 中 に フォ ル ダ ー が 入っ て いる と 、 を その 中 の フォ ル ダ ー の 処分 
は 行わ れ ま せん 。 中 の フォ ル ダ ー を 先 に 処分 し て か ら 、 目 的 の フォ ル ダ ー を 捨て る よう に し て くだ さき 


Ko 
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2. アイ コン 領域 の アイ コン の 使い 方 


※ デ イレ クト リ に つい て は 、「1.7 ウィ ンド ツウ の 使い 方 」 未 尾 の コラ ム を 参照 し て くだ きい 。 
(5) ご み 箱 の 中 を の ぞ く 


「 ご み 箱 」 の 中 を の ぞ 〈 に は 、 ご み 箱 アイ コン を 、 マ ウス の 左 ボ タン で ダブ ルク リッ ク す る か 、 ご 
み 箱 の メニ ュー か ら ^Open′ を 選択 し て くだ さい 。 ご み 箱 の ウィ ンド ウツ が 開い て 、 中 に 収め られ て 
いる ファ イル を 確か め る こと が で きま す 。 


(6) ご み 箱 に 捨て た ファ イル を 拾い 出す 


ご み 箱 の ウィ ンド ウ を 開い て 、 を その 中 に ファ イル の アイ コン が 表示 され て いれ ば 、 を その ファ イル は 、 
元 通 り に 復元 する こと が で きま す 。 

ご みろ 箱 に 捨て た ファ イル は 、 ご み 箱 の メニ ュー か ら “Empty′ を 選ん で 実行 する まで は 、 ご みろ 箱 の 
中 で 保存 きれ ます 。 で すか ら 、 そ れ ま で の 間 な ら 、 一 度 捨て た ファ イル で も 、 再 び ご み 箱 の 中 か ら 拾 
っ て くる こと が で きま す 。 捨 て た ファ イル の 復元 は 、 次 の 手順 で 行っ て くだ さい 。 


① ご み 箱 アイ ュ コン を マウ ス の 左 ボ タン で ダブ ルク リッ ク す る か 、 ご み 箱 の メニ ュー か ら ^Open′ を 選 
択 し て 、 ご み 箱 の ウィ ンド ウ を 開い て くだ さい 。 

② 復 元 し た い フ ァイル を 収め る ウィ ンド ウ を 開い て くだ きい 。 ここ で は 、 ド ライ ブ B の ウィ ンド ウ に 
な り ま す 。 

⑧ 復 元 し た い フ ァイル を ポイ ント し 、 マ ウス の 左 ボ タン を 押え て 、 復 元 先 の ウィ ンド ウ 内 まで ドラ ッ 
グ し て き で て くだ る い 。 


《④ フ ァイル が ウィ ンド ウ の 中 に 入っ た ら 、 左 ボタ ン を 離し て くだ さい 。 こ れ で 、 目 的 の ファ イル が 復 
5 き 衝 まし た 。 
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2.5。 ジジ ンダ ア イコ ジン 


| 復元 され た ファ イル 


DOCS2.SWP 


2.5 プリ ンタ アイ コン 


「 プ リン タ ア イコ ン 」 は 、 ア スキ ー 形 式 の ファ イル の 内 容 を プリ ンタ に 出力 する た め の ア イコ ン で 
す 。 フ ァイル の 内 容 は 、 画 面 に 表示 する こと は で きま せん の で 、 文書 フ ァイル な ど は 、 プ リン タ ア イ 
コン て 紙 に 印刷 し て 内 容 を 確認 し て くだ さい 。 

まだ た 、 プ リン タ ア イコ ユン の メニ ュー を 使う こと に よっ て 、 を の と き 画 面 に 表示 され て い だ デ スク ト 
ッ プ の 様子 を 、 そ っ くり を の まま プリ ンタ に 出力 する いい \ー ド コピ ー を と る ) こ と も で きま す 。 


(1) アイ コン の 形 
「 プ リン ア デイ ゴン 」 は 、 次 の よう な 形 や し て いま す 。 


日 如 


だ だ し 、 ア スキ ー 形 式 の ファ イル の 内 容 を プリ ンタ に 出力 し て いる 間 は 、 次 の よう に プリ ンタ アイ 
コン か ら 紙 が 出 て 、 印 字 作業 中 で ある こと を 示し ます 。 


(2) アス キー 形式 の ファ イル の 内 容 を プリ ンタ に 出力 する 


アス キー 形式 の ファ イル の プリ ンタ へ の 出力 は 、 次 の 手順 に 従っ て 行っ て くだ きい 。 こ こ で は 、 ド 
ライ ブ B の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 中 に アス キー 形式 の ファ イル が ある も の と し ます 。 ア クティ イブ ウィ 
ンジ ドウ を ドラ イグ 評 に し て くだ きい 。 
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2. アイ コン 領域 の アイ コン の 使い 方 


① ま ず プ リン タ の 接続 状態 を 確認 し て くだ きい (ケー ブル 、 電 源 な ど )。 
② 目 的 の ファ イル の アイ コン を ポイ ント し 、 マ ウス の 左 ボ タン を 押し て 、 そ の まま プリ ンタ アイ コン 
の 上 まで ドラ ッ グ し て き て くだ きい 。 


③ 庄 ボタ ン を 離す と プリ ンタ が 動き だ ど し ま す 。 印字 作業 中 は 、 プ リン タ ア イコ ン か ら 紙 が 伸び 、 画 面 
に は 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 こ の 間 、 ビ ジュ アル シェ ル の 操作 は で きま せん 。 


紙 が 出 て いる 


(プリ ンタ へ の 出力 が 終わ る と 、 元 の デス クト ッ プ 画面 に 戻り ます 。 


印字 途中 で 印字 を 取り や め ゆる こと も で きま す 。 メ ッ セ ー ジ の ウィ ンド ツウ の 中 に ある CANCEL” を 
左 ボ タン で クリ ッ ク し て くだ きい 。 ウィ ンド ウ が 閉じ 、 印 刷 が 停止 し ます 。 


114 


2.5 グリ シタ アイ コシ 


(3) デス クト ッ プ 画面 の ハー ドコ ピー を と る 

画面 の 様子 、 そ の まま プリ ンタ に 出力 する こと を 「 ハ ー ド コ ユ ピ ー」 と か 、「 ハ ー ド コピ ー を と る 」 
と いい ます 。 

デス クト ッ プ 画面 は 、 プリ ンタ アイ コン の Hard Copy′” メニ ュー を 選択 すす みこ と に よっ て 、 プ リ 


ンタ に 出力 する こと が で きま す 。 次 の 手順 に 従っ て くだ さい 。 アク ティ ブウ ィ ン ド ウ を ドラ イブ A に 
し で き い 。 


① ま ず プ リン タ の 接続 状態 を 確認 し て て だ きい ( ケ ー ブ ル 、 電 源 な ど ) 。 


プリ ンタ アイ コン を ポイ ント し 、 そ こ で マウ ス の 右 ボ タン を 押す と 、 ポ イン タ の す で 近 (に \Hard 
Copy′ と いう メニ ュー が 表示 され ます 。 


Bi | 
[rd 半 | :H 上 
9 旬 叶 肖 鞍 及 理 
1010101 1010101 imi 


HUMRN.SYS CONFIG.SYS KEY.SYS USKCG.SYS STRRTUP.EN AUTOEXEC.BRT COMMRND.X 


2 回 較 較 思 


US.X ICONDRT.US ら CONFIG HIS 


1[WM 瑞 還 回 


較 半 呆 康 J BRSIC2 ETc 


③ 右 ボタ ン を 押し た まま で 、 ポ イン タ を 少し ドラ ッ グ し 、`Hard Copy′ が 黒く 反転 表示 され だ た とこ 
ろ で 右 ボ タン を 離す た と 、 プ リン タ が 動き 始め ます 。 プ リン タ に は 、 右 ボタ ン を 離し た と き に 表示 さき 
れ て いた 画面 が その まま 出力 され ます (た だ し 、 ポ イン タ と デス クア クセ サリ の ソフ トキ ー ボ ー ド は 
出力 され ませ ん )。 ハー ドコ ピー し て いる 間 は 、 ビ ジュ アル シェ ル の 操作 は で きま せん 。 
(④ プ リン タ へ の 出力 が 終わ る と 、 元 の デス クト ッ プ 画面 に 戻り ます 。 
※ ハ ー ド コピ ー を と っ て いる 間 は 、 途 中 で プリ ンタ 出力 キャン モル する こと は で きま せん 。 
デス クト ッ プ 画面 の ハー ドコ ピー は 、 キ ー ボ ー ド 上 の ある 4 特定 の キー を 押す こと に よっ て も 、 プ リ 
ンタ に 打ち 出す こと が で ます 。 | COPY | キー を 押せ ば 、 そ の と き デ ィ ス プレ イ に 表示 され て いる デス 
クト ッ プ 画面 が いつ で も プリ ント され ます (た だ だ し ポイ ンタ と ソフ トキ ー ボ ー ド は 印字 きれ ませ ん )。 


ハー ドコ ピー の と り 方 に つい て 詳し く は 、 第 3 部 「4. 画 面 の ハー ド コピ ー を と る 方 法 」 を ご 覧 くだ さる 
As 
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2. アイ コン 領域 の アイ コン の 使い 方 


2.5 デス クア クセ ザ サリ アイ コン 


「 デ スク アク セ サ リ 」 は 、 デ スク トッ プ 上 で 自由 に 使う こと の で きる 小さき な アプ リケーション で す 。 
カレ ンダ ー、 メ モ 帳 、 電 話 帳 、 タ イマ ー な ど と いっ た 機能 を 、 実 際 に 机 の 上 に 備え られ た 道具 と 同じ 
よう な 感覚 で 使用 る こと が で きま す 。 

これ ら の アク セ サ リ は 、 メ ニュ ー 形 式 で 表示 され ます 。 使 用 する と き に は 、 デ スク アク セ ャ サリ の 上 
で マウ ス の 右 ボ タン を 押し 、 表 示さ れる メニ ュー の 中 か ら 、 使 いた い ア クセ サリ を 選ん で くだ さい 。 

た だ し 「 時 計 」 だ け は 、 デ スク トッ プ 上 (アイ コン 領域 の 一 番 上 ) に いつ で も 表示 る れ て いる の で 、 
メニ ュー に は 登録 きれ て いま せん 。 


(1) アイ コン の 形 


「 デ スク アク セ サ リ アイ ユン 」 は 、 次 の よう な 形 を し て いま す 。 


ポイ ンタ を デス クア クセ サリ アイ コン に 重ね 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押す と 、 次 の よう な メニ ュー が 
表示 る れ ま す 。 


各 ア クセ サリ は 、 ポ イン タ を 目的 の メニ ュー まで ドラ ッ グ さき せ て 選択 し ます 。 目 的 の メニ ュー が 黒 
《 反転 表示 され た と ころ で 、 マ ウス の 右 ボ タン を 離せ ば 、 対 応 す る アク セ モ サ リ が デス クト ッ プ 上 に 表 
示さ る れ ます 。 


(2) 時 計 の 使い 方 


「 時 計 」 は 、 ア イコ ュ ン 領域 の 一 番 上 に 常に 表示 され て いる の で 、 現 在 の 時 刻 い つ で も 確認 する こ 
の 3 て "さき ます 。 

時 刻 を 設定 する に は 、 デ スク アク セ サ リ の メニ ュー の 中 の ヾ Timer′ を 使い ます (後述 の 「(9) タイ 
マー の 使い 方 」 参 照 )。 
(3) ソフ トキ ー ボ ー ド の 使い 方 (Keyboard) 


「 ツ フト キー ボー ド 」 は 、 本 機 の キー ボー ド の 絵 を 画面 に 表示 し て 、 マ ウス て 文字 を 入力 する こと が 
で きる アク も サリ で す 。 ツ フト キー ボー ド を 使え ば 、 実 際 の キー ボー ド を 使わ な く て も 、 マ ウス て イ 文 
字 入力 が 行え を ます 。 ま だ 、 ソ フト キー ボー ド 上 で 簡単 な 計算 を 行う こと も で きま す 。 
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2.5 デス クア クセ サリ アイ コン 


ポイ ンタ を デス クア クセ サリ アイ コン に 重ね 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押す と 、 ア クセ サリ の メニ ュー 
が 表示 され ます の で 、 そ の まま ポイ ンタ を Keyboard′ まで ドラ ッ グ し て くだ きい 。 

^Keyboard” が 黒く 反転 表示 され た と ころ で 、 右 ボタ ン を 離す と 、 デ スク トッ プ 上 に キー ボー ド が 
表示 され ます 。 


クロ ー ズ ボッ クス 


ソフ トキ ー ボ ー ド の ウィ ンド ウ 


マウ ス の 左 ボ タン で 、 画 面 上 に ある | CAPS |、| か な | キー な ど を クリ ッ ク し て みて くだ さい 。 ク 
リッ ク し た キー が 黒く 反転 表示 る され る と と も に 、 画 面 上 の キャ ラク タキ ー が 、 そ の と き 入 力 で きる 
キャ ラク タ に 変わ り ま す 。 実際 の キー ボー ド で 、 | CAPS | や | か な | キー な ど を 押し て みて も 、 同 様 
の 結果 が 得 ら れ ま す 。 希望 する キャ ラク タ は 、 キ ー ボ ー ド か ら タ イプ し て も 、 画 面 上 の キー を マウ ス 
の 左 ボ タン で クリ ッ ク し て も 、 入 力 す る こと が で きま す 。 

実際 の 入力 は 、 デ スク トッ プ 上 に 、 文 字 や 数 字 を 入力 で きる ウィ ンド ウツ (ファ イル 名 や ディ スク 名 
を 聞い て くる ウィ ンド ウ 、 メ キモ 帳 や 電話 帳 ウ ツィン ドウ な ど ) が 開い て いる と き し か 行 を ませ ん 。 ソ フ 
トキ ー ボ ー ド か ら 入 力 さ れ た キャ ラク タ は 、 直 接 を と の ウィ ンド ウ の 中 に 表示 され ます 。 ソ フト キー 
ボー ド の ウィ ンド ウ は 、 タ イト ル バ ー に あたる と ころ (クロ ー ズ ボッ クス を 除く 〈) を ポイ ント し 、 を こ 
で マウ ス の 左 ボ タン を 押し た まま 、 ド ラッ グ す る こと に よっ て 、 デ スク トッ プ 上 を 自由 に 移動 で きま 
す の で 、 ウ ィ ン ド ツウ が 重なっ て 見 に くい と き に は 、 ソ フト キー ボー ド を 動か し て くだ さい 。 


まだ た 、 ソ フト キー ボー ド は 電卓 と し て 使用 する こと も で きま す 。 こ の 場合 も 、 民生 
きる ウィ ンド ツウ が 開い て いな けれ ば な り ま せん 。 キ ー ボ ー ド 右側 上 部 に ある [ 同 罰 を 圧 ボ タン で ク 
kr 
参照 。) | OPT.2 | キー を 押し な が 6| OPT.1 キー を 押し て も 、 電 卓 モ ー ド に な り ま す 。 も うぅ 一度 、 
OPT.2 キー を 押し な が ら | OPT.1 | キー を 押す と 、 も と の 状態 に 戻り ます 。 


2. アイ コン 領域 の アイ コン の 使い 方 


表示 パネ ル 


電卓 スイ ッ チ (ON/OFF) 
BK = っ メモ リ 内 容 を 呼び 出す 
葬 | 較 rrrEalrEgrrrsl rFgFzrFglralrmg ジコ 


玉 岬 四 回 回 回 回 回 回 思 回 回 回 EEYIUE 加 貞 同 回 回 生計 計 

heglall 贈 RITlYlulilolPlerl 

Il 回 還 lkLEE 本 | 

lsHiFTlz | | [NlwlL1. レ ] Re 
際 krkrL _ lkFalkeMk 本 鈴 ] lpmll EE 


メモ リ 内 容 を クリ ア す る 
( 男 軸 還 電 卓 で 使用 する キー) 16 進 表示 


表示 の み ク リア 


キー ボー ド 右 側 の テン キー (数 値 入力 キー) を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て 、 計 算式 を 入力 する と 、 パ ネ 
ル に 計算 結果 が 表示 され ます 。 エ ンタ ー キ ー を 左 ボ タン で クリ ッ ク す る と 、 フ パネ ル 内 の 数 値 は 、 文 字 
入力 で きる ウィ ンド ツウ 中 の カー ソル 位置 に 移動 し ます 。 

電卓 は 、 通 常 10 進 表示 (DEC) で す が 、[HE] を 左 ボ タン で クリ ッ ク す る と 、 い つ で も 16 進 表示 (HEX) 
に 変わ り ま す 。 ま た 、[ 一 ] を 左 ボ タン で クリ ッ ク す る と 、 パ ネル 上 の 末尾 の 数 字 が 削除 きれ ます 。 を 
の 他 、 通常 の 電卓 と 同じ よう に 、 ク リア や メモ リク リア な ど と いっ た 機能 が 用 意 き され て いま す (前 図 の 
キー 設定 参照)。 

必要 な 作業 が 終わ っ た ら 、 ク ロー ズボッ クス を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て 、「 ソ フト キー ボー ド 」 の ウ 
ィ ン ド ツウ を 閉じ て くだ さい 。 


な お 、 ソ フト キー ボー ド は 、Human68k の コマ ンド モー ド (第 3 部 「3. デ スク トッ プ を 使わ な い 操 
作 」 参 照 ) な よび X-BASIC 上 で も 使用 する こと が で きま す 。Human68k の コマ ンド モー ド や X-BASIC 
上 で は マウ ス の 右 ボ タン クリ ッ ク で 、 ポ イン タ 表 示 ソ フト キー ボー ド 表 示 ソ フト キー ボー ド 消 去 
ー ポ イン タ 消 去 一 ポイ ンタ 表示 …… と 状態 が 変化 し ます 。 ポ イン タ が 表示 され て いる と き に マウ ス の 
右 ボ タン を クリ ッ ク す れ ば 、 画 面 に キー ボー ド が 表示 され ます の で 、 デ スク トッ プ モ ー ド と 同様 に 、 
マウ ス の 左 ボ タン で 表示 され だ キー を クリ ッ ク し て くだ さい 。 カ ー ソ ル 位 置 に クリ ッ ク る れ だ た キー が 
入力 され ます 。 ま た 、[ OPT.2 | キー を 押し な が ら [| OPT.1 | キー を 押し て も 、 電 卓 モ ー ド に な り ま す 。 
(電卓 モー ド を 解除 する に は 、 も うぅ 一 度 | OPT.2 | キー を 押し な が ら 、| OPT.1 | キー を 押し て くだ さい 。) 


(4) メモ 帳 の 使い 方 (Note) 


「 メ モ 帳 」 は 、 デ スク トッ プ 上 の メモ 用 紙 で す 。 ち ょ っ と し た メモ を 書き 留め 、 保 管 す る た め に 使 
いま す 。 書き 留め た メモ は クリ ッ プ ボー ド に 移す こと が で きま す 。 

ポイ ンタ を デス クア クセ サリ アイ コン に 重ね 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押す と 、 ア クセ サリ の メニ ュー 
が 表示 さき れ ま す の で 、 そ の まま ポイ ンタ を Note" まで ドラ ッ グ し て 〈 く だ きい 。^Note” が 黒く 反転 
表示 され た と ころ で 、 右 ボタ ン を 離す と 、 デ スク トッ プ 上 に メモ 帳 の ウィ ンド ウ が 開き ます 。 
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ed6) デベ クア デジ クセ サ り アイ コン 


前 の ペー ジヘ へ 
1 


ear 


信 文 章 の 入力 

キー ボー ド (また は ソフ トキ ー ボ ー ド ) か ら 入 力 し た 文章 は 、 メ モ 帳 内 の カー ソル の 位置 に 表示 され 
ます 。 カー ソル 位置 は 、 マ ウス の ポイ ンタ また は キー ボー ド の カー ソル 移動 キー を 使っ て 、 自 由 に 変 
た る と と が て きま す 。 


人 @ 文 章 の 訂正 

入力 する 文章 を 間違え た ら 、| BS | キー か | DEL | キー を 使っ て 間違え た 文字 を 消す こと が で きま す 。 
また だ 、 削 除 す る 範囲 が 大 きい 場合 に は 、 ク リッ プ ボ ー ド アイ コン を 使っ て 不用 な 部 分 も カ ッ ト す る こ 
と も で きま す 。 ク リッ プ ボ ー ド の 使い 方 に つい て は 、 次 項 「2.7 クリ ッ プ ボー ドア イコ ン 」 を 参照 し 
そ て 《 く だ きい 。 


@ ペ ー ジ めく り 

メモ 帳 に は 、 5 枚 の メモ 用 紙 が あり ます 。 次 の ペー ジ に 進む に は 、 端 が 折れ て 次 の ペー ジ が 見 えて 
いる と ころ (左下 の 隅 ) を 左 ボタ ン で クリ ッ ク す る か 、 | ROLL UP | キー を 押し て くだ さい 。 前 の ペー 
ジ に 戻る に は 、 端 の 折れ た と ころ を 左 ボ タン で クリ ッ ク す る か 、「ROLL DOWN | キー を 押し ます 。 


必要 な 作業 が 終わ っ た ら 、^OK” を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て メモ 帳 の ウィ ンド ウ を 閉じ て くだ さい 。 
メモ 帳 に 書き 留め た メモ は 、 自動 的 に ディ スク 上 に メモ 用 紙 フ ァイル (通常 は NOTE.VS*) と し て 保 
存 る れ ま す 。 書き 留め た メモ を 保存 し た く な いと き に は 、 “CANCEL* を 左下 タン で クリ ッ ク す れ ば 、 
いま 書き 込ん だ メモ を 保存 せ ず に メモ 帳 の ウィ ンド ウ を 閉じ る こと が で きま す 。 

メモ 用 紙 フ ァイル に 書き 込ま れ た メモ は 、 メ キモ 用 紙 フ ァイル を 「 ご み 箱 」 に 捨て る まで 、 な く な る 
こと は あり ませ ん 。 

な お 、 メ モ 用 紙 フ ァイル の ファ イル 名 は 、 デ スク アク セ サ リ の 「 コ ント ロー ル パ ネ ル 」 を 使っ て 、 
自由 に 変更 する こと が で きま す 。 


(5) 電話 帳 の 使い 方 (Telephone Directory) 
「 電 話 帳 」 は 、 デ スク トッ プ 上 に 開く こと が で きる 、 個 人 的 な 電話 番号 の 覚え 書き で す 。 最 大 300 人 
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2. アイ コン 領域 の アイ コン の 使い 方 


まで の 電話 番号 を 50 音 順に 管理 し ます 。 書 き 留 め た 情報 を シク リッ プ ボ ー ド に 移す こと も で きま す 。 

ポイ ンタ を デス クア クセ サリ アイ ユン に 重ね 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押す と 、 ア クセ サリ の メニ ュー 
が 表示 きれ ます の で 、 そ の まま ポイ ンタ を Telephone Directory” まで ドラ ッ グ し て くだ るい 。 
* ヾ Telephone Directory' が 黒く 反転 表示 され た と ころ で 、 右 ボタ ン を 離す と 、 デ スク トッ プ ' 上 に 電話 
帳 の ウィ ンド ツウ が 開き ます 。 


( K )(CcaNCEL ) 


開い た ば か り の 電話 帳 は 、^ あ 行 / の ペー ジ が 表示 され て いま す が 、 電 話 帳 の 右側 に ある 爪 の 部 分 
か?/、 き ? な ど ) を マウ ス の 左 ボ タン で クリ ッ ク す れ ば 、 対 応 する 行か 行 ?、^ る 行 " など) の ペー ジ 
を 表示 る せる こと が で きま す 。 

電話 帳 に 載せ た い 人 の 名 前 に 応じ て 、 対 応 する 行 の ペー ジ を 開い て くだ きる い 。 マ ウス の 左 ボ タン で 
「 名 前 」 の 欄 の 空い て いる と ころ を クリ ッ ク す る と 、 その 位置 に カー ソル が 現れ ます 。 キ ー ボ ー ド ( ま 
た は ソフ トキ ー ボ ー ド ) か ら 名 前 を 入力 し て て だ きい 。 リ ター ン キ ー を 押す と 、 カ ー ソ ツル は 隣 の 「 電 話 
番号 」 の 欄 に 移動 し ます の で 、 同 様 に 電話 番号 を 入力 し て くだ さい 。 名 前 と 電話 番号 以外 に 何 か が メモ 
し て お きだ た いこ と が あれ ば 、 「 備 考 」 の 欄 に 書き 留め て な け ま す 。 入力 する 文字 を 間違え た ら 、| BS | キ 
ー か | DEL | キー を 使っ て 間違え た 文字 を 消し て 、 正 し い 文 字 を 入力 し 直し て 〈《 だ さい 。 

ペー ジ が いっ ぱい に な っ た ら 、 電話 帳 の 左下 に ある 、 端 が 折れ て 次 の ペー ジ が 見 えて いる と ころ ( 諾 
下 の 隅 ) を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て くだ さい 。 を の 行 ア 行 " な ど ) の 次 の ペー ジ が 表示 きれ ます 。 前 
の ペー ジ に 戻る に は 、 端 の 折れ た と ころ を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て くだ るい 。 電話 帳 の 各行 に は 、 そ を 
れ ぞ れ 3 枚 の 用 紙 が あり ます 。 

必要 な 作業 が 終わ っ た ら 、 バ OK” を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て 、 電 話 帳 の ウィ ンド ウツ ウ を 閉じ て 《 だ き 
い 。 電話 帳 の 情報 は 、 自 動 的 に ディ スク 上 に 電話 岩 フ ァイル (通常 は PHONE.VS") と し て 保存 され 
ます 。 書き 留め た 情報 を 保存 し た く な いと き は 、^CANCEL” を 左 ボ タン で クリ ッ ク す れ ば 、 い ま 書 
き 込 ん だ 情報 を 保存 せ ず に 電話 帳 の ウィ ンド ウツ を 閉じ る こと が で きま す 。 

電話 帳 フ ァイル に 書き 込ま れ た 情報 は 、 電 話 岩 ファ イル を 「 ご み 箱 」 に 捨て る まで 、 な く 《 な る こと 
は あり ませ ん 。 

な お 、 電 話 帳 ファ イル の ファ イル 名 は 、 デ スク アク セ サ リ の 「 コ ント ロー ル パ ネ ル 」 を 使っ て 、 自 
由 に 変更 する こと が で きま す 。 


(6) カレ ンダ ー の 使い 方 (Calendar) 


「 カ レン ダー」 は 、1980 年 か 6 2079 年 まで の カレ ンダ ー を 表示 する アク セ サ リ で す 。 
ポイ ンタ を デス クア クセ サリ アイ コン に 重ね 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押す と 、 ア クセ サリ の メニ ュー 
が 表示 きれ ます の で 、 そ の まま ポイ ンタ を Calendar′ まで ドラ ッ グ し て くだ きい 。^Calendar" が 
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2.6 デス クア クセ サリ アイ ヨン 


景 く 反転 表示 され た と ころ で 、 右 ボタ ン を 離す た と 、 デ スク トッ プ 上 に カレ ンダ ー の ウィ ンド ウ が 開き 


ます 。 
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カレ ンダ ー の 左下 に ある 端 が 折れ て 次 の ペー ジ が 見 えて いる と ころ (左下 の 隅 ) を 左 ボ タン で クリ ッ 
端 の 折れ た と ころ を 左 ボ タン で クリ ッ ク す れ ば 、 前 月 の カレ ンダ ー が 


ク す れ ば 来 月 の カレ ンダ ー が 、 


表示 さき 和 れ 9 の 


見 終わ っ た ら 、 


(7) コン トロ ー ル パネル の 使い 方 (Control Panel) 


「 コ ント ロー ル パ バネ ル 」 は 、 画 面 の 色調 や 解像度 を 調節 し た り 、 


を 設定 し た りす る アク セ サ リ で す 。 

ポイ ンタ を デス クア クセ サリ アイ コン に 重ね 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押す と 、 ア クセ サリ の メニ ュー 
が 表示 きれ ま す の で 、 を その まま ポイ ンタ を Control Panel まで ドラ ッ グ し て 〈 く だ るい 。^Control 
Panel' が 黒く 反転 表示 る され た と ころ で 、 右 ボ タン を 離す と 、 デ スク トッ プ 上 に 次 の よう な ウィ ンド ウ 


が 開き ます 。 


・paper color ……・ 


・pen color 


・768X512 
・512X512 


画面 の 色あい を 設定 し ます 。 位置 
画面 の 色 の 濃 き を 設定 し ます 。 右 に ゆく ほど 濃く な り ま す 。 
画面 の 明る る を 設定 し ます 。 右 に ゆく 〈《 ほ ど 明 る く 《 な り ま す 。 
画面 の 地 の 色 を 調節 し ます 。 

画面 上 の 点 や 線 の 色 を 調節 し ます 。 


肝 泊 :SHELL TiWSYS JiWBINIRiWBRSIC2:RiMETC: 
! note flle RiWSHELLWNOTE.US 
! phone file RiWSHELLWPHONE.US 
BEfCLIP.US 


so さ に で ここ な ic ここ ニジニ ニニ さこ ジコ ニニ ニッ: さこ ぱら: マ ニー ここ = ア ニニン ニョ ーー 


』 


*OK” を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て 、 カ レン ダー の ウィ ンド ウ を 閉じ て くだ さい 。 


他 の アク セ サ リ で 用 いる ファ イル 


に よっ て 色あい が 変わ り ま す 。 


画面 を 横 768X 縦 512 ド ッ ト に 設定 し ます (通常 の 画面 設定 )。 
画面 を 横 512※ 縦 512 ド ッ ト に 設定 し ます (通常 より 横長 の 画面 に な る )。 


2. アイ コン 領域 の アイ コン の 使い 方 


・path name ……・ ッ パ ス 名 を 設定 し ます 。 


・note file ………… デス クア クセ サリ の 「 メ キモ 帳 」 で 使用 する メモ 帳 フ ァイル を 設定 し ます 。 
・phone file …… デス クア クセ サリ の 「 電 話 帳 」 で 使用 する 電話 帳 フ ァイル を 設定 し ます 。 
・clip file………… クリ ッ プ ボー ドア イコ ン で 使用 する クリ ッ プ ファ イル を 設定 し ます 。 


・system drive … ご み 箱 アイ コン や ニュ ー フ ォ ル ダー アイ コン の ウィ ンド ウ が 属す ザイ スク ドラ 
イブ を 設定 し ます 


@ 画 面 の 設定 

本 機 の デス クト ッ ee 768X512 ド ッ ト 表 示 の 画面 モー ド と 、 512X512 ド ッ ト 表 示 の 画面 モ 
ー ド の 2 種類 が あり ます 。 通常 、 画面 は 768X512 ド ッ ト で 表示 され て いま す が 、 画面 モー ド を 切り 替 
え だ い 場合 は 、 こ こ で “512x512?” を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て くだ さい 。 一 度 画面 が 消え を え 、 す ぐに 新 
し い 画 面 が 表示 る れ ま す 。 選択 る され た も の に 、 波 線 の アン ダー ライ ン が 引か れ ま す 。 

画面 の 色調 設定 に は 、 地 の 色 の 調節 と 、 点 や 線 の 色 の 調節 の 2 種類 が あり ます 。 地 の 色 を 変え た い 
と き に は paper color′ を 、 点 ・ 線 の 色 を 変 た た いと き に は pen color′ を 、 そ れ ぞ れ 左 ボタ ン で 
クリ ッ ク し て 選択 し て くだ さい 。 選択 き され だ も の に 、 波 線 の アン ダー ライ ン が 引か れ ま す 。 

色 の 調節 は 、^H"、S"、 び WV" の 各 バ ー に ある つま み を 使っ て 行い ます 。 そ れ ぞ れ の バー に ある つま 
み は 、 マ ウス の 左 ボ タン を 押し て ドラ ッ グ する こと に よっ て 、 目 的 の 場所 に 移動 で きま す 。 直 接 バ ー 
を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て も 、 つ まみ が その 位置 移動 し ます 。 つ まみ を 動か し て 自由 に 画面 (paper 
color” か pen color”) の 色調 を 設定 し て くだ きい 。 


@ そ の 他 の 設定 

^path name′ は 実行 ファ イル を 探す ディ レク トリ C じ パス 名 と 呼び ます ) を 設定 する 項目 で す 。 通 常 
は 、A: 葵 :A: 壮 SHELL:A:\SYS:A: 壮 BIN:A: 半 BASIC2:A: 壮 ETC: と な っ て いま す 。 変更 する 場合 に 
は 、 左 ボタ ン で クリ ッ ク し て カー ソル を 表示 る せ 、 キ ー ボ ー ド か ら 新 た に 設定 する パス 名 を 入力 し て 
《 だ きい 。 パス 名 に つい て 詳し 〈 は 、 別冊 の 「Human68k ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 」 を 参照 し て く だ さい 。 

"note file"、^phone file"、 バ clip file" は 、 そ れ ぞ れ デ スク アク セ サ リ の 「 メ モ 帳 」 と 「 電 話 帳 」 
で 用 いる ファ イル 、 そ し て クリ ッ プ ボー ドア イコ ン で クリ ッ プ する ファ イル を 設定 する 項目 で す 。 通 
常 は SHELL ディ レク トリ 内 の 、 メ モ 帳 ファ イル が 「NOTE.VS」、 電 話 帳 ファ イル が 「PHONE. 
VS、 ク リッ プ フ ァ イ ル は ルー トディ レク トリ の 「CLIP. VS」 と いう 名 前 で 登録 きれ て いま す が 、 
ここ で 違う ファ イル 名 を 入力 する こと に よっ て 、 他 の ファ イル を 登録 する こと が で きま す 。 

Ysystem drive" は 、 ご み 箱 アイ コン お よび ニュ ー フ ォ ル ダー アイ コン で 使用 する ディ スク を 設定 
し ます 。“*” は カレ ント ドラ イブ の ディ スク (現在 実行 中 の ば ビジュア ル シ ェ ル の プロ グラ ム VS.X" 
が 収め られ て いる ディ スク ) を 表し ます 。 ヾ A”、B” は 、 それぞれ ド ライ ブ A、 ド ライ ブ B の ディ ス 
ク を 表し ます 。 設 定 し だ た い デ ィ ス ク の ドラ イブ 名 を 左 ボ タン で クリ ッ ク す る と 波線 が 移動 し て 、 目 的 
の ディ スク が 選択 され ます 。 以 降 、 ご み 箱 や ニュ ー フ ォ ル ダー の ウィ ンド ウ の タイ トル バー に は 、 設 
定 さ れ た ドラ イブ 名 が 表示 され ます 。 


いずれ の 場合 も 、 設 定 が 終わ っ た ら 、 マ ウス の 左 ボ タン で OK” を クリ ッ ク し て くだ さい 。 コ ント 
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2.6 デス クア クセ サリ アイ ヨシ 


ロー ルフ パネ ルル の ウィ ンド ウ が 閉じ 、 以 後 、 設 定 し た 項目 が 実行 きれ ます 。 い まほ 行っ た 設定 を 取り 消す 
場合 に は 、^CANCEL” を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て く 《 だ さい 。 コ ユン トロ ー ル パネ ル の ウィ ンド ウ が 閉 
じ 、 す べ で て の 項目 が 設定 前 の 状態 に 戻り ます 。 


(8) アイ コン メン テ ナ ン ス の 使い 方 (Icon Maintenance) 


「 ア イコ ン メ ン テ ナ ンス 」 は 、 ウ ィ ン ド ツウ 内 の アイ コン の 形 を 自由 に 設定 する アク セ サ リ で す 。 こ の 
アク セ サ リ を 使っ て 、 各 ウィ ンド ウ 内 の ファ イル や フォ ル ダ ー ア イコ ユン の 形 を いつ で も 変更 する こと 
が て きま す 。 ま だ 、 ア イ ュ コン 以外 に 外字 を 作成 する こと も で きま す 。 


信 ア イコ ン の 作成 
アイ ュ ユン の 作成 は 、 次 の 手順 で 行い ます 。 


① ア イ ュ ン の 形 を 変更 し た い フ ァイル (また は フォ ル ダ ー) の 入っ た ウィ ンド ウ を 開き 、 目 的 の アイ ュ 
ン を 選択 し て くだ さい 。 

ポイ ンタ を デス クア クセ サリ アイ コン に 重ね 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押す と 、 ア クセ サリ の メニ ュー 
が 表示 され ます の で 、 そ の まま ポイ ンタ を Icon Maintenance”" まで ドラ ッ グ し て くだ さい 。 
③ Icon Maintenance′ が 黒く 反転 表示 され た と ころ で 、 右 ボタ ン を 離す と 、 デ スク トッ プ 上 に 次 
の よう な ウィ ンド ツウ が 開き ます 。 


アイ コン 作成 画面 
) 作 成 画面 の クリ ア 


) 作 成 画面 の 白黒 反転 


(2 

(」 ポイ ンタ 
(3) ア イコ ン の 消去 環 : 

(4) ア イコ ン パ ター ン の コ ーー ドー の : 

(5) 9 : 

(6 


1 ドット 単 位 の 移動 
右 回 転 、 上 下 ・ 左 右 
反転 


(CCW_)Ccawsr ) 


(| 作成 画面 の 白黒 反転 -…… 左 ボタ ン で クリ ッ ク す る と 作成 画面 内 が 白黒 反転 され ます 。 

(2) 作 成 画面 の クリ ア ……- 左 ボタ ン で クリ ッ ク す る と 作成 画面 の パタ ー ン が 消去 され ます 。 

(3) ア イコ ン の 消去 …… 左 ボタ ン で クリ ッ ク す る と 現在 表示 、 作 成 中 の アイ コン が 消去 され ます 。 
(4) ア イコ ン (外字) パタ ー ン の コピ ー…… コ ピー 元 の パタ ー ン が 作成 画面 に 表示 され て いる と き に 、 左 
ボタ ン で クリ ッ ク し ます 。 その あと 、 アイ コン 名 (コー ド 番 号 ) の 欄 に コピ ー 先 の アイ コン 名 (コー ド 
番号 ) を 入力 し て リタ ー ン キー を 押す と 表示 され て いる パタ ー ン が コピ ー 先 に コピ ー さ れ 、 コ ピー 先 
の パタ ー ン に 作成 画面 の 表示 が 替わり ます 。 
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2. アイ コン 領域 の アイ コン の 使い 方 


(5) 上 ( 全 )、 下 (  )、 左 ( = や )、 右 ( 補 = ) へ の 1 ドッ ト 上 単位 の 移動 …… そ れ ぞ れ の 矢 E を 左 ボ タン 
で クリ ッ ク し て 選択 し ます 。 パ ター ン が 1 ドッ ト 単 位 で 移動 し ます 。 
(6)90' ず つの 右 回 転 ( ニ ょ )、 上 下 反転 ( 3= )、 左 右 反転 (G> )…… そ れ ぞ れ の 矢印 を 左 ボ タン で クリ ッ 
ク し て 選択 し ます 。 パ ター ン が 回 転 し た り 、 反 転 し た り し ます 。 

(7) ア イコ ン 番 号 ( | >99) の 入力 …: 左 ボタ ン で クリ ッ ク し た 後 ア イコ ン 番 号 を 入力 し て リタ ー ン キ 
ー を 押す と その アイ コン 番号 の パタ ー ン が 読み だ され ます 。 入 力 し た 番号 が 現在 登録 され て いる ア 
イコ ン 数 より 大 きい 場合 は 現在 登録 され て いる 最終 番号 の アイ コン が 表示 され ます 。 


ウィ ンド ウ の 中 に は 、48X48 ド ッ ト の マス 目 か ら な る “アイ コン 作成 画面 ”/ が あり 、 を その 左下 に は 
その アイ ュ コン の 実物 大 の 画面 が あり ます 。 アイ コン 作成 画面 の 中 に は 、 選択 きれ た ファ イル (また は フ 
ォ ル ダー) の アイ ュ ン が 拡大 表示 され て いま す 。 ウィ ンド ウ の 左上 に ある 選択 肢 は 、 何 を 作成 する か 指 
定 す る も の で 、 ウ ィ ン ド ウ を 開い た と き に は 、 い つも 「 ア イコ ユン 」 が 選択 きれ て いま す 。 


※ こ こ で 、「 外 字 」 を 左 タ ン で クリ ッ ク す れ ば 、16X16 ド ッ ト ま た は 24X24 ド ッ ト の 外字 を 作成 する 
画面 が 表示 され ます 。 


④ ア イコン 作成 画面 の 上 に ポイ ンタ を 移動 し て くだ さい 。 ポ イン タ が 鉛筆 の 形 に 変わ り ま す 。 任意 の 
箇所 に ポイ ンタ を 合わ せ て マウ ス の 左 ボ タン を 押す と 、 ポ イン タ の 指し て いた だ ドット が 昌 か ら 6 黒 
(また は 黒 か ら 白 ) に な り ま す 。 こ の よう に し て 、 選 択 し た アイ コン の 形 を 自由 に 作り 変え て くだ さる 
い (左下 の 実物 大 の アイ コン は 、 作 成 画 面 の アイ コン の 形 に あわ せ て 表示 る れ ま す )。 な お 、 作 成 画 
面 の 左側 に ある 2 つの シン ボル は 、 次 の よう な 機能 を や も っ て いま す 。 


陸 間 StCeweese ineps seekodasbetset これ を 左 ボ タン で クリ ッ ク す る と 、 ア イ コン 作画 面 の 黒白 が に 
斉 に 反転 し ます 。 

icezz82ei と de この 0 を 2 これ を 左 ボ タン で クリ ッ ク す る と 、 ア イコ ン 作 成 画面 が クリ アミ き 

2 れ ま す ( 何 も 書か れ て いな い 状 態 に な る )。 


⑤⑥ ア イ ュ ン 名 の 欄 に は 、 選 択 し た ファ イル (フォ ル ダ ー) の 名 前 が 表示 され て いま す 。 ア イコ ン の 作成 
が 完了 したら 、 ア イコ ン 名 を 確か め て か ら 、 マ ウス の 左 ボ タン で OK” を クリ ッ ク し て 《 だ さい 。 
いま 行っ た 設定 を キャ ン セ ル す る 場合 に は 、^CANCEL” を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て 《 く だ さい 。 ア 
イコ ン メ ン テ ナ ンス の ウィ ンド ツウ が 閉じ 、 ア イコ ン の 形 は 以前 の まま 変わ り ま せん 。 


※「 実 行 フ ァイル 」 と 「 レ パラ メー タ 」 は 、 特 に 指定 し な く て 構い ませ ん 。 こ れ ら の 指定 が 必要 に な る 
の は 、 を その アイ コン の ファ イル が 、 何 か に ブログ ラム 上 で 使用 きれ る ファ イル で ある 場合 で す 。 詳 
し く は 、 こ の 項 の 終わ り に ある コラ ム を 参照 し て くだ さい 。 


⑥ ア イコ ュ ン メン テ ナ ン ス の ウィ ンド ウツ が 閉じ 、 以後 を の ファ イル (また は フォ ル ダ ー) の アイ コン の 形 
は 変更 し た も の に 変わ り ま す 。 変 更 し た アイ コン の デー タ は 、 シ ステ ム デ ィ ス ク の 中 に ICONDATA. 
SYS” と いう ファ イル 名 で 保存 きれ ます 。 
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2.6。 デス クア クセ ザ サリ ア イ ヨ シ ジン 


な お 、 ウ ィ ン ド ツウ 中 の ご み 箱 の 形 を し た アイ コン を 左下 タン で クリ ッ ク す る と 、 を の と き 表 示さ きれ 
て い だ た アイ コン パタ ー ン と アイ コン 名 は 、 ウィンド ウ か ら 消 去る きれ 、 ご み 箱 の 中 へ 捨て られ ます (ウィ 
ンド ツウ 画 面 に は 、 違 う ア イコ ュ ン が 表示 され ます )。 こ こ で ^OK” を 左 ボ タン で クリ ッ ク す る と 、 ご み 
箱 に 捨て られ た アイ コン の デー タ は 、“ICONDATA.SYS* か ら 削 除き れ ま す 。 CANCEL* を 左 ボ 
タン で クリ ッ ク し て ウィ ンド ウ を 閉じ れ ば 、 ご み 箱 に 捨て られ た アイ コン の デー タ も 、 も と の まま 
^ICONDATA.SYS” の 中 に 保存 きれ ます 。 


久 外 字 の 作成 
外字 の 作成 は 、 次 の 手順 で 行い ます 。 


(① デ スク アク セ サ リ アイ コン の メニ ュー か ら 、“Icon Maintenance” を 選択 し て 、 ア イコ ン メ ン テ ナ 
ンス の ウィ ンド ツウ を 開い て くだ さい 。 

ウィ ンド ツウ 左 上 の 選択 肢 の 中 か ら 、 作 成 し た い 外字 の サイ ズ を 選ん で 左 ボ タン で クリ ッ ク し て くだ 
さい 。 する と 、 ア イコ ン 作 成 画面 が 、 選ん だ サイ ズ の 外字 を 作成 する 画面 に 変わ り ま す 。( こ こ で は 
16X16 ド ッ ト の 外字 作成 画面 を 選択 し て いま す )。 


| 区 語 諸 き 

4x の ドコ 8 
tee 二 4 ーー へ  . 吉 : 泊 一 外字 作成 画面 
作成 画面 の 自 黒 反転 EE 


アイ コン の 消去 一 一 一 一 一 十 剛 本 
外字 パタ ー ン の コ ロニ ーー ニー 


1 ドッ ト 単 位 の 移動 2 
右 回 転 、 1 


み | 


③ ア イコ ン を 作成 する 場合 と 同様 、 鉛 筆 の 形 を し た ポイ ンタ を 使っ て 、 登 録 し た い 外 字 を 作成 し て く 
だ さい 。 作成 画面 の 左側 に ある シン ボル も 、 ア イコ ン を 作成 する 場合 と 同様 に 使 を ます (白黒 反転 や 
画面 の クリ ア 、 外 字 デ ー タ な どの 削除 を 行い ます )。 

(④「 コ ー ド 番号 」 の 欄 に は 、 作 成 し た 外字 を 登録 する コー ド 番 号 を 入力 し ます 。 使 用 で きる コード 番 
号 は 、 シ フト JIS コー ド で EB9FーEBEE(JIS コ ュー ド で は 7621 一 7670) で す 。 


※ シ フト JIS コー ド と JIS コー ド は 、 コ ー ド 体系 が 異な る だ け で 、 そ の 内 容 は 変わ り ま せん 。 た と え 
ば 、 シ フト JIS ユー ド の `EB9F は JIS コー ド の ヾ 7621′ と 同じ 外字 を 指し ます 。 
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2 . アイ コン 領域 の アイ コン の 使い 方 


⑤ 外 字 の 作成 が 終了 し た ら 、 登 録 す る コー ド を 確か め め て か ら 、 マ ウス の 左 ボ タン で ^OK” を クリ ッ ク 
し て くだ さい 。 登 録 を 中 止 す る 場合 に は 、“CANCEL* を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て くだ る さい 。 外字 
作成 の ウィ ンド ツウ が 閉じ 、 作 成 し た 外字 は 登録 され ませ ん 。 

⑥ 外 字 作 成 の ウィ ンド ウ が 閉じ 、 作 成 し た 外字 が その ユー ド て で 登録 され ます 。 以 後 、 コ ー ド 入力 状態 
で その コード 番号 を 入力 する と 、 画 面 に は 作成 し た 外字 が 表示 る され ます 。 


(9) タイ マー の 使い 方 (Timer) 


「 タ イマ ー」 は 、 現 在 の 日 付 と 時 刻 を 設定 し た り 、 本 機 に 内 蔵 の タイ マー を セッ ト す る アク セ サ リ 
で す 。 こ の タイ マー は 、 セ ッ ト し だ た 日 時 に 専用 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ や コン ピュ ー タ 本 体 の 電源 
スイ ッ チ を バ 入 ” (ON)、\ 切 ′ (OFF) す る こと が で きま す 。 タ イマ ー 設 定 は 、 毎 月 (特定 の 日 付 ) * 毎 
週 (特定 の 曜日 )・ 毎 日 の いずれ か を 選択 で きま す 。 

この タイ マー は 、 セ ッ ト し た 日 時 に 専用 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ や コンピ ュー タ 本 体 の 電源 スイ 
ッ チ を い 入 ” (ON) に する こと が で きま す 。 電 源 を ON 状態 に し て お ける 時 間 は 、 5 分 か ら 60 分 まで 
の 間 、 5 分 間隔 で 好き な 時 間 を 設定 で きま す 。 無 制限 に も 設定 で きま す 。 

ポイ ンタ を デス クア クセ サリ アイ コン に 重ね 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押す と 、 ア クセ サリ の メニ ュー 
が 表示 され ます の で 、 そ の まま ポイ ンタ を ヾ Timer′ まで ドラ ッ グ し て くだ さる い 。 “Timer” が 黒く 反 
転 表示 きれ た と ころ で 、 右 ボタ ン を 離す と 、 デ スク トッ プ 上 に タイ マー の ウィ ンド ウ が 開き ます 。 


隊 1989 年 12 月 1 日 金曜 日 
日 時 表示 画面 ie 5:58:47 


設定 ] [ 二 +] [CLEAR] 
^ 1 年 」 FT] (gg 


開い た と き の ウ ィ ン ド ツウ は 、 現 在 の 日 時 を 表示 し て いま す 。 こ の 日 時 表示 の 下 に 並ん で いる 各種 の 
ボタ ン を マウ ス で 操作 し て 、 時 刻 や タイ マー を セッ ト し ます 。 


人 @ 時 計 の セッ ト 
[時 刻 設 定 ] を 左 タ ン で クリ ッ ク す る と 、 現 在 の 日 時 も セッ ト す る こと が で きま す 。 


陳 還 年 12 月 1 日 

eu 3:59:23 

で に 
双 古 桂 夢 
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25。 デベ クア の セ な り アイ コシ 


年 月 日 は 、 西 暦 で す 。 ま た 、 時 刻 は 12 時 間 制 で す 。[ 十 ] か [一 ] を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て 、 新 た な 
年 月 日 や 時 刻 も それぞれ 設定 し て くだ さい 。 設 定 が 終わ る た びに [SET] を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て 、 
設定 を 確定 し ます 。 す る と 、 次 の 設定 項目 が 黒く 反転 表示 され ます の で 、 続 け て 設定 確定 を 行っ て 
《 だ さい 。 新 た な 日 時 の モッ ト 中 は 、 い つ で も [CLEAR] を 左 ボ タン で クリ ッ ク す れ ば 、 設 定 を 取り 
本 すこ と が で きま す 。 

すべ て の 設定 が 終わ っ た 瞬間 か ら 、 そ の 設定 通 9 に 時 計 が 動き 始め 、 画 面 は 新しく 設定 され た 日 時 
表示 画面 に 変わ り ます 。 ア イコ ン 領 域 の 一 番 上 に ある 「 時 計 」 も 、 新 し い 時 刻 に 変わ り ま す 。 


信 タ イマ ー の セッ ト 

「 設 定 」 を 左 ボ タン で クリ ッ ク す る と 、 タ イマ ー を セッ ト す る こと が で きま す 。 タ イマ ー を セット 
する に は 、[ 十 ] か [一 ] を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て 、 設 定 し た いも の を 黒く 反転 表示 きせ て くだ さい 。 
最後 に [SET] を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て 設定 を 確定 し て くだ さい 。 

すべ て の 設定 が 終了 する と 、 ウ ィ ン ド ツ 表 示 は 現在 の 日 時 に 変わ り ま す 。 


電源 や 入れ る タイ マー を 毎月 の 特定 の 日 に セッ ト し ます 。 これ を 選択 す る と 、 次 に 


日 付 を 設定 する 必要 が あり ます 。 


… 電 源 を 入れ る タイ マー を 毎週 の 特定 の 曜日 に モッ ト し ます 。 こ れ を 選択 する と 、 次 


に 曜 日 を 設定 する 必要 が あり ます 。 


…' 電 源 を 入れ る タイ マー を 振 日 セット し ます 。 


タイ マー で 電源 を 入れ る 時 刻 を 設定 し ます 。 時 刻 は 12 時 間 制 で す 。 

タイ マー で ON し た 電源 を 、 そ の 何 分 後に OFF する か を 設定 し ます 。 設定 で きる 
時 間 は 、5 一 60 分 まで (5 分 刻み ) ま だ は 無制限 まで で す 。 

タイ マー を 作動 きせ る 機器 を 、 専 用 ラー ディ スプ レイ テレ ビ に 設定 し ます (指定 し 
た 日 時 に 専用 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ の 電源 を 入れ 、 指 定 し た 時 間 の 経過 後に 専 
用 カラ ー デ ィ ス プア レイ テレ ビ の 電源 を 切り ます )。 

タイ マー を 作動 させ る 機器 ちあ 、 コ ンピュータ 本 体 に 設定 し ます (指定 し た 日 時 に コン 
ピュ ー タ 本 体 の 電源 を 入れ 、 指 定 し た 時 間 の 経過 後に コン ピュ ー タ 本 体 の 電源 を 切 
り ま す )。 


記 衣 写 週 写 日 1 日 
gi:M 69 分間 画 還 COM 副 ch 


。 
確認 ] [SET] [時 刻 誠 ] 


代 タ イマ ー(TIMER) ラ ンプ に つい て 
タイ マー(TIMER) ラ ンプ は 、 タ イマ ー が セッ ト さ れ て いる と き に 赤色 に 点灯 し ます 。 ま だ 、 タ イ 
マー に よっ て 電源 が “ 入 ′” (ON) に な る と 、 タ イマ ー ラ ンプ は 点 減 し ます 。 
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2. アイ コン 和 領域 の アイ コン の 使い 方 


@ タ イマ ー 設 定 内容 の 確認 

タイ マー が 設定 され て いる と 、[ 確 認 ] の 上 で マウ ス の 左 ボ タン を 押し て いる 間 、 設 定 内 容 が 表示 
され ます 。 タ イマ ー が 設定 され て いな いと き は 、「 登 録 き され て いま せん 」 と いう メッ セー ジ が 表示 きる 
れ ま す 。 


@ タ イマ ー 設 定 内 容 の 取り 消し 

いっ た ん 確定 し て し まっ た タイ マー 設定 を 取り 消し た いと き に は 、 ま ず [確認 ] を 左 ボ タン で クリ ッ 
ク し て 、 設 定 内 容 を 確認 し て か ら 、[CLEAR] を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て くだ さい 。 設定 は 取り 消さ 
れ 、 ウ ィ ン ド ツウ 表示 は 現在 の 日 時 に 変わ り ま す 。 


@ タ イマ ー の 使用 に 関す る 注意 点 
・ 停 電 や 電源 プラ グ が 抜か れる こと な ど に よっ て 、 コ ユン ピュ ー タ 本 体 の 電源 が 断 た れ て も 、 内 蔵 バ 
ッ テ リ ー の 働き に よっ て 子 約 内 容 が 消 を る こと は あり ませ ん 。 時計 も 狂い ませ ん 。 だ だ し 、 あ ま 
り 長 時 間 に わ た る 停電 は 、 時 計 や タイ マー 設定 に 悪影響 を 及ぼ すこ と が あり ます 。 
・ タ イマ ー 設 定 終了 後 、 コ ユン ピュ ー タ 本 体 の 前 面 の 電源 スイ ッ チ を 切っ て くだ さい 。 電 源 ス イッ チ 
を “ 入 ” (ON) に し だ まま で は タイ マー は 8 動作 し ませ ん 。 
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$《 コ ラム > 


実行 ファ イル と パラ メー タ 


アイ コン メン テ ナ ン ス で アイ コン を 作る 場合 、 ほ と ん ど は 「 ア イコ ユン 名 」、 す な わ ち その アイ コ 
ン が 対応 し て いる ファ イル 名 を 指定 する だ け で 、 新 し い ア イコ ン を 使う こと が で きま す 。 

「 実 行 フ ァイル 」 お よび レレ パラメータ 」 の 指定 が 必要 に な る の は 、 そ の ファ イル の アイ ユン を マ 
ウス の 左 ボ タン で ダブ ルク リッ ク し た と き に 、 何 か 他 の プロ グラ ム (実行 フ ァイル ) を 先 に 実行 き 
せる よう に し だ た だ い 場 合 で す 。 た と えば 、X-BASIC 上 で 動く BASIC の アプ ログラム YABC.BASY 
を 、 デ スク トッ プ 上 で 左 ボ タン で ダブ プル クリ ッ ク し て 実行 どき る よう に する に は 、 ア イコ ユン メン 
テ ナ ン ス の 「 ア イコ ン 名 」 の 欄 に 、^ABC.BAS” を 指定 し 、「 実 行 フ ァイル 」 に BASIC.X” を 
指定 し ます 。 ま た 、 文 書 フ ァイル MEMO.DOC′ を 左 ボ タン で ダブ ルク リッ ク し た と き 、 自 動 
的 に スク リー ン エ ディ タ ED を 起動 し て MEMO.DOC を 編集 で きる よう に する に は 、「 ア イ ュ 
ン 名 」 に “MEMO.DOC” を 、「 実 行 フ ァイル 」 に ED.X” を 指定 すれ ば 良い の で す 。 


すなわち 、 こ れ ら を 指定 すれ ば 、 実 行 可 能 フ ァイル (ファ イル 名 の 抜 張子 が ^.X"、^. の 、^.R7 
で ある ファ イル ) 以 外 の ファ イル も 、 デ スク トッ プ 上 か ら 直 接 左 ボ タン で ダブ ルク リッ ク し て 使う 
こと が で きる よう に な り ま す 。 何 か の プロ グラ ム に よっ て 実行 きれ る ソー ス フ ァ イル や 、Human68k 
の コマ ンド プロ セッ サ で CCOMMAND.X") に よっ て 実行 され る バッ チ フ ァイル 、 日 本 語 ワ ー プ 


3 す 5 

な お 、「 ノ パラ メー タ 」 は 、 指 定 し た 実行 ファ イル に より ます の で 、 詳 し く は 「Human68k ユー 
ザー ズ マ ニュ アル 」 の 「 外 部 コマ ンド 」 を ご 覧 くだ さい 。「 ウ パラ メー タ 」 に は 「 外 部 コマ ンド 」、 駐 
-BASIC な ど で 使 用 きれ る スイ ッ チ な ど を 設定 し て 、 そ の ファ イル を 実行 する も の で す 。 
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2 . アイ コン 領域 の アイ コン の 使い 方 


2.7 クリ ッ プ ボー ドア イコ ン 


「 ク リッ プ ボ ー ド 」 は 、 英 語 で 「 紙 げ ば る み 」 の こと 、 つ まり ある 情報 を 一 時 的 に 留め て お 〈 板 で す 。 
デス クト ッ プ に は 、 文章 な ど を いっ だ ん た だ た め て お て 場所 と し て 、 クリップボード が 用 意 き れ て いま す 。 

クリ ッ プ ボー ド は 、 デ スク アク セ サ リ の 「 メ キモ 帳 」 や 「 電 話 帳 」 な ど で 使 用 し ます 。「 メ モ 帳 」 や 「 電 
話 帳 」 内 の 一 部 分 も 、 な ん で も クリ ッ プ ボー ド に 貼り 付け て お け ま す 。 

クリ ッ プ ボー ド に 貼り 付け た 情報 は 、「 メ モ 帳 」 や 「 電 話 帳 」 な どか らい つ で も 引き 出し て 使用 する 
こと が で きま す 。 一 度 ク リッ プ ボ ー ド に 保管 され た 情報 は 、 次 の 情報 が 務 け られ る まで の 間 は 、 何 回 
で も 呼び 出し て 使 を る の で 、 コ ピー の 代わ り と し て 用 いる こと も で きま す 。 


(1) アイ コン の 形 


「 ク リッ プ ボ ー ド アイ コン 」 は 、 左右 2 枚 の クリ ッ プ ボー ド か ら で き て いて 、 次 の よう な 形 を し て い 
ます 。 2 枚 の クリ ッ プ ボー ド は 、 そ れ ぞ れ 役 割 が 違い ます 。 左側 の クリ ッ プ ボー ド は 「 消 し ゴム 」 と 
し て 、 自 側 の クリ ッ プ ボー ド は 「 コ ピー」 と し て 、 テ キス ト を 表示 する ウィ ンド ツウ と 情報 の や り 取 り 
を 行い ます 。 


だ た だ し 、 ク リッ プ ボ ー ド に 何 か が 書き 込ま れ て いる と 、 ク リッ プ ボ ー ド アイ コン の 中 に は 、 書 き 込 
まれ だ た テキ スト の 最初 の 文字 (全角 文字 な ら 1 文字 、 半 角 文 字 な ら 6 2 文字 ) が 表示 され ます (この 例 の 場 
合 、 右 側 の クリ ッ プ ボー ド だ けが 使わ れ て いま す )。 


(2) クリ ッ プ ボー ド の 使い 方 


クリ ッ プ ボー ド と の 情報 の や り 取 り は 、 す べ て メニ ュー を 使っ て 行い ます 。 ク リッ プ ボ ー ド の メニ 
ュー は 、 デ スク アク セ サ リ の 「 メ モ 帳 」 か 「 電 話 帳 」 な どの ウィ ンド ツウ が 開い て いる と き に 使う こと 
が で きま す 。 こ こ で は 、 ド ライ ブ B(X68000PRO を ご 使用 の 方 は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 1、 
X68000PRO| HD | を ご 使用 の 方 で 内 蔵 ハ バー ド デ ィ スク か ら シ ステ ム 起 動 し て いる 場合 は 、 フ ロッ ピー 
ディ スク ドラ イブ 0 を さ し ま す 。) に バッ クア ッ プ され だ 辞書 ず ィ スク を 入れ て シス テム 起動 し て くだ 
る い 。 な お 、 日 本 語 入力 の 方 法 な ど に つい て は 、 第 3 部 「 よ り 高 度 な 使い 方 」 を 参照 し て くだ さい 。 
以降 の 画面 例 で は 、 ド ライ ブ A、B の ウィ ンド ウ は クロ ー ズ し て いま す 。 

「 メ モ 帳 」 か 「 電 話 由 」 の ウィ ンド ウ を 開い て 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押し て みて 〈 だ さい 。 次 の よ 
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2.7 クリ ッ プ ボー ドア イ ヨ シ 


う 2 な メニ ュー が 表示 され ます 。 メ ニュ ー の 項目 を 確か め た ら 、 マ ウス の 右 ボ タン を 離し て くだ さい 。 
いま は まだ 、 ど の メニ ュー も 使う こと は で き な い の で 、 す べ て の メニ ュー が 点線 で 表示 され て いま す 。 


メモ 帳 の ウィ ンド ウ 


[は _ 前 の 文節 に 戻る 
SHIFTHtXF 1 文節 を 1 文字 縮め る 


XF2 文 飾 の 後ろ に 移動 
SHIFT+XF2 文節 を 1 文字 の ば す 


XF 3 漢字 委 換 


XF4 平仮名 一 片仮名 変換 
SHIFT+XF4 全角 ーー 半角 変換 


XF5 確定 
F10 和 モーF の 9 生え リッ フ ポー 
F 9 学 習 モー ド の 切り 替え = の メニ ュー 

1 


RS 


メニ ュー 中 央 に 引か れ た 線 で 、 メ ニュ ー の 上 下 が 区 切ら れ て いま す 。 上 の 2 つ CCut” と \Paste") 
が 左側 の クリ ッ プ ボー ド の メニ ュー、 下 の 2 つ (*Copy′ と "Paste”) が 右側 の クリ ッ プ ボー ド の メニ 
ュー で す 。 各 メニ ュー の 機能 は 次 の 通り で す 。 


・ Cut 
指定 され た テキ スト を 、 ウ ィ ン ド ウ か ら カ ッ ト (削除 ) す る と 共に 、 そ の 内 容 を 左側 の クリ ッ プ ボー 
ド に 書き 込み ます 。 


・ Paste 
^Cut” に よっ て 左側 の クリ ッ プ ボー ド に 書き 込ま れ た 内 容 を 、 ウ ィ ン ド ウ の 指定 され た 位置 に 貼り 
付け ます 。 


・ Copy 
指定 きれ た テキ スト を 、 右 側 の クリ ッ プ ボー ド に 書き 込み ます 。 ウィンドウ 内 の テキ スト に 変化 は 


・ Paste 
^Copy" に よっ て 有 側 の クリ ッ プ ボー ド に 書き 込ま れ た 内 容 を 、 ウ ィ ン ド ウ の 指定 され た 位置 に 貼 
り 付 け ま す 。 


すなわち 、 目 的 の テキ スト を を その まま クリ ッ プ ボー ド に コピ ー す る か 、 ウ ィ ン ド ウ か ら カ ッ ト (削除 ) 
し て クリ ッ プ ボー ド に 保存 する か に よっ て 、 ど ちら の クリ ッ プ ボー ド を 使用 する か が 決ま り ま す 。 


131 


2. アイ コン 領域 の アイ コン の 使い 方 


(3) クリ ッ プ ボー ド へ 情報 を 書き 込む 
どちら の クリ ッ プ ボード を 使う に し て も 、 ク リッ プ ボ ー ド に 情報 (テキ スト ) を 書き 込む 手順 は 、 次 
の よう 記 な り ま す 。 


① ま ず 、 ク リッ プ し た い テ キス ト が 入っ て いる アク セ モ サ リ の ウィ ンド ツウ を 開き ます (ここ で は 、「 メ モ 
帳 」 を 使っ て いま す )。 

⑨② ク リッ プ し た い テ キス ト を ウィ ンド ウ の 中 に 表示 させ て 〈 く だ きい 。 

③ ポ イン タ を 、 ク リッ プ し た い テ キス ト の 始点 (最初 の 文字 ) に 持っ て いっ て 《 く だ さい 。 

(《④ マ ウス の 左 ボ タン を 押し て 、 を その まま テキ スト の 終点 まで ドラ ッ グ し て くだ さい 。 ポ イン タ が 動い 
た 範囲 が 黒く 反転 し ます 。 


XF1 前 の 文 受 に 戻る 
SHIFT+XF 1 文節 を 1 文字 縮め る 


XF3 漢字 変換 


XF4 平仮名 一 片仮名 密 換 
SHIFT+XF4 全角 ーー 半角 変換 


XF5 確定 
F10 変換 モー ド の 切り 替え 
F9 学習 モ ー ド の 切り 替え 


⑤ ク リッ プ す る 範囲 が これ で 良い か どう か 確認 し て 、 左 ボタ ン を 離し て くだ さい 。 
(⑥ デ スク トッ プ 上 の 任意 の 場所 で 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押し て 、 ク リッ プ ボ ー ド の メニ ュー を 表示 る 
せ て て くだ さい 。\Cut” と \Copy′ が 実線 で 表示 る れ ま す 。 
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IXF 1 前 の 文節 に も どる 
SHIFTtXF1 文節 を 1 文字 縮め る 


XF3 漢字 秋 換 


XF4 平仮名 二 一 片仮名 共 換 
SHIFT+TXF4 全角 ーー ギ 角 変換 


XF5 確定 
F10 変換 モー ド の 切り 替え 


F9 学習 モー ド の 切り 替え 


1 
N 


2.7 クリ ッ プ ボー ドア イコ ン 


(⑦ 右 ボタ ン を 押し た まま 、 ポイ ンタ を 目的 の メニ ュー まで ドラ ッ グ し 、 メニ ュー が が 反転 表示 され た ら 6、 
右 ボ タン を 離し て て くだ さい (ここ で は \Cut” を 選択 し て いま す )。 こ れ で 、 指 定 し た テキ スト が クリ 


ッ プ ボー ド の 中 に 書き 込ま れ ま す 。 


IXEF 1 前 の 文節 に 戻る 
SHIFT+XF 1 文節 を 1 文字 縮め る 


MN 
XF 3 漢字 変換 


XF4 平仮名 一 一 片仮名 変換 
SHIFT+XF4 全角 ーー 半角 変換 


XF5 確定 
F10 変換 モー ド の 切り 替え 


Fd 学習 モー ド の 切り 替え 


に 


すでに クリ ッ プ ボー ド が 使用 きれ て いる 場合 で も 、 新 た な 情報 を 重ね 書き し て し まっ て 構い ませ ん 。 
クリ ッ プ ボー ド は 、 書 き 込 まれ る た びに 前 の 情報 を 消し て 、 新 し い 内 容 を 保存 し ます 。 
情報 が 書き 込ま れ て いる クリ ッ プ ボー ド に ポイ ンタ を 重ね 、 そ の 上 で マウ ス の 左 ボ タン を 押す と 、 


書き 込ま れ て いる テキ スト の 最初 の 数 文字 が 表示 され ます 。 


2. アイ コン 領域 の アイ コン の 使い 方 


XF 1 前 の 文節 に 戻る 
SHIFHXEF 1 文節 を 1 文字 縮め る 
ーー 
XF3 漢 表 換 


XF4 平仮名 一 片仮名 変換 
SHIFT+XF4 全角 - つ 半角 変換 


XF5 確定 
F10 変換 モー ド の 切り 替え _ 
F 9 学習 モー ド の 切り 替え 


1 


(4) クリ ッ プ ボー ド か ら 情 報 を 取り 出す 


クリ ッ プ ボー ド に 貼り つけ られ た 情報 は 、「 ク リッ プ ボ ー ド か ら の コピ ー」 と いう 形 で 取り 出 き れ ま 
すか ら 、 何 度 取 り 出 し て も 消 ん えて し まう こと は あり ませ ん 。 ク リップ ボー ド の 情報 を 取り 出す 手順 は 、 
決 の よみ に な り まず 。 


① 取 り 出 し て 貼り つけ る 先 の ウィ ンド ウ を 開い て くだ きい (ここ で は 「 メ モ 帳 」 の ウィ ンド ツウ を 使っ 
て いま びり 。 

② 貼 りつ ける 地点 に ポイ ンタ を 動か し 、 マ ウス の 左 ボ タン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 クリック し た 地 
点 に カー ツル が 移動 し ます 。 ク リッ プ ボ ー ド か ら 取 り 出 し た 情報 は 、 い ま カ ー ソ ル が 現れ た と ころ 
に 挿入 られ る 形 で 貼り つけ られ ます 。 
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ここ に 読み 


込む 


FG 辞書 ドラ イブ 設定 
F7 コー ド 体 系 変更 _ 


人 - 


27 クリ ッ プ ボー ドア イ ヨ シ 


⑧ デ スク トッ プ 上 の 任意 の 場所 で 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押し て 、 ク リッ プ ボ ー ド の メニ ュー を 表示 さ 
せ て くだ さい 。 Paste′ が 実線 で 表示 され ます 。 


F8 辞書 ドラ イブ 設定 
F 7 コー ド 体 系 変更 


(④ 右 ボタ ン を 押し た まま 、 ポイ ンタ を 目的 の メニ ュー まで ドラ ッ グ し 、 メニュー が 反転 表示 きれ た ら 、 
右 ボ タン を 離し て て だ さい 。 こ れ で 、 そ の クリ ッ プ ボー ド の 情報 は すべ て 指定 し た 地点 に 挿入 きれ 


ます 。 
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2. アイ コン 領域 の アイ コン の 使い 方 


| 員 
FB 辞書 ドラ イブ 設定 


F 7 コー ド 体 系 変更 


キス ト 


A 


クリ ッ プ ボー ド の 情報 は 、 何 度 取り 出し て も クリ ッ プ ボー ド か ら 消 えま せん 。 

た だ し 、 左 側 の クリ ッ プ ボー ド に 書き 込ま れ た 情報 は 、 コ ンピュータ を 起動 し 直し た り 電 源 を 切っ 
た りす る と 消 を えて し まい ます の で 注意 し て くだ きい 。 右側 の クリ ッ プ ボー ド の 内 容 は 、 デ ィ ス ク 上 に 、 
クリ ッ プ ファ イル (通常 は “CLIP.VS') と し て 保存 きれ ます の で 、 新 た な 情報 を 書き 込む まで な 〈 く な 
る こと は あり ませ ん 。 フ ァイル に し て 保存 し て むき た だい 内 容 は 、 メ ニュ ー の ^Copy′ を 使っ て 、 右 側 
の クリ ッ プ ボー ド に 書き 込ん で なく 《 と 良い で し ょ う 。 

な お 、 ク リッ プ フ ァ イ ル の ファ イル 名 は 、 デ スク アク セ サ リ の 「 コ ント ロー ル バ パ ネル 」 で 自由 に 変 
更 す る こし が "で きま す 。 
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第 ③ 部 


より 高度 な 使い 方 


2 42 PIN 
IM ka Ip 
1 lc 


y ーー 計 p 
- ー 才 ーー 
wm = js 4 昌 - 四 
- 上 
ミー 5 


1. 日 本 語 を 入力 する 
一 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サー 


1.1 イン トロ ダク ショ ン 
1.1.1. 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ と は 


本 機 に は は 、 キ ー ボ ー ド か ら 日 本 語 を 入力 する 「 日 本 語 入力 」 機能 が あり ます 。 日 本 語 入力 機能 を 使 
っ て 、 日 本 語 ワ ー ド プロ モッ サ は も ちろ ん 、 デ ィ ス ク や 文書 に か な 漢字 混じり の 名 前 を 付け た り 、 デ 
スク トッ プ の アク セ サ リ で ある 「 メ モ 帳 」 や 「 電 話 帳 」 に 日 本 語 の メモ を 書く こと が 簡単 に で きま す 。 

本 機 で は 、「 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ ( 以 下 、 日 本 語 FP) 」 が 独立 し て 日 本 語 入力 を つか きど っ て 
いま す 。 し か も 、 日 本 語 FP は 本 機 で 動作 する すべ て の プロ グラ ム や アプ リケーション と 組み 合わ せ 
て 使う こと が で きま す 。 で すか らい っ た ん これ に 慣れ れ ば 、 ビ ジュ アル シェ ル を 起動 し た デス クト ッ 
プ 画 面 上 で も 、Human68k の コマ ンド モー ド で も 、 付属 の 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ で も 、 同じ 操作 で 
抵抗 な く 日 本 語 の 入力 が で きる わけ で す 。 

また 、 よ く 使 う 熱 語 や 特殊 な 用 語 は 辞書 に 単語 登録 し て お むけ ます 。 

J1S 第 一 水準 ・ 第 二 水 準 の 漢字 一 覧 表 は 、 付 録 「C. コー ド 表 」 を 参照 し て くだ さい 。 

また 、 日 本 語 FP 用 の ユー ティ リティ プロ グラ ム も 用 意 さ きれ て いま す 。 登録 単語 を 含む 日 本 語 辞 書 
の 保守 を 行う 「DICM( 辞 書 ず ィ ス ク 保守 ユー ティ リティ )」 は 、 別 下 の 「 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ ・ 
辞書 ユー ティ イリ ティ ユー ザー ズ マ ニュ アル 」 で 、 本 機 が 備 た て いな い 文 字 を 外字 と し て 登録 する 
「USKCGM( 外 字 保 守 オ テー ティ リティ )」 は 、「Human68k ユー ザー ズ マ ニュ アル 」 で を それぞれ 解説 
し で いま すず す 。 


1.1.2 日 本 語 FP (ASK68K) と 辞書 の バー ジョ ン に つい て 


Human68k ver.2.0 シ ステ ム デ ィ ス ク に 収め られ て いる 日 本 語 FP は 、ASK68K ver.2.0 で す 。 
また 、 辞 書 デ ず ィ スク ver.2.0 に 収め られ て いる 辞書 に は 、 変 換え ピー ド の 高速 化 に 必要 な 情報 が 付加 
され て いま す 。 こ の 組合 せ で お 使い に な る と 、 
・ 変 換 ス ピー ド の 高速 化 (ASK68K ver.1.0 比 で 約 2 倍 ) 
・ カ ー ソ ル 位 置 で の 変換 
・ キ ー 割 り 付け の 変更 

86 きま 9 


・ 従 来 の 日 本 語 FP ASK68K ver. 1.0 で お 使い の 辞書 (辞書 ず ィ スク の ラベ ル に バー ジョ ン 表 示 
の な いも の ) を ASK68SK ver.2.0 で ご 利用 いた だ く 場合 、 シ ステ ム デ イス ク に 収め られ て いる 辞 
書 ユ ー テ ィ リ ティ DICM′ を 用 いて 、 辞 書 再編 成 を 行なっ て か ら ご 使用 くだ さい 。 変 換 ス ピー 
ド の 高速 化 に 必要 な 情報 が 辞書 に 加わ り ま す 。 DICM/ の 使用 方 法 は 『 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ ・ 
辞書 ユー テイ リティ ユー ザー ズ マ ニュ アル 』」 を ご 覧 くだ きい 。 

・ASK68K ver. 2.0 は 、Human68k ver.1.0 上 で も 動作 し ます が 、 市 販 の アプ リケーション ソフ 
ト に よっ て は 、 追 加 、 変 更 され た 機能 が 利用 で き な い 場合 が あり ます 。 
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| . 日 本 語 を 入力 する 一 日 本 語 フロ ント プロ セッ サー 
1.2 操作 方 法 


X68000PRO を ご 使用 の 方 が 日 本 語 入 力 機 能 を 使う に は 、 付 属 の シス テム ディ スク と 辞書 ディ スク 
と が 必要 で す 。 シス テム ディ スク に は 、 か な 漢字 の 変換 を 受け 持つ 日 本 語 FP の ブロ グラ ム が 、 辞 

書 デ イス ク に は 辞書 の デー タ が 入っ て いま す 。 実際 の 操作 に は 、 そ を それぞれ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の バ 
ッ ク ア ッ プ コピ ー を 使う よう に し て くだ さい 。 X68000PRO| HD | を ご 使用 の 方 で 、 内 蔵 ハ ー ド デ 
ィ イス ク に シス テム 、 辞 書 デ ィ ス ク の 内 容 を 転送 し て シス テム 起動 し て いる 場合 は 、 内蔵 ハー ド デ ィ ス 
ク 内 に 日 本 語 FP の プロ グラ ム と 辞書 が 入っ て いま す の で 、 何 も 必要 あり ませ ん 。 

この 項 で は 、 日 本 語 FP の 起動 か ら 文字 の 入力 ・ 変 換 ま で の 操作 方 法 を 簡単 に 説明 し ます 。 


1.2.1 日 本 語 FP の 起動 


本 機 で は 、 日 本 語 FP の プロ グラ ム と 日 本 語 辞 書 を 起動 時 に 自動 的 に 使用 で きる よう に 設定 され て 
いま すか ら 、 こ れ で コン ピュ ー タ を 起動 すれ ば 、 あ と は 起動 の 操作 び け で 、 か な 漢字 変換 で きる よう 
に な り ま す 。 


※ 後 述 の 「 辞 書 学習 機能 」 を 「 デ ィ ス ク へ の 学習 」 モ ー ド に 設定 する 場合 は 、 使 用 する 辞書 ディ スク 
の ライ ト プ ロ テク トシ ー ル を は が し て 、 辞書 に 書き 込み が 行え る 状態 に し な けれ ば な り ま せん 。 た 
だ し 、 ハ ー ド ディ スク 内 に 辞書 が 入っ て いる 場合 は 、 そ の まま で 「 デ ィ ス ク へ の 学習 モー ド 」 に 設 
定 で きま す 。 
また 、 日 本 語文 字 が 入力 で きる の は 、 メ モ 帳 ウィ ンド ウ な と ど を 開い て 文字 入力 が 可能 に な っ て か ら 
で 


信 日 本 語 FP の 起動 方 法 
日 本 語 FP を 起動 する 方 法 は 簡単 で す 。 次 の よう に 起動 し て くだ さい 。 

① X68000PRO を ご 使用 の 方 は 、 バ ッ ク ア ッ プ ぉ る れ た シス テム ディ スク を も を フロッピー ディ スク ドラ イ 
ブ 0 (ドラ イプ A) に 、 バ ッ ク ア ッ プ され た 辞書 ディ スク を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 1 (ドラ イブ 

B) に 挿入 し て シス テム 起動 し て くだ さい 。 X68000PRO | HD | を ご 使用 の 方 で 、 内 蔵 ハ ー ド ディ ス 

ク に シス テム 、 辞 書 デ ィ ス ク の 内 容 を すでに 転送 し て いる 場合 は 、 た ん に 内 蔵 ハ ー ド ディ スク か ら 
シス テム 起動 し て くだ さい 。 

まず 、 デ スク トッ プ 画 面 が 表示 され た ら 、 メ モ 帳 の ウィ MP つづ いて 、 キ ー ボ ー ド の 

CTRL | キー を 押し な が ら 、| XF1 | キー を 押し て くだ さい 。 以 f の 操作 の こと を | CTRL | 二 

XF1 | と 表現 し ます (第 1 部 「6.1 キー ボー ド 」 を 参照 )。 

③ キ ー を 離す と 変換 プロ グラ ム が 動作 を 始め 、 画 面 は 次 の よう に な り ま す 。 こ れ が 日 本 語 の 入力 が で 
きる 状態 で す 。 この 状態 で は 、 キーボー ド の | 全角 | キー と | ひら が な | キー と 、 | ロー マ 字 | キー また 

は [| か な | キー の ラン プ が 点灯 し ます 。 
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1.2 操作 方 法 


再び 同じ 操作 (| CTRL | 十 | XF1 |) を する と 、 日 本 語 FP が 動作 を や め 、 元 の (日 本 語 FP が 起動 す 
る 前 の ) 画 面 に 戻り ます 。 


⑱ カ ー ソ ル 位 置 で の 変換 (エコ ー モ ー ド ) 

本 機 の 日 本 語 FP に は 、 文 字 の 入力 と 変換 を 行う た め に 、「 シ ステ ムラ イン モー ド 」 と 「 エ コー モ 
ー ド 」 の 2 つの モー ド が 用 意 る きれ て いま す 。 

シス テム を 起動 し て 日 本 語 FP を 動作 させ た と き 、 文 字 の 入力 と 変換 は 、 画 面 の 最 下 行 で 行う よう 
に 初期 設定 され て いま す 。 こ の モー ド を シス テム ライ ン モ ー ド と 呼び ます 。 

文字 の 入力 お よび 変換 は 、 カー ソル の 位置 で も 行う こと が で きま す 。 こ の 入力 変換 モー ド を エコ ュー 
モー ド と 呼び ます 。 (コマ ンド モー ド 時 の み 可 能 ) 

シス テム ライ ン モ ー ド と エコ ー モ ー ド の 切り 替え は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の |[ F6 | を 使い ます 。 

いずれ か の モー ド の と き に ファ ンク ショ ン キ ー の |[ F6 | を 押す と 、 も う 一 方 の モー ド に 切り 替え る 
こと が で きま す 。 以後 、| F6 | キー を 押す た びに 交互 に 切り 替わり ます 。 

2 つの モー ド を 区 別 する 表示 は 、 と くに あり ませ ん 。 た だ し 、 シ ステ ムラ イン モー ド の と き に 最 下 
行 に 表示 され る カー ソル が エエ コー モー ド で は 表示 る され な く 《 な る こと で 、 両 モー ド を 区 別 す る こと が で 
まま す 。 

な お 、 以 降 、 シ ステ ムラ イン モー ド て 説明 し ます 。 


1.2.2 入力 モー ド 


さき て 、 日 本 語 が 入力 で き る 状態 で は 、 画 面 の 最 下 行 に 次 の よう な 「 ガ イド ライ ン 」 が 表示 され ます 。 


| メ 学 一 括 
が イド ライ ン の うち ほとん ど は 、 キ ー ボ ー ド か ら 入 力 し た 文字 ( 未 変 換 の 文字 、 変換 中 で 未 定 の 文 


字 を 含む ) を 表示 し た り ぉ さまざま な 操作 を 行う 「 変 換 エ リア 」 で す 。 変換 エリ ア に 入力 で きる 文字 数 は 、 
デス クト ッ プ 画面 な ら 半 角 文 字 で 最大 58 文 字 ( 全 角 文 字 で は 29 文 字 ) ま で 、Human68k の コマ ンド モ 
ー ド の 画面 な ら 半 角 文 字 で 最大 78 文 字 ( 全 角 文 字 で は 39 文 字 ) ま で で す 。 
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| . 日 本 語 を 入力 する 一 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サー 


ガイ ドラ イン の 右 方 に は 、 辞 書 の 学習 機能 の モー ド 、 変 換 モ ー ド な どの 、 日 本 語 FP の 状態 が 表示 
きれ て いま す 。 


メ 学 一 括 


人 辞書 の 学習 機能 

辞書 の 学習 機能 ほし は 、 同 音 異義 語 群 の 中 で 最後 に 選択 され た 語 を 常に 辞書 の 同じ 読み の 語 の 先頭 に 
置く よう 、 候 補 の 順序 を 入れ 換え る 機能 で す 。 こ れ に よっ て 、 最 後に 選択 し た 語 が いつ も 変換 結果 の 
最初 に 表 わ れ 、 変 換 効率 が 上 が り ま す 。 

本 機 の 辞書 学習 機能 に は 、 メ モリ 内 で 学習 す る 「 メ モリ へ の 学習 」 モ ー ド と 、 辞 書 デ ィ ス ク に 学習 
結果 を 書き 込む 「 デ ィ ス ク へ の 学習 」 モー ド が あり ます 。 


・「 メ モリ へ の 学習 」 モ ー ド で は 、 メ モリ に 読み 込ん だ 辞書 に 対し て 学習 する だ け で 、 辞 書 デ ィ ス ク 
の 内 容 を 書き 換え ませ ん 。 し た が っ て 、 使 用 中 は 通常 の 学習 効果 を 上 げ て いき ます が 、 電 源 を 切る 
と 学習 効果 が な く な り 、 次 の 起動 時 に は 再び 辞書 ず ィ スク に 登録 され て いる 語順 に 戻っ て 変換 が 行 
われ ます 。 

・「 デ ィ ス ク へ の 学習 」 モ ー ド で は 、 そ の つど 辞書 ディ スク を 書き 換え な が ら 、 学 習 結 果 を 記憶 し ま 
す 。 し た が っ て 、 電 源 を 切っ て も 学習 効果 が な く な り ま せん 。 


辞書 の 学習 機能 は 便利 な 機能 で す が 、 他 の 人 の 辞書 ディ スク を 借り て 日 本 語 入 力 を する 場合 や 、 画 
面 を 見 ず に どん どん 入力 し た いよ うな 場合 な ど 、 辞 書 ず ィ ス ク 内 に 学習 結果 を 残さ き な い 方 が いい こと 
も あり ます 。 こ の よう な 場合 に は 、 辞 書 学習 機能 を 「 メ モリ へ の 学習 」 モ ー ド に 設定 し て くだ さい 。 

ガイ ドラ イン に は 、「 メ モリ へ の 学習 」 を 設定 し て いれ ば 「 メ 学 」 の 文字 が 表 わ れ 、「 デ イィ スク へ の 学 
習 」 を 設定 し て いれ ば 「 デ 学 」 の 文字 が 表示 きれ ます 。 日 本 語 FP を 起動 し た ば か り の と き は 「 メ 学 」 
に な っ て いま す 。[ F9 | キー を 押す た びに 、 学 習 機能 の 「 メ モリ へ の 学習 」/「 デ ィ ス ク へ の 学習 」 ヵ 
切り 替わり ます (後述 の 「1.2.4 環境 設定 キー」 を 参照 )。 


ダー 博 メ 学 一 括 


人 @ 変 換 モー ド 

「 一 括 変換 モー ド 」 と 「 次 自動 変換 モー ド 」 が あり ます 。 それぞれ 、「 一 括 」、「 逐 次 」 と 表示 され 
ます 。| F10 | キー を 押す た びに 、 変 換 モ ー ド が 切り替わり ます (後述 の 「1.2.4 環境 設定 キー」 を 参 
時 )。 

「 一 括 変換 モー ド 」 は 、 変 換 キ ー(| XEF3 |) を 押す こと に よっ て 、 か な 漢字 変換 開始 の タイ ミン グ を 
日 本 語 FP に 知ら せる モー ド で す 。 本 機 の 日 本 語 FP は 、 キ ー 入 力 中 か ら 日 本 語 辞 書 を 先 に 読ん で お 

〈「 辞 書 先 読み 機能 」 を 備 を て いま す の で 、| XF3 | (変換 ) キー が 押さ る れ て か ら の 時 間 を 短 縮 し て いま 
ず p 

これ に 対し て 「 人 逐次 自動 変換 モー ド 」 は 、 変 換 キ ー で 日 本 語 FP に 変換 開始 の タイ ミン グ を 知ら せ 
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な く て も 、 入 力 す る そば か ら 自 動 的 に 辞書 を 見 て 、 次 々 と か な 漢字 変換 を 行う モー ド で す 。 

「 一 括 変換 モー ド 」 で は 、 同 音 異義 語 を チェ ッ ク し な が ら 変 換 で きま す が 、 文 節 の 切れ 目 を 意識 し 
な が ら | XF3 | キー を 押 き る な けれ ば な り ま せん 。 これ に 対し て 「 人 逐次 自動 変換 モー ド 」 は 、 入 力 だ け に 
専念 で きる の が 長所 で す が 、 同 音 異義 語 な どの だ た め に うま く 変 換 き れ な か っ た 部 分 を 、 あ と で 再 変換 
し な けれ ば な り ま せん 。 

日 本 語 FP を 起動 し た ば か り の と き は 「 一 括 変換 モー ド 」 で す 。 


ヽ 


メ 学 遂 次 メ 学 一 括 
1.2.3 日 本 語文 字 の 入力 と 変換 


キー ボー ド の 状態 

キー ボー ド の 状態 に ょ っ て 、 入力 し た キー が どん な 文字 に な る か が 異な り ま す 。 な お 、 か な 漢字 変 
換 を する 場合 は 、| 全角 | キー と | ひら が な | キー と 、| ロー マ 字 | キー また は | か な | キー の ラン プ が つ 
いて いな けれ ば な り ま せん 。 


・ 全 角 プ 半角 
キー ボー ド の | 全角 | キー の 緑色 の ラン プ が つい て いる と き は 全角 文字 、 消 ん えて いる と き は 半角 文字 
が 入力 で きる 状態 で す 。 


・ ひ ら が な カタ カナ 

キー ボー ド の | ひら が な | キー の 緑色 の ラン プ が つい て いる と き は ひら が な 、 消 を えて いる と き は カタ 
カナ が 入力 で き る 状態 で す (た だ し 、| か な | キー また は | ロー マ 字 | キー の ラン プ が 点灯 し て いな けれ 
ば アル ファ ベッ ト が 入力 され ます )。| 全角 | キー の 状態 に よっ て は 、 カ タカ ナ が 全角 や 半角 に な っ て 入 
力 さ れ ま す 。 ひ ら が な は [ 全角 | キー と | か な | キー また は | ロー マ 字 | キー の ラン プ も つい て いな いと 入 
力 で きま せん 。 な お ぉ 、 本 機 の キー ボー ド の か な 配列 は 「JIS 配列 」 に 準拠 し て いま す ( 本 機 の OS で あ 
る Human68k の SWITCH コ マン ド を 使用 し て キー ボー ド を 50 音 順 の 配列 に 変更 する こと が で きま 
す 。 詳し く は 別冊 の 「Human68k ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 」 を ご 覧 くだ きい )。 


・ か な ノ / 英 数 字 

キー ボー ド の | か な | キー の 赤色 の ラン プ が つい て いる と き は か な 文字 、| ロー マ 字 | キー も 含め て ラ 
ンプ が 消 を た て いる と き は 英 数 字 が 入力 で きる 状態 で す 。 | 全角 | キー、 | ひら が な | キー、 | か な | キー の 
ラン プ が つい て いる と 全角 の ひら が な が 入力 され 、 こ の 中 で | ひら が な | キー の ラン プ の み 消 えて いる 
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と き は 、 全 角 の カタ カナ が 入力 され ます 。 な お 、 | か な | キー と | ロー マ 字 |] キー の 同時 使用 は で きま せ 
ん な 


・ ロ ー マ 字 入力 モー ド 

ロー マ 字 | キー の 赤色 の ラン プ が つい て いる と 、 キ ー ボ ー ド の 英文 字 を 利用 し て 、 ロ ー マ 字 綴り で 
入力 で きま す 。 [ か な | キー も 含め て | ロー マ 字 | キー の ラン プ が 消え て いる と き は 、 ふつ うに 英 数 字 が 
入力 で きま す 。 ロ ー マ 字 の 綴り と か な と の 対応 は 、 後 述 の 「1.4 ロー マ 字 か な 対応 表 」 を ご 覧 くだ 
る . い 。 


・ コ ー ド 入力 モー ド 

| コー ド 入 力 | キー の 赤色 の ラン プ が つい て いる と 、 漢 字 、 全 角 の ひら が な 、 全 角 の カタ カナ 、 全 角 
記号 な ど を 「 コ ー ド 」 で 入力 する こと が で きま す 。 読み の 難し い 第 二 水 準 漢 字 な ど 、 読 み で か な 漢字 
変換 する の が 困難 な 文字 を 入力 する 際 に 便利 で す 。 画面 に は 次 の よ うに 表示 され ます 。 


[JIS,SHIFT] CODE : 自 


0000-FFFF まで の 4 桁 の 16 進 数 で 表 さ きれ た 漢字 コー ド を 入力 する と 、 画 面 上 の カー ソル 位置 に 対 
応 す る 文字 が 現れ ます 。 も うぅ 一 度 [| コー ド 入力 | キー を 押し て ラン プ を 消す と 、 コ ー ド 入力 モー ド に す 
る 前 の モー ド に 戻り ます 。 こ こ で 使え を る 4 コード は 「JIS コー ド 」「 シ フト JIS コー ド 」「 区 点 コ ー ド 」 
の 3 種類 で す 。 | F7 | キー を 押す た びに 、 JIS( シ フト JIS を 合 む ) コー ド と 区 点 コ ー ド が 切り 替わり ま 
す 。 文 字 と コー ド と の 対応 は 、 付 録 「C. ユー ド 表 」 を ご 覧 くだ さい 。 


・ 記 号 入力 モー ド 

[記号 入力 | キー を 押す と 、 全 角 文 字 の 中 に 漢字 や か な と と も に 含ま れ て いる 、 各 種 の 記号 文字 を 入 
力 す る モー ド に な り ま す 。 記 号 文字 に 付け られ て いる 漢字 コー ド で も 入力 する こと が で きま す が 、 記 
号 を 入力 する だ け な ら この モー ド で 入力 し た ほう が 便利 で す 。 こ の モー ド に な っ て いる と き は 、 画 面 
に は 次 の よう に 表示 され ます 。 


ここ で は 、 上 下 左右 の カー ツル 移動 キー お よび リタ ー ン キー 以外 の キー 入力 は 無効 で す 。 左右 の カ 
ー ソ ツル 移動 キー を 押せ ば 、 反 転 表示 が 1 文字 分 ずつ 移動 し ます 。 上 下 の カ ー ソ ル 移 動 キ ー を 使う と 、 
デス クト ッ プ の 画面 で は 反転 表示 が 8 文字 ずつ 、 コ マン ドモ ー ド で は 9 文字 分 ずつ 移動 し ます 。 カ ー 
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ソル 移動 キー で 記号 を 探し 、 反 転 表 示さ れ て いる と き に リタ ー ン キー を 押せ ば 、 を の 文字 が 画面 上 の 
カー ソル 位置 に 現れ ます 。 も うぅ 一 度 | 記号 入力 | キー を 押す と 、 記号 入力 モー ド に する 前 の モー ド に 戻 
り ま す 。 

な お 、 入 力 で きる コー ド は シフ ト JIS コー ド で す 。 
※| か な | キー と | ロー マ 字 | キー と | ユー ド 入 力 | キー と | 記号 入力 | キー の 同時 使用 は で きま せん 。 


@ 文 字 の 入力 

キー ボー ド か ら 入 力 し た 文字 は 、 ガ イド ライ ン の 変換 エリ ア に 表示 る され て いき ます 。 こ こ に は 、 デ 
スク トッ プ 画 面 で は 半角 文字 で 最大 58 文 字 ( 全 角 文字 で は 29 文 字 )、Human68k の コマ ンド モー ド の 
画面 で は 半角 文字 で 最大 78 文 字 ( 全 角 文 字 で は 39 文 字 ) ま で 入力 で きま す 。 

入力 時 は 前 項 の 各 キ ー の 状態 を 確認 し て くだ さい 。 日 本 語 FP を 起動 し た ば か り の 状態 で は 、| 全角 | 
キー と | ひら が な | キー と 、| ロー マ 字 | キー まだ は | か な | キー の ラン プ が 点灯 し て いま す 。 と く 〈 に 日 本 
語 FP を 起動 し た まま で アル ファ ベッ ト を 入力 する 場合 は 、 あ ら か じ め | ロー マ 字 | キー また は | か な 民 
ー の ラン シング 消し も て お いで くだ さい 。 


① ま ず 、 変 換 し た い 日 本 語 の 読み を 入力 し ます 。 ロ ー マ 字 で 入力 し て も か な で 入力 し て も か まい ませ 
ん 。 入 力 中 に 辞書 の 入っ た ディ スク ドラ イブ の ドラ イブ アク セ ャ ス 表 示 用 ラン プ が 赤く 点灯 し 、 辞 書 
ファ イル を 読み 込ん で いる こと が わか り ま す 。 入力 し た 文字 は 、 変 換 エ リア に 入り ます 。 


に ほん ご FP を つか っ て 、 に ほん ご し ょ り を より か ん たん に 。 自 メ 学 一 括 


② 変 換 エ リア 内 で は 、 次 の キー で 文字 の 中 を 移動 で きま す 。 入力 誤 り は これ ら の キー て 修正 し て 《 だ 
Ao 

・| 一 | ( 圧 向 き カ ー ソ ル 移 動 キ ー)…… カ ー ソ ル を 1 文字 分 左 へ 動か し ます 。 

ー | ( 右 各 き カー ソル 移動 キー)……・ カ ー ソ ツル を 1 文字 分 右 へ 動か し ます 。 


BS | ………… カ ー ツ ル の 左 に ある 文字 を 1 文字 消し ます 。 カ ー ソ ツル 位置 を 含む カー ソル より 右 の 
文字 列 は 、 左 に 1 文字 分 計 め られ ます 。 
・LDEL |] ……… カ ー ソ ル 上 の 文字 を 1 文字 消し ます 。 カー ツル より も 右 に ある 文字 列 は 、 左 に 1 文 


字 分 詰め られ ます 。 
全 OMB | 入力 し た 文字 を 消 る きず に 、 カ ー ソ ル を 変換 エリ ア の 先頭 (左端 ) に 移動 し ます 。 


圏 ほ ん ご FP を つか っ て 、 に ほん ご し ょ り を より か ん た ん に 。 メ 学 一 括 
CLR | ……… 変 換 エ リア 内 に 入力 され て いる 文字 を すべ て 消去 し 、 カ ー ソ ル を エリ ア の 先頭 ( 諾 端 ) 
に 移動 し ます 。 
| メ 学 一 括 
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INS | ……… オ ー バ ー ラ イト インサート モー ド を 変更 し ます 。「 オ ー バ ー ラ イト モー ド 」 と は 、 
カー ソル 上 の 文字 を 書き 換え な が ら 入 力 し て いく モー ド 、「 イ ン サ ー ト モー ド 」 と は 、 
入力 し た 文字 が 現在 の カー ソル 位置 の 直前 に 挿入 きれ て いく モー ド で す 。 | INS | キ 
ー の 赤 ラ ング が 応 灯 し て いる と き が 「 イ ン ザ ー ト モー ド 」 で す 。 


※ 以 降 は 、 入 力 し た 読み を どん な 文字 に 変換 する か で 操作 方 法 が 異な り ま す 。 ま た 、 辞 書 の 単語 の 登 
録 状態 に よっ て も 変換 結果 が か わり ます 。 


〇 アル ファ ベッ ト を 入力 する 場合 


① あ ら か じ め | か な | キー、| ロー マ 字 | キー を 解除 し て (ラン プ を 消し て ) 入 力 し た 文字 は 、 変換 エリ ア 
内 で も アル ファ ベッ ト や 数 字 で 表示 る され て いま す 。 


SHARP X68000 邊 メ 学 一 指 


②LXF5 | キー また は リタ ー ン キー を 押す と 、 そ の まま 画面 の カー ソル 位置 に 移り ます 。 


SHARP X68000 自 


〇 ひら が な 、 カ タカ ナ に 変換 する 場合 


① い っ た ん 変換 作業 を 行わ ね ば な り ませ ん 。| XF3 | キー を 押し て くだ さい 。 
② 変 換 後 の 文 字 は 文節 に 分 か れ 、 第 一 文節 だ けが 反転 表示 され て いま す 。 こ れ を 「 未 確定 状態 」 と 呼 


び ま す 。 


較 畔 力も 商 単 に 出来 ます 。 メ 学 一 括 


文節 の 切れ 目 が 間違っ て いた り 、 同 音 暴 義 語 が 出 て き て し まっ た と き の 対 処 法 は 、 後 述 の 「 久 文節 
の 切れ 目 を 変え る に は 」 以 降 で 説明 し て いま す 。 
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| XEF4 | キー を 押す と 、 反 転 表 示さ れ て いる 第 一 文節 が ひら が な に 戻り 、 も う 一 度 | XF4 | キー を 押す 


と カタ カナ に な り ま す 。 以後 、| XF4 | キー を 押す た びに カタ カナ ーー ひらがな 、 ひ ら が な つっ カタ カナ 
の 変換 が 行わ れ ま す 。 


回 較 較 世 還 入 力も 前 単に 出来 ます 。 メ 学 一 括 


(④[XEF2 | キー を 押す と 次 の 文節 が 反転 表示 に な り ま す 。 


カタ カナ 還 議 所 氏 語 単に 出来 ます 。 メ 学 一 括 


ここ まで の 段階 な ら 、| ESC | キー を 押せ ば 反転 し て いる 文字 以降 が 入力 直後 の 状態 に 戻り ます 。 


カタ カナ 圏 め ゆう り ょ く も か ん た ん に で きま す 。 メ 学 一 括 


⑤| XF5 キー また は リタ ー ン キー を 押す と 、 変換 エリ ア 内 の 未 確 定 文字 が すべ て 確定 し 、 画面 内 の カ 
ー ソ ル 位 置 に 移動 し ます 。 


カラ カナ 力む 靖 単に 出来 ます 。 邊 


〇 近 次 自動 変換 モー ド で か な 漢字 変換 を する 場合 

① 特 別に 変換 操作 を し な く て も 、 読 み を 入力 する に 従っ て 、 自 動 的 に 辞書 を 読み な が ら か な 漢字 混 じ 
り の 文章 に 変換 し 、 そ の 結果 を 変換 エリ ア に 表示 し て いき ます 。 こ の と き の 変 換 結果 は いずれ も 未 
確定 状態 で す 。 


日 本 語 F F を 使っ て 、 日 本 語 処理 を 前 単に 。 邊 メ 学 用 次 
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| . 日 本 語 を 入力 する 一 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サー 


② を その まま で 確定 し て か まわ な けれ ば 、| XF5 | キー また は リタ ー ン キー を 近 し て 確定 し て くだ さい 。 
変換 結果 が 変換 エリ ア か ら 通 常 画面 内 に 移さ きれ ます 。 


日 本 語 F P を 使っ て 、 日 本 語 負 理 を 簡単 に 。 


ーー 


③ 文 節 の 切れ 目 が 間違っ て いた り 、 同 音 異 義 語 が 出 て き て し まっ だ た とき の 対処 示 は 、 後 述 の 「 倫 文節 
の 切れ 目 を 変え る に は 」 以 降 で 説明 し て いま す 。 


〇 一 括 変 換 モ ー ド で か な 漢字 変換 を する 場合 


① 変 換 キ ー で ある | XF3 | キー を 押す まで は 変換 作業 に 入り ませ ん 。 「 辞 書 先読み 機能 」 に よ り 、 入力 中 
か ら 辞 書 を 検索 し て 対応 する 文字 を 読み 出し て いま す 。 


に ほん ご FP を つか っ て 、 に ほん ご し ょ り を か ん た ん に 。 自 メ 学 一 括 


②| XF3 | キー を 押す と 、 日 本 語 FP が あら か じ め 読 み 出 し て お いた 変換 結果 を 表示 し ます 。 第 一 文節 
は 反転 表示 され て いま す 。 


性 芋 音 F F を 使っ て 、 日 本 語 処理 を 前 単に 。 メ 学 一 括 


③ 入 力 全 体 を を の まま 確定 し て か まわ な けれ ば 、| XF5 | キー まだ は リタ ー ン キー を 押し て 確定 し て 〈 
だ さい 。 変換 結果 が 変換 エリ ア か ら 通 常 画面 に 移さ 8 れ ま す 。 


148 


1.2 操作 方 法 


| 日 本 語 F F を 使っ て 、 日 本 語 処 理 を 簡 里 に 。 邊 


④ 文 節 の 切れ 日 が 間違っ て いた り 、 同 音 異義 語 が 出 て き て し まっ た と き の 対 処 法 は 、 後 述 の 「 食 文節 
の 切れ 目 を 変え る に は 」 以 降 で 説明 し て いま す 。 


念 文節 の 切れ 目 を 変え る に は 

以上 が 文字 入力 、 お よび 、 か な 漢字 変換 の 基本 で す が 、 場 合 に よっ て は 漢字 に し た くく ない 語 が 漢字 
に な っ た だ たり 、 別 の 同音 異義 語 に 誤っ て 変換 きれ た り 、 文 節 間 の 区 切り が 誤っ て いる こと が あり ます 。 
この まま 確定 する こと は で きま せん か ら 、 あ る 文節 と 隣 の 文節 と の 区 切り を 変更 する な ど し て 、 再 変 
換 す る 必要 が あり ます 。 

XF3 | キー て 変換 し た 直後 の 第 一 文節 は 、 変換 エリ ア 内 で 次 の よ うに 反転 表示 され て いま す 。 巡 次 
変換 の と き は 、 い っ た ん | XF3 | キー を 押す と 第 一 文節 が 反転 表示 きれ ます 。 こ こ で は 、 次 の よう に 文 
節 の 切れ 目 を 変え た て くだ さい 。 


「 テ レビ 画面 上 で 」 と 入力 する と ころ が 、 次 の よう に 表示 され た と き に は 、 以 下 の よ うな 操作 を 行い ます 。 


還 玩 汰 て メ 学 一 折 
*|ISHIRT HL XET […" 反転 表示 の 文節 を 、 読 み で 1 文字 分 短く し ます 。 
還 昌 キー * 学 一 


UI SHIFT | XF1 


| | 上 abe 
2 Eo 次 の 文節 を 反転 表示 の 文節 と し ます 。 
主 鞭 下 伏 で メ 学 一 括 
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| . 日 本 語 を 入力 する 一 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サー 


![ XF2 


テレ ビ 議 利 状 で メ 学 一 括 


ad 所 昌和 ye 前 の 文節 を 反転 表示 の 文節 と し ます 。 


テレ ビ 折田 メ 学 一 指 


yl EE1 


テレ ビ 負 利 状 で 


・|SHIFT H| XF2 |…… 反 転 表 示 の 文節 を 、 読 み で 1 文字 分 長く し ます 。 


テレ ビ 免 状 で メ 学 一 括 


< 一 


SHIFT HI| XF2 


テレ し ビ 議 還 ん 上 ー メ 学 一 括 


UI SHIFT 時 | XF2 


テレ ビ 較 剛 上 で メ 学 一 括 


@ 表 示 選 択 モ ー ド 

一 度 変換 キー を 押し た 結果 が 不満 足 だ っ た 場合 で も 、 ス ペー スキ ー ま た は | XF3 | キー を も うぅ 一 度 押 
す と 、 同 じ 読み の 次 候補 が (あれ ば ) 表 示さ れ ま す 。 そ れ で も 適当 な 漢字 に 変換 きれ な いと き は 、 三 回 
目 に スペ ー ス キー また は [ XF3 | キー を 押す と 、 ガ イド ライ ン 内 に 候補 が まとめ て (デスクトップ 画面 
で は 最大 8 候補 、 コマ ンド モー ド の 画面 で は 最大 9 候補 ) 表 示 る れ 、 を の 中 か ら 選 択 す る モー ド に 画面 
が 変わ り ま す 。 こ の モー ド を 「 表 示 選 択 モ ー ド 」 と 呼び ます 。 辞 書 の 学習 機能 の た め に 、 候 補 群 は 最 
も 新しく 使用 し た 語 を 先頭 に 順に 並ん で いま す 。 


た と えば 、「 き ょ うう ん を は ね か えす 」 と 入力 し 、 変 換 キ ー を 押す と 、 


主計 寺 を 氷 ね 豆 す メ 学 一 括 


と 表示 され ます 。 ス ペー スキ ー ま だ は | XF3 | キー を 押す と 、 


責 旭 を 競 お 足す * 学 一 括 
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1.2 操作 方 法 


と 表示 きれ ます 。 これ で も 日 的 の 候補 が 表示 きれ な いと き は 、 き さら に スペ ー ス キー また だ は | XF3 | キー 
を 押し ます 。 


残 44 1. 今 日 2. 京 3. 詩 4. 図 5. 履 6. 境 7. 強 メ 学 一 括 


表示 選択 モー ド で は 、 九 個 前 後 の 候補 が 一 群 と な っ て 並び 、 番 号 付 き で ガイ ドラ イン に 表示 され ま 
す ( も ちろ ん 、 を その 読み で 登録 され て いる 候補 が 少な けれ ば 、 表 示さ れる 候補 数 も 少な く な り ま す )。 
候補 群 の 前 に は 、 そ の 読み の 候補 数 が 「 残 O 〇 」 と し て 表示 され て いま す 。 

最初 の 候補 (番号 3 ) が 反転 表示 に な っ て いま す 。 カー ソル 移動 キー で この 反転 表示 を 動か し 、 望 み 
の 候補 が 反転 し た と ころ で | XF5 | キー、 リ ター ン キ ー の うち いずれ か の キー を 押す か 、 数 字 キ ー で 直 
接 候補 番号 を 指定 し て 、 選 択 ・ 確 定 し ます 。 こ れ に よっ て 表示 選択 モー ド か ら 抜 け 、 候 補 群 は 画面 か 
ら 消 を ます 。 選 択 ・ 確 定 し た 候補 は 変換 エリ ア に 入り 、 同 時 に 次 の 文節 が 反転 表示 に な り ま す 。 

表示 選択 モー ド で は 、 次 の よ う な キー を 使用 し ます 。 表示 選択 モー ド で も 、| XF1 | キー、 | XF2 | キ 
ー、|SHIFT |+| XF1 | キー、[ SHIFT |+ | XF2 | キー の 各 キ ー は 動作 し ます 。 


・| XF3 | キー、 ス ペー スキ ー、| 一 | (右向き カー ソル 移動 キー) 
HED 表示 選択 候補 群 内 で 、 次 候補 を 反転 表示 させ ます 。 


残 44 1 今日 2. 京 3. 調 4. 凶 5. 筐 6. 境 7. 強 メ 学 一 括 
| っ 
残 43 1. 今日 2. 京 3. 共 4. 圏 5. 典 6. 境 7. 強 メ 学 一 括 


・| 一 | (左向き カー ソル 移動 キー) 
cooa1 同じ く 《、 前 候補 を 反転 表示 きせ ます 。 


残 435 1. 今日 2. 京 3. 共 4. 較 5. 典 6. 境 7. 強 メ 学 一 括 
) | ー 

残 44 1. 今 日 2. 京 3. 調 4. 凶 5. 興 6. 境 7. 強 メ 学 一 括 
し | (下向き カー ソル 移動 キー) 


co3 現在 表示 る れ て いる 候補 群 に 代わ っ て 、 次 の 候補 群 が ( あ れ ば ) 表 示さ れ ま す 。 


残 44 1. 今 日 2 京 3. 詩 4. 凶 5. 興 6. 境 7. 強 メ 学 一 指 
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| . 日 本 語 を 入力 する 一 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サー 


残 39 1. 軒 . 仁 教 手 5. 御 5. 史 7 享 8. 医 メ 学 一 括 


・| 1 | (上 向き カー ソル 移動 キー) 
OR 同じ く 、 前 の 候補 群 が 表示 され ます 。 


残 39 1. 証 2. 供 3. 教 4. 手 5. 雇 65 画 ? 享 8 攻 メ 学 一 括 
![ 1 
残 46 1. 調 還 2. 京 3 共 4. 図 5. 負 6. 境 7. 強 メ 学 一 括 
の 現在 表示 る され て いる 候補 群 の 中 か ら 、 指 定 し た 番号 の 候補 を 選択 ・ 確 定 し ます 。 
残 44 1 今日 2. 京 3. 調 4. 図 5. 慌 6. 境 7. 強 メ 学 一 括 
![ 4 
区 員 紀 就 ね 返す メ 学 一 括 
ESC …… 表 示 選 択 モ ー ド を 抜け ます 。 
残 44 1. 今 日 2. 京 3. 詩 4. 図 5. 興 6. 境 7?. 強 メ 学 一 括 
し [ESC」 
圏 よ うう ん を は ね か えす メ 学 一 括 
信 そ の 他 の 変換 


変換 エリ ア 内 の 文字 に 対し て は 、 そ の 他 に も いろ いろ な 変換 を 施す こと が で きま す 。 


il 且 。9 1 妥 OO ひら が な カタ カナ に 変換 
いっ た ん [| XF3 | キー で 変換 し た あと の 未 確 定 文節 (反転 表示 ) を 、 ひ ら が な ノ カ タカ ナ に 変換 し ます 。 
まず 一 度 | XF4 | キー を 押す と 、 反転 し て いた 文節 が ひら が な に な り ま す 。 もう一度 押す と 、 カ タカ 
ナ に な り ま す 。 以降 | XF4 | キー を 押す た びに 、 カ タカ ナノ ひら が な が 切り 替わり ます 。 


回 訣 顧 較 人 れ て 下さ い 。 メ 学 一 括 
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XF4 


国 記 訣 計れ て 下さ い 。 


![XF4 | 


國語 譲 較 れれ て 下さ い 。 


!LXF4 | 


国 証 紀 計れ て 下さ い 。 


SH 


IFT | 十 | XF4 |…… 全角 半角 に 変換 


XF 


に こ コ 


一 記紀 凡人 れ て 下さ い 。 


SHIFT | 十 | XF4 


環 調和 ハ れ て 下さ い 。 


l| 


SHIFT | 十 | XF4 


必 還 主 還 敵 和 われ て 下さ い 。 


・ 郵 便 番 号 を 入力 し た 後 | XF3 |…… 郵便 番号 変換 
入力 され た 数 字 を 郵便 番号 と 見 て 、 対 応 する 地名 を 呼び 出し ます 。 本 機 の 日 本 語 辞書 に は 、 出 荷 時 
か ら 郵 便 番号 と 地名 が 登録 され て いま す 。 郵便 番号 を 入力 し て | XF3 


都 道 


56 


侍 県 名 な ど が 表示 され ます 。 


1 目 


XF3 


キー と 同様 の 操作 順序 で 、 全角 を 半角 に 、 


1.2 操作 方 法 


半角 を 全角 に 変換 し ます 。 


キー を 数 回 押す と 、 対応 する 


メ 学 一 括 


. 日 本 語 を 入力 する 一 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サー 


・[ESC |…… 未 変換 状態 に 戻る 
変換 エリ ア 内 の 文字 を 未 変換 状態 に 戻し 、 文 字 入力 モー ド に し ます 。 反 転 表 示 の 文節 も な く な り ま 


お 

請 天 な り メ 学 一 指 
! 

メ 学 一 指 


園 ん じつは せい て ん な り 


1.2.4 環境 設定 キー 

日 本 語 FP を 使用 する う え で 欠か せな い の が 、 この 環境 設定 で す 。 辞書 が 入っ た ドラ イブ (おぉ よび 辞 
書 ファ イル ) を 指定 ・ 変 更 し た り 、 辞 書 の 学習 機能 を メモ リノ デ ィ ス ク に 設定 し た り 、 変 換 方 式 を 切り 
換え た り 、 よ く 使 う 語 を 日 本 語 辞書 に 登録 し た り し ます 。 

順に ひと つ ず つ 説 明 し ます 。 
@ 辞 書 ド ライ ブフ 設定 

辞書 ドラ イブ と は 、 日 本 語 辞書 が 入っ た ドラ イブ の こ と で す 。 デ ィ ス ク の 容量 と 日 本 語 辞 書 の 大 き 
さと の 兼ね 合い な どの 関係 で 辞書 ドラ イブ を 変更 し た い 場 合 は 、 次 の よう に し て くだ きい 。 
①[F8 | キー を 押す と 、 ガイ ドラ イン 内 に 次 の よう に 表示 きれ ます 。 も ぅ 一 度 押す と サブ 辞書 が 表示 さ 

れ ま す 。 こ こ で 表示 る れ て いる の は 、 現 在 使用 中 の 日 本 語 辞書 の ば ドラ イブ 名 お よび ファ イル 名 の 例 


て す 。 


加計 前 語 誠 料 前 68K_M.DIC 


邊 68K_S.DIC 


② ド ライ ブ 名 の 先頭 で カー ソル が 反転 し て いま す 。 この まま で よけれ ば 、 リ ター ン キ ー か ^[ ESC | キー 
を 押し て くだ さい 。 辞書 ド ライ ブ 設 定 モ ー ド を 抜け ます 。 変更 し た けれ ば 、 変 更 先 の ドラ イブ 番号 
お よび 辞書 ファ イル 名 を キー ボー ド か ら 入 力 し て くだ さい 。 実 際 に つなが っ て いな い ド ライ ブ (辞書 ) 
を 指定 する と エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 る れ ま す の で 、 リ ター ン キ ー を 押す か 再び 指定 し て くだ きい 。 


B:USERDICT.DIC 邊 


③ 適 当 な ドラ イブ 名 (辞書 ファ イル 名 ) を 入力 し リタ ー ン キー を 押す と 、 が ガイ ドラ イン は 通常 の 状態 に 
戻り ます 。 以 降 、 日 本 語 FP は 指定 し た ドラ イブ の 日 本 語 辞書 を 使っ て か な 漢字 変換 を 行い ます 。 
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1.2 操作 方 法 


@ 学 習 機 能 

同音 異義 語 の う ち 、 最 後に 選択 され た 語 を 常に 候補 群 の 先頭 (表示 選択 モー ド の 候補 番号 1 ) に も っ 
て くる よう 、 辞書 に 学習 させ る 機能 を 「 学 習 機能 」 と 呼び ます 。 

本 機 で は 、 メ モリ に 読み 込ん だ 辞書 上 で 学習 を 行う 「 メ モリ へ の 学習 」 モ ー ド と 、 日 本 語 辞 書 を 書 
き 換え て 学習 結果 を 直接 記録 する 「 デ ィ ス ク へ の 学習 」 モ ー ド が あり ます 。 

| F9 | キー を 押す と 、 ガ イド ライ ン の 右 下 に 「 メ 学 」「 デ 学 」 と いう 表示 が 交互 に 表れ ます 。 

日 本 語 FP で は 、 あ ら か じ め 学 習 機能 を 「 メ 学 」( メ モリ へ の 学習 ) に 設定 し て いま す 。 


※ 辞 書 学習 機能 を 「 デ 学 」 モ ー ド に 設定 する と き は 、 必 ず お 使い の 辞書 ず ィ スク の ライ ト プ ロ テク ト 
シー ル を は が し て 、 辞 書 デ ィ ス ク を 書き 込み 可能 に し て お いて 〈《 く だ さい 。 だ た だ し 、 ハ ー ド ディ スク 
内 に 辞書 が 入っ て いる 場合 は 、 そ の まま で 「 デ 学 」 モ ー ド に 設定 で きま す 。 


@@ 変 換 方 式 の 切り 換え 

本 機 の 日 本 語 FP の 変換 方 式 に は 、| XF3 | キー を 押さ な く て も 入力 と と も に 自動 的 に 変換 を 行う 「 逐 
決 自動 変換 モー ド 」 と 、| XF3 | キー を 押し て 初め て 変換 が 始ま る 「 一 括 変換 モー ド 」 と が あり ます 。 
| F10 | キー を 押す た びに 、 ガ イド ライ ン 右 に 「 逐 次 」、「 一 括 」 が 交互 に 表示 る れ ま す 。 日 本 語 FP で 
は 、 あ ら か じ め 変 換 モ ー ド を 「 一 括 」 (一括 変換 モー ド ) に 設定 し て いま す 。 


@ 辞 書 へ の 単語 登録 

本 機 の 日 本 語 辞 書 に は 、 あ ら か じ め 約 6 万 語 の 語句 が 収め られ て いま す 。 こ れ ら の 語句 と は 別に 、 
よく 使用 し な が ら 日 本 語 辞書 に 登録 さて て いな い 語 (| XF3 | キー を 押し て も 変換 きれ な い 語 ) を 、 ユ ー 
ザー が 独自 に 辞書 に 登録 で きま す 。 こ れ を 繰り 返し て 、 個 々 の ユー ザー は 自分 専用 の 辞書 を 構築 し て 
ゆく こと が で きま す 。 

辞書 に 単語 を 登録 する に は 、| XF3 | キー を 押し て も 変換 で き な か っ た 読み が まだ 変換 エリ ア 内 に 表 
示さ れ て いる うち に 、| ESC | キー を 押し て 入力 モー ド に 戻し た 後 | 登録 | キー を 押し て くだ さい 。 た だ 
ち に 登録 モー ド に 入り ます 。 

た だ し 、 読 み と し て 使用 で きる 文字 は 全角 文字 で す 。 単 語 と し て 使用 で きる 文字 は 全角 文字 だ け で 
す 。 

以降 で は 、「 五 百 旗 部 」 とい う 名 前 が 変換 で き な か っ た と 仮定 し て 説明 し ます 。 操 作 は ロー マ 字 入力 
モー ド の も の で す が 、 それ 以外 の 入力 モー ド で も 大 筋 は 同じ で す 。 次 の 手順 に 従っ て くだ さい 。 


圏 お き べ くん は や すみ まし た メ 学 一 括 


① 登 録 し よう と する 語 (の 読み ) が まだ 変換 エリ ア 内 に ある こと を 確認 の 上 、| 登録 | キー を 押し て 〈《 だ 
きる い 。 ガ イド ライ ン 右 の 表示 が 「 始 点 」 と な り ま す 。 


醒 匿 軒 圏 お き べ くん は や すみ まし た 始点 
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| . 日 本 語 を 入力 する 一 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サー 


カー ソル 移動 キー で 変換 エリ ア 内 の カー ソル を 動か し いい お き べ "(変換 で き な か っ た 語 ) の 先頭 で い ") 
に 持っ て き て リタ ー ン キー を 押し て くだ きい 。 その 文字 が 反転 表示 に な り 、 ガ イド ライ ン 右 の 表示 
が 「 終 点 」 と 変わ り ま す 。 

⑧ 次 に カー ソル 移動 キー を 使っ て 、 登 録 し た い 語 の 最後 の 文字 ( べ で”) ま て 反転 表示 を 広げ 、 リ ター ン 
キー を 押し て くだ さい 。「 始 点 」 と 「 終 点 」 で 指定 し た 男 囲 の 文字 が 「 読 み 」 と し て 変換 エリ ア 内 に 
表示 され 、 その 右 に 単語 王 ” と 表示 され ます 。 


本村 庫 読み ー い お き べ 旦 語 上 8 


④ 単語 =′ の 和 有 に は カー ソル が 出 て いま すか ら 、 指 定 し た 読み で 登録 し よう と する 単語 や 、 こ こ に 
漢字 で 入力 し ます 。“ い お き べ で "の まま で は 漢字 に 変換 きれ な いこ と が わか っ て いま すか ら 、 こ こ で 
は 、「 五 」「 百 」「 旗 」「 部 」 を 一 文字 ずつ 、 そ れ ぞ れ 「 ご 」「 ひ ゃ く 」 な どの 読み で 辞書 か ら 抜き 出し 
まず 。 

⑤[G 0] 入力 し て くだ さい 。 


計 


⑥| XF3 | キー を 押し て 変換 し て くだ きい 。「 五 」 に 変換 きれ な か っ だ た だら 、 も う 一 度 | XF3 | キー を 押し 
た り 表 示 選 択 モ ー ド に し だ り し て 、「 措 」 に し て 《 だ さい 。 


読み つい お き べ 単語 = 還 語 


⑦ 同 様 に [| H ][ Y]LAILK |[U |] など と 入力 し て 単語 王 五 ′ の 右 に 「 百 」 を 表示 きせ て くだ さい 。 
その後 「 旗 」「 部 」 な ども 同様 に 表示 きせ て くだ さい 。 


読み = い お き べ 単語 = 石和 語 


⑧ 登 録 し よう と する パ 単語 =′” が 正しい 漢字 に 変換 きれ た こと を 確認 し て 、 リ ター ン キ ー を 押し て く 
さい 。 


読み = い お き べ 単語 = 五 百 放 部 叶 単語 
⑨ 靖 録 し た 単語 の 品詞 情報 を 指定 し ます 。 画 面 に は 次 の よう に 表示 され ます 。 
陸生 軒 品 語 情報 = 還 計 時 単語 
上 下 左右 の カー ソル 移動 キー で 反転 表示 を 変え 、 希 望 の 選択 肢 が 表示 され た と ころ で リタ ー ン キー 
を 押し て くだ さい 。 
⑩ 登 録 が 済む と 、 登 録 終 了 を 示す メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 何 か キー を 押し て くだ きい 。 入 力 
モー ド に 戻り ます 。 
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1.2 操作 方 法 


⑪ も うぅ 一 度 | XF3 | キー を 押せ ば 、 正 し く 「 五 百 旗 部 」 と 変換 きれ ます 。 


古 日 呈 所 は (2 まま 時 メ 学 一 括 


※ 誤 っ て | 登録 | キー を 押し て 単語 登録 モー ド に 入っ て し まっ た だ ら 、| ESC | キー を 押せ ば いつ で も 抜 
ける こと が で きま す 。 
※ 動 詞 、 形 容 詞 、 形 容 動 詞 は 、「 読 み 」「 単 語 」 と も に 語幹 の み を 入力 し て くだ さい 。 


@ キ ー 割 り 付 け の 変更 

本 機 で は 、 日 本 語 FP が も っ て いる 個々 の 機能 に 、 ユ ー ザ ー が 独自 に キー を 割り 付け る こと が で き 
ます 。 

キー の 割り 付け を 行う に は 、「 環 境 フ ァイル 」 を 使用 し ます 。「 環 境 フ ァイル 」 は 標準 テキ スト ファ 
イル で 、 キー 割り 付け を 設定 し て CONFIG.SYS ファ イル に 登録 する こと で 、 キ ー の 割り 付け が 行 
われ ます 。 


手順 は 次 の 通り で す 。 


① ス クリ ー ン エディ タ ED を 使っ て 、 た と を ば ASK フォ ル ダ ー 内 に TEST.ASK と いう ファ イル 名 で 
「 環 境 フ ァイル 」 を 作成 し ます 。 

② 同 様 に ED で 、CONEIG.SYS ファ イル に 「 環 境 フ ァイル 」( こ こ で は ASK フォ ル ダ ー 内 に TEST. 
ASK) を 登録 し ます 。 

③ 本 機 を リセ モット し て 、 再 起動 させ ます 。 


以上 の 操作 で キー 割り 付け が 完了 し て 、 日 本 語 FP を 起動 し た と き に 各 機能 に 割り 付け た キー が 有効 
に な り ま す ( ス クリ ー ン エディ タ ED や CONFIG.SYS に つい て は 、『Human68k ユー ザー ズ マ ニュ 
アル 』 を 参照 し て くだ さい )。 


・CONFIG.SYS フ ァイル に 「 環 境 フ ァイル 」 を 登録 する 方 法 は 次 の と ぉ な り で す 。 


DEVICE= テ \SYS\ASK68K.SYS B:\X68K-M.DIC B:\X68K_S.DIC \ASK\TEST.ASK 
(環境 ファ イル ) 


メイ ン 辞 書 、 サ ブ 辞 書 を 指定 し た あと に 、 キ ー 割 り 付 け を 設定 し た 「 環 境 フ ァイル 」 を 指定 し ます 。 
標準 (な 買い 上 げ 時 ) で は 、ASK フォ ル ダ ー 内 の ENV1.ASK が 指定 され て いま す 。「 環 境 フ ァ イ 
ル 」 の 指定 を 省略 し た 場合 は 、ENV1.ASK で 設定 され て いる キー 割り 付け に な り ま す 。 

まだ 、 シ ステ ム デ ィ ス ク の ASK フォ ル ダ ー 内 に は 、 い くつ か の 「 環 境 フ ァイル 」 の サン プル が お 
さめ ら れ て いま す の で 、 キ ー 割 り 付 け の 参考 に し て くだ さい 。 


| . 日 本 語 を 入力 する 一 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サー 
・「 環 境 フ ァイル 」 は 次 の よう な 形式 で 入力 し ます 。 
日 本 語 FP の 機能 三 割り 付け キー 


キー 割り 付け を 行い た い 機 能 に つい て 、 1 行 ず つ 入力 し ます 。 た と えば 、 


か な 漢字 変換 を 起動 する キー を | CTRL | 十 | XF3 | に 割り 付け る 
か な 漢字 変換 を 終了 する キー を | CTRL | 十 | XEF3 | に 割り 付け る 
変換 を 開始 する キー を スペ ー ス に する 


設定 を 行い た い 場 合 、「 環 境 フ ァイル 」 の 内 容 は 次 の よう に な り ま す 。 


BEGIN=CTRL 十 XF 3 
END=CTRL 十 XF 3 
XFER = ニ SP 


BEGIN,CTRL, END.… な どの 表記 は 、「 キ ー 変 更 可能 な 機能 一 覧 と を の 表記 法 」、 お よび 「 割 9 
付け 可能 キー 一 覧 と を の 表記 法 」 を 参照 し て くだ さい 。 


・「 環 境 フ ァイル 」 で キー 割り 付け を 指定 し な か っ た 機能 は 、「 キ ー 変 更 可 能 な 機能 一 覧 と その 表記 
法 」 の 初期 値 の キー 割り 付け が 有効 に なり ます 。 ま た 、 キ ー 割 り 付 け を 指定 し た 機能 に つい て は 、 
割り 付け られ て いた 元 の キー で 、 を の 機能 を 実行 する こと が で き な く な り ま す 。 
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1.2 操作 方 法 


@ キ ー 変 更 可能 な 機能 一 覧 と その 表記 法 


機能 表記 法 初期 値 (ENV1.ASK の 設定 ) 

か が な 漢字 変換 を 起動 す る BEGIN BEGIN =CTRL 士 XF1 
か が な 漢字 変換 を 終了 する END END=CTRL+ XF1 
変換 を 開始 する XFER XFER=XF3 
全文 節 を 確定 する ENTER ENTER=XF5 
遂 次 変換 ・- - 括 変換 を 切替 TYPE TYPE=F10 

朗 字 削除 する DEL DEL=DEL 
カー ソル を 格 に 移動 する RIGHT RIGHT=RIGHT 
カー ソル を 左 に 移動 する LEFT LEFT=LEFT 
カー ソル を 訂 端 に 移動 する HOME HOME=HOME 

行 削除 する CLR CLR =CLR 
コー ド 体 系 を 変更 する CODE CODE=F7 
学 責 モー ド を 変更 する LEARN LEARN=F9 
辞書 を 変更 する DIC DIC=F8 
ひら が な カタ カナ 変換 HIRAKATA HIRAKATA=XF4 
全角 半角 変換 ZENHAN ZENHAN=SHIFT 十 XF4 
次 侯 補 選択 1 NEXTKOUHO1 NEXTKOUHO1=RIGHT 
次 候補 選択 2 NEXTKOUHO2 NEXTKOUHO2=XF3 
次 候補 選択 3 NEXTKOUHO3 NEXTKOUHO3=SP 
前 候補 選択 1 BACKKOUHO1 BACKKOUHO1=LEEFT 
前 候補 選択 2 BACKKOUHO2 BACKKOUHO2=SHIFT 士 XF3 
前 候補 選択 3 BACKKOUHO3 BACKKOUHO3=NULL 
次 選択 群 NEXTBLOCK NEXTBLOCK=DOWN 
前 選択 群 BACKBLOCK BACKBLOCK=UP 
文節 を 短く 《 す る SHORTER SHORTER =SHIFT 二 XF1 
婦 節 を 長く する LONGER LONGER =SHIFT 士 XF2 
次 女 節 へ NEXTBUN NEXTBUN=XF2 
前 信 節 へ BACKBUN BACKBUN=XF1 
エコ ー ン プシ ステ ムラ イン の 切替 ECHO ECHO=F6 
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| . 日 本 語 を 入力 する 一 日 本 語 フロ ント プロ セッ サー 


《 シ ステ ム 超 動 時 の モー ド 設 定 


〉 


機能 


表記 法 


初期 値 (ENV1.ASK) 


コー メジ ステ デム ライ シン モー ド 
ロー マ 字 / カ か な 入力 
全角 / 半 角 入 力 

ひら が な / カ タカ ナ 人 入力 
挿入 / 上 書き モー ド 

一 括 / 腔 次 変換 

メモ リ / デ ィ ス ク 学 習 

確定 必要 な し / あ り 


DEFECHO=1 /DEFECHO=0 
DEFROME=1/DEFROME=0 
DEFZEN =1 /DEFZEN =0 
DEFHIRA=1 /DEFHIRA=0 
DEFINS=1 /DEFINS=0 
DEFEALL=1 /DEFALL=0 


DEFMEM =1 /DEFMEM=0 
DEFCONT テ 1/DEFCONT= テ 0 


DEFECHO= テ 0 > ステ ムラ イン ) 
DEFROME=1 (ロー で 字 ) 


DEFZEN=1 (全角 ) 
DEFHIRA=] (ひら が な ) 
DEFINS=0 (上 書き ) 
DEFALL=1 (ーー 抽 ) 


DEFMEM=1 (メモ リ ) 
DEFCONT テ 0 (必要 あり ) 


@ 沼 | り 付 け 可 能 キー 一 覧 と その 表記 法 


割り 付け 可能 キー 環境 ファ イル 上 で の 表記 法 
スペ ー ス キー SP 
ホー ムキ ー HOME 
ーー トド ギー DEL 
ロー ル ア ッ ププ キー ROLLUP 
ロー ル ダ ウ ン キ ー ROLLDOWN 
左 矢印 キー LEFT 
右 矢印 キー RIGHT 
上 矢印 キー UP 
下 矢印 キー DOWN 
クリ アキ ー CLR 
RE XR = 区 5 
ジア シク ジョ ン キ ー F1 一 FE10 
シフ ト 十 XF キー SHIFT 十 XF1 一 SHIFT 十 XF5 
ドキ ジア タグ 必 旨 シン キー SHIFT 二 E1 一 SHIFT 十 FE10 
コン トロ ー ル + XF キー CTRL 寺 XF1 一 CTRL 十 XR5 
コン トロ ー ル 二 ジ アァ アンク ジョン キー CTREL ギ 1 一 CUREL キ 10 
コントロール キア ルフ ァ ベ ッ ト キ ー CTRL+A 一 CTRL+Z (CTRL+M を 除く ) 
割り 付け な い | NULL 


※ BS キー は CTRL 十 H、TAB キー は CTRL+I と し て 割り 付け 可能 で す 。 
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1.3 キー 操作 一 覧 


念 り 付け 不可 能 な キー 一 覧 
ESC INS UNDO CR ENTER 記 号 登録 HELP が か な 
ロー マ 字 コード CAPS 全角 BREAK COPY OPT.1 OPT.2 ひら 6 が な 


信 ' 環 境 フ ァイル 」 に 記述 の 誤り が あっ た 場合 
「 環 境 フ ァイル 」 の 内 容 に 誤り が ある と き は 、 シ ステ ム 起 動 寺 に エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 きれ ます 。 


(1) 環境 ファ イル (ファ イル 名 XXXXXX) が 見 つか ら な いと き 
環境 ファ イル XXXXXX が オー プン で きま せん 

(2) 環境 ファ イル の 表記 (AAAA==BBBB) が まち が っ て いる と き 
環境 ファ イル XXXXXX の 以下 の 部 分 に 誤り が あり ます 
AAAA=BBBB 

(3) 環境 ファ イル の キー 割り 付け に 矛盾 が ある と き 
環境 ファ イル XXXXXX に 誤り が あり ます 
AAAA と aaaa に 同じ キー を 割 り 付け る こと は で きま せん 


・「 環 境 フ ァイル 」 が 誤り と な る の は 次 の 場合 で す 。 


(1) 機能 や キー の 指定 文字 列 に 誤り が ある 
(2) 同時 に 選択 で きる よう な 複数 の 機能 に 同じ キー を 割り 付け た 


ひと つの 機能 に 複数 の キー を 割り 付け た 場合 に は 、 最 後に 設定 し た キー が 有効 に な り 、 誤 り と は な 
り ま せん 。 


・「 環 境 フ ァイル 」 に 誤り が あっ た 場合 、 日 本 語 FP の キー 割り 付け は 初期 値 の まま で 、 変 更 さ きれ ませ 
ん 。 


1.3 キー 操作 一 覧 


※ 本 機 に 同 梱 の 日 本 語 処理 用 ラベ ル は 、 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ や 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ を 使用 
する と き に 、 キ ー ボ ー ド の | XF | キー の 下 の 港 に 入れ て 使用 し て くだ きい 。 また 、 キ ー 割 り 付け を 変 
更 し た 場合 は 、 何 も 書い て いな い ラ ベル を ご 使用 くだ きい 。 

次 に 、 標 準 の 環境 ファ イル (ENV1.ASK) で 割り 付け られ る キー 操作 を 説明 し ます 。 
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| . 日 本 語 を 入力 する 一 日 本 語 フ ロン ト プロ セッ サー 


信 変 換 操作 

XE3 か な 漢字 変換 も する 。 もう一度 押す と 次 候補 を 表示 す る 。 三 度 
目 に 押し た と き 表 示 選 択 モ ー ド に 入る 。 

XF4 ひら が な カタ カナ 変換 を する 。 

SHIFT | 士 | XF4 全角 半角 変換 を す る ( 英 数 字 、 ひ ら が な 、 カ タカ ナ )。 

XF5 | まだ は リタ ー ン キー 変換 エリ ア に ある 全文 を 確定 する 。 

スペ ー ス キー か な 漢字 変換 後 、 次 候補 を 表示 する 。 

ESC 変換 結果 を キャ ン セ ル し て 、 文 字 入 力 に 戻る 。 

念 文節 の 操作 

XF1 前 の 文節 を 、 反 転 表 示さ せる 。 

XF2 次 の 文節 を 、 反 転 表 示さ せる 。 

SHIFT |+| XEF1 | いま 反転 表示 に な っ て いる 文節 を 、 読 み 一 文字 分 短く する 

SHIFT | 十 | XF2 いま 反転 表示 に な っ て いる 文節 を 、 読 み 一 文字 分 長く する 。 


念 表示 選択 モー ド で の 操作 


XF3 |、 ス ペー ス ま た は [| _ | 表示 選択 モー ド で 、 次 の 語 を 反転 表示 する 。 


[| 表示 選択 モー ド で 、 前 の 語 を 反転 表示 す る 。 
屋 較 表示 選択 モー ド で 、 次 の 候補 群 を 表示 する 。 
に 表示 選択 モー ド で 、 前 の 候補 群 を 表示 する 。 
XE5 | また は リ ター ン キ ー 表示 選択 モー ド で 、 い ま 反 転 表 示し て いる 候補 を 持っ て 変換 操 
作 に 戻る 。 
数 字 キー 表示 選択 モー ド で 、 指 定 し た 番号 の 候補 を 持っ て 変換 操作 に 戻 
名 
ESC 表示 選択 モー ド を 抜け る 。 
@ 環 境 設定 キー 
登録 日 本 語 辞書 に 単語 を 登録 する 。 
[F7 」 コード 入力 モー ド て 使用 する コー ド 体 系 を 切り 替え る (JIS・ シ 
フト JIS ーー 区 点 )。 
|F8 | 辞書 ドラ イブ を 設定 する 。 
| E9 | 辞書 の 学習 機能 を 保存 する か し な いか (ディ スク に 学習 する か メ 
モリ に 学習 する か ) を 設定 する 。 
F10 変換 モー ド を 切り 替え る 。 変 換 モ ー ド に は 、「 人 次 自動 変換 」、「 一 


括 変換 」 が ある 。 
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1.4 ロー マ 字 か な 対応 表 


信和 句読点 な ど 

際 eds 読点 (、) rr ……… 夫 め カ ギ カ ッ コ (「) 
時 … 人 句点 (。) ja | ……… 終 わり カギ カッ コ (」) 
【 記 | 

【@] …… 中 黒 (・) 


1.4 ロー マ 字 〆 か な 対応 表 


あ う 光 お 

A 9 U, WU E O 

か * け S 

KA.CA KI KU, CU KE KO. CO 

き し 9 

SA SS 星人 SU SE, CE SO 

が つ 紀 

TA 仙 GRI HMS TE TO 

な に ぬ ね の 

NA NI NU NE NO 

は (9 シミ は ほ 

HA HI HU, FU HE HO 

ま む め 

MA MI MU ME MO 
0) 

YA 六 U 960) 

し 和 れ 

RA.LA RI, LI RU, LU RE, LE RO, LO 

わ を 

WA WO 

あ い う お 

shift 上 A shift 十 I shift 二 U Shift 十 E shift 十 0 

や ゆ ゅ よ 

shift 上 YA shift 上 YU shift 二 YO 
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| . 日 本 語 を 入力 する 一 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サー 


ー (長音 ) 
三 ' 人 < ササ 欠 ) キ ギー 
KG げ ら 
GA GI GU GE GO 
ず ゼ ぜ 
ZA 久 剛 用 ZU ZE ZO 
た ぢ ブ と 
DA DI DU DE DO 
ば ぶ CN ぼ ば 
BA BI BU BE BO 
ば び . ぶ べ ペ を 3 
PA PI PU PE PO 
いえ ぇ 
YE 
うぃ ウ うえ 
WI WE 
や に め ゆ きえ きよ 
KYA 氏 YI KYU KYE KYO 
く 〈 く ぃ 《 ル 
KWA KWI KWE KWO 
や い ゆ あ 6 
SYA, SHA S\【 こも 伸 上陸 Sgl 朋 SYE, SHE SYO, SHO 
2 い ゆ 大 当 
TWA。CYAJCHA TYLCYI TXUCYUO CU TXYERIGYE GRNB TYO CYO, CH 
の つつ M つ ぇ つ 
TSA | 1 TSO 
や て い ぃ ゆ て ょ 
THA THI HU THE THO 
に や こい に ゅ ゆ に に よ 
NYA N YI NYU NYE NYO 
ひ ゃ ひぃ ひ ゅ ひ ぇ CK よ 
HYA HYI HYU HYE HYO 
ふ あ ふえ へ お 
A FI FYI FE, FYE FO 
の で) ふゆ ふ よ 
FYA FYU FYO 
N み ゅ @ みえ ぇ 9 
MYA MYI MYU MYE MYO 
りゃ り ぃ り ゅ 友 り ょ 
RYA.LYA RYI, LYI 民 W) YU RYE, LYE RYO, LYO 


164 


1.4 ロー マ 字 か な 対応 表 


U ぎゅ ぎ 
GYA GYI GYU GYE GYO 
ぐ で わ ぐい (1 
GWA GWI GWE GWO 
や EK じゅ 8 9 二 3 
2YAJJYAJTA  ZYETYTI 2 の ULJYU ZYE, JYE, JE 2A49 呈 人 9 肌 【@) 
し ぢ ゅ 2 ぶよ 
DYA DYI DYU DYE DYO 
AU で ゅ で ぇ よ 
DHA DHI DHU DHE DHO 
び ゃ びぃ びゅ ※ よ 
BYA BYI BYU BYE BYO 
び ゃ びぃ ゆ 83 
PYA EN PYU RW PYO 
芝 誠 ウィ ヴ 玉 エ ヴォ 
VA VI VU VE VO 
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2 テレ ビ コ ン トロ ー ル 、 
スー パー イン ポー ズ 


2.1 専用 カラ ーー ディスプレイ テレ ビ コ ン トロ ー ル 


専用 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ ン レビ CZ-602D、CZ-612D を お 使い の 方 は 、 本 機 の キー ボー ド 上 か ら 直 接 
テレ ビ の チャ ン ネ ル や 音量 を コン トロ ー ル する こと が で きま す 。 こ れ が 「 テ レビ コン トロ ー ル 機能 」 
で す 。 テ レビ コン トロ ー ル 機能 は 、 本 体 前 面 の 電源 スイ ッ チ が 入っ て いな 〈 く て も 、 電 源 プ ラグ が コン 
セン ト に 差し 込ま れ て いれ ば 、 使 用 する こと が で きま す ([ OPT.2 | キー を 除く )。 

テレ ビ コ ン トロ ー ル は 、 テ ン キ ー (数 値 入 キ ー) お よび カー ソル 移動 キー を 、 それ ぞ れ | SHIFT | キ 
ー (本 体 前 面 の 電源 スイ ッ チ が \ 入 ” (ON) の と き は | OPT.2 | キー も ) と 組み 合せ る こと に よっ て 行い 
ます 。 キ ー 入 力 と その 機能 は 次 の 通り で す 。 


キー 入力 機能 
SHTET | 填 | 1 | チャ ン ネ ル 1 を 選 局 し ます 。 
SHIFT |+| 2 チャ ン ネ ル 2 を 選 局 し ます 。 
[SHIFT |+[ 3 | チャ ン ネ ル 3 を 選 局 し ます 。 
[SHIFT |+| 4 | チャ ン ネ ル 4 を 選 局 し ます 。 
SHIFT | 十 | 5 チャ ン ネ ル 5 を 選 局 し ます 。 
| SHIFT |]+| 6 チャ ン ネ ル 6 を 選 局 し ます 。 
SHIFT |+| 7 チャ ン ネ ル 7 を 選 局 し ます 。 
| SHIFT |+| 8 チャ ン ネ ル 8 を 選 局 し ます 。 
[SHIET|+| 9 | チャ ン ネ ル 9 を 選 局 し ます 。 
SHIFT |+| / チャ ン ネ ル 10 を 選 局 し ます 。 
SHIFT |+|* | チャ ン ネ ル 11 を 選 局 し ます 。 
SHIFT | 十 | 一 チャ ン ネ ル 12 を 選 局 し ます 。 
SHIFT |+| 0 | 音声 ミュ ー ト (音声 を 一 時 的 に カッ ト ) と な り 、 も うぅ 一 度 押す と 解除 きれ ます 。 
SHIFT | 十 | 寺 テレ 画面 や ビデ オォ 画面 と コン ピュ ー タ 画面 を 重ね 合わ せま す (スーパー イン 
ポー ズ )。 も う 一 度 押 す と 、 ス ー パ ー イ ン ポ ー ズ が 解除 きれ ます 。 スー パー イ 
ン ポ ー ズ は 、 専 用 カラ ー デ ィ ス フ プ " ア レイテ レビ を お 使い で びな けれ ば 使え ませ ん 。 
SHIFT | 十 | = 専用 カラ ー デ イィ スプ レイ テレ ビ の テレ ビン ノ 外 部 入力 (ビデ オ な ど ) を 交互 に 
切り 換え ます 。 
S 遇 ET | 土 | 。 テレ ビ 画 面 ま た は ビデ オォ 画面 / コ ンピュータ 画面 を 交互 に 切り 替え ます 。 
SHIFT | 十 | , 音量 が 普通 の 状態 に な り ま す 。 
SHIFT |+| 1 音量 が アッ プ し 、 押 し 続け る と 最大 に な り ま す 。 
SHIFT | 二 | 音量 が ダウ ン し 、 押 し 続け る と 最小 に な り ま す 。 
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2.2 スー パー イン ポー ズ 


SHIET | 十 | ナ ャ ン ネ ル が チッ プ し ます (1 っ 2ーー・ 1 タ ユーwevane。 

SHIFT |+[ー チャ ン ネ ル が ダウ ン し ます (12 つ 1 つ …… つ 1 つっ 12 つ ……)。 

SHIRT | 下 | GLR テレ ビ の チャ ン ネ ル 番 号 を 画面 に 表示 し ます (チャンネル コー ル )。 も うぅ 一度 
押す と 、 チ ャ ン ネ ル 番 号 を 消し ます 。 


2.2 スー パー イン ボ ポーズ 


[SHIFT | キー を 押し な が ら [| 十 | キー を 押す と 、 専 用 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ ン レビ CZ602D、 CZ-612 
D の テレ ビ や ビデ オ 画 面 に ュ コンピュー タ 画 面 を 重ね て 表示 する こと が で きま す 。 こ れ を スー パー イン 
ポー ズ と いい ます 。 

スー パー イン ポー ズ は 本 機 の 特長 の 1 つ で 、 テ レビ を 見 な が ら コ ンピュータ で 作業 を し た り 、 テ レン 
ビ に メッ セー ジ を 流し た りな ど 、 ア イデ ア 決 第 で いろ いろ な 楽し み 方 が で きま す 。 

スー パー イン ポー ズ 画 面 に する と き は 、 コ ンピュータ 画面 の 背景 色 を 黒 に し て お いて 〈 だ さい 。 ま 
だ 、 コ ンピュータ の 表示 画面 サイ ズ を 、256X256 ド ッ ト ま た は 512xX512 ド ッ ト に し 、 きら に 標準 解 像 
度 デ ィ ス プレ イモ ー ド に し て お く 〈 必 要 が あり ます 。 な お 、 ビ ジュ アル シェ ル の よ うい C 高 解像度 ゲ ィ ス 
プレ イモ ー ド て 使用 され る よう な 場合 、、 ス ー パ ー イ ン ポ ー ズ は 使用 で きま せん の で ご 注意 くだ きい 
(イン ター レー ス 方 式 に よ る 疑似 高 解 像 度 (512X512 ド ッ ト ) で は 、 ス ー パ ー イ ン ポ ー ズ を 使用 する こと 
が 3 で き まず)。 


※ ス ー パ ー イ ン ポ ボーズ に し た と き 、 表 示さ れる コン ピュ ー タ 画面 サイ ズ が 画面 より も 大 きく な り ( こ れ 
を 「 オ ー バ ー ス キャ ン 」 と いい ます )、 カ ー ソ ル の ホー ム 位 置 が 見 を え なくなり ます 。 


※512X512 ド ッ ト モ ー ド の 疑似 高 解像度 スー パー イン ポー ズ の 場合 ちら つき が 目立ち ます 。 こ の 原 
因 は 、 テ レビ ジョ ン 信 号 (NTSC 信号 ) が 毎秒 60 コ ママ の スピ ー ド で 2 枚 の 絵 を 送 り 、 そ れ を 組み 合わ 
せ て 1 枚 の 絵 と し て 表現 する 方 式 ( イ ンタ ー レ ー ス 走査 ) だ か ら で す 。 この よう な 場合 は 、256x256 
ドッ トモ ー ド を 使う こと を お すす めし ます 。 
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3. デス クト ッ プ を 使わ な い 操 作 


3.1 コマ ンド モー ド と は 


これ まで は 、「 ビ ジュ アル シェ ル 」 に よる デス クト ッ プ 上 か ら の 操作 を 中 心 に 説明 し て きま し た が 、 
本 機 は ば ジュ アル シェ ル を 使わ な い モ ー ド も 備え て いま す 。 こ れ が 「 コ マン ドモ ー ド 」 で す 。 

「 コ ユマ ンド モー ド 」 と は 「Human68k」 と いう 名 前 の OS(Operating System) の プロ グラ ム だ け 
が コン ピュ ー タ を 動か し て いる 状態 で びす 。 こ の と き ユ ュー ザー は 、Human68k が 用 意 し て いる 「 コ マン 
ド 」 を 使う こと に よっ て 、 様 々 な 作業 を 行う こと が で きま す 。 

「 デ スク トッ プ モ ー ド 」 で は 、 こ の Human68k の プロ グラ ム の 他 に 「 ビ ジュ アル シェ ル の ブロ グ 
ラム 」 が 動い て いま す 。 ビ ジュ アル シェ ル の プロ グラ ム は 、 主 に デス クト ッ プ の 画面 処理 を する プロ 
グラ ム で 、 フ ァイル 操作 や ディ スク 操作 ほ と い っ た 実際 の 作業 は 、「 コ ユマ ンド モー ド 」 同 様 、Human68k 
が 処理 し て いま す 。 

すなわち 、 コ マン ドモ ー ド と デス クト ッ プ モー ド は 、 を その 使い 方 が 異な る だ け で 、 実 際 に 行わ れ て 
いる 作業 は 同じ で す 。 ど ちら も Human68k が 行う 作業 で ある こと に は 変わ りあ り ま せん 。 

た だ し 、 デ スク トッ プ モ ー ド で は 、 Human68k の 一 部 の 機能 し か 使う こと が で きま せん 。 実行 で き 
る 作業 は 、 直 接 Human68k を 操作 で きる コマ ンド モー ド の 方 が は る か に 豊富 で す 。 コ マン ドモ ー ド 
で は 、 作 業 は キー ボー ド か ら の 入力 に よっ て 行い ます の で 、 デ スク トッ プ 上 に 用 意 き れ て いな い コ マ 
ンド も 使用 する こと が で きる の で す 。 コ マン ドモ ー ド て 使用 で きる コマ ンド に つい て は 、 別 冊 の 「Human68k 
ユー ザー ズ マ ニュ アル 」 で 詳し く 解説 し て いま す の で 、 そ ちら を 参照 し て くだ さい 。 


※「 コ マン ドモ ー ド 」 と 「 デ スク トッ プ 」 の 関係 を 簡単 に まとめ る と 、 次 の よう に な り ま す 。 

1. デ スク トッ プ 上 で 行う こと の で きる 作業 が 、 す べ て コマ ンド モー ド か ら 行 える わけ で は あり ませ ん 。 

2. 逆 に 、 コ マン ドモ ー ド で し か で き な い 作業 も あり ます (コマ ンド モー ド か ら 行 える 作業 の すべ て が 、 
デス クト ッ プ 上 か ら 行 える わけ で は あり ませ ん )。 

3. 作 業 は 、 デ スク トッ プ モ ー ド で は アイ ュ ユン な ど を マウ ス の 左 ボ タン で クリ ッ ク す る こと に よっ て 
行っ て いた の に 対し 、 コ マン ドモ ー ド で は キー ボー ド か ら コ マン ド を 入力 する こと に よっ て 行い ま 
を 


3.2 コマ ンド モー ド に 入る に は 


デス クト ッ プ モー ド か ら Human68k の コマ ンド モー ド に 入る に は 、 デ スク トッ プ か ら COMMAND. 
X? を 実行 し ます 。\COMMAND.X? は Human68k の コマ ンド プロ セッ サ で 、 実 行 す る と コン ピュ 
ー タ を コマ ンド モー ド に 設定 し ます 。 

ポイ ンタ を COMMAND.X” の アイ コン に 重ね 、 を そこで マウ ス の 左 ボ タン を ダブ ルク リッ ク し て 
くだ さい 。 デ スク トッ プ が 消え を 、 画 面 は Human68k の コマ ンド モー ド に な り ま す 。 
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3.4 起動 時 に コマ ンド モー ド に 入る に は 


Command uersion ※.%※ 


RM | 


LIL WOU NOH | | 還 還 0 上 UMU 上 IE MPP WE | 


画面 に 表示 され ただ“A>” は 、「 プ ロン プ ト 」 と 呼ば れる 記号 で す 。 プ ロン プ ト と は 、 英 語 で 「 う な 
が す 」 と いう 意味 の 言葉 で 、 ま る に コン ピュ ー タ が ユー ザー に 対し て 何ら か の 命令 (コマ ンド ) の 入力 
を 促し て いる こと を 示し て いま す 。 コ マン ドモ ー ド で は 、 こ の プロ ンプ ト に 続け て 目的 の コマ ンド を 
キー ボー ド か ら 入 力 し な が ら 、 作 業 を 進め て 行き ます 。 コ マン ド の 詳細 に つい て は 、 別 冊 の 「Human68k 
ユー ザー ズ マ ニュ アル 」 を ご 覧 くだ きい 。 


3.3 デス クト ッ プ モー ド に 戻る に は 
コマ ンド モー ド か ら 再 び デ スク トッ プ モ ー ド に 戻る に は 、^EXIT” コマ ンド を 実行 し ます 。 画面 に 


プロ ンプ ト で CA>?) が 表示 きれ て いる こと を 確か め て 、 次 の よう に 入力 し て くだ きい 。 入力 は 、 半 角 な 
ら 大 文字 で も 小文字 び で も か まい ませ ん 。 


EXIT 財 (| 記 は 、 リ ター ン キ ー を 押す 動作 を 表す ) 


リタ ー ン キー を 押し て し ば らく する と 画面 に メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 それ に 従っ て くだ さき 
い 。 画面 に は 再び デス クト ッ プ が 表示 され ます 。 


3.4 起動 時 に コマ ンド モー ド に 入る に は 


コン ピュ ー タ を シス テム 起動 する と 、 自 動 的 に デス クト ッ プ 画面 が 表示 され ます 。 こ れ は 、 シ ステ 
^ っ 起動 時 に 、 ビ ジュ アル シェ ル を 自動 的 に 実行 する よう に 設定 し て いる か ら で す 。 

コン ピュ ー タ は 起動 する と 、 何 より も 先 に 「 シ ステ ム フ ァ イル 」 と 呼ば れる Human68k の プログ 
ラム を 読み 込ん で 実行 し ます 。 次 に よみ こむ TITLE.SYS” と いう ファ イル が ある か どう か で 、 起 
動 時 の モー ド が 決ま り ま す 。 つ まり 、 


169 


3. デス クト ッ プ を 使わ な い 操作 


① シ ステ ム 起 動 し た ディ スク の CONEIG ディ レク トリ (A : CONEIG の ウィ ンド ツウ ) に “TITLE. 
SYS” ファ イル が ある と 、 起 動 時 に 自動 的 に ビジ ュ ア ル シ ェ ル が 実行 され る 。 
②@ TITLE.SYS′” ファ イル が な いと 、 起動 時 に 自動 釣 に コマ ンド モー ド に な る 。 


を こ で 、 次 回 起動 寺 に は ユマ ンド モー ド か ら 6 起動 し た いな ら 、 シ ステ ム の 入っ て いる ディ スク の 
A : 半 CONFIG の ウィ ンド ウツ を 開き 、 コ マン ド メ ニ ュ ー の Rename′ を 使っ て 、“TITLE.SYSY 
と いう 名 前 を “TITLE.VS′ と いう 名 前 に 変え て くだ さい 。 だ た だ し 、 こ の 操作 は 、 コ マン ドモ ー ド で 
の 操作 が ある 程度 あか る よう に な っ て か ら 行 う よ う に し て くだ さい 。 

再び ビジュ アル シェ ルモード で 起動 する よう に する に は 、 こ の 逆 (TITLE.VS … TITLE.SYS) を 
行い ます 。 


3.5 X-BASIC を 起動 する に は 


デス クト ッ プ モー ド か ら X-BASIC を 起動 する に は BASIC2? の フォ ル ダ ー ア イコ ュ ン を マウ ス の 
左 ボ タン で ダブ ルク リッ ク し ます 。 する と 、 そ の ウィ ンド ウ が 開き ます か ら 、 ポイ ンタ を \BASIC.X/ 
の アイ コン に 重ね 、 を そこ で マツ ウス の 左 ボ タン を も ダブル クリック し て く 《 く だ さい 。 デ スク トッ プ が 消え ぇ 、 
画面 は X_BASIC の 起動 画面 に な り ま す 。 

X-BASIC モ ー ド か ら 6 再び デス クト ッ プ モー ド に 戻る に は 、X-BASIC の SYSTEM コ マン ド を 実行 
し ます 。X-BASIC の プロ ンプ ト い OK” が 表示 きれ て いる と き に 、 次 の よう に し て くだ さい 。 


SYSTEM  (M は 、 リ ター ン キ ー を 押す 動作 を 表す ) 


リタ ー ン キー を 押し て し ば らく する と 画面 に メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 そ れ に 従っ て くだ き - 
い 。 画 面 に は 再び デス クト ッ プ が 表示 る され ます 。 
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ディ スプ レイ の 画面 の 様子 と 、 そ の まま プリ ンタ に 出力 する こと を 「 ハ ー ド コピ ー」 と か 、「 ハ ー 
ドコ ピー を と る 」 と いい ます 。 本 機 で は 、 次 の 4 つの 方 法 で テキ スト 画面 の ハー ドコ ピー を と る こと 
が で きま す 。 た だ し 、 い ずれ の 方 法 で も マウ ス の ポイ ンタ と ソフ トキ ー ボ ー ド は プリ ンタ に 出力 され 
ませ ん 。 ハ ー ド コピ ー を と る 場合 は 、 プ リン タ の 接続 状態 や 準備 状態 を あら か じ め 確 認 し て か ら と っ 
CN だ さい 。 


① ビ ジュ アル シェ ル 実 行 中 は 、 デ スク トッ プ の プリ ンタ アイ コン を ポイ ント し 、 マ ウス の 右 ボ タン を 
押し て くだ さい 。 プ リン タ ア イコ ン の メニ ュー と し て 「Hard Copy」 コ マン ド が 現れ ます 。 右 ボ 
タン を 離さ きず に ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て 「Hard Copy」 コ マン ド を 反転 きせ た と ころ で 、 右 ボタ 
ン を 離し て くだ さい 。 


②| COPY | キー 
ビジ ュ ア ル シ ェ ル 実 行 中 で な く と も 、| COPY | キー を 押せ ば 、 そ の と き 表 示さ る れ て いた 画面 の ハ 
ー ド コ ュ ピ ー を と る こと が で きま す 。 ①、③、④ に 比べ て 約 双 の 大 きる で す 。 


⑬③LSHIFT |+| COPY | キー 
SHIFT | キー を 押し な が ら | COPY | キー を 押す と 、① と 同じ ハー ドコ ピー を と る こと が で きま す 。 


④| CTRL ] 十 | COPY | キー 
CTRL | キー を 押し な が ら | COPY | キー を 押す と 、① と 同じ 大 きる で ドッ ト の 密度 を 荒く し だ ハー 
ド ュ ピー を 印字 し ます 。 印 字音 が 小さき く な り ま す が 、 ユ ピー の 濃度 も 薄く 《 な り ま す 。 


※ ハ ー ド ユ ピ ー 
コン ピュ ー タ の 出力 に は 、 大 別して プリ ンタ な ど で 紙 の 上 に 印刷 する も の と 、 デ ィ ス プレ イ 装 置 な 
と ど で 画面 に 映し 出す も の の 2 種類 が あり ます 。 前 者 は 、 出 力 を を その まま 物理 的 に ” 保存 が で きる 
こと か ら 、「 ハ ー ド コピ ー」 と 呼ば れ 、 こ れ に 対し て 後者 の 一 時 的 な 出力 を 「 ソ フト コピー」 と 呼ぶ 
こと が あり ます 。 
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A. シス テム 拡張 


A.1 周辺 機器 名 一 覧 


本 機 は 基本 構成 の シス テム だ け で も 幅広 く ご 利用 いた だ どけ ます が 、 次 の よう な 周辺 機器 で 本 機 の 能 
力 を より 向上 る せる こと が で きま す 。 


信 専 用 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ 


形 名 品名 マス ク ピ ッ チ 備考 
CZ-602D 15 穫 カ ラー 0.39mm 水平 走査 周波 数 
デイ ジレ イチ ば 15k ブ 24k/31kHz 自動 選択 


(アナ ログ RGB 入力 専用 ) 
テレ ザ ピ 機 能 ・ リ モ ュ コン 付 
チル トス タン ド 付 
CZ-612D 15 型 カラ ー 0.31mm 水平 走査 周波 数 
ディ スプ レイ テレ ピ 15k グ 24k/31kHz 自動 選択 

(アナ ログ RGB 入力 専用 ) 
テレ ビザ 機能 ・ リ モコ ン 付 
チル トス タン ド 付 


介 カラ ー デ ィ ス プレ イ 


形 名 品名 マス クビ ピッチ 備考 
CZ-603D 14 型 カラ ー 0.31mm 水平 走査 周波 数 
ディ ォ ス デシ セイ 15k31kHz 自動 選択 


(アナ ログ RGB 入力 専用 ) 
チル トス タン ド 付 


CU-21CD 0 カラ ー 0.52mm 水平 走査 周波 数 
ディ スプ "レイ 15k グ 24k ブ 31kHz 自動 選択 
(アナ ログ RGB 入力 専用 ) 


人 @ プ リン タ 
形 名 品名 備考 
CZ-8PK7 24 ピ ン 漢 字 ゲ プリ ンタ 印字 速度 :<( ) 内 は 高速 印字 > 
(80 桁 [パイ カ 文 字 ]) 73(220) 字 / 秒 [パイ カ 文 字 ] 
47 (94) 字 / 秒 [漢字 ] 


JIS 第 1、 第 2 水準 漢字 ROM 内 蔵 
プッ シュ 方 式 の 内 蔵 型 トラ クタ ユニ ッ ト 
セミ オー トロ ー デ ィング 機能 
官製 ハム ガキ 印字 可能 
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A. シス テム 拡張 


CZ-8PK8 


CZ-8PK9 


CZ-8PC3 


CZ-8PC4 


CZ-6PV1 


24 ピ ン 漢 字 プ リン タ 
(136 桁 [パイ カ 文 字 ]) 


24 ピ ン 漢 字 ゲ プリ ンタ 
(80 桁 [パイ カ 文 字 ]) 


24 ド ッ ト 熱 転写 
カラ ー 漢 字 ゲ リン タ 
(80 桁 [パイ カ 文 字 ]) 


48 ド ッ ト 熱 転写 
カラ ー 漢 字 ゲ リン タ 


(80 桁 [パイ カ 文 字 ]) 


みみ ラー ば デオ ル デ リ シメ 


@ ハ ー ド ディ スク ドラ イブ 


印字 速度 : く <( ) 内 は 高速 印字 > 
73(220) 字 秒 [パイ カ 文 字 ] 
47(94) 字 秒 [漢字 ] 

JIS 第 1 、 第 2 水準 漢字 ROM 内 蔵 

プッ シュ 方 式 の 内 蔵 型 ト ラク タユ ニッ ト 

セミ オー トロ ー デ ィング 機能 

官製 ハガキ 印字 可能 

印字 速度 :<( ) 内 は 高速 印字 > 
50(150) 字 / 秒 | じゃ イカ 文字 ] 
32(64) 字 / 秒 [漢字 ] 

JIS 第 1 、 第 2 水準 漢字 ROM 内 蔵 

も ミオ ー ト ロー ディ ング 機能 

官製 ハガキ 印字 可能 

印字 速度 : く <( ) 内 は 高速 印字 > 
60(80) 字 秒 [パイ カ 文 字 ] 
40(53) 字 ノブ 秒 [ 漢 字 ] 

JIS 第 1 、 第 2 水準 漢字 ROM 内 蔵 

印字 速度 : く <( ) 内 は 高速 印字 > 
60(80) 字 プ 秒 [パイ カ 文 字 ] 
33(53) 字 / 秒 [漢字 ] 

JIS 第 1 、 第 2 水準 漢字 ROM 内 蔵 

昇華 楽 料 熱転写 方 式 、64 階 調 の 高 画質 フル カ 


ラー 


形 名 品名 備考 

CZ-620H ハー ド デ ィ スク ユニ ッ ト 3.5 イ ンチ の ウィ ンチ ェ ス ター タイ プ 
小型 ハー ド デ ィ スク 、 容 量 20M バイ ト 

CZ-64H 増設 用 3.5 イ ンチ 、40M バイ ト 

ハー ド デ ィ スク ドラ イブ CZ-652C 内 蔵 用 
久 そ の 他 の 周辺 機器 

形 名 品名 備考 

CZ-6VT1 カラ ー イ メー ジ ユ ニ ッ ト カラー 画像 入力 機能 お よび テロ ッ パ ー 機 能 
(コン ピュ ー タ 本 体 と 専用 カラ ー デ ィ ス プレ 
イ テ レ ビ が 必要 ) 

CZ-8NS1 カラ ー イ メー ジス キャ ナ カラ ー の 画像 取り 込み (より 高速 の パラ レル 
デー タ 転 送 を 行う 場合 、 別 売 の 再 用 パラ レル 
ボー ド CZ-6BN1 が 必要 ) 

CZ-8TM2 モデ ム ユ ニッ ト 電話 回 線 を 通じ て 通信 を 行う 
全 二 重 、300bps/1200bps 

CZ-6BE1A 1 MB 増 設 RAM ボ ー ド 1M バ イト の 専用 内 部 増設 RAM ボ ー ド 

(内 蔵 用 ) (包装 箱 の 表示 形 名 CZ-6BE1A の 右 横 に ⑳ マ 
ー ク 表示 の ある も の を お 買い 求め くだ さき さい) 
CZ-6BE2 2 MB 増 設 RAM ボ ー ド 2M バ イト の 増設 RAM ボ ー ド 


(CZ-6BE1A が 必要 で す ) 
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CZ-6BE4 


CZ-6BG1 


CZ-6BU1 


CZ-6BF1 


CZ-6BP1 


CZ-6BC1 

CZ-6BM1 
CZ-6BN1 
CZ-8NT1 


CZ-8NJ1 
CZ-8NJ2 


CZ-6TU 
BF-68PRO 
CZ-8LM1 


CZ-8LM2 


AN-S100 


4MB 増 設 RAM ボ ー ド 


GP-IB ボー ド 


ユニ バー サル 1/O ボー ド 


設 用 RS-232C ボー ド 


数 値 演算 プロ モッ サボ ー ド 


FAX ボー ド 

MIDI ボー ド 

スキ ャ ナ 用 パラ レル ボー ド 
トラ ッ ク ボ ー ル 


ジョ イカ ー ド 

外 多 区 避 ダ ェ ン ドコ ント 
ロー ラ (CYBER STICK) 

RGB シス テム チュ ー ナ ー 
高 性 能 CRT フィ ルター 

RS-232C ケー ブル 


RS-232C ケー ブル 


スピ ビ ピー カー ボッ クス 


4M バイ ト の 増設 RAM ボー ド 
(CZ-6BE1A が 必要 で す ) 

コン ピュ ー タ 本 体 と 計測 機器 の 標準 イン ター 
フェ イス ボー ド 


計測 制御 機器 な どの 外部 機器 を 接続 する ユノ 
0 ボード 


2 チャ ン ネ ん ル 分 の 拡張 が で きる RS-232C イン 
ター フェ イス ボー ド 


数 値 演算 プロ セッ サ 68881 (16MHz) 搭載 ボー 
ド 


GT 和 対 応 の ファ クシ ミリ アダ プ タ ボ ー ド 
コン ピュ ー タ と MIDI 楽 器 と の 接続 ボー ド 
CZ-8NS1 用 

マウ ス 対 応 の ソフ トウ ェ ア で すべ で て 使用 で き 
る ポ ボ ポインティング デバ イス 

2 ボタ ンタ イプ の ジョ イカ ー ド 

イン テリ ジェ ント タイ プ の 高 機能 ・ 高 性 能 な アナ ロ 
グ タ イプ "の コン トロ ー ラ 

リモ ュ コン 付 

CZ-602D、CZ-612D、CZ-603D 用 

平行 接続 型 、 音響 カプ ラ 、 モ デム な ど と の 専 
用 接続 ケー ブル 

クロ ス 接 続 型 、 他 の コン ピュ ー タ な ど と の 専 
用 接続 ケー ブル 


ァ ン プ 付 、2 本 1 組 
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A. シス テム 拡張 


A.2 拡張 ボー ド の 取り 付け 、 取 り は ず し 


信 拡 張 ボ ー ド の 取り 付け 方 
ォ プ ショ ン の 拡張 ボー ド は 、 コ ンピュータ 本 体 後面 に ある スロ ッ ト カ バー 内 の 拡張 し プ O スロ ッ ト に 
接続 し て 使用 し ます 。 拡張 ボー ド は 、 4 枚 まで 取り 付け る こと が で きま す 。 


取り 付け 方 は 、 次 の 通り で す 。 な お 、 取 り 付 ける 前 に 、 必 ず ュ ンピュータ 本 体 前 面 の 電源 スイ ッ チ 
を 切り 、 電 源 プ ラグ を コン セン ト か ら 抜 いて ち お いて くだ さい 。 


① ス ロッ トカ バー を は ず し ます 。 
カバ ー を 本 体 に 止め て いる 2 本 の ビス (ね じ ) を は ず し 、 カ バー を 本 体 か ら 取 り 外 し ます (カバー は 2 
つ は ず し た 方 が 作業 が 容易 に な り ま す )。 

② 拡 張 ボ ー ド に カー ド プ ラ を 取り 付け ます 。 
拡張 ボー ド の コー ナー に 、 図 の よう に 同 梱 の カー ド プ ラ を 取り 付け ます 。 


・ ボ ー ド の 穴 に カー ド プ ラ の ポッ チ を 差し 込み 、 カー ド プ ラ の 溝 を は めこ み ま す 。 2 つの カー ド プ 
ラ の 向き は 、 カ ー ド を は さん で 互い 違い に な り ま す 。 
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A2. 拡張 ボー ド の 取り 付け 、 取 り は ず し 


(1/0 スロ ッ ト の レー ル ガ イ ド に 添っ て 拡張 ボー ド を 差し 込み ます 。 
拡張 ボー ド は 、 部 品 側 (IC な どの 部 品 が 付い て いる 面 ) を 左 に し て 差し 込ん で くだ きい 。 ボー ド が 中 
に 隠れ る まで は 軽く 挿入 びき ます 。 最 後に カチ ン と 手ごたえ が ある まで 、 カ ー ド プラ の 平ら な 部 分 
を 強く 押し 込ん で くだ さい 。 


(《④ ボ ー ド が 確実 に 挿入 きれ て いる か どう か ヵ 確 か め ま す 。 
ボー ド を 引っ 張っ て みて 《 だ さい 。 き ちん と 挿入 され て いれ ば 抜け る こと は あり ませ ん 。 簡単 に 抜 
ける よう で し たら 、 もう一度 カ ー ド プラ を 強く 押し て 、 ボ ー ド を 確実 に 差し 込ん で くだ きい 。 


A. シス テム 拡張 


⑤ カ ー ド プラ を 取り 外し ます 。 
拡張 ボー ド か ら 、 2 つの カー ド プ ラ を 取り 外し て くだ さい 。 
《⑥⑯ ス ロッ トカ バー を 閉め ます 。 
① で は ず し た スロ ッ ト カ バー を は め 、 2 つの ビス (ね じ ) で 固定 し て くだ きい 。 た だ し 、 取 り 付 けた 
拡張 ボー ド が 「 コ ユネ クタ 付き 」 で ある 場合 (た と えば GP-IB ボー ド な ど ) は 、 を その 拡張 ボー ド に 付属 
の 専用 え スロット カバ ー を お 使い くだ きい 。 


人 @ 拡 張 ボ ー ド の 取り は ず し 方 
拡張 ボー ド を 取り は ず す と き は 、 次 の よう に し ます 。 


① ス ロッ トカ バー を は ず し ます 。 
取り 付け た と き と 同 じ 手 順 で 、 カ バー を 取り は ず し て 《 く だるい 。 

② 差 し 込ま れ て いる ボー ド に 、 カ ー ド プラ を 取り 付け ます 。 
ボー ド の コー ナー に 、 カ ー ド プラ を は めこ み ま す 。 2 つの カー ド プ ラ の 向き は 、 カ ー ド を は さる ん で 
互い 違い に な り ま す 。 

カー ド プ ラ を 図 の よう に 、 外 側 に 開く よう に すれ ば 、 ボ ー ド を は ず す こと が で きま す 。 

(《④ ボ ー ド を 取り 除い た ら 、 カ バー を し て 、 ビ ス ( ね じ ) で 固定 し て くだ さい 。 


ここ の 部 分 を 支点 に し て 、 
ボー ド を 取り は ず し ます 。 


く お 願 い > 
別売 の GP-IB ボー ド 、 ユニ バー サル エ ZO0 ボー ド を 挿入 する 場合 は レプ O スロ ッ ト の \4/( 左 側 に 書 
か れ て いる 番号 ) に 挿入 する こと を お すす めし ます 。 
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B. 次 料 


B.1 コネ クタ の 入出 力 信号 


本 機 に は 次 の よう な 入出 力 コネ クタ (端子 ) が あり 、 コ ンピュータ 本 体 の 後面 (一 部 は 前 面 ) に 出 て い 
ます 。 コネ クタ の 位置 は 、 第 1 部 「3. 各部 の 名 称 と 機能 」 を ご 覧 くだ きい 。 


1 ) ヘ ッ ド ホン 端子 (PHONES) 

2 ) ジ ョ イス ティ ッ ク 用 コネ クタ (JOY STICK 1, 2) 

3 ) キー ボー ドコ ネ ク タ (KEYBOARD) 

4 ) マ ウス 用 コネ クタ (MOUSE) 

5 ) オ ー デ ィ オ 入力 端子 (AUDIO IN) 

6 ) オ ー デ ィ オ 出力 端子 (AUDIO OUT) 

7 ) RS-232C コネ クタ (RS-232C) 

8 ) 外 部 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 用 コネ クタ (EXPANSION FDD) 
9 ) ハ ー ド ディ スク ドラ イブ 用 コネ クタ (HARD DISK) 

10) ア ナ ロ グ RGB 信号 出力 用 コネ クタ (ANALOG RGB OUT) 
11) プ リン タ 用 コネ クタ (PRINTER) 

12) イメ ー ジ 入力 用 コネ クタ (IMAGE IN) 

13) リ モー トコ ユネ クタ (REMOTE) 

14) シ ー ス ルー カラ ー 端 子 (SEE THROUGH COLOR) 

15) 専用 カラ テー ディ スプ "レイ テレ ビ コ ユン トロ ー ル 用 コネ クタ (TV CONTROL) 
16) 拡 張 し 0O スロ ッ ト 敵 子 
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B. 資 料 


1 ) ヘ ッ ド ホン 問 子 


端子 Na 信号 名 。 | TO 備 ち 
1 GND ーー グラ ンド 
2 も Out | 音声 信号 ( 左 ) 
3 R Out | 音声 信号 ( 右 ) 


(部 品 面 か ら 見 た 図 ) 


2 ) ジ ョ イス ティ ッ ク 用 コネ クタ (アタ リ 社 規格 準拠 ) 


ジョ イ ステ ィ ッ グ 1 


端子 No 言 号 名 1/O 備 考 
1 
1 5 1 IOA0 In | 8255 の PA0 端子 
2 IOA1 / / 。 PA1 / 
3 IOA2 / / 。 PA2 
II 4 IOA3 / / PA3 7 
5 Vcc1 OOE 中 5V 
6 IOA5 I/O | 8255 の PA5/PC6 端子 
7 IOA6 1/O / 。 PA6/PC7 
8 8 IOC4 out | 7 PC4 7 ヶ 
9 GND ーー | グラ ンド 
ショ イボ ス イツ ウタ 
端子 No 言 号 名 1/O 備 考 
1 io) 1 IOB0 In 8255 の PB0 端子 
凡 IOB1 / り PB か 
3 IOB2 / ヵ 。 PB2 y 
5 Vcc1 Out | 十 5V 
6 IOB5 In 8255 の PB5 端子 
6 9 7 IOB6 In 7 。 PB6 / 
8 IOC5 Out か POC5 み 
9 | GND 人 グラ ンド 
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3 ) キ ー ボ ー ド コネ クタ 


6 
7 to】 
4 3 
2 人 語 


4 ) マ ウス 用 コネ クタ 


5 4 
3 公 
] 


5 ) オ ー デ ィ オ 入力 端子 


LT 


(部 品 面 か ら 見 た 図 ) 


6 ) オ ー デ ィ オ 出力 端 


tT 


(部 品 面 か ら 見 た 図 


BI コネ クタ の 入出 力 信号 


端子 No 信号 名 1/O 備 考 
1 Vcc2 Out | 十 5V 
2 MOUSE DATA Out | マウ ス デ ー タ 
9 KEYRxD Im | キー 受信 デー タ 
4 KEYTxD Out | キー 送信 デー タ 
5 READY Out | キー デー タ 送 出 許可 禁止 
6 REMOTE Im リモ ー ト 信号 
7 GND ー | グラ ンド 

端子 No 信号 名 1/O 備 考 
1 Vcc1 Out | 十 5V 
2 MS CTRL Out | コン トロ ー ル 信号 
3 MS DATA Im | マウ ス デ ー タ 
4 GND ーー | グラ ンド 
5 GND ー |」 グランド 

端子 No 信号 名 1/O | 備 考 
1 GND 一 | グラ ンド 
2 LINEIN Im 音声 合成 入力 
3 N.C ーー | 非 接続 

端子 No 信 号 名 1/O 備 考 
1 GND ーー | グラ ンド 
2 取 Out | オー ディ オ ( 諾 ) 出力 
3 R Out | オー ディ オ ( 右 ) 出力 
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B. 資 料 


7 )RS-232C コネ クタ 


14 
端子 No 信号 名 1/O 備 考 
1 FG = 保安 用 アー ス 
2 ly Out 送信 デー タ 
3 RxD In 受信 デー タ 
4 RTS Out 送信 要求 
委 WS In 送信 可 
6 DSR In デー タ セ ッ ト レ ディ 
7 SG ーー 信号 用 アー ス 
8 CD In キャ リア 送出 
9 N.C ーー 非 接続 
10 N.C ーー / 
11 N.C ーー / 
12 N.C 一 / 
13 N.C 一 / 
14 N.C nn /4 
15 ST2 Im 送信 信号 エレ メン ト タ イ ミン グ 
16 N.C 一 非 接続 
17 RT Im 受信 信号 エレ メン ト タ イ ミン グ 
18 N.C ーー 非 接続 
19 N.C 一 非 接続 
20 DTR Out パー タタ ダー ナル と レディ 
21 N.C 一 非 接続 
22 CI In 被 呼 表示 
23 N.C ーー 非 接続 
24 ST1 Out 送信 信号 エレ メン ト タ イ ミン グ 
25 N.C ーー 非 接続 
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s 側 | 


8 ) 外 部 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 用 コネ クタ 


19 


コネ クタ の 入出 力 信号 


37 20 
端子 No 信 号 名 I/O 備 考 

1 DISK TYPE SELECT Out ディ スク タイ プ 選 択 信 号 
2 N.C 一 非 接続 
3 DRIVE SELECT 3 Out ドラ イブ 選択 信号 3 
4 INDEX In ディ スク イン デック ス 信 号 
5 DRIVE SELECT 0 Out ドラ イブ 選択 信号 0 
6 DRIVE SELECT 1 Out ドラ イブ 選択 信号 1 
7 DRIVE SELECT 2 Out ドラ イブ 選択 信号 2 
8 MOTOR ON Out モー ター 起動 信号 
9 DIRECTION Out ヘッ ド 移 動 方 向 信号 
10 STEP Out ヘッ ド 移 動 信号 
11 WRITE DATA Out 書き 込み デー タ 信 号 
12 WRITE GATE Out 書き 込み ゲー ト 信 号 
13 TRACK 00 Im トラ ッ ク 0 
14 WRITE PROTECT Im 書き 込み 防止 信号 
15 READ DATA In 読み 出し デー タ 信 号 
16 SIDE SELECT Out ヘッ ド 切 り 替 え 信 号 
17 READY Im ドラ イブ レデ ィ ー 信 号 
18 N.C 一 非 接続 
19 N.C ーー 非 接続 
20 OPTION SELECT 0 Out オプション セ セ シク ト 0 
21 OPTION SELECT 1 Out オプ ショ ン セ レク ト 1 
22 OPTION SELECT 2 Out オプ ショ ン セ レク ト 2 
23 OPTION SELECT 3 Out オプ ショ ン セ ン レク ト 3 
24 EJECT Out イジ ェクト 信号 
25 EJECT MASK Out イジ ェクト マス ク 信 号 
26 LED BLINK Out LED 点 減 信号 
27 DISK IN In ディ スク 挿入 信号 
28 ERR DISK In ディ スク 誤 挿 入信 号 
29 FDD INT Im ディ スク 割り 込み 信号 
30 GND = グラ ンド 
31 GND 一 グラ シド 
32 GND 一 グラ ンド 
33 GND 一 グラ ンド 
34 GND 一 グラ ンド 
35 GND = グラ ンド 
36 GND > グラ ンド 
97 N.C es 非 接続 
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B. 資 料 


9 ) ハ ー ド ディ スク ドラ イブ 用 コキ クタ 


] | 
全 
回 軒 間 避 還 還 回 間 半 回 症 財 軒 回国 回 測 訓 前 
50 26 
端子 No | 信号 名 端子 No. 信号 名 1/O 備 考 

1 GND 26 DO I/O デー タ 信 号 
2 GND 27 D1 / / 
3 GND 28 D2 / / 
4 GND 29 D3 / / 
5 GND 30 D4 / / 
6 GND 31 D5 / / 
7 GND 32 De / / 
8 GND 33 D?7 / / 
9 GND 34 N.C 一 非 接続 
10 GND 35 N.C = / 
11 GND 36 N.C = / 
12 GND 37 N.C 一 / 
13 GND 38 N.C co / 
14 GND 39 N.C ーー / 
15 GND 40 N.C 本 / 
16 GND 41 N.C ーー / 
17 GND 42 N.C ーー / 
18 GND 43 BUSY m コン トロ ー ラ アク ティ ブ 信 号 
19 GND 44 ACK Out デー タ 送 受 制御 信号 
20 GND 45 RESET Out リセ ッ ト 信 号 
21 GND 46 MSG In ュ マ ンド 完了 応答 信号 
22 GND 47 SEL Out セレク ト 信 号 
23 GND 48 C/D Im ュ マ ンド ノ デ ー タ 切り 替え 信号 
24 GND 49 REQ In デー タ 送 受 制御 信号 
25 GND 50 I/O In 入出 力 切 り 替 え 信 号 
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B.| コネ クタ の 入出 力 1 


| 


h 


10) ア ナ ロ グ RGB 信号 出力 用 コネ クタ 
8 1 
15 9 
端子 No 信号 名 1/O 備 考 
1 R OUT Out アナ ログ 0.7V。 (750 終端 時 ) 
2 GND 一 ラジ ド 
3 G OUT Out アナ ログ 0.7Vr_。(750 終端 時 ) 
4 GND ーー グラ ンド 
5 B OUT Out アナ ログ 0.7V,_,(750 終端 時 ) 
6 GND 一 クジ ンド 
7 YS Out コン ピュ ー タ デー タ の 有無 を 示す 
8 GND ーー グラ ンジ ンド 
9 N.C に 非 接続 
10 AUDIO L Out 音声 信号 左 
11 AUDIO R Out 音声 信号 右 
12 GND ーー グラ ンド 
13 N.C 一 非 接続 
14 H.SYNC Out 水平 同期 信号 。 TTL レベ ル 
15 V-SYNC Out 垂直 同期 信号 TTL レベ ル 
11) プ リン タ 用 コネ クタ 
端子 No 信号 3 備 考 
1 STROBE Out 負極 性 の プリ ンタ に 出力 する ライ トス トロ ー プ 信号 
2 PA0 Out 2 シル デー 
PA1 / / 
4 PA2 7/ / 
5 PA3 7/ / 
6 PA4 7/ / 
4 PA5 / / 
8 PA6 / / 
9 PA7 / / 
10 N.C 一 非 接続 
11 BUSY In プリ ンタ が レデ ィ 状 態 の と き ^LOW "レベ ル に な る 
12 N.C 一 非 接続 
13 GND ーー ン 2 シン の 
14 GND =ー ゲラ ジジ ド 
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B. 資 料 


12) イ メー ジ 入 力 用 コネ クタ 


1 13 
14 25 
端子 No 信号 名 1/O 備 考 
1 ADD11 Im アナ ログ デジ タル 変換 デー タ 
2 ADD10 // 4 
3 ADD9 / / 
4 ADD8 / カ 
5 ADD7 // 4 
6 ADD6 / / 
7 ADD5 / カ 
8 ADD4 4 / 
9 ADD3 / カ 
10 ADD2 / カ 
11 ADD1 7/ カ 
12 ADD0 / 74 
取 QA Out ドッ ト クロ ッ ク 
14 Vcc1 Out 圭 5V 
15 GND = グン ラド 
16 Vcc3 Out 十 12V 
17 CD4 Out コン ピュ ー タ 制御 信号 
18 CD3 / / 
19 GD2 / / 
20 CD1 / / 
21 CD0 // // 
4 ADD15 In アナ ログ ノノ デ ジタル 変換 デー タ 
23 ADD14 / / 
24 ADD13 / / 
| 5 ADD12 / / 


18) 眉 一 トコ 洲 タ クタ 


1 了 
障 了 Ne| 信号 名 |rO 備 。 考 
EXPW.ON In | 外部 パワ ー ォ オン 
2 GND 一 光 ラ グ ド 


2 


(部 品 面 か ら 見 た 図 ) 
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B.| コネ クタ の 入出 力 信号 


14) シ ー ス ルー カラ ー 問 子 
1 端子 No 信号 名 1O | 備 考 | 
1 | VHT Out | シー スル ー カ ラー | 
2 GND ーー | グラ ンド 
の 


(部 品 面 か ら 見 た 図 ) 


15) 専 用 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ コン トロ ー ル 用 コネ クタ 


端子 No| 信号 名 | 1/O 備 考 
] | EX HSYNC | m | 外部 水平 同期 信号 _TTL レベ ル 
6 6 | 2 |EXVSYNC| mm | 外部 垂直 同期 信号 TTL レベ ル 
1 | 3 | TV POWER | Out | テレ ビ パ ワー オン ノ ォ オン フ 信 号 
0 ON/OFF 
4 ITV REMOTE| Out | テレ ビリ モー ト 信 号 
2 ち Vcc1 Out | 土 5V 
6 GND ー | グラ ンド 
7 GND ー | グ テ ン ド 
8 N.C ーー | 非 接続 
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B. 資 料 


16) 拡張 |/O スロ ッ ト 端 子 (A) 


(上 ) 
スロ ッ ト 端 子 (A) :1 スロ ッ ト 端 子 (A) : 50 
スロ ッ ト 端 子 (B): 1 スロ ッ ト 問 子 (B) : 50 
(AR) 
端子 No 信号 名 1/O 備 考 
上 
1 GND ーー グラ ンド 
2 20M Out 20MHz クロ ッ ク 
3 GND ーー グラ ンド 
4 DB0 I/O デー タパス 
5 DB1 / / 
6 DB2 7 カ 
7 DB3 / / 
8 DB4 / / 
9 DB5 / / 
10 DB6 / / 
11 GND ーー グラ ンド 
12 DB7 1/O デー タパス 
13 DB8 / / 
14 DB9 / / 
得 DB10 / / 
16 DB11 / / 
17 DB12 / / 
18 DB13 / / 
19 DB14 / / 
20 DB15 / / 
21 GND ーー グラ ンド 
22 中 2 Out 2W 
23 十 12V Out 寺 12V 
24 FC0 I/O ファ ンク ショ ンコ ー ド (MPU の 実行 中 の 状態 を 示す ) 
25 FC1 / / 
26 FC2 / / 
97 AS / アド レス バス 上 の 有効 デー タ が 確定 し て いる 
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B.I| コネ クタ の 入出 力 信号 


端子 No. 言 号 名 1/O ひ 備 考 
28 LDS I/O 下位 デー タス トロ ー ブ 
29 UDS / 上 位 デ ー タ スト ロー ブ 
30 R/W / MPU を 基準 に デー タ 転 送 の 方 向 を 示す 
31 N.C = 非 接続 
32 ー12V Out ー12V 
33 ー12V Out ー12V 
34 VMA 1/O アド レス バス の デー タ が 有効 で も ある こと を 示す 
35 EXVPA m 6800 系 周辺 ファ ミリ の 周辺 装置 が アド レス され た 
こと を 示す 
36 DTACK I/O デー タ 転 送 の 完結 
37 EXRESET Out 外部 リット 
38 HALT I/O In : MPU の ホー ルト 要求 Out : シス テム 停止 
39 EXBERR / 外部 バス オペ レー ショ ン の 異常 を 示す 
40 EXPW.ON Im 外部 パワ ー オ ン 
41 GND ーー グラ ンド 
42 Vcc2 Out 十 5V 
43 Vcc2 / 填 5V 
44 SELEN / メイ ン メ モリ アド レス ロウ ノ カ ラム 切替 え 信 号 
45 CASRDEN / メイ ン メ モリ CAS 信号 (リー ド 時 ) 
46 CASWRL / メイ ン メ モリ CAS 信号 (ライ ト 時 下位 デー タ ) 
47 CASWRU / / ( ヵ 上 位 デー タ ) 
48 INH2 / メイ ン メ モリ リフ レッ シュ サイ クル 
49 Vcc1 / 士 5V 
50 ] Vcc1 / | 十 5V 
念 拡張 |/O スロ ッ ト 端 子 B) 
端子 No 言 号 名 1/O 備 ぢ 
1 GND 一 グラ ンド 
以 10M Out 10MHz クロ ッ ク 
3 10M / / 
4 E / イネ ー プ ブル (6800 系 周辺 コン トロ ー ル ) 
お AB1 I/O デア ドレス 2 パス 
6 AB2 / / 
7 AB3 / / 
8 AB4 / / 
9 AB5 / / 
10 AB6 / / 
11 GND 一 グラ ンド 
12 AB7 1/O ゲド レス が ペ ス 
13 AB8 / / 
14 AB9 / / 
15 AB10 / / 
16 AB11 / / 
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B. 資 料 


端子 No 信号 名 1/O 備 考 
咽 AB12 1/O デア ドル ジレ 及 パパ 及 
18 AB13 / / 
19 AB14 / / 
20 AB15 / / 
21 GND ーー グラ ンド 
22 AB16 I/O アド レス メス 
23 AB17 / / 
24 AB18 / / 
25 AB19 / / 
26 AB20 / / 
27 AB21 / ガ 
28 AB22 / / 
29 AB23 / / 
30 IDDIR Out デー タバ スト ラン シー バ 方 向 制御 信号 
31 N.C 一 非 接続 
32 HSyNC Out 水平 同期 信号 
33 VSyNC Out 垂直 同期 信号 
34 DONE 1/O ひ ブロ ッ ク 転 送 完了 (DMA) 
35 DTC Out デバ イス 転送 完了 (DMA) 
36 EXREQ Im 外部 要求 (DMA) 
37 EXACK Out 外部 許可 (DMA) 
38 EXPCL I/O 外部 周辺 コン トロ ー ル (DMA) 
39 EXOWN I/O 外部 OWN(DMA) 
40 EXNMI Im 外部 NMI 
41 GND 一 グラ ンド 
42 IRQ2-n Im 割り 込み 要求 hn: スロ ッ ト 1 or2or3or4) 
43 IRQ4-n Im / 
44 IACK2-n Out 割り 込み 許可 (mn: スロ ッ ト 1 or 2or3or4⑭ 
45 IACK4-n Out / 
46 BRn Im バス リク エス ト 
47 BGn Out バス グラ ント 
48 BGACK I/O バス グラ ント アク ノリ ッ ジ ( 他 の デバ イス が バス 
マス タ に な っ だ こと を 示す ) 
49 Vcc1l Out 十 5V 
50 Vcc1 Out 圭 5V 


※ 拡 張 1/O スロ ッ ト 端 子 の 左側 に 書か れ て いる 番号 (1 一 4 ) は 、 割 り 込み の 優先 順位 を 示し て 
いま す 。 
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B.2 スペ ッ ク 


仕 様 


68000 (10MH2) 
80C51 (キー スキ ャ ン 用 ・ テ レビ コン トロ ー ル 用 ) 


IPL、BIOS 等 128KB 
キャ ラク タ ゼ ネ レ ー タ 768KB 
16X16 ド ッ ト ・24X24 ド ッ ト 全角 (JIS 第 1・ 第 2 水準 漢字 ) 
8X16 ド ッ ト ・12X24 ド ッ ト 半角 
8X8 ド ッ ト ・12X12 ド ッ ト 選 角 
メイ ン メ モリ 1MB (最大 12MB ま て 拡張 可能 
テキ スト 用 VRAM 512KB (ビッ トマ ッ プ 表示 方 式 ) 
グラ フィ ッ ク 用 VRAM 512KB (ビッ トマ ッ プ 表示 方 式 ) 
スプ ライ ト 用 VRAM 32KB 
スタ ティ ッ ク RAM 16KB 


テキ スト 1024X1024 ド ッ ト 4 プレ ー ン 
実 画面 グラ フィ ッ ク 1024X1024 ド ッ ト 4 プレ ー ン 
SW デイ (512X512 ド ッ ト 16 プ レー ン ) 
※ 各 ビッ トマ ッ プ 方 式 
テキ スト 表示 | ・ 実 画面 エリ ア 1024X1024 ド ッ ト 時 
高 解像度 モー ド ……… 768X512 ド ッ ト 
512x512 ド ッ ト 
512X256 ド ッ ト 
256X256 ド ッ ト 
標準 解像度 モー ド …… 512X256 ド ッ ト 
オー バー スキ ャ ン 256X256 ド ッ ト 
※ 実 際 の 表示 ドッ ト 1 ッ | 
数 は 右記 より 少な | \ い インター レー ス 
く 《 な り ま す 
・ 実 画面 エリ ア 1024X1024 ド ッ ト 時 
高 解像度 モー ド 768xX512 ド ッ ト 
512X512 ド ッ ト 
512X256 ド ッ ト 
256X256 ド ッ ト 
標準 解像度 モー ド 512X256 ド ッ ト 
オーバー スキ ャ シン 256X256 ド ッ ト 
※ 実 際 の 表示 ドッ ト 2 ドッ | 
数 は 右記 より 少な | い イ ンタ ー レ ー ス 


税 モ ー ド 美 ド ッ ト 
毎 に 65536 色 中 任意 
の 16 色 指定 可能 


各 モー ド 共 ドッ ト 
毎 に 65536 色 中 任意 
の 16 色 指定 可能 


《 な り ま す 
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綴 資料 


項 目 仕 様 
・ 実 画面 エリ ア 512X512 ド ッ ト 時 各 モ ー ド 共 
高 解像度 モー ドーー-ー---- 512X512 ド ッ ト ① ド ッ ト 毎 に 65536 色 中 
表 512X256 ド ッ ト | 任意 の 色 指 定 可能 
っ コリ 256X256 ド ッ ト (1 面 ) 

表 | 二 標準 解像度 モー ド ------- 512x256 ド ッ ト ② ド ッ ト 毎 に 65536 色 中 
上 オー バー スキ ャ ン 256X256 ド ッ ト 任意 の 256 色 指定 可 
| ※ 実 際 の 表示 ドッ ト 隔 基 を ドッ E (2 面 ) 

ド 数 は 右記 より 少な イジー レ 叶 区 ③ ド ッ ト 毎 に 65536 色 中 

示 く 〈 く なり ます 任意 の 16 色 指定 可能 

( 4 面 ) 
・ パ ター ン 定 義 
5 サ イ ズ : 16X16 ド ッ ト プ パタ ー ン 
有 能 定 義 数 : 128 パ ター ン (バッ ク グ ラウ ンド 未 使 用 時 最大 256 パ ター ン ) 
色 ・ 1 パターン に つき 16 色 /65536 色 (ドッ ト 単 位 ) 
ス プラ 4 .Nlg 衣 が 
座標 系 : 1024X1024 ド ッ ト 
表示 画面 : 水平 512 ド ッ ト or 256 ド ッ ト 
垂直 512 ラ イン or 256 ラ イン 
| 表示 制限 : 128 ス プラ イト ノ / ノ 画面 、32 ス プラ イト ブラ イン 
特 殊 機能 スム ー ズ スク ロー ルプ 特殊 画面 制御 機能 ププ ライ オリ ティ 機能 / 
| パレ ッ ト 機 能 / 半 透明 機能 プス ー パ ー イ ン ポ ボー ズ 機 能 な ど 
サウ ンド 機能 FM 上 半 源 : 2ch、8 オ クタ ー プ ブ 8 重 和 上 言 同 時 出力 


音声 合成 AD PCM (Adaptive Differencial PCM) 


40M バイ ト 3.5 イ ンチ ハー ド デ ィ スク ドラ イブ 1 基 内 蔵 
(X68000PRO|HD| (CZ-662C) の みろ 標準 装 備 ) 


40M バ イト 3.5 イ ンチ ハー ド デ ィ スク ドラ イブ 1 基 内 蔵 可 能 
(X68000PRO(CZ-652C) ) 
6 M バイ ト タ イ プ の 5 イン チ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 


ドラ イブ | (オー トロ ー ド プ ォ オー トイ ジェ クト 機能 ) 2 基 搭 載 
入 カ 装 直 さす ASCII 準 換 フ シル キー ボー ド 


イオ イジ タダ 一 ジジ エ イネ 


プリ ンタ (セン トロ ニク ス 社 仕様 に 準拠 ) プ ジョ イス ティ ッ ク (2 偶 ) 
グ テ レ ビ コ ン トロ ー ル アナログ RGB 出力 ゲオ ー デ ィ オ 入出 力 
/RS-232C/ 外 部 フロ ッ ピ ー デ ィ イス ク グ ハー ド デ ィ スク マウ ス 


デオ メー ジス 入力 端子 プリ モー トノ プシ ー ス ルー カラ ー 


拡張 1/0 ス ロッ ト | 4 スロ ッ ト 凡 蔵 
OS 言語 | Human68k、X-BASIC _- 
消費 電 カ X68000PRO(CZ-652C) : 定格 35W (最大 65W、 待 機 時 5 W 以 下 ) 
6 X68000PRO |HD| (CZ-662C)  : 定格 42W( 最 大 65W、 待 機 時 5 W 以 下 ) 
電 源 1 AC 100V 50/60Hz 
本 体 ( X68000PRO(CZ-652C) ) : 430X 高 き 128X 典 行 340mm 約 12.0kg 
外形 寸法 | 本 体 (X68000PROIHD| (CZ-662C) : 幅 430 X 高 さき 128X 興 行 340mm 約 12.7kg 
征 量 | キー ボー ド : 幅 480X 高 き 58X 貞 220m 1.2kg 
マウ ス : 幅 63X 高 き 37X 典 行 97m 0.15kg 
So ス | 同 梱 
付 属 ソ フ ト | Human68k、X-BASIC、 辞 書 、 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ 、 を その 他 
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C. コー ド 表 


に | 生 ャ ラク タコ ー ド 本 


ここ で は 、 1 バイ トコ ー ド (半角 文字 ) の 一 覧 表 を 掲げ て いま す 。 

1 バイ トコ ー ド 文字 に は 、 キ ャ ラク タコ ユー ド の 0 一 255(16 進 数 で 0 一 &HFF) が 割り 当て られ て い 
す 。 

キャ ラク タコ ー ド に 割り 当て られ て いる 文字 に は 、 図 形 文字 と 制御 文字 が あり ます 。 図形 文字 は 、 
画面 上 の 表示 や プリ ンタ の 印刷 の た め の 文字 で あり 、 制 御 文字 は 画面 の 制御 し プリ ンタ の 制御 の た め 
の 文字 で す 。 プ リン タ に 対す る 制御 文字 の 働き に つい て は 、 各 プリ ンタ の 取扱 説明 書 を 参照 し て くだ 
きい 。 

また 、 を H80 一 交 H9F、&HE0 一 多 HFF まで は 、 漢 字 な どの 2 バイ トコ ー ド 文字 の 1 バイ ト 目 と 
し て 使用 きれ ます 。 


上 位 4 ビッ トー 


0) 


に ーー】 
(で )】 


ヽ 9 | 


ーーS ょ = ほ ゴ 


ョ は 


⑤| 乙 」 避 』 ロ | 只 | コロ | 回 | 抽 1 刀 | 四 」||1O61 | 
ん ト よっ 


w 
ン 


ー ト 


| の ⑦ ぐ 1 ココ | の | の の 〇 | 尽 | で ICOCOI 叶 


上 


> 一 | 昌一 1R1RRI 銀 許 る 3 貴 | の | 史 | ら 1 ロ | m 


妥 
レン 
ト 
ロ 
| 
ノル レ 
キ 
や 
6 
タ 


功 テ ニン ピ ビ の 導 洞 雪 ー ロ デー ユニ 
キキ |H 1 すす |1NYI ギ | きき HISI ユ 


Se | 対 | 
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C. コー ド 表 


C.2 1/ グ 2 訪 ・ 1/4 和 角 文 字 コ ー ド 表 


1 / 2 角 文 字 け は 、 い わ ゆ る 「 半 角 文 字 」 と 呼ば れる 文字 の こ と で す 。 英 数 字 、 カタ カナ は キャ ラク 
タユ コード に 含ま れ て いま す の で 、 こ こ で は ひら が な の 1 / 2 角 文 字 の コー ド 表 を 掲げ ます 。 

1 / 4 角 文 字 に は 、 上 付き 、 下 付き の アル ファ ベッ ト 、 数 字 、 ひ ら が な や カタ カナ が あり ます 。 上 
付き 文字 は 、 た と えば 数 式 YX 十 3X” の 「2」 や 、 化 学 式 "HH1? の 「+」 な ど を 表す と き に 使用 し ま 


す 。 


下 付き 文字 け 、 た と えば 数 式 X」 二 XX の 「」」「。」 や 、 化 学 式 “HzO” の 「。」 な ど を 表す と き に 


使用 し ます 。 


※1/2 角 、1/4 角 文字 は シフ ト JIS コー ド 表 現し か あり ませ ん 。 


表 1 は 、 コ ー ド 表示 文字 (キャ ラク タコ ー ド の 制御 文字 を 視覚 化し た 文字 ) と 、 ひ ら が な の 1 / 2 角 ・ 
1 4 角 文 字 の コー ド で す 。 


表 2 は 、 英 数 字 と カタ カナ の 1 / 4 角 文 字 の コー ド で す 。 


01 23456789ABC 


ワ 
m 


トリ ーー 
ーー 


1 に 】 
〇 1 
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< 表 |> 


上 位 バ イト は 80、FI、F3 の いずれ か で す 。 


それ ぞ れ の 意味 は 次 の よう に な り ま す 。 


・ 上 位 バ イト が 80…… 1/2 角 文字 の コー ド を 表し ます 。 
( 例 )80B6「 か 」 の 1/2 角 文字 の シフ ト JIS コ ー ド 


・ 上 位 パ イト が Fl…… 1/4 角 上 付き 文字 の コー ド を 表し ます 。 
( 例 )FIB6ー「 か 」 の 1/4 角 上 付き 文字 の シフ ト JIS コ ー ド 


・ 上 位 バ イト が F3……|/4 角 下 付き 文字 の コー ド を 表し ます 
( 例 )F3B6 一 「 か 」 の 1/4 角 下 付き 文字 の シフ ト JIS コ ー ド 


< 表 2> 


上 位 バ イト は F0、F2 の いずれ か で す 。 
それ ぞ れ の 意味 は 次 の よう に な り ま す 。 


* 所 倍 70T ド が FOO 1/4 角 上 付き 文字 の コー ド を 表し ます 。 


( 例 )F032ー「2」 の 1/4 角 上 付き 文字 の シフ ト JIS コ ー ド 


・ 上 位 バ イト が F2……1/4 角 下 付き 文字 の コー ド を 表し ます 。 


( 例 )F2B7ー「 キ 」 の 1/4 角 下 付き 文字 の シフ ト JIS コ ー ド 


C.3 非 漢字 お よび JIS 第 | 水準 、 第 2 水準 漢字 コー ド 表 


C.3 非 漢 字 お よび JIS 第 1 水準 、 第 2 水準 漢字 コー ド 表 


ここ で は 、 英 数 字 、 記号 な ど を 含む 非 漢字 、 JIS 第 1 水準 漢字 、 JIS 第 2 水準 漢字 な どの 全角 文字 の 
コー ド 表 を 掲げ ます 。 JIS ユー ド と シフ ト JIS コー ド は いずれ も 16 進数 で 表現 きれ て いま す の で 次 の 
例 の よう に コー ド を 読み 取っ て くだ さい 。 


( 例 )「 移 」 の コー ド の 読み 方 


0 十 1 十 2 十 3 十 4 十 5 十 6 十 7 十 8 十 9 十 A 十 B 十 C 十 D 十 E 十 F 


88CE:3659:1648: 夷 委 威 尉 届 意 慰 易 椅 為 明 異 移 維 紳 胃 


「 移 」 は 第 1 水準 漢字 で す 。 第 1 水準 漢字 は あい うえ お 順に 並ん で いま すか ら 、 表 中 の 「 い 」 の 段 
を 見 て 《 だ さい 。 


・「 移 」 の シフ ト JIS コー ド 
「 移 」 の 左 横 を 見 て 得 た シフ ト JIS コー ド の “88CE” と 、 上 を 見 て 得 た “ 士 C” と を 加え 合わ せ て 
《 く だ さい 。88CE 十 C=88DA と な り ま す 。 


・「 移 」 の JIS コー ド 

「 移 」 の 左 横 を 見 て 得 た JIS コー ド の “3050′ と 、 上 を 見 て 得 た ヾ 十 C′ と を 加え 合わ せ て くだ さ 
い 。3050 十 C=305C と な り ま す 。 
・「 移 」 の 区 点 コ ー ド 

「 移 」 の 左 横 を 見 て 得 た 区 点 コ ユー ド の “1648′ と 、 上 を 見 て 得 た 十 C” と を 加え 合わ せ て くだ さい 。 


1648 二 Cー1660 と な り ま す 。 


※ JS 第 1 水準 漢字 は 読み の 50 音 順に 、 第 2 水準 漢字 は 部 首 別に 分 類 る され て いま す 。 
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周二 層 表 


@ 非 漢字 全角 文字 コー ド 表 


ッ フ カト J・ 
813F: 
814F: 
815F: 
816F: 
8180: 
8190: 
819E: 
81AE: 
81BE: 
81CE: 
81DE: 
81EE: 
823F: 
824F: 
825F: 
826F: 
8280: 


8290: 


JIS : 
2120: 


ザク 8 
9100: 


で 


き 品 サン 六 さ が 愉 移 疲 へ 
ゃ SSR ON 


き 唱 
だ | 員 コ Q 品 哲 と 


+1 


うつ 。 ‥ る Si デパ 


>t キ ささ 人 が 人 和 き 移 び ざ SoQo の p ビ 


a や ツウ MT や て 誰 G き 党 どど び の の と 
の ま の まき の 


に 


+2 


ィ 


圏 人 ハーー ヶ 5 


回 区 cl 得 」 電 の 


で の 


+3 


公 


〇 の 


+4 +5 


みよ 選 ワ + 芋 輝 じ 間 WAS マッ 
きぐ し e 只 ジジ: ッッ 


る が ov と の O で ご ロ w 


So @ 円 き HB いこ 寺 さ 


し 
く 記 
G 


に | 
| 


〒 
| 
= 
ト - 
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+5 


XXIV コー シル ・ 


きき へ 0 ざく 中 ご の ン 8 


S で 区 層 は 寺 ささ 


せ 0① 


て 


434@68ー 


SS@ 串 NACH 作る ご ぶる OO その 〇 ココ 8 
こぶ ふら ⑤ 垢 み ウデ アツ HH テク 2OrrCewg ビ 円 Oo 4 


PS (Di ゥ は 
ビ 実 
ご の 


5 導 間 


+8 


sH>… 


※ の : 語 


ビ 天 
店 


みく ロビ ベビ oO ーー 


MM みせ 
ニス メサ ご メメ 光 NR で CN て 


愉 
レン 


に こ 


0 
ぶ 


ほ 


> \ 和 キ や ユニ スー 


こつ 
この 


己 ご ペ 


トト 


。 十 
に っ 


トド 
こ 


己 補 


寺 十 情 ミ 


二 
て つっ 


で 


ト 」 II っ 供 ユ F 


ヒヒ UIU で <⑨ 


写 で ぐ 革 人 諾 き ざさ 史 飲 族 飼 


ピ の の 


ず ! 


に 創 


に 
ピス 
O 


之 ロ 革 区 こ ヤ ぷ 競 飼 ボ ok 日 


トコ 


bl 


bI 


) ひ n 骨 つつ ざ ご は m」 2 


〇 


ご 


さく ヽ こ こせ ざさ %WS ポ の 


[I] 


』 


' 


ざ ざ 。 ざ 選 守 立 へ OO 


NT 


2 | SL 7 が 7 


to)】 


C.3 非 菩 字 お よび JIS 第 | 水準 、 第 2 水準 漢字 コー ド 表 


@JIS 第 1 水準 治 字 コー ド 表 


・+9 +1 +12 13 14 15 +15 +17 18 +19 1A +1B +C +D +F +F 


92 ト JiJAUS ・ リ 5 
889E:3020:1600: 


届 究 国 還 憧 
避 詞 回 豆 想 閣 
曲 敵 豆 慎 他 選 
本 時 己 誰 | 疲 
掴 演 忠 王 問 慈 
近 選 貴紀 記 
商 志 箇 更 押 寂 
誤 井 閣 定 賞 図 
村 論 曽 史 選 王 
表 稚 角 敵 夫 
展 田 操 組 選 
に っ キー 
更 豚 坦 部 玩 結 吾 
加 了 押 社 取 手 慈 
須 握 定 皿 振 正 
民 虹 棚 角 泌 
る 泊 BS きる る る 
っ 且 呈 悟 百 百 習 記 
oeoeoeoeoeoeoeo 
ト 


由 遇 落 外 避 
栓 人 K 中 時 
杏 角 肖 隊 拉 
に 
相思 常 禄 畔 

も いたく 4 
基 半 選 坊 
下 提 也 赴 各 
過 買 誤 棚 器 
正 拒 放 臣 遇 吾 
0 に まで ます 
路 、 押 妹 漠 記 
連 黄 吊 硫 更 
雲量 綴 坦 環 
豆 押 控 台 撮 
壮 帳 忠和 鶴 
きき SS きる 記 
さき ミミ る 
NE の 
計ら 語 呈 る る 
coco の cocooo 
モ で | 由 


ag 
俺 


押 時 横 欧 
蛋 桶 特 


屋 憶 


9999:3179:1780: 
899E:3226:1860: 
99AE:3230:1815: 


オ 


足守 部 朋 奈 龍 季 加 索 癌 廊 
選 埋 姓 吉 涯 斉 珠 午 考 加 掴 理 癌 記 
味 除 曽 現下 事 柚 坦 交 失 部 十 谷 束 
に 嘱 蘭 農林 表 論 癒 忠 下 定 移 型 吊 英 
器 控 沿 惑 丁 避 辻 器 独 前 坊 丘 加 六 
殿 持 的 加 絡 拘 衛 吾 是 村 環 話 塞 咽 足 
了 本 還 回 扶 宮 用 中 現 立 中 悪 舶 舟 桃 
W 所 固有 牌 常 繝 時 者 吾 紅 上 斑 寺下 吉 
時 所 思 下 部下 頑 皇 避 抵 過 弄 由 器 
也 祥 宰 最 正 暴 季 棒 邊 則 桂 勧 紀 画 忠 
索 縺 堂 氏 密 揮 呈 宰 東 記 器 所 球 害 
避 肖 加 脱 思 窓 六 話 臣 拉 思 人 答 可 肌 
号 民 所 回 堂 析 紹 交 桂 珠 技 時 昌 疲 嘱 


宮内 恋 畳 箇 春 失 吾 挫 却 突 畑 

時 写 利 4K 劉 銘 下 理 弓 窓 男 振 臣 祥 
曇 ぶ 時 率 時 想 映 右 羽 計 下 導 
ocuo マ eocao さ ご どど ざ むら ざ で 
r コ < つう < ポ や (O ら < の や Cc っ sm (OO CO ぐ で や ーー Cc つう < (で ら 
coOcoOooooo の の の の の の らく S 呈 SS で ぐさ や 
ェ ゴ テイ ーー ゴー デイ ーー ゴイ と ゴー テー ゴイ テイ テー ゴイ テイ テー ゴイ で で 』」 で) で 』 で 』 
S ゃ ぷぷ こぶ ど ど どこ どど どど ご どど ござ どど ござ 
c つ < utO つ (の ら F て で J CO STi の (Oc で て で JO すい の の ら 
で です で で で 」 で つ で つ で つ で つ で つ で つ < < < < 
co で つ C つ で C っ CcC つ っ Cc つつ の の の の co で 
Ca El pe ci pm gm oo や Ei Ei Gi 中 
エエ の ロロ の の ooo の < エー エ の の の 
つの) 〇 の) の) の) で C < て <F < て <F < て < 上 < て < エ < て < エ 
coO<OcoOoococococooocococococooeo 
ド 


中 剤 鹿 甘 共 下 趣 漠 吾 藻 
帆 貯 範 杉 赴 剖 玲 后 次 衣笠 
思 換 主 養 中 辻 由 所 且 宮 握 
選 宗 本 雇 下 爺 呈 世 四 曽 折 
伯 相 吉 培 揚 剖 誤 札 言 昌 同 魚 
畠 定 問 訳 基 吉 藻 証 王 握 
琴 明 個 き 甘 喜 回 田 球 貴 箇 
連 昧 聞 号 瞳 球 軸 半 扶 
中 可 紀 ペ 細 攻 久実 懇 王 
粗 胡 球 擦 出 似 寺 球 問 朝 款 
に 0 二 た を ル あ に ド す お 
堂 必 票 据 晶 交 中 東 表 計 に 双 
直近 張 編 野人 氏 蝶 拉 絆 器 き 
作り を を っ で 上 、 セ ニ ま <:| 
棋 可 軒 柚 岳 悦 加 革 志 障 吾 選 


AT * で 

押 宮 悪 映 定 叫 環 纏 召 押 
(oOcoO ぐ や mco SYOoOo や rdco YO 
に 
で ac で J で J で Je で CM で J cd で JJ で Mc で J で J で J 
や ぐさ どど ぐ ざ @G や ぐさ 選 @@ 
( 〇 GFT で J で うつ SN Lt つう (Or に で JC < (の で ら 
で * ば う ば う ば ) は ) う r) つう ( ら (つら 〇 くら 
C っ で つう で C つ C う C つ C つ で C う < うつ cc の で うっ 
に コ ビ ] に は 。 に は 。 は 。 エ 。 ぐつ で や に] は] は] に z】[r】 
の mcO YuoO(CcomO の oO の 
< て < で らら onopooeeo 
co <O oO の oecoocooocooeco 
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思 l 隊 表 


C. 


+ 上 昌 
+ 県 思惑 
+ 忘 正 吾 
ェ 反 吉 基 
+ 避 舞 壁 
+ 側 芋 剛 
+ 迄 蛋 
キ + 凶 再 相 


所 


8C4F:3739:2316: 董 訓 


・ 9 +] +2 +3 +4 + 
加 
神 
笑 
8C4F:3739:2315: 


8BDE:3669:2264: 
8BEE:3679:2289: 駒 具 愚 


八 す 5J19 :7 ツ 
8C3F:3720:2360: 


| ク | 


護 叶 所 圭 玩 准 
局 細 国 世 下 記 球 
風 租 失 問 玉 政 
ot 三 す エト 1 
尿 電 忠吉 山 咽 寒 
正忠 陳 選 裂 配 
各部 妖 三貴 癌 
政 回 問 素 名 難民 
定 政 寺 玉 秦 毅 
早 回 宜 問 憧 琶 臣 
承 芽 定 蛋 査 選 
軍 押 村 館 装 有 
いま に 


引 区 准 凍 吾 論 引 
中 疾 問 想 可 朋 沿 


契 
経 
劇 
人 


8C5F:3740:2332: 
8C6F:3759:2348: 
8C80:3760:2364: 
8C90:3779:2380: 合 
8C9E:3820:2400: 
8CAE:3839:2416: 


急 


争 


8CBE:3840:2432: 


定 回 引 山 甘 誤 宗 曲 
夫 四 凌 下 蛇 選 虹 宛 羽 唄 吾 
I 編 庄 虹 疫 筐 昭 製 直下 
計 拘 唱 野 折 想 閑 博 雄 量 聖 
司 貴 列 抑 定 婁 辺 克 佑 咽 
まき に も も いま 
生ま くべ を 、 生 まま 
表 粗 中 清貴 時 毅 可 聖 
皿 眉 亜 宋 特 喘 難 帳 英朗 
臣 畠 是 如 忌 半 症 拉 叩 句 生 
世 還 選 堂 記 坦 隊 剖 款 時 藤 
屋 衣 喜 忠昌 豆 碧 に 訓 惑 困 
中 繊 叩 光吉 豆 還 振 宮 胃 
婦中 K 療 村 擬 振 地 隊 束 


叶 填 聴 加 抱 字 季 岡 妊 
球 因 1 応 下 器 抑 
cucoeoooecuco マ oo や 
cosf(cOSm や Co や 
ch sm ch mh つの の の ゆい の の の ら 
cu で JCJ で JC で J で J で J で で で は で 』 
< こ ド UO (の ビー で で つ で や ロロ うつ (の FE て で) 
cO CO < の 〇 の の の の) の) の ) < 万 
CO @②9 で つ で ② の で ②⑨ で つっ で つ で う で 5 で つ で ら 9 
1 rr rr] rr は 。 は 。 は 。 は 。 で っ ぐ や rm 
Fo うつ 選 ロロ c つ < や (つら < で の の 
で う CD CD ce5 らら 避 点 所 台 避 豆 
cocococococococococeoeo 

「T 


塞 補 世 下 皿 激 
ーー 
避 選 監 許 時 記 枯 
所 尚紀 閣 紀 無 葵 
南 雷 壮 埋 埋 宗 各 
細 近 採 喜 堪 引 章 
に まま 
ES を を - 二 こ : 
妊 距 旨 胡 提 補 
可 還 部 緊 所 藤 経 
区 趣 武 皮 音 評 軸 
半 弄 昭 枝 塞 破 回 渦 
間 乱 人 虹 窟 路 三箇 
材 地 江 益 苦 誤 傘 客 
忠 半 筐 隊 紅 散 埋 只 


っ 1 
本 天 回 定 若 泡 
(の ら (で JucoO cn ぐ や や Ge で M 
r ブ ーーcCO smT(OCS の CC 
( 〇 ( 〇 (の 〇 (の 〇 (OO (の FE に FE に て 
で J で JO で CM で で でき で J 
ぐ SS ぐ ぐ ぷぷ ぐ ぐる ぐ ダマ @@ ペ 
で つ で うっ SF L つ (の ら Fー で で つ Ss や 
< エエ < エ << マ ニニ エマ < の の 愉 G ロ 
で つう で C つ で つう で つ で うつ で つ で うつ で う で C う 
に に は] に ココ に コ に 。 は 
< で < て と CR て t う の ロロ で こ で きい の 
ーー ミー 邊 王 十 一生 王 了 に > 四 に っ 四 こ こ | 
coO coOcocoeoo@eo 


| 


剖 圭 論 堆 頑 窟 由 可 捧 控 窟 斑 縮 人 や 下 舞 
二 青 治世 人 ふ 環 引 球 四 中 お 笛 宣 要 昌 そ 忘 苦 
四 章 態 下 征 曲 吉本 上 世 堂 下 一 邊 明 表 詩 中 
堅 更 才 弄 舞 中 回 詞 国外 己 映 尽 醒 美 四 震 天 
也 操 政 北 近 帝 選 准 淵 藤 過 吾野 政 球 時 理 害 
必 半 了 明 志 下 求 右 下 吐 喘 宗 と 回 坦 半 団 地 貴 神 
宮 宮 回 困 居 径 丘 深 伯 加 芝 貢 井 尽 條 部 帯 二 
牛車 所 形 代 召 苫 鶴 志 蝶 想 攻 下記 他 絡 閣 記 
玖 癌 問 や 的 遇 刊 拉 案 所 宮 環 可 器 宮 環 
中 井崎 雷 蓄 連 暑 局 掴 贅 征 押 注 骨 毅 内 地 人 材 
忌 量 凡 環 抽 表 固 富 駅 泡 黒 由 地 械 如 天 問 

世 誠 恒 朋 所 鞭 間 飼 昌 玩 圭 補 肌 区 還 澄 投 

店 選 習 豆 天 棋 名 抱 押 到 醤 痢 僅 里 燃 玉 明 下 

計時 器 堂 克 宮 避 尋 所 額 寄 更 還 卸 思 工 SE 

六 牙 弄 編 痢 基 医 時 避 氷 牌 暴 牧 事 過 送 


早 


8E5F:3B49:2732・ 
8E6F:3B50:2748: 
8E86:3B69:2764: 
8E90:3B70:2789: 府 
8E9E:3C20:2800: 
SEAE:3C30:2816: 
8EBE:3C40:2832. 5 
8ECE:3C59:2848: 
8EDE:3C60:2864: 
8EEE:3C79:2880: 
8F3F:3D20:29006: 
8F4F:3D39:2916: 衆 
8F5F:3D40:2932: 
8F6F:3D59:2948: 
8F86:3D69:2964: 準 
8F90:3D79:29806: 
8F9E:3E20:3000: 
8FAE:3E39:3916 
8FBE:3E49:3032: 
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C.3 非 漢字 お よび JIS 第 | 水準 、 第 2 水準 漢字 コー ド 表 


+ 癌 義 悪 所 民 
+ 都 器 直 王 堆 貞 
〒 上 押 理 生 ズ 
ェ 店 球 咽 還 忠 理 
+ 品 立 上 時 聖 記 
+ 員 蒙 哀 起 驚 周 
+ 諾 避 器 電 層 社 眉 
+ 算 骨 控 構 環 押 
+ 遇 彫 朋 還 皮 維 思 
+ 燃 六 頭 首 察 可 証 
+ 迷 d 球 査 肝 捧 蹴 
そ 押 拘 是 材 つね 族 
+ 明 年 曲 季 虹 理 
+ Sg 時 迷 坦 佐和 時 本 
+ 志村 昧 活 喜 花 中 
キ そ キ 押下 丁 皿 是 猫 


3J1S ゃ 2 
8SFCE:3E50:3648: 


1 3 科 1 
5 二 
に 


は 
プ ガ ェ 


8FDE:3E60:3064: 
8FEE:3E70:39080: 
903F:3F20:3100: 
994F:3F30:31156 

905F:3F49:3132.: 
906F:3F50:3148: 


臣 詞 

図 調 帯 
四半 境 
悪 芝 
用 型 押 
親 悦 宮 
野 入 
圭 宮 


員 理 
oO で" で > < や 
sh (CO CO ぐ や 
ェ ゴ テイ ィ ゴ で J 
OO で の : (GO でき 
ぐ で ぐ ぐ ざ ぐ ご ぐ ご 
LO (OF て で 
Fr。 ビュ は 。 ぐ で 
Cy ぐつ で 2 < 
ここ 誠 こ こ 抽 | 
( ら CO の ) の 
で こぐ 〇 や や の @ 
て っ で う 〇 ) の 


に 
堂 剛 抽 款 三 屋 下 
記 結 史 富 球 弓 束 
軸 李 入 剖 衝 錠 壮 
応研 本書 個 凌 昌 
苑 明 如 祥 世 下 串 
足 社 郵 豆 中 紐 測 
癌 周 連 角 ボ 交 届 
現 赴 窓 准 三 球 組 融 
演 丁 白 所 甘 足 楓 可 
投 円 苑 箇 四 窟 詳 表 
材 邊 和紀 斉 天 
悪 吉 納車 廷 足 衣 
加 型 刻 吉 邊 控 畑 
弄 編 杉 振 器 疾 抑 


IP に 
PE 
敵 頭 馬路 】 

c で や (COCO で ぷら 
ぐ や mcO sh(ooO や rm 
で J で JJ で きす で さて で すう で で うつ で つつ 
CO で うら. で O CO で ゆみ で O で つ _ CO 
ぐ ぐ ぐ ざ ぐ ぐる の @ 
で J で つ で ボ Lu の つ (で つ FE てこ で! で つっ 
ぐ ぐ や ぐ ご ぷ ぐ マ mm 
に ここ 
ココ に コ は ココ に ビ 。r。 
Co < で CQO<O う の ロロ CO < か 
< で こぐ ぷぷ ぐ ご 
の 〇 の) 〇 ) 〇 の) 〇 の の) の ) の 〉 の 


氏 宮 亜 句 
弧 牌 加 染 要 玩 
和男 紀 悪 雇 衝 務 晶 
揚 肝 斑 禁 殿 察 
暫 団 是 明 紅 採 悪 
衝 黄 剖 呈 胃 宮 夷 
可 拉 回 凡 宮 瑞 店 
吉本 症 処 記 考 
彼 層 壁 剖 忘 揚 
乙 押 各 剖 抵 
詳 敬 要 示 家 王 
詞 無 控 環 的 
可 郁 慰 的 究 坦 


稚 舞 卸 活 擬 党 

握 半 下 丘 誤 醤 

回 話 壁 押 嘩 
oco マ ぷぷ い の 
mc つっ SN(O ら oO や m 
C つ で つう で つっ で C つ で つ 3 sh 
の なび CD で Oi で の で う . る う 
SS ぷぷ ぷぷ ぷぷ ご 
で C つ SU うう (て ら Fー で 』 で つう 
ゴイ テイ ゴー ゴイ て ゴー ゴ で ひ J) で J 
が 
Ep ロロ 中 
ば う て O CO 〇 の) の ) < 
Lo 
の 〇 ) 〇 ) の) 〇 〉 〇 ⑦ 〇 の 
AN 


選 凌 都 較 妃 
塵 振 閑 虹 損 理 


抽 問 胡 畑 

中 聖 負 展 昧 想 突 
筐 思 典 提 加 恥 
利明 王 舞 要 局 
守 拉 回 現 羽 理 里 
定 移 釣 肢 久 ※※ 密 
に 立 ド 己 絹 押 揮 
KN を に IE 
政 閥 避 坦 占 再 
に | 
虹 丁 無 麹 型 器 
弓 灯 閣 守 回 持 
天 祝 玩 中 旨 穫 中 
だ 胡 弄 地 中 時 


cdF:4320:3500: 


925F:4340:3532: 


91AE:4230:3416: 
91BE:4240:3432: 
91CE:4250:3448: 
91DE:4260:3464 
91EE:4270:3489 
924F:4330:35156 
9 


9 


| タ 


型 粒 押 詞 


に 


曲 


っ 
と 


c5F:4340:3532: 


所 革 帳 写 環 
む 過 癌 毅 玖 
地 療 四 要 誤 
ES まり 
鹿 下 下 
剖 弄 直 如 現 
旦 地 抑 朋 帯 
剖 芝 折 正 飛 
肌 せ 揚 己 抽 
唐 押 藻 計 軽 
志 閣 台中 陣 肖 
守 控 店 据 昔 最 
を JI 


乏 
計 


3290:4379:35806: 


聴 
沈 


926F:4359:3548: 紅 
9280:4359:3564 : 
329E:4420:3609: 
92AE:4430:36516: 
92BE:4449:3632: ? 


チ 


墨 貴 
回 


- こ (6 
マ t に 


に 
提 
浅 計 


墜 椎 棚 追 
級 色 椿 潰 


捧 細密 
恒 遇 届 活 
を 
堪 棄 薦 冶 
世紀 環 吉 
に よっ 
ES 
EE 
違 吾 K 
に 


吾 級 避 思 獲 財 
刀 下 名 下 田 
思潮 事 応 和英 
部 世 昧 組 謙 
叶 器 黒光 紀 民 
究 応 樹 悪 量 

co さや ら で 

co (co や coo 

( つ 〇 ( 〇 (やら (kk に FE 

で つ で つう で つう < っ で つ C で つう c で つう で っ 

ぷぷ ぷぷ ぷら ご で 

さい つて つ (OFー で J で つ で ド 

で < で 1 で ドド < ボ LO つ つう いう 

で です で < こ ド で < < 

EE] は) re re EE は 。 ロロ 

co の ムロ oO いら 

で J で J て て 、』」 で J で つ c つ っ で つう 

の ) 〇 ) 〇 の ) の ) 〇 の ) の ) 
PN I ト 


まい 

連 

絞 

ES 

丈 

名 
Cu co 
Co < 
F、 上 ー 
で つ で つう 
で や 
ET) 
つう ば う 
に ここ) 
ロロ 
LO の (らら 
ゆう 
〇 ) の ゝ 
に 
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=M_E 家 


C. 


+ 近 運 名 理 天 迫 革 器 峠 時 定 紳 区 紀 

+ キ 下品 宮 貴 須 下 尾 < 培 詳 提 妃 団 押 帳 斗 問 

て 切 提 事 普 吉 四 署 吉 捧 弓 騨 電 宗 綻 益 時 次 

ェ 上 龍 器 二 宮 用 映 招 稀 環 走 近 軸 

+ 坦 蝶 翌 括 吾 静 時 時 占 表 宙 採 壁 理 時 鱗 

そ 脱 知 絆 握 枝 落 拓 呈 下 連 弟 吾 京 嘆 還 詞 並 畠 
+ 生 申 将 屋 問 定 路 加 品 虹 計 環 評 明夫 黄 
や 悪 整 省 掴 玩 剖 柴 崩 暴 紅 世 志 回 呈 故 将 守 替 
な 瑞 環 右手 埋 程 妖 尽 誰 トト ます: 
* 選 親 田 虹 果 宮 列 R 弄 障 燃 如 擬 好 寂 実果 
キ 畑 表 租 舞 喉 堂 援 訳 呈 上 R 晶 倒 趣 志 容 富 史 愛 
ゞ 加 選 握 頑 細 漁 司 軸 出 に コ 時 紀 羽 思 邊 拘 酸 束 
直志 竣 丁 せ | 揚 疫 印 半 服 捉 密 防 因 守 
定 画 嘆 歓 珈 己 李 古 類 選 維 呆 性 豆 正 浅 半 繋 窪 
〒R 下 掴 区 回 拓 圭 基 室 紅 窒 区 右 足 瑞 床 夫 加 
〒 そ 粗 祝 貴 棚橋 区 9 重 其 疾 逢 普 察 洋 
こざ あざ どき さる みる る る る ココ 8 きき る ど 品 らき 
#、F-F- こ coOcococoococooo の の の の の の o の covov ぐ や や や の ざ 
" ざ ぶ ざ ざ ぐさ どど さこ ぶ ぶ どぶ どぶ こざ ざ ぷら らら こら ざる SS 
らら GG る B ら EGOEEEE に ここ に に に SS る 
や 串 還 四 中 
co の の < 寸 no oO smuouo の の で の m の (の 
+ へ < つう Cc つ Oc で っ う c っ ccO つ cco っ cosrsh sh sh < や すす で すぐ ざす です < や 
>:> の の の の の 〇 の の ぴの の の ⑦ の の の) の 〇 の) 〇 の 〇 の 〇 ) 〇 の ) 〇 ) 〇 〉 の ) 〇 〉 〇 の) 〇 〉 の > 

還 回 タ 回 国司 回 


思 丈 型 喜 衝 
県 思 赦 雷 態 朱 
還 衣 皿 申 選 慎 
遇 葉 晶 江 陸 製 
に コ 
番 妃 聴 中 
世 塞 環 束 
直 怒 聴 望 
に まい まま 
志 堪 聞 堪 水 
鹿 緒 加給 半 
時 次 選 思 押 
書 革 本 累 受 罰 
に > 人 まる 
$ 艇 踊 揚 踊 


ーー プ , 

思 総 池 央 令 
CoO や や cecdo 
(Oc で やつ で うき 
に ここ ここ ee 
で 
や や 選 G さ ご ぐ ぐ @ 
(の FEー で JC つ すき ば う 
CO cO oO 〇 ⑦ 〇 の) 〇 ) 〇 > 
で で < < sf SN 
コロ コ に] は 。 は 。 は 。 に は 4 
て うつ は c つ ST は の (で ら 
で で < ド いじ) いう は う いう 
の っ 〇 ) の の) の 〇 の) で の 


LE 


宗 夷 加 
玉 加 堂 舞 
足 門間 
に まつ 
に 
男色 守 現 
夢 挫 軍 
4 
求 神 較 連 軸 
届 贈 下 下 写 
と 宛 手 琴 部 
に 起 短 購 妥 
ぶ 擬 束 畑 
貴 擬 器 編 
宛 温 中 玉 


芝 半 斑 
co や いら 
< こ h (の で で づ 
ャ コー ブイ テコ で の 』 で 
に 
ぐ で や SG ぐ や ぷぷ や ぐ 
LO (の ら F て で で つっ 
OO) の) 〇 の ) < で < で 
ドド FT < ポ 
pg. で や で ぐ や mi 
to CO 〇 つ 〇 の ) < で 
つつ ば ) う ば ぼう は つう ば う 
CD の 〇 ) の ) の) 〇 > 


| フ | 


時 観 
っ 
に 
【 豆 幅 
直 箇 世 
に に 
EE 


偏 レ 


95BE:4A40:4232: 弊 


95AE:4A30:4216: 
95CE:4A50:4248: 


依 半 秩 束 虹 相 

敬 抑 孔 窟 一 選 活 将 
喉 間 選 御 鷺 慈 蓋 玉 束 
時 局 誤 臣 守 民 所 
維 堆 南 足 祥 株 操 押 
世 更 品 選 吾 可 右 手 
拉 二 潤 加 将 桂 型 届 
維 束 握 餅 協 選 団 対 
いま )N を こき lk っ 3 
損 習 選 短 宮 准 民 
いも こも そこ や おい 
揚 才 吾 草 温 維 千 区 

性 中 人 WN 湯 角 召 

徹 咽 更 柚 誤 持 螺 坪 地 
堪 慌 民 帳 交 箇 苦 陳 
に に に 間 隊 を: さい 


95CE:4A50:4248: 
95DE:4A60:4264: 
95EE:4A70:4289 
963F:4B20:4300: 
964F:4B36:4316 
965F:4B40:4332 
966F:4B50:4348 
9680:4B60:4364: 
9599:4B70:4380 
959E:4C20:44090: 


Es 
避 


「/// 
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71J:JIS :7 テ クィ 9 +1 12 43 14 15 16 417 18 19 14 TB+C+D TE +F 
969E:4C20:4400: 味 未 魅 巳 箕 岬 密 蜜 深 養 稔 脈 妙 
96AE:4C39:4416: 和 民 過 

96AE:4C30:4416: 務 芝 無 年 予 霧 殿 棟 嬉 娘 
96AEF:4C30:4416: 祥 名 命 
96BE:4C49:4432: 明 盟 迷 銘 鳴 妊 牝 減免 桶 綿 縮 面 麺 
96BE:4C49:4432: 換 模 
96CE:4C59:4448: 茂 妄 逢 も 猛 盲 網 耗 蒙 儲 木 黙 目 本 勿 餅 
96DE:4C69:4464: 率 戻 粉 貰 問 紋 門外 

96DE:4C60:4464: 也 冶 夜 爺 耶 野 弥 
96EE:4C79:4489: 矢 厄 役 約 薬 訳 躍 靖 柳 数 鐘 
96EE:4C79:4480: 愉 各 油 癒 
973F:4D290:4500: 論 輸 唯 佑 田 友 家 幽 悠 愛 提 有 柚 清 
974F:4D39:4516: 浦 獲 誰 由 祐 裕 誘 遊 邑 郵 雄 融 タ 
974F:4D30:4516: 予 余 与 
975F:4D49:4532: 堂 典 預 備 幼 妖 容 唐 揚 揺 擁 曜 楊 様 洋 溶 
976F:4D596:4548: 夫 用 穴 羊 次 葉 容 要 詳 踊 遥 陽 養 飽 抑 欲 
9789:4D69:4564: 泊 浴 翌 四 淀 

9780:4D69:4564: 維 螺 裸 来 菜 頼 雷 洛 絡 落 酷 
9799:4D79:4586: 乱 卵 嵐 欄 深 藍 覧 

9790:4D70:4580: 利 更 履 李 梨 理 璃 
979E:4E20:4600: 痢 裏 禅 里 離 陸 律 率 立 律 皇 略 劉 流 油 
97AE:4E39:4616: 琉 留 硫 料 隆 竜 龍 偶 慮 旅 虜 了 吉 僚 両 凌 
97BE:4E46:4632: 寮 料 染 涼 猟 療 有 瞳 和 校 得 良 計 遼 量 陵 領 力 
97CE:4E56:4648: 緑 倫 林 汐 燃 正臣 輪 隣 鱗 記 
97CE:4EF59:4648: 瑠 朱 涙 累 
97DE:4E69:4664: 類 

97DE:4E60:4664: 令 谷 例 冷 励 嶺 俗 玲 礼 革 鈴 隷 零 霊 度 
97EE:4E79:4689: 衣 暦 歴 列 劣 烈 裂 廉 恋 憐 澤 煙 冬 練 隊 
983F:4F20:4700: 連 連 錬 

983F:4F20:4706: 呂 角 粘 路 忠 労 斉 廊 弄 朗 
984F:4F39:4716: 桜 移 浪 漏 定 狼 符 老 民 虹 郎 六 娘 助 録 
985F:4F40:4732: 論 

985F:4F40:4732: 供 和 話 歪 賭 脇 惑 枠 英 互 旧 鯛 詫 菓 蔵 
986F:4F59:4748: 入 清 太 腕 


9880:4F50:4754: 
9890:4F70:4786: 
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989E:5920:4800: 式 至 


男 


串 


に 
キネ 
さこ 
さ 


989E:5026:4806: 不 中 


3 
さ 
さ 


問 


989E:5020:4800: 丼 


回 


に 
て 
に 1 


989E:5020:4800: ノ 又 徐 乗 


ト | 


さ 
た 


989E:5020:4800: 負 


WS 


キキ 
に コ 
1 

に 3 


989E:5020:48600: ] 駒 事 
98AE:5939:4816: 殺 


寺 
弐 
3 


Q 


に 


98AE:5030:4816: 開 馬 尊 


ふき 


ID 


由 


98AE:5030:4816: 


叶 
に ll 
員 
還 


[| 


キ 
2 
や 


98AE:5030:4816: 稚 伯 誠人 人 付 
98BE:5949:4832: 分 例 件 
98CE:5959:4848: 條 伯 谷 
98DE:5969:4864: 値 傍 偏 
98EE:5679:4889: 優 優 會 
993F:5120:4900: 抱 依 
994F:5139:4916: 倍 科 倍 


It 
ヽ 
み 
に 


導 糸 画 奏 守 
商 補 王 浸 汗 
史 麗 葬 時 重 
吉本 吉 黄 較 式 
球 末 避 仙一 衝 
末 貴 暑 理 浴 可 

ES 

に 3 

避 

1 


EE: 


994F:5130:4916: ル L 見 外 免 競 貢 
995F:5140:4932: 雨 敬 


固 


3 


NgE 


き 
ぐ 


995F:5140:4932: 分 旨 


995F:5140:4932: 日 同期 青 同 表装 易 


995F:5140:4932: … 算 臣 家 
996F:5159:4948: 宮 正 


+ 
き 


器 角 


[| 


1 
に 3 
た 


996F:5150:4948: y 決 河 加 涼 況 洋 潤 凍 凛 


回 


1 
ポ 


996F:5150:4948: 嘱 麻 原 先 
9989:5166:4964: 風 


_w 
1 
さ 


\ 回 


9980:5160:4964: 日 画 


| 


さき 
に コ 
3 


利 癌 名 兄 刺 
製 時 剤 独 


還 | 


9980:5166:4964: 叉 刑 志 別 奈 出 
9999:5179:49896: 市 釧 静 劉 和 削 制 入 剣 
999F:5220:5900: 競 


に を 
に 


き 
さき 
キ 


204 


き 
さ 
ド 


キ 
さ 
き 
1 


主 


7 ト J: 
999E: 
99AE: 
99AE: 
99AE: 
99AE: 
99AE: 
99BE: 
99BE: 
99BE: 


99BE: 
99CE: 


99CE: 
99CE: 


99CE: 


99DE: 


99EE: 


9A3F: 


9A4F: 


9A5F: 


9A6F: 


9A80: 
9A90: 


9490: 
9A9E: 


9A9E: 
9AAE: 
9』BE: 
9ACE: 
9ADE: 


9ADE: 


9ADE: 


94DE: 


9ADE: 


: +6 


世 


交 陣 臣 直 


前 | 


引 世 賠 半 
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+2 +3 +4 
功 勘 勘 


多 殺 全 


1 
NN 
矯 


EE っ ます | 
疾 湊 宮中 只 川 書き 


問 則 画 避 旦 庫 員 


許 避 激 己 混 型 叶 号 
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+5 +7 
勤 動 


旬 魏 


+8 
恥 


名 


属 剛 


秀 佑 


晶 只 甘 


四 際 


/ 刻 


に っ 
訪 
に 1 
受 


陵 斉 泥 如 明 尺 訪 
嘱 選 農 記 活 恒 吐 


四 諾 中 ば 
動 筐 


周 


同 


凡 障 内 


束 


Ei 


さ 
に 3 


回 


ヘ 
き 


R 
s [くさ で 
ン 


さ 
Ni 
き 


は | 


守 
半 
3 
き 


に 3 
太 
てこ 
さき 


| 


さ 


4 還 


| ンー 
会 


き 
き 


末 


や 
ざさ 
ノ 


回 


w 


| 二 | 》 


敬具 旦 
上 夢 
温 二 芋 
上 壁 臣 
刻 昌 
江 如 基 


叶 


> 10+1+2 19 14 +5 


距 


+5 


局 


机 


牙 各 浴 選 


17 18 19.+A 1B+C す DE +F 
夫 


傘 笑 美春 代 奥 美 砲 


旭 共 書 姜 如 尋 婚 大 婦 
靖 要 尋 村 怒 如 書 妨 坦 
敵 婚 旭 要 香 机 婚 嫌 号 


内 徹 封 葬 時 撮 季 捕 


鞭 将 寅 寝 寛 密 宮 喜 岳 


末 姓 尼 届 殿 必 


柄 吉 衣 
洋 和 温 貞 
店 国 悪 沙 
まい 
牙 高 上 計 
幼 忠 惜 
諾 上 骨 画 草 


ui 
葉 
避 


幅 界 帽 帆 四 息 


滞 
斬 
細 将 
貞 涯 
楓 習 
活 号 
吾 再 
RE 


2 


み 


IO 


YY 


ミ に 2 ト 
N (2 還 


〆 
ヽ 


|m 


SL 
3 


ME 


グ h9 
9C4F: 


9C5F: 
9C5F: 


9C5F: 
9C6F: 


9C6F: 
9C806: 
9C96: 
9C9E: 
9CAE: 
9CBE: 
9CCE: 
9CDE: 
9CEE: 


9CEE: 
9D3F: 


9D3F: 


9D3F: 
9D4F: 
9D5F: 
9D6F: 
9D86: 
9D90: 
9D9E: 
9DAE: 


9DAE: 
9DBE: 


9DBE: 
9DCE: 


9DCE: 
9DCE: 
9DCE: 
9DCE: 
9DDE 
9DEE: 
9E3F: 


9E3F: 


JIS : 
5730: 


5740: 
5740: 


9740: 
5750: 


5756: 
5769: 
5770: 
5820: 
5830: 
5840: 
5850: 
5860: 
5870: 


5879: 
5920: 


5920: 


5920: 
5930: 
5940: 
5956: 
5960: 
5970: 
5A20: 
5A30: 


5436: 
5440・ 


5440: 
5A56: 


5A50: 
5A50 : 
5A50 : 


5A56: 


:5A59・ 


5470: 
5B20: 


5B20: 


ソテツ 3 
5516: 


5532: 
5532: 


5532: 
5548: 


5548: 
5564: 
5580: 
5500: 
5615: 
5632: 
5648: 
5664: 
5680: 


5686: 
5700: 


57900: 


5700: 
55 
782 
5748: 
5764: 
5780: 
5860: 
5816: 


5816: 
9692: 


5832 : 
5648: 


5848: 
5848: 
5848: 
5848: 
5864: 
5886: 
5900: 


5900: 


+9 


圭二 詩 
人 半 


頭 遇 環 天 身 


滞 沿 
Il 


己 右 吟 尊 瑞 基 世 店 


吉 


豆 給 融 朱 沙 半 汗 


丘 


C.3 非 漢字 お よび JIS 第 | 水準 、 第 2 水準 漢字 コー ド 表 


+2 +3 14 +5 +5 +7 +18 +9 +』 +B 
弓 正 久 著 弥 
彡 彰 
イ 守 御 但 祥 御 
重 入 徳 徴 
装 必 性 恒 選 秋 
選 写 衝 蛋 恒 必 必 快 慣 
翌 浴 情 司 悟 司 巻 恒 則 
惨 修 悦 選 恒司 悪 怪 恵 憶 
慢 情 門 悼 春仙 憎 避 恒 属 
茎 蛋 憶 硫 慣 愉 慢 漂 翌 
憎 悔 憶 情 性 屋 懐 情 意 杜 
憶 必 慢 慎 應 懐 悩 散 憎 恒 
儀 居 均 民 憎 昼 和 数 
支 成 成 
点 戴 銀 載 戯 租 
局 
所 拓 拓 
技 拡 封 抜 牛 抹 捧 指 押 
挫 措 朱 交 搬 拉 搭 括 失 招 
提 捜 提 抜 持 拡 挿 振 軸 拘 
措 兵 挟 描 揉 手 鬼 搬 捧 座 
示 捕 推 撃 皇 控 損 摘 拉 接 
描 拉 控 失 壁 摺 摺 事 累 捕 
振 擁 挙 探 捧 播 描 擬 没 
敗 致 赦 束 伝 伊 散 項 地 敷 
大 
誠 施 基 施 旗 旗 褒 施 
元 
背 明 穫 上 易 曇 眺 晃 時 
嘱 昇 軍 映 史 暗 喝 昭 居 
時 暖 明 嘩 央 嘩 景 
日 穫 易 


喋 博 連 符 瑞 編 


放 
吉 
幼 


江 爾 納 導 演 誕 眉 同 


興 


1 
お まま に まま っ | 


に 
朋 渦 


Ei 
窟 


和 王 確 嘩 矯 庄 斉 二 


堂 甘 幸 沿 党 


遍 


沈 


題 箇 


1 
さ 
2 


% 
2 


味 | 


HE 


ヒコ 
1 
さ 


キ 
に 3 
に 


軸 較 画 


さき 
さ 
ド 


3 層 


まま 
3 


E ノ ア 


kj 


: 軸 


SULS 
:5B20: 
:5B36: 
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スク ロー ルポ ボッ クス サイ ズボッ クス 


人 @ ウ ィ ン ド ウ を 開く 

ディ スク アイ コン や フォ ル ダ ー を 左 ボ タン で ダブ ルク リッ ク す る と 、 そ の ウィ ンド ツウ が 開き ます 。 
アイ ュ ン 領域 の アイ ユン が メニ ュー を 持っ て いる 場合 に は 、 そ こ か ら ^Open” を 選択 し て も ウィ ンド 
ウ を 開く こと が で きま す ( メ ニュ ー は 、 そ の アイ ユン の 上 で マウ ス の 右 ボ タン を 押す と 表示 され ます 。 
右 ボ タン を 押し た まま ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て “Open′ が 反転 し た と ころ で 右 ボ タン を 離せ ば 、 
Open′ が 選択 され ます 。) 


人 @ ウ ィ ン ド ウ の 移動 
タイ トル バー を ポイ ント し 、 マ ウス の 左 ボ タン を 押し た まま 目的 の 場所 まで ドラ ッ グ し ます 。 左 ボ 
タン を 離せ ば 、 ウ ィ ン ド ウ は その 位置 で 止ま り ま す 。 


人 @ ウ ィ ン ド ウ の サイ ズ を 変え る 

ウィ ンド ウツ ウ 内 の 右 下 隅 、 ま た は 左上 隅 に ある サイ ズボッ クス を ボ ポイ ント し 、 マ ウス の 左 ボ タン を 押 
し た まま 、 新 し 〈 対 角 と な る と ころ に ポイ ンタ を 移動 し ます 。 左 ボタ ン を 離す と 、 新 し い サ イズ に 変 
生ま 天 。 

・ 右 下 隅 の サイ ズボッ クス …… ウ ィ ン ド ウ の 左上 支点 を 固定 し た まま 、 サ イズ を 変え ます 。 

・ 左 上 隅 の サイ ズボッ クス ……… ウィ ンド ウ の 右 下 支 点 を 固定 し た まま 、 サ イズ を 変え ます 。 


216 


機能 リフ ァ レ ンス 


信 ウ ィ ン ド ウ の サイ ズ を 最大 に する 
ズー ム ボ ックス を 左 ボ タン で クリ ッ ク す る と 、 ウ ィ ン ド ウ は 最大 の 大 きき に な り ま す 。 も う 一 度 左 
ボタ ン で クリ ッ ク す る と 元 の サイ ズ に 戻り ます 。 


但 ウ ィ ン ド ウ を 閉じ る 

クロ ー ズ ボッ クス を 左 ボ タン で クリ ッ ク す る と 、 ウ ィ ン ド ウ を 閉じ る こと が で きま す 。 ア イコ ン 領 
域 の アイ コン が メニ ュー を 持っ て いる 場合 に は 、 そ こ か らい Close* を 選択 し て も ウィ ンド ウ を 閉じ る 
こと が で きま す ( メ ニュ ー は 、 そ の アイ コン の 上 で マウ ス の 右 ボ タン を 押す と 表示 きれ ます 。 右 ボ タン 
を 押し た まま ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て `Close′ が 反転 し た と ころ で 右 ボ タン を 離せ ば *Close* が 選 
択 さ れ ま す )。 


人 @ ウ ィ ン ド ウ 内 の スク ロー ル 
(1) 連続 的 に スク ロー ル す る 
スク ロー ル し だ い 方 向 の 矢印 (スク ロー ル ボ ックス 内 ) を ボイン ト し 、 マ ウス の 左 ボ タン を 押し 続 
け ま す 。 
(2) ウィ ンド ウサ イズ 単位 ど ス クロ ー ル する 
スク ロー ル バ ー の 灰色 の 部 分 を 直接 左 ボ タン で クリ ッ ク す る と 、 を その 方 向 に ウィ ンド ウ の 大 き さ 
分 (1 ペー ジ 分 ) だ け ス クロ ー ル し ます 。 
(3) 見 た い 部 分 に 直接 スク ロー ル す る 
スク ロー ル ボ ックス (矢印 以外 の と ころ ) を ポイ ント し 、 を そこで 、 左 ボタ ン を 押し 、 そ の まま スク 
ロー ル ボ ックス を ドラ ッ グ し て 、 ス クロ ー ル バー の お お よ その 場所 に 移動 きせ ます (スクロール バー 
の 灰色 の 部 分 は 、 ウ ィ ン ド ウ が 持っ て いる 情報 全体 の 長き を 表し ます )。 


アイ コン (ウィ ンド ウ 内 ) の 操作 


人 @ ア イコ ン を 選択 する 
目的 の アイ コン を 左 ボ タン で "クリ ッ ク し ます 。 


但 ア イコ ン を 移動 する 
ポイ ンタ を アイ コン に 重ね 、 マ ウス の 左 ボ タン を 押し た まま 目的 の 場所 まで アイ コン を ドラ ッ グ し 
ます 。 


@⑱ ア イコ ン の 形 を 変え る 

形 を 変え た た い ア イコ ン を 選択 し て か ら 、 デ スク アク セ サ リ アイ コン の メニ ュー に ある \Icon Main- 
tenance” を 選択 し ます (デス クア クセ サリ アイ コン を ポイ ント し 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押す と 、 メ ニ 
ュー が 表示 され ます 。 右 ボタ ン を 押し だ た まま で ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て Icon Maintenance′ が 反 
転 し た と ころ で 右 ボ タン を 離せ ば 、^Icon Maintenance′ が 選択 きれ ます )、 す る と 、 デ スク トッ プ 
上 に アイ コン を 作成 する た め の ウ ィ ン ド ウ が 開き ます の で 、 そ の 中 で 新た に 変更 する 形 を 作成 し て く 
だ きい 。 
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まだ 、`Icon Maintenance′ で 外字 を 作成 する こと も で きま す 。 


心 デ ィ ス ク 操 作 


@ デ ィ ス ク の 内 容 を 見 る 

ディ スク アイ コン を 左 ボ タン で ダブ ルク リッ ク し ます 。 デ ィ ス クア イコ ン の メニ ュー か ら Open" 
を 選択 し て も る 、 デ ィ ス ク の 内 容 を 確か め る こと が で きま す ( デ ィ ス クア イコ ユン を ポイ ント し 、 マツ ウス の 
右 ボ タン を 押す と 、 メ ニュ ー が 表示 る され ます 。 右 ボタ ン を 押し た まま で 、 ポ イン タ を Open' まで ド 
ラッ グ し て 右 ボ タン を 離せ ば 、^Open′ が 選択 され ます )。 


⑱ フ ロッ ピー ディ スク を フォ ー マ ッ ト す る 

フォ ー マ ッ ト す る フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ に 入れ だ あと 、 目 的 の ディ ス 
クア イコ ン の メニ ュー か ら 、 Format” を 選択 し ほす (ディ スク アイ コン を ボイン ト し 、 マ ウス の 右 ボ 
タン を 押す と 、 メ ニュ ー が 表示 され ます 。 右 ボタ ン を 押し た まま で 、 ポ イン タ を ヾ Format” まで ドラ 
ッ グ し て 、 右 ボタ ン を 離せ ば ^Format” が 選択 きれ ます )。 あ と は 、 デ スク トッ プ に 表示 る れる メッ 
セー ジ に 従っ て くだ さい 。 

未 フ ォ ー マ ッ ト の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 場合 、 フ ロッ ピー ディ スク を も を フロッピー ディ イス ク ド ラ イブ 
に 入れ た だ 時点 で コン ピュ ー タ は に 検出 され 、 フ ォ ー マ ッ ト す る か どう か ヵ か 尋ね られ ます 。 メッセー ジ に と 従 
っ 下 ジ キー マッ トド し て くだ さい 。 


⑱ フ ロッ ピー ディ スク を コピ ー す る 

コピ ー し た い フ ロッ ピー ディ スク の ディ スク アイ コン を ポイ ント し 、 そ こ で 左 ボ タン を 押し て その 
まま ドラ ジッ グ の し で て 、 ヨ ゼー デイ ュ シ に 重ね ます 。 す る と 、 ヨ ピー アイ ョ シン か がら ジロ ッ ピ ー デ イィ イス ペク グ が 
出 て きま す の で 、 こ の フロ ッ ピ ー デ イィ スク を ポイ ント し 、 そ を そこで 左 ボ タン を 押し て その まま ドラ ッ グ 
し て 、 コ ピー 先 と な る フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の ディ スク アイ コン に 重ね ます 。 

コピ ー し だ た い フ ロッ ピー ディ スク の ディ スク アイ ュ ン を ボイン ト し 、 そ こ で 左 ボ タン を 押し て 、 コ 
ピー 先 と な る フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の ディ スク アイ コン の 上 に 直接 ドラ ッ グ し て も 、 フ ロッ ピー ディ イス 
ク の コピ ー が 行え ます 。 

た だ し 、 フ ロッ ピー ディ スク の ユ ピ ー は 2HD タイ プ フ ロ ッ ピ ー デ ィ イス ク 間 で し か 行 を ませ ん 。 
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信 デ ィ ス ツク 情報 を 得る 

ディ スク アイ コン の メニ ュー か ら 、`Information' を 選択 する と 、 デ スク トッ プ に その ディ スク に 
関す る 情報 を 表示 し た ウィ ンド ウ が 開き ます (ディ スク アイ コン を ポイ ント し 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押 
す と 、 い くつ か の メニ ュー が 表示 きれ ます 。 右 ボタ ン を 押し た まま で 、 ポ イン タ を Information* 
まで ドラ ッ グ し て 、 右 ボタ ン を 離せ ば Information′ が 選択 きれ ます )。 


@ デ ィ ス ク の 名 前 を 変更 する 

ディ スク アイ コン の メニ ュー か ら 、`Volume Name′ を 選択 し ます (ディ スク アイ コン を ポイ ント 
し 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押す と 、 メ ニュ ー が 表示 る れ ま す 。 右 ボタ ン を 押し た まま で 、 ポ イン タ を 
*Volume Name′ まで ドラ ッ グ し て 、 右 ボタ ン を 離せ ば Volume Name′ が 選択 きれ ます )。 す る 
と 、 デ スク トッ プ に Volume Name' の ウィ ンド ウ が 開く の で 、 そ を そこ に 新しい ボリ ュー ム 名 (デイ ス 
ク 名 ) を 入力 し て くだ さい 。 


⑱ フ ロッ ピー ディ スク を 取り 出す 

ディ スク アイ コン の メニ ュー か ら 、 バ Close/Eject” を 選択 する と 、 指 定 し た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 
取り 出す こと が で きま す 。( デ ィ ス クア イコ ン を ポイ ント し 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押す と 、 メ ニュ ー が 
表示 され ます 。 右 ボタ ン を 押し た まま で 、 ポ イン タ を \Close/Eject' まで ドラ ッ グ し て 、 話 ボタ ン を 
離せ ば “Close/Eject′” が 選択 され ます )。 


② フ ァイル (フォ ル ダ ー) 操 作 


レア 


CUNF IG.ULZ SCHEDULE 


念 特定 の ファ イル (フォ ル ダ ー ) を 表示 する 

コマ ンド の メニ ュー の 中 か ら “Wild Card' を 選択 し ほす (コマ ンド メニ ュー は 、 ア イコ ン 領 域 以外 
の 場所 で マ ウス の 右 ボ タン を 押す と 、 デ スク トッ プ 上 に 表示 る され ます 。 右 ボタ ン を 押し た まま ポイ ン 
タ を ドラ ッ グ し て “Wild Card′ が 反転 し た と ころ で 右 ボ タン を 離せ ば 、`Wild Card′ が 選択 され 
ます )。 す る と デス クト ッ プ に Wild Car の ウィ ンド ウツ ウ が 開く の で 、 そ こ に 表示 し だ い フ ァイル ( フ 
ォ ル ダー) の 名 前 を 入力 し て くだ さい 。 


る @ フ ァイル 名 を 変更 する 

名 前 を 付け 変 た た い フ ァイル を 選択 し て か ら 、 コ マン ド メ ニ ュ ー に ある Rename′ を 選択 し ます 
(コマ ンド メニ ュー は 、 ア イコ ン 領 域 以 外 の 場所 で マウ ス の 右 ボ タン を 押す と 、 デ スク トッ プ 上 に 表示 
され ます 。 右 ボタ ン を 押し た まま ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て Rename′ が 反転 し た と ころ で 右 ボ タン 
を 離せ ば 、`Rename′ が 選択 きれ ます )。 す る と 、 デ スク トッ プ に Rename′” の ウィ ンド ツウ が 開く 
の で 、 そ こ に 新しい ファ イル 名 を 入力 し て くだ さい 。 
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@ フ ァイル (フォ ル ダ ー) を コピ ー す る 

コピ ー し だ た い フ ァイル (フォ ル ダ ー) の アイ コン を ボイン ト し 、 そ こ で マウ ス の 左 ボ タン を 押し 、 そ を 
の まま ドラ ッ グ し て 、 コ ピー アイ コン の 上 に 運び ます 。 ユ ピー 結果 (コピ ー ア イコ ン か ら 6 出る れる 紙 ) 
を ポイ ント し 、 左 ボタ ン を 押し て それ を 収め る ウィ ンド ウツ まで 左 ボ タン を 押し た まま ドラ ッ グ し て 運 
ん で くだ きい 。 た だ し ユ コピー 結果 を 、 同 じ 名 前 の ファ イル (フォ ル ダ ー) が ある ウィ ンド ウ に 運ん だ 場 
合 は 、 表 示さ れる メッ セー ジ に 従っ て くだ さい 。 ま だ た 、 フ ォ ル ダー を コピ ー し た と き 、 そ の フォ ル 
ダー の 中 に あっ た だ フォル ダー は コピー され て いま せん 。 


@ フ ァイル (フォ ル ダ ー) を 移動 する 

目的 の ファ イル (フォ ル ダ ー) の アイ コン を ポイ ント し 、 マ ウス の 左 ボ タン を 押し て その まま ドラ ッ 
グ し て 、 移 動 先 の ウィ ンド ウ の 中 に 運べ ば 、 フ ァイル (フォ ル ダ ー) は そこ に 移動 し ます 。 た だ し 、 移 
動 先 の ウィ ンド ウ に 同じ 名 前 の ファ イル (フォ ル ダ ー) が ある と き は 、 表 示さ れる メッ セー ジ に 従っ て 
くだ きい 。 ま た 、 フ ォ ル ダー を 移動 する 場合 、 を の フォ ル ダ ー の 中 に フォ ル ダ ー が ある と エラ ー と な 
り 、 フ ォ ル ダー は 移動 きれ ませ ん 。 


人 @ フ ァイル (フォ ル ダ ー) を 捨て る 

処分 し た い フ ァイル (フォ ル ダ ー) の アイ コン を ポイ ント し 、 マ ウス の 左 ボ タン を 押し て その まま ド 
ラッ グ し て 、 ご み 箱 アイ コン の 上 に 運び ます (また は 、 ご み 箱 の ウィ ンド ウ の 中 に 運ぶ )。 フ ァイル は 
ご み 箱 の 中 に 移動 し 、 フ ァイル は 削除 きれ ます 。 


信 捨 て た ファ イル を 拾い 出す 

ご み 箱 アイ ュ ン を 左 ボ タン で ダブ ルク リッ ク し て 、 ご み 箱 の ウィ ンド ウ を 開き 、 中 に 目的 の ファ イ 
ル の アイ コン が あれ ば 、 も と の ウィ ンド ツウ に 戻す こと が で きま す 。 拾 い 出し だ たい フ ァイル の アイ コン 
を ポイ ント し 、 マ ウス の 左 ボ タン を 押し て 、 そ の まま ドラ ッ グ し て 、 収 め た い ウ ィ ン ド ウツ の 中 まで 運 
ん で くだ さい 。 た だ ただ し 、 同 じ 名 前 の ファ イル が ある ウィ ンド ツウ に 運ぶ こと は で きま せん 。 ま た 、 捨 て 
だ フォルダ ー は 削除 る きれ て し まい ます の で 、 ご み 箱 か ら 拾 い 出す こと は で きま せん 。 


氏 ア スキ ー 形 式 の ファ イル を 印刷 する 

目的 の アス キー 形式 の ファ イル の アイ コン を ポイ ント し 、 マ ウス の 左 ボ タン を 押し て その まま ド 
ラッ グ し て 、 プ リン タ ア イコ ン の 上 に 運び ます 。 す る と 、 プ リン タ か ら フ ァイル の 内 容 が 出力 され ま 
す 。 フ ァイル の 種類 に よっ て は 、 で た ら め な 文字 が 出力 され る こと が あり ます の て 注意 し て くだ きい 。 


他 フ ォ ル ダー を 作る 

ニュ ー フ ォ ル ダー アイ コン を ポイ ント し 、 マ ウス の 左 ボ タン を 押し て その まま ドラ ッ グ し て 、 新 し 
い フ ォ ル ダー を 収め る 先 と な る ウィ ンド ウツ の 中 に 運び ます 。 す る と 、 そ の ウィ ンド ツウ の 中 に 新しく 空 
の フォ ル ダ ー が 作ら れ ま す の で 、 フ ォ ル ダー 名 を 入力 し て くだ さい 。 

ニュ ー フ ォ ル ダー の ウィ ンド ツウ を 開い て 、 そ の 中 に ファ イル (フォ ル ダ ー) の アイ コン を 入れ て か ら 、 
ニュ ー フ ォ ル ダー アイ コン を ポイ ント し 、 左 ボタ ン を 押し て 目的 の ウィ ンド ツウ の 中 に その まま ドラ ッ 
グ す る と 、 フ ァイル (フォ ル ダ ー) の 入っ だ た フォルダ ー を 作る こと が で きま す 。 
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@ フ ァイル を 実行 する 

実行 びき る ファ イル (アプ リケーション の ファ イル や Human68k の コマ ンド ファ イル な ど ) の ア 
イコ ン を 左 ボ タン で ダブ プル クリ ッ ク す る と 、 そ の ファ イル の プロ グラ ム が 実行 され ます 。 実行 する フ 
ァイル を 選択 し て か ら 、 コ マン ド メ ニ ュ ー の 中 の “Open” を 実行 し て も 、 同 じ 結 果 が 得 ら れ ま す ( コ 
マン ド メ ニ ュ ー は 、 ア イコ ン 領 域 以 外 の 場所 で マウ ス の 右 ボ タン を 押す と 、 デ スク トッ プ 上 に 表示 さき 
れ ま す 。 右 ボタ ン を 押し た まま ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て ヾ Open' が 反転 し た と ころ で 右 ボ タン を 離せ 
ば 、^Open′ が 実行 きれ ます )。 


@ フ ァイル (フォ ル ダ ー) の 表示 形式 を 変え る 

コマ ンド メニ ュー の 中 か ら 6 Look Date′ を 選択 すれ ば 、 ウ ィ ン ド ツウ 内 の 各 フ ァイル や フォ ル ダ ー 
の 作成 更新 日 時 が 表示 され ます 。 同様 に Look Size′ を 選択 すれ ば 、 そ れ ぞ れ の ファ イル サイ ズ 
(K バ イト 単位 ) が 表示 され ます 。 通 常 の 表示 形式 に 戻す に は 、 同 じ メ ニュ ー の 中 か ら \Look Name/ 
を 選択 し て くだ さい 。 (コマ ンド メニ ュー は 、 ア イコ ン 領 域 以 外 の 場所 で マウ ス の 右 ボ タン を 押す と 、 
デス クト ッ プ 上 に 表示 され ます 。 右 ボタ ン を 押し た まま ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て 目的 の メニ ュー が 反 
転 し た と ころ で 右 ボ タン を 離せ び 、 そ の メニ ュー が 選択 され ます )。 


@ フ ァイル (フォ ル ダ ー) を 並び 替え る 

コマ ンド メニ ュー の 中 か ら 、^Sorting′ を 選択 する と 、 ウ ィ ン ド 内 の アイ コン が 、 あ る 一 定 の 順 
序 に 従っ て 並び 替え を られ ます (コマ ンド メニ ュー は 、 ア イコ ン 領 域 以外 の 場所 で マウ ス の 右 ボ タン を 押 
す と 、 デ スク トッ プ 上 に 表示 され ます 。 右 ボタ ン を 押し た まま ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て \Sorting' が 
反転 し た と ころ で 右 ボ タン を 離せ ば 、^Sorting′ が 選択 きれ ます )。 

並び 替え の 順序 は 、 そ の と き の フ ァイル (フォ ル ダ ー) の 表示 形式 に よっ て 異な り ま す ( 名 前 の アル 
ファ ベッ ト 順 、 日 時 の 新しい 順 、 フ ァイル サイ ズ の 大 きい 順 な ど )。 


の その 他 の 操作 


@ ビ ジュ アル シェ ル を 終了 する 

コマ ンド メニ ュー の 中 か ら 、^Exit” を 選択 し ます (コマ ンド メニ ュー は 、 ア イコ ン 領 域 以 外 の 場所 
で マウ ス の 右 ボ タン を 押す と 、 デ スク トッ プ 上 に 表示 され ます 。 右 ボタ ン を 押し た まま ポイ ンタ を ド 
ラッ グ し て “Exit” が 反転 し た と ころ で 右 ボ タン を 離せ ば 、^Exit” が 選択 きれ ます )。 た だ し ゞ Exit 
は 、 ビ ジュ アル シェ ル を Human68k の コマ ンド モー ド か ら 実 行 し た と きのみ 選択 で きま す 。 


@ 画 面 の 表示 モー ド を 変え る 

デス クア クセ サリ アイ コン を ポイ ント し 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押し て 、 表 示さ れる メニ ュー の 中 か 
ら 、^Control Panel* を 選択 し ます ( 右 ボ タン を 押し た まま ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て “Control Panel* 
が 反転 し た と ころ で 右 ボ タン を 離せ ば 、^Control Panel′ が 選択 され ます )。 表 示さ れ た パネ ル の 中 
に 画面 の 表示 モー ド を 変更 する 項目 (768X512?、^512x512?) が あり ます の で 、 設定 し た い 画 面 モー 
ド を 選択 し て くだ きい 。 
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人 @ 画 面 の 色調 を 調節 する 

デス クア クセ サリ アイ コン を ボ ポイ ント し 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押し て 、 表 示さ れる メニ ュー の 中 か 
ら 、^Control Panel' を 選択 し ます ( 右 ボ タン を 押し た まま ポイ ンタ ドラッグ し て ^Control Panel* 
が 反転 し た と ころ で 右 ボ タン を 離せ ば 、^Control Panel′ が 選択 きれ ます )。 表 示さ る され た パパ ネル の 中 
で 、 画 面 の 色調 を 自由 に 設定 し て くだ さい 。 


信 画 面 の ハー ドコ ピー を と る 
プリ ンタ アイ コン の メニ ュー で ある Hard Copy′ を 選択 する と 、 そ の と き デ ィ ス プレ イ に 表示 き 
れ て いる デス クト ッ プ 画面 が プリ ンタ に 出力 され ます (プリ ンタ アイ コン を ポイ ント し 、 マ ウス の 右 ボ 
タン を 押す と 、 バ Hard Copy” と いう メニ ュー が 表示 され ま す 。 右 ボタ ン を 押し た まま ポイ ンタ を ド 
ラッ グ し て Hard Copy′ が 反転 し た と ころ で 右 ボ タン を 離せ ば 、^Hard Copy′ が 選択 され ます )。 
また 、 | COPY | キー を 押し て も 画面 を プリ ンタ に 打ち 出す こと が で きま す 。 


信 時 計 を 合わ せる 

デス クア クセ サリ アイ コン を ポイ ント し 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押し て 、 表 示さ れる メニ ュー か ら 、 
*Timer′ を 選択 し ます ( 右 ボ タン を 押し た まま ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て “Timer′ が 反転 し た と ころ 
で 右 ボ タン を 離せ ば 、^Timer′ が 選択 きれ ます )。 す る と 、 デ スク トッ プ 上 に 現在 の 日 時 を 表示 し た 
ウィ ンド ツウ が 開く の で 、 を その 中 か ら [時 刻 設定 ] を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て 日 時 設定 画面 を 選択 し 、 新 
し い 日 付 と 時 刻 を 設定 し て くだ さい 。 


⑱ タ イマ ー を セッ ト す る 

デス クア クセ サリ アイ コン を ポイ ント し 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押し て 、 表 示さ れる メニ ュー か ら 、 
*Timer′ を 選択 し ます ( 右 ボタ ン を 押し た まま ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て “Timer” が 反転 し た と ころ 
で 右 ボ タン を 離せ ば 、^Timer”′ が 選択 きれ ます )。 す る と 、 デ スク トッ プ 上 に 現在 の 日 時 を 表示 し た 
ウィ ンド ツウ が 開く の で 、 そ の 中 か ら [設定 ] を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て タイ マー 設定 画面 を 選択 し て 
だ きい 。 以後 は 、 適宜 [- 十 ] と [SET] を 左 ボ タン で クリ ッ ク し て 、 専用 カラ ー デ ィ ス プア レ イ テ レ ビ 
や コン ピュ ー タ 本 体 の 電源 ON/OFF を 行う 日 時 を 設定 し て くだ さい 。 


人 @ メ モ 帳 を 使う 

デス クア クセ サリ アイ コン を ポイ ント し 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押し て 、 表 示さ れる メニ ュー か ら 、 
^Note′ を 選択 し ます ( 右 ボ タン を 押し た まま ポイ ンタ を や ドラッグ し て Note” が 反転 し た と ころ で 
右 ボ タン を 離せ ば 、^Note” が 選択 され ます )。 す る と 、 デ スク トッ プ 上 に 「 メ モ 帳 」 の ウィ ンド ツウ が 
開く の で 、 そ の 中 に 自由 に メモ を 書き 込ん で 《 だ きい 。 


@ ソ フト キー ボー ド を 使う 

デス クア クセ サリ アイ コン を ポイ ント し 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押し て 、 表 示さ る れる メニ ュー か ら 、 
*Keyboard′ を 選択 し ます ( 右 ボ タン を 押し た まま ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て Keyboard” が 反転 し た 
と ころ で 右 ボ タン を 離せ ば 、^Keyboard が 選択 きれ ます )。 する と 、 デ スク トッ プ 上 に ソフ トキ ー ボ 
ー ド が 表示 る きれ ます の で 、 マ ウス で ソフ トキ ー ボ ー ド を 使っ て くだ さい 。 

まだ た 、 ソ フト キー ボー ド の テン キー は 、 電 卓 と し て も 使用 で きま す 。 電卓 と し て の キー 入力 の 途中 
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経過 お よび 結果 は 、 ソ フト キー ボー ド の 上 部 に ある 表示 パネ ル に 表示 る され ます 。 な お 、 ソ フト キー ボ 
ー ド や 電卓 は 、 文 字 や 数 字 を 入力 する ウィ ンド ツウ スモ 帳 や 電話 帳 な どの ウィ ンド ウツ) が 開い て いる と 
き に の み 使 用 で きま す 。 


⑱ カ レン ダー を 表示 する 

デス クア クセ サリ アイ コン を ポイ ント し 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押し て 、 表 示さ れる メニ ュー か ら 、 
*Calendar′ を 選択 し ます ( 右 ボ タン を 押し だ た まま ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て Calendar′ が 反転 し た 
と ころ で 右 ボ タン を 離せ ば 、^Calendar” が 選択 きれ ます )。 す る と 、 デ スク トッ プ 上 に カレ ンダ ー が 
表示 され ます の で 、 マ ウス で 自由 に カレ ンダ ー の ペー ジ ( ひ と 月 単位 ) も めく っ て 使っ て くだ きい 。 


人 @ 電 話 帳 を 使う 

デス クア クセ サリ アイ コン を ポイ ント し 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押し て 、 表 示さ れる メニ ュー か ら 、 
Telephone Directory′ を 選択 し ます ( 右 ボ タン を 押し た まま ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て “Telephone 
Directory′ が 反転 し た と ころ で 右 ボ タン を 離せ ば 、^Telephone Directory′ が 選択 きれ ます )。 す 
る と 、 デ スク トッ プ 上 に 「 電 語 帳 」 の ウィ ンド ツウ が 開く の で 、 そ の 中 の 適当 な 場所 に 電話 番号 な ど を 
書き 込ん で くだ きい 。 


@ ク リッ プ ボ ー ド を 使う 

メモ 帳 や 電話 帳 の 中 で 、 ク リッ プ し た い 部 分 を 指定 し て か ら 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押し て 、 ク リッ 
プ ボ ー ド の メニ ュー か ら 、“Cut”" また は “Copy′ を 選択 する と 、 ク リッ プ ボ ー ド へ の 書き 込み が 行わ 
れ ま す ( 右 ボ タン を 押し た まま ポイ ンタ を ドラ ッ グ し て 目的 の メニ ュー が 反転 し た と ころ で 右 ボ タン 
を 離せ じ 、 そ の メニ ュー が 選択 され ます )。 

クリ ッ プ され た 情報 を 取り 出す に は 、 読 み 込む 先 の ウィ ンド ツウ 内 で 位置 を 指定 し て か ら 、 マ ウス の 
右 ボ タン を 押し て 、 ク リッ プ ボ ー ド の メニ ュー か ら Paste′ を 選択 し て くだ さい 。 


@ 本 機 の キー ボー ド か ら 専 用 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ を コン トロ ー ル する (テレ ビ コ ン トロ ー ル ) 
SHIFT | キー( な よび 本 体 前 面 の 電源 が 入っ て いる と き は | OPT.2 | キー) と 各 テ ン キ ー を 組み 合わ 
せ て 、 本 機 の キー ボー ド か ら 専 用 カラ ー デ ィ スプ レイ テレビ の コン トロ ー ル が で きま す 。 


候 日 本 語 を 入力 する 

起動 時 に 日 本 語 FP が シス テム に 組み 込ま れ だ とき は 、| CTRL | キー を 押し な が ら | XF1 | キー を 押 
すこ と に よっ て 、 日 本 語 入 力 が で どき る よう に な り ま す 。 日 本 語 FP を シス テム に 組み 込む 方 法 は 、 別 
冊 の 「Human68k ユー ザー ズ マ ニュ アル 」 を ご 覧 くだ きい 。 な お 、 日 本 語 を 入力 する 場合 は 、 文 字 や 
数 字 を 入力 で きる ウィ ンド ウズ メモ 帳 や 電話 岩 な どの ウィ ンド ツウ ) が 開い て いる 必要 が あり ます 。 


@ コ マン ドモ ー ド に 入る 

*COMMAND.X′ の アイ ュ コン を マウ ス の 左 ボ タン で ダブ ルク リッ ク し ます 。 ま た は 、“ バ COM- 
MAND.X” を 選択 し て 宮 いて 、 コ マン ド メ ニ ュ ー の “Open′ を 実行 し ます 。 

コマ ンド モー ド か ら 6 再び デス クト ッ プ に 戻る に は 、 キ ー ボ ー ド か ら 6`EXITY と 入力 し て リタ ー ン キ 
ー を 押し て くだ さい 。 
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ADPCM 

*Adaptive Differential Pulse Code Modulation′ の 略 。 ア ナ ロ グ デー タ で ある 「 音 」 を デジ 
タル 化 ( デ ジ タ イ ズ ) す る 方 式 の 1 つ 。 本 機 に は は 、 こ の 方 式 の 音声 デジ タイ ズ 機 能 が 装備 され て いる の 
で 、 あ ら ゆ る 音 の デジ タル 録音 ・ 再 生 が 自由 に 行え る 。 


CPU 

~Central Processing Unit” の 略 。 命 令 を 実行 する の に 必要 な 回 路 を 持っ た 、 コ ンピュータ の 1 
ユニ ッ ト 。 コン ピュ ー タ シス テム 全体 の コン トロ ー ル や デー タ の 計算 ・ 比 較 な どの 判断 や 行 う 、 コ ン 
ピュ ー タ の 心 職 部 で ある 。 


FM 音源 
^FM” は 、^Frequency Modulation′ (周波 数 変調 ) の 員 。「 音 」 の も と に な る 電気 信号 を 自在 に 
組み 合わ せ て 、 音 の 波形 を 作る 方 式 の こと 。 多種 多様 な 音 作り が 可能 で ある 。 


IPL 

^Imitial Program Loader” の 略 。IPL は 、 外 部 記憶 装置 に ある プロ グラ ム (OS) も コン ピュ ー タ 
の メモ リ に 読み 込む な め の プ ログ ラム で ある 。 通常 は コン ピュ ー タ の ROM に 記憶 きれ て お り 、 電 源 
投入 と 同時 に 作動 する よう に な っ て いる 。 


JIS 配列 
日 本 工業 規格 (Japan Industrial Standards) に よっ て 定め られ た キーボード の キー 配列 の こ と 。 英 
文字 に 加え て カナ 文字 も 備え られ て いる 。 


OS 
^Operating System” の 略 。 コ ンピュータ を 操作 する た め の プ ログ ラム の 集まり 。 コ ンピュータ 
の 処理 を 効率 よく 行う た め の 基本 ソフ トウ エア 。 


RAM 

*Random Access Memory” の 略 。 コ ンピュータ 内 の ユニ ッ ト の 1 つ で 、 デ ー タ や プロ グラ ム な 
ど を 記 境 し て お く 部 分 。RAM に は 自由 に 情報 を 読み 書き する こと が で きる が 、 一 般 に 電源 が 切断 さ 
れる と その 内 容 は 消失 し て し まう (た だ し 、S-RAM (スタ ティ ッ ク RAM) 呼ば れる RAM は 、 バ ッ 
テリ ー バ ッ ク ア ッ プ され だ た も の な の で 、 電 源 わ 切っ て も その 内 容 は し ば らく (の 間 保 存 さ れる )。 


RAM ディ スク 
RAM の 一 部 を ディ スク ドラ イブ と 同じ よう に 使っ た も の 。RAM ディ スク は 、 自 分 で 用 意 する こ 
と が で きる ('「Human68k ユー ザー ズ マ ニュ アル 」 の 第 7 章 を 参照 )。 
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ROM 

*Read Only Memory′ の 略 。 コ ンピュータ 内 の ユニ ッ ト の 1 つ で 、 デ ー タ や プロ グラ ム な ど を 記 
憶 し て お く 部 分 。 KOM は 、 情 報 が あら か じ め 書 き 込 まれ て いる 読み 出し 専用 の メモ リ で 、 電 源 を 切っ 
て も その 内 容 は 失わ れ な い 。 


VRAM 
*Video Random Access Memory′ の 略 。 デ ィ ス プレ イ 装 置 の スク リー ン に 表示 する 文字 や 図 
形 の 情報 を 記憶 し て お く メ モリ (RAM) の こと 。 


@ あ 行 


アイ コン 
デス クト ッ プ 画面 に 表示 され る シン ボル マー ク 。 図 柄 が それ ぞ れ の 機能 を 象徴 し て いる 。 


アク セス 
コン ピュ ー タ と 周辺 機器 の 間 で 、 デ ー タ の や り 0 取り を する こと 。 た と を ば 、「 デ ィ イス ク に アク セス す 
る 」 と は 、 デ ィ ス ク に 対し て 書き 込み 読み 出し の 操作 を 行う こと を 意味 す る 。 


アプ リケーション 
ある 特定 の 仕事 を する た め に 開発 され だ た ソフトウェア の こと 。 


ウィ ンド ウ 
様々 な 情報 を 表示 する た め の “ 窓 '。 デ スク トッ プ で は 、 必 要 に 応じ て この “ 窓 ” を 開い て 、 作 業 を 


進め て いく 〈。 


エコ ー モ ー ド 3 
日 本 語 入力 モー ド の うち 、 文 字 の 入力 、 変 換 を カー ソル の 位置 で 行う も の 。 


エラ ー 
プロ グラ ム の 実行 中 に 、 何 か 不都合 が 生じ る こと 。 エ ラー の 原因 に は 、 操 作 の ミス 、 も し く は プロ 


グラ ム 自 体 の 誤り な ど が 考え られ る 。 


ocI レ ー デ ティ ング シス テム 
「OS」 参 照 。 


@ か 人 行 


カー ソル 
ディ スプ レイ の どの 位置 に 次 の キャ ラク タ が 表示 され る か を 示す 指標 。 
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拡張 子 

ファ イル 名 の 一 部 。 ファ イル 名 に 拡張 子 を 付け る 場合 、 名 前 と の 間 を ピリ オド (.) で 区 切っ て 半角 文 
字 で 3 文字 以内 の 拡張 子 を 続け る 。 抜 張子 は 、 フ ァイル を 判別 する の に 使わ れる こと が 多い 。Human68k 
で は 、 原則 と し て アル ファ ベッ ト 半 角 1 文字 の 拡張 子 は 、 特別 な 意味 の ある 拡張 子 で ある (シス テム 耶 
約 )。 


クリ ッ ク 
マウ ス の ボタ ン を 押し 、 す で に 離す 動作 の こ と 。 


@ さ 行 


シス テム ライ ン モ ー ド 
日 本 語 入力 モー ド の うち 、 文 字 の 入力 、 変 換 を 画面 の 最 下 行 で 行う も の 。 


出力 
コン ピュ ー タ に よっ て 処理 きれ 、 出 力 装置 に 送ら れる 情報 の こ と 。 出力 装置 は 、 プ リン タ や ディ イス 
ク ド ラ イブ 、 デ ィ ス プレ イ な ど 。 


スー パー イン ポー ズ 
テレ ビ や ビデ オ の 画面 に 、 コ ンピュータ の 画面 を 重ね て 表示 する こと 。 


スク ロー ル 
ディ スプ レイ 上 の 画面 を ん 、 ち ょ うど 巻物 を 巻き 上 げた り 巻 き 戻 し た りす る よう に 、 上 下 左 右 に 動か 
a 


た 行 


ダブ ルク リッ ク 
マウ ス の ボタ ン を 素早 〈 2 回 続け て クリ ッ ク す る 動作 の こと 。 


ディ レク トリ 
ディ スク の 内 容 一 覧 の こと 。 デ スク トッ プ で は 、 デ イス クア イコ ユ コン や フォ ル ダ ー ア イコ ユン の ウィ ン 
ドウ と し て 表示 され る 。 


デス クア クセ ザ リ 
デス クト ッ プ 上 で 自由 に 使 を る 小さ な ア プリ ケー ショ ン の こと 。 タ イマ ー や メモ 帳 、 コ ント ロー ル 
パネ ル な ど が あり 、 デ スク アク セ サ リ アイ コン の メニ ュー の 中 か ら 選 択 し て 使用 する 。 


デス クト ッ プ 
ビジ ュ ア ル シ ェ ル を 実行 する こと に よっ て 、 デ ィ ス プ ブレイ に 表示 きれ る 画面 の 、 と 。 ア イコ ン や ウ 
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ィ ン ド ウ な どの ビジ ュ ア ル ( 視 覚 的 ) な 要素 か ら 構 成 さ れ て いる 。 


ドラ ッ グ 
マウ ス の ボタ ン を 押し た まま 、 マ ウス を 動か す 動 作 の こ と 。 


@ な 行 


入力 
コン ピュ ー タ に 情報 を 与 を る こと 。 入力 は 、 キ ー ボ ー ド や マウ ス 、 プ ログ ラム 、 他 の ユン ピュ ー タ 
な どか ら 行 われ る 。 


@ は 行 


バッ クア ッ プ 
不 注意 な 操作 、 ま た は 不慮 の 事故 な が ど に よる プロ グラ ム や デー タ の 消失 に 備え て 、 デ ィ ス ク の 複製 
を 作る こと 。 ま た は 作っ た も の 。 


ハー ドコ ピー 
画面 の 様子 と その まま プリ ンタ に 出力 する こと 、 ま た は 出力 し た も の 。 


ビジ ュ ア ル シ ェ ル 
デス クト ッ プ を 設定 する 機能 (アデ ログ ラム )。 本 機 で は 、 こ の プロ グラ ム の ファ イル 名 は ヾ VS.X* で 
ある 。 


ヒス トリ デバ イス ドラ イ バ 
『Human68k ユー ザー ズ マ ニュ アル 』 第 6 章 「6.4 ヒス トリ デバ イス ドラ イ バ 」 参照 


ビッ トマ ッ プ 

スク リー ン の 画素 (ドッ ト ) が 1 つ 1 つ 独立 し て 、VRAM に マッ プ (対応 づけ ) さ れ て いる 表示 形式 
の こと 。 き め 細 か ' い 画質 が 実現 され る た め 、 グ ラフ ィ ッ ク を 扱う 表示 に は よく 用 いら れる 方 式 。 本 機 
で は 、 テ キス ト ( 主 に 文字 ) を 扱う 表示 に も 、 こ の ビッ トマ ッ プ 方 式 を 採用 し て いる 。 


ファ イル 
関連 し た 情報 の 集まり 。 コ ンピュータ で は 、 プ ログ ラム も デー タ も 等 し く て 「 フ ァイル 」 と し て 扱わ 


和 れる 。 
アオ ー マ ッ ド 


ディ スク の 初期 化 。 コ ンピュータ で ディ スク を 使用 する た め に は 、 最 初 に 一 度 ど だ け フ ォ ー マ ッ ト 処 
理 を 行わ な けれ ば な ら な い 。 


227 


フォ ル ダ ー 
デス クト ッ プ に お ける ファ イル の 入れ 物 。 デ ィ ス ク 上 に た くき さん ファ イル が ある 場合 、 フ ォ ル ダー 
を 利用 し て ファ イル を 整理 する こと が で きる 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 

四角 い ジ ャ ケッ ト (プラ スチ ッ ク 板 製 ) の 中 に 磁性 体 の 円 盤 が 入っ て いる も の で 、 プ ログ ラム や デー 
タ の 保存 に 使用 きれ る 。 フ ロッ ピー ディ スク に は 、 3.5 イ ンチ 、 5.25 イ ンチ 、8 イン チ と いっ だ サイ ズ 
が あり 、 ま た 同じ サイ ズ の も の で も 、「 片 面 」 と 「 両 面 」、 ほ と か 、「 単 密 」「 倍 密 」「 高 密 」 と いっ た 種類 が 
ある (本 機 で 使用 する フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 、5.25 イ ンチ 両面 高密 度 (2HD) の も の )。 


フロ ント プロ セッ サ 

「 前 処理 アロ グラ ム 」 の こと 。 だ た と えば 、 コ ンピュータ と 通信 回 線 と の 間 に 置 か れ て 、 デ ー タ 送受 
信 や 伝送 チェ ッ ク な ど を 行う 通信 制御 デ ロ グ ラム や 、 コ ユン ピュ ー タ は と 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サブ プログ 
ラム の 間 に お か れ 、 入 力 する 日 本 語 の 変換 や 行う プログラム な ど が ある 。 


プロ ジン シ プ ト 

入力 促進 の こ と 。 対 話 型 の 処理 (コン ピュ ー タ と ユー ザー が 対話 を し な が ら 処 理 を 進め て ゆく 《 よ うな 
形態 ) で 、 コ ンピュータ が ユー ザー に 入力 を 要求 し て いる こと を 示す た め に 表示 する 記号 な ど を 指す 。 
Human68k の プロ ンプ トト は 、 ド ライ ブ 名 と > 記号 で 表示 され る で A>” な ど )。 


暴走 

プロ グラ ム に 欠陥 が あっ た り し て 、 ユ ンピュータ の 動作 に 異常 を きた すこ と 。 画 面 が 乱れ だ り 、 キ 
ー 入 力 を 受け 付け な く な っ た りす る 。 桑 走 し て し まっ だ た だら 、 リ セッ トス イッ チ を 押す か 、( 一 度 電 源 を 
切っ て ) 再 び 電 源 を 入れ 直す まで 、 コ ンピュータ は 使用 不能 に な る 。 


ポイ ンタ 

マウ ス の 使用 者 が 、 デ スク トッ プ 上 の 自分 の 位置 を 確認 する た め の 、 小 さき な グラ フィ ッ ク シ ン ボ ル 
の こと 。 ポ イン タ は 通常 は 矢印 型 だ が 、 実 行 経過 や ポイ ント する 場所 に よっ て 形 が 変化 する こと も あ 
る 。 


ポ ボ ポインティング デバ イス 
マウ ス な どの 座標 入力 装置 の 総称 。 画 面 上 の 位置 を 指定 する の に 適し て いる 。 


ポイ ント 
デス クト ッ プ 上 の ポイ ンタ を 日 標 の 位置 まで 移動 し 、 目 標 を 指し 示す 動作 の こ と 。 


ラー 


@ ま 行 


マー ジ 


2 つの ファ イル を 結合 し て 、1 つの ファ イル に まる こと 。 
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メニ ュー 
現在 行う こと の で きる 作業 が 一 覧 び で きる よう に 表示 し た も の 。 用意 き され た 項目 の 中 か ら 自 由 に 選択 
すこ が で 和 きる 。 


メモ リ 
コン ピュ ー タ 内 部 の 記憶 装置 。 実 際 の 作業 に 必要 な プロ グラ ム や デー タ は 、 い っ た ん この メモ リ に 
読み 込ま れ て か ら 使 用 きれ る 。 
@ や 行 
ユー ティ リティ 
辞書 ディ スク 保守 ユー ティ リティ の よう に 、Human68k や プロ グラ ミン グ 言 語 の 働き を 助け る よう 
な 補助 デ ロ グ ラム の 総称 。 


@ ら 行 


ライ ト プ ロ テク ト 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 書き 込み 禁止 処理 の こ と 。 ラ イト プロ テク ト る され だ フロッピ ー デ ィ ス ク は 、 
情報 を 読む こと は で きる が 、 フ ロッ ピー ディ スク の 内 容 を 変更 し た り 消 去 す る こと は で き な い の で 、 
大 事 な ゲ ログ ラム や デー タ の 入っ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 保護 する の に 便利 で ある 。 ラ イト プロ 
テク ト の 方 法 は 、 フ ロッ ピー ディ スク の 種類 に よっ て 異な る (本 機 で 使用 し て いる 5 イン チ フ ロッ ピー 
ディ スク の 場合 、 フ ロッ ピー ディ スク に ある 切込み (ライ ト プ ロ テク トノ ッ チ ) を 不透明 な シー ル で ふ 


さる で)。 


リセ ッ ト 
コン ピュ ー タ を 初期 状態 (電源 を 入れ た と き と 同 じ 状 態 ) に 戻す こと 。 


@ わ 行 
ワイ ルド カー ド 


ファ イル 名 を 構成 する 文字 の 代わ り に 用 いる 一 種 の 代用 文字 で 、^*? と 77 の 2 種類 が ある 。^?7? 
は 任意 の 半角 1 文字 を 、~*” は あら ゆる 文字 列 を 表す 。 
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060VOUGMU ビ IDV610 全 GCCOC2O CRP 80 
2 の OSE(3 32SH2OOC20S の GCC 2 84 
HUOOIK NSR >2 eo 84 
OO See ooeoss 85 
Oi 82 
1 84 219290(S3 計 CPP 83 
Sortingeeeeeee 85 
VS 取 及 20G9 隊 ECGEKO CGC スコ じ つつ 86 
マジ ドモ 一 隊 eee est ssses 168 
デコ (用 antesctetas tdaesees 66.109 
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ご み 箱 の メニ ュー ドド ドド oooertmt 109 
(GIOS 3 は 223bPe5 く 538 は と 2 bcede こ ーー 110 
Em iri 109 
DDG の …eeteeeesnvsoes2es3e ikas eeeaeee 110 

ラシン ト ー ル ジマ 和 ネル トッド ーー 121 

くさ 行 〉 

的 ボボ 必 グ ウス oo eeeaeeesoetee 72.74 

削除 
プア イル の 前 人 際 ooo ee 110 
フォ ル ダ ー の 削除 で ………… ド ーー 111 

作成 
00 人 杉 ee 123 
学 の 作 肢 < の eee 125 
ッッ クア デップ ユビ ピー の 作成 | の err の : 56 
フォ ル ダ ー の 作成 ………… の 105 

天王 民 称 Neteeeuee te 18 

辞書 学習 機能 で で ーーー ドド 142 

辞書 ドラ イ 0 ジン 43COOOOPLCZ CPK 154 

スズ テ ム 届 es 175 

スム デジ シス ヘン Re 50 

シス テム ・ 辞 書 ず イィ ス ク の ハー ド デ ィ スク へ の 

ESECPCOPCPYPPP POOPEPPFYPPPP に の 59 

ジラ ンジ 141 

シー スル ー カ ラー 尊 征 ooo 16.189 

宋 衝 タデ ァイル で eeeeeete ee etttee 129 

の 2 っ 2 に 王 和 1 旨 CCPCPPCOPCOKTZPPCTESEPIOCTEPD 197 

周 如 機器 eee 175 

終了 
作業 め 終 oo 88 
ビジ ュ ア ル ジ ェ ル の 終了 oh eo 87 

ジョ イス ティ ッ ク 用 コネ クタ ………… 12.182 

と あの 人 に デ ツ 】 OLC た OCN 76 

スク ロー ル ュ ミー ーー ドー ドド ドド < 72.76 

ジン の 2 ロー ルン な 3 に ゲン 70 72.76 

ンー シャ ーー 人 ン な ッ トト ーー 人 CPPPPP で 167 

2 の msiNePICACIGGIOAS ご PROC025 さ に 193 

ズ 一 必 ぬ ボ ジ クス mm で essseet2 72.74 

系 眉 2 の ウ ペ に ee ooo の ee 18.178 


選択 
デオ ゴ ン の 選択 …… の ーー 56 
0 ンジ ドウ の 選択 トイ 7 の 
メニ ュー の 選択 ……ereererrerrn 80 
凍 用 みみ ラー デイ スプ ブレイ テン と ビ "で の ツ 26 166 
専用 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ コン トロ ー ル 
用 コネ クタ ター eonet 16,189 
ラプ トキ ー ボ ポー ドド の の …… 116 
く た 行 > 
タイ トル バー oo 72,75 
eee 126 
ダブ ルク リッ クー で の eoeeeneenenrrererrrrrr 55 
単語 登録 …- 人 上 上 i の ememomoemoeenrerrrr 155 
逐次 自動 変換 モー ド …… の riorormrmnm 142 
ディ イス クア イコ シン … ee 65.90 
ディ イス ク メ ニ ュー… ooomeemm 93 
Close/Eject… ド in 94 
FOO 95 
Information on ee 94 
16 00EEEEEEECOOHEREROECEECEEEEOOOEEGD 94 
Volume Nameon で ooo 94 
デイ レン クト リー oroeoeneneenenenrnreerrrerrer 79 
誠 和 多 ググ 00 7 1 コン woo。 65,116 
デス クア クセ サリ の メニ ュー …… ie 116 
Calendar Io 120 
Control Panel に oe 121 
Icon Maintenance "で の で の の 123 
Keyboard …… ee 116 
NO 118 
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Te ドド ドド ドド ーー ドー 126 
デス クト ッ プ 画面 …0 の om 50 
テレ ビ コ ン トロ ー ル oe 166 
ii 292 
電源 を ii 50 
電源 を iii 49 
電源 スイ イッチ meme lk 
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電卓 に て ス ルト た ルル : 118 
語 119 
特 人 im 30 
時 計 PPPPCPCPCOCCOCDLKODLLULOCOICKJKIKOKLA 64,116,126 
1 CGCHCHCCHKOOMUOEKKCKEGD 91 
レン SGSSESSSSESEESSSERSRSSRSM 55 
く な 行 〉 


日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ (日 本 語 FP) …139 


日 本 語文 字 の 入力 と 変換 ……0(iieireri… 143 
ニュ ー フ ォ ル ダー アイ コン …… の ir…… 65.103 
ニュ ー フ ォ ル ダー の メニ = ュー "で omo 104 
CO 105 
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入 カ モー ド oo 141 
< は 行 > 
メー 
スク ロー ルズ バー に oe に に に の 72.76 
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バッ クア テッ プレ ーー ドド oo 56 
バッ ク グ ラウ ン ド 処理 方 失 jei( き (5107878 人 5 人 9761898067 4 
一 ドコ ピー 115,171 
ハー ド デ イ スズ スクー で "oe emem 63 
ハー ド デ ィ スク か ら の シス テム 起動 ……… 59 
ハー ド デ ィ スク ドラ イブ アク セス 表示 用 ラン 
5 PPPPPPCPDCCCLODODLCCOLCCOCLKLLDCOLIOKEOLULKJULUDUOLLU 13 
ハー ド デ ィ スク ドラ イブ 用 コネ クタ …16,186 
ポラ ーー DReenWetss tst 2cyorxe SSdoceak ass 129 
ヒス トリ デバ イス ドラ イ バ ee で の 4 
ば 2 ァ ェ ア ル シェリ ブレ い oeeoee teten yanorieesoets yees 51 
表示 
アイ ュ ユン の 表示 形式 … つ ili 上 つの | 会 上 上 二 84 
フォ ル ダ ー の 内 容 表示 ………iiiー mi 80 
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ファ イル 情報 の 表示 …… 全 4…@Qー…ー 80 
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アパ の 移動] oeeeeo 102 
ラ ァ イル の 印刷 mee 113 
ファ イル の 検索 ……………(i ーー 86 
ファ イル の 削除 … で の ーー… 110 
ファ イル の 復 ror 112 
ジア イル 衝 EDRK ROSS 70 
ファ イル 名 の 区 更 ホ ーー ドド …… 83 
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フォ ル ダ ー の 移動 ……… で "ooomrmnrrrnin 102 
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ジオ ルター 名 meme の me 106 
プリ ンタ アイ コン ドド ee 66,113 
ラン メス アイラ の ュー eee …| 113 
Hard COpYy に eee 115 
プリ ンタ 用 コネ クタ ………ー ド ドド ーー 18.187 
の ーー ジー 本 本 OX え KKCAIOOPDDZ た トッ ティ 17 
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フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ アク セス 表示 用 
ラジ ンー の 11 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の イジ ェクト ………… 94 
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ブロ ンプ トト ee 169 
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ee 141 
本栖 人 146 
変換 方 式 の 切り 換え ………… ド ーー 155 
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画面 モー ド の 変更 …‥‥………ーーーーー 122 
クリ ッ プ ファ イル の 変更 …………… ド …… 122 
時 刻 の 変更 ooo 126 
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シス テム ドラ イブ の 変更 ……………… 122 
電話 岩 フ ァイル の 変更 … 〇 (io 122 
ファ イル 名 の 変更 …… ee mm 83 
ボリ ュー ム 名 の 変更 … つ 上 上 上 な 94 
メモ 帳 フ ァイル の 変更 …… で の io… 1 の の 
> ポイ ンタ GtS を eta ea ahen ee1871ra(e@ie amiete 51 
に に 陣 ア 2 FOF 54 
保護 シー ト で ooo 49 
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ウィ ンド ウチ ェ ン ジ ボ ッ クス ……… 7 
グロ エー 入 2 72.79 
サイ スズ ポッ クス の eeeoeeeteeet… 72.74 
スク ロー ル ボ ックス で の で で で re 7 の 77 
ラーム ボウ グズ ス eeee teeeieeeeeteeeneoe 72.74 
ポリ ュー スム 入 ee 90.91 
くま 行 〉 
ママ 97 
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画面 EN 122 
AS 2 | SGP ECS で 168 
入力 モー エド ーーー ioooooeoeeenmm 141 
持 失 一 ドド eeyeeak reorckpar ee eeeevw 142 
くら 行 > 
ライ ト プ ロ テク トド … ド ドド ドド ーー 92 
ライ トブ プロ テク トノ ッ チ … で の ーー ドー 40 
に 52 で = Em 52 
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リモ ー ト コネ クタ 


くわ 行 〉 
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圏 ア フタ ー サ ービス に つい て 


1. 故障 また は 異常 が 生じ た と き は 、 使 用 を も やめて 、 本 体 前 後面 の 電源 スイ ッ チ を 確実 に 切り 、 差 し 
込み ゲラ グ を コン セン ト か ら 抜 き お 買い 求め の 販売 店 、 も し く は 最寄り の シャ ー プ お客 様 ご 相談 
窓口 に ご 連絡 くだ さい 。 

本 機 は 精密 機器 で す の で 、 ご 自分 で の 修理 は 遅 け て くだ さい 。 故障 の まま お 使い に な っ た り 、 ご 
自分 で の 修理 は 危険 で す 。 

2. ご 転居 、 ご 贈答 品 な ど で 、 お 買い 上 げ の 販売 店 に 修理 を 依頼 で き な い 場 合 は 、 最 礎 り の シャ ー プ 
お 客 様 ご 相談 窓口 に な 問い 合わ せく だ さい 。 

一 保証 に つい て 

1. 本 機 に は 保証 書 が つい て いま す 。 保 証書 は 販売 店 に て 所 定 事 項 を 記入 し て お 渡し いた し ます の で 、 


3。 
4. 


内 容 を よく お 読み いた だ き 大 切 に 保存 し て くだ きい 。 保証 期間 は 、 お 買い 上 げ の 日 か ら 1 年 間 で 
99 

保証 期間 中 、 万 一 故障 し た 場合 は 保証 書記 載 内 容 に 基づき 、 修 理 い た し ます 。 修理 の と き は 販売 
店 へ 持ち 込み を お 願い し ます 。 詳しく は 保証 書 を ご 覧 くだ さい 。 

本 機 を 運用 し た 結果 生じ る 影響 に つい て は 責任 を 負い か ね ます の で あら か じ め ご 了承 くだ さい 。 
保証 期間 経過 後 の 修理 に つい て は 、 販 売店 に ご 相談 《 だ さい 。 修理 に よっ て 機能 が 維持 で きる 場 
合 は 、 お 客 様 の ご 要望 に より 有料 修理 いた し ます 。 
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お 問い 合わ せ は 


この 製品 に つい て の ご 意見 、 ご 質問 は シャ ー プ 消費 者 相談 室 、 ま だ は お 客 様 ご 相談 鶴 


へ お 申し 付け こく ださい 。 


札 幌 支 店 消費 者 相談 室 〒063 札幌 市 西区 24 填 1 条 7 丁目 3-17 号 会 (O11)642-4649 
仙台 支店 消費 者 相談 室 〒983 仙台 市 卸町 東 3 丁 目 1 番 27 号 人 (022)288-9141 
宇都 宮 支 店 消費 者 相談 室 〒320 宇都 宮 市 不動 前 4 丁目 2 番 41 号 谷 (0286)35-1155 
東 京 支店 消費 者 相談 室 〒114 東京 都 北 区 東田 端 2 丁目 13 番 17 号 人 03) 893-4649 
名 古屋 支店 消費 者 相談 室 〒454 名 古屋 市 中 川 区 山王 3 丁目 5 番 5 号 谷 (052)332-4649 
金 沢 支店 消費 者 相談 室 〒921 石川 郡 野々 市 町 字 御経塚 町 1096 番 地 の 1 谷 (0762)49-4649 
大 阪 支 店 消費 者 相談 室 〒556 大 阪 市 浪速 区 恵美 須 西 1 丁目 2 番 9 号 全 (O6) 643-4649 
広 島 支 店 消費 者 相談 室  〒731-01 広島 市 安佐 南 区 西原 2 丁目 13 番 4 号 全 (082)874-4649 
高 松 支店 消費 者 相談 室 〒760 高松 市 木 太 困 1861 番 地 の 3 分 (0678)33-4649 
福岡 支 店 消費 者 相談 室 〒816 福岡 市 博多 区 井 相田 2 丁目 12 番 1 号 代 (092)572-4649 
沖 縄 消費 者 相談 室 〒900 那覇 市 剛 2 丁 目 10 番 地 1 谷 (0968)62-2231 
上 記 以 外 に も 、 名 地区 に お 客 様 ご 相談 窓口 を 設け て お り ま す の で 、 付 属 の 「 お客様 ご 相談 鶴 口 一 覧 表 」 を ご 覧 ご 
だ さい 。 所 在 地 ・ 電 話 番号 な ど は 変わ る こと が あり ます 。 そ の 分 は ご 容赦 珠 い ます 。 
ーー 
グ ャ ー が 杯 式 全社 
本 … 社 〒545 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 


お 客 様 へ …… お 買い あげ 年 月 日 、 お 買い あげ 店 名 を 記入 され ます と 、 修 理 な どの 依頼 の と き に 便利 で す 。 


電話 06 (621) 1221( 大 代表 ) 
電子 機器 事業 本 部 〒329-21 栃木 県 矢板 市 早川 町 1 /4 番 地 
電話 0287 (43) 1131( 大 代表 ) 


お 買い あげ 年 月 日 


に 証 


日 


お 買い あげ 店 名 


IINS-4102CE 


T0594-AI 


